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　雨は窓の向こうで降り続け、シンクロエナジャイザーはまぶたの向こうで明めい滅めつしていた。

　イスに背中を預けた新しん藤どう陽よう太たが、両足をどかりと机の上に投げ出したまま、かれこれ二十分ほどが経たとうとしている。装着するサングラスはその間もずっと光を発していた。

「それにしてもまだ使う気なんだ、それ。えっと……なんだっけ？」

　ヘッドフォンの隙すき間まから高たか見み乃の那なの声が聞こえた。もう三ヶ月ほど前から使用しているというのに、彼女はいまだにマシンの名前を覚えていない。

「シンクロエナジャイザー」

　陽太の代わりに別の声が答えた。ヒデだ。

　シンクロエナジャイザーの本体は手のひらに収まる長方形の機械だ。そこから二本のケーブルが触しよつ角かくのように伸のびている。一本はサングラスへとつながっているが、ふつうのサングラスではない。グラスの内側に電球がいくつも施ほどこされており、ボタンを押すとこれらがチカチカと光るのだ。もう一本はヘッドフォンへ伸びており、そこから耳鳴りをぶつ切りにしたようなパルス音が流れる仕様となっている。

　まぶたを閉じてサングラスからの光を眼球に浴び、同時にヘッドフォンの音に耳をかたむけることにより、シンクロエナジャイザーは使用者を瞑めい想そう状態へと導いてくれるのである。その音や光をダイヤルで調節すれば、リラックス効果、リフレッシュ効果、集中力向上のみならず、解げ脱だつやら悟さとりといった神秘体験までさせてくれる優すぐれものであるらしいのだ。

「……ほんとに効果あるの？」と乃那が言う。

「陽太がテストで何位だったか忘れたわけじゃないだろ」とヒデが言った。

　くすくすと笑い声がしたので、陽太は咳せき払ばらいをひとつ入れる。聞こえない振ふりはしないぞ、という意思表示として。腹立たしいが、乃那の言う通りかもしれない。放課後の部室でシンクロエナジャイザーにたびたび手を伸ばしてきたのは学力向上のためだが、期待していた成果は得られず、先日のテストで陽太はついに学年最下位を手にするに至った。

「でもさ、バブルとかいう時代には流は行やったんでしょ。なにもないってことはないんじゃない？」

　またも静せい寂じやくを破ったのは乃那だったが、ヒデの声は冷れい淡たんだ。

「どうだか。それに陽太が粗そ大だいごみの中から見つけてほとんど自力で修理したものだからな。完かん璧ぺきに復元できているかどうかも怪あやしい」

「あはは。確かに」

「そもそも全国的に流行ったというほどではないみたいだぞ。ネットで調べたけど、高価すぎて買えなかった人間もいたらしい」

「え、いくら？」という乃那の声には好こう奇き心しんが詰つめ込まれていた。

「当時で十万以上はしたようだ」

「えぇっ？　し、信じらんない！　こんなメガネとヘッドフォンが……」

　詐さ欺ぎだ詐欺だと乃の那なが騒さわぎ出したが、とがめる者はいない。機械科学部の部員はたったの三人。そして全員が小学校からの幼なじみのため、彼女が少しぐらい騒ごうがもう慣れっこだ。

　ヒデはいまラジオを自作しようと苦心している。富ふ士じ山さんのふもとから拾ってきた有用なガラクタと、彼の握にぎる工具が触ふれ合い、カチャカチャと小気味の良い音を立てていた。作業がはかどっているのだろう。

　高たか見み乃那はシンクロエナジャイザーが発売されたバブル期に驚おどろいているようだが、元ご当地アイドルグループの一員という彼女の経歴を鑑かんがみると、いまだって当時に負けず劣おとらずすごい時代にちがいない。中学生の頃ころは熱心な追っかけまでいたほどの人気だったのだ。しかし、そんな彼女がすっぱりと芸能の道を諦あきらめたのは、この高校を受験するためだった。

　富ふ士じ見み田だ市しにある富士見田高校は、県内でも一、二位を争う進学校だ。乃那とヒデはわりと簡単に入ったが、自分のほうは奇き跡せきだったと陽太はいまでも思っている。中学では不良同然だった問題児が、この学校の生徒となっているのだから。

　だが奇跡の先に待っていたのは、学年最下位という惨さん状じようである。

　その予兆は入学後からすぐにあった。授業にまったくついていけないのだ。外国で迷子になってしまったのかと錯さつ覚かくするほど教師の言っていることが理解できないため、このままではまずいと自主勉強に身を入れるも、現状をキープするのに精せい一いつ杯ぱいという始末。

　そして、なんとか進級を果たした陽太はしばらくした後、不法投とう棄きされたごみの山から、このシンクロエナジャイザーを発見したのである。マシンを家に持ち帰って調べると、脳のう細さい胞ぼうが活発化するという謳うたい文句があることを知り、勘かんを頼たよりに修理を施ほどこして藁わらにもすがる思いでこれまで装着を続けてきた。

　しかし、なんの意味もなかった。もうこんなオカルト商品はさっさと捨ててしまおう。そう決めたとき、陽太は両のこめかみに異変を感じた。ちょうどサングラスのつるの部分が当たっている箇か所しよだ。たとえるならそれは皮ひ膚ふの上を数匹のアリが這はっているような感かん触しよくに近い。

　それが次し第だいに針の先でひっかくような痛みに変わりつつあったので、陽太はシンクロエナジャイザーを外そうと手を伸のばす。

　しかし、その瞬しゆん間かん、まぶたの裏で白い光が弾はじけた。同時に、陽太は頭の中に手を突つっ込まれ、脳みそを激しく揺ゆさぶられているような衝しよう撃げきを味わう。その間にも光は弾ける。消える。弾ける。消える。弾ける。消える弾ける消える弾ける消える弾ける。

　どこかへ落下していく感覚が全身を通り抜けていった。




　暗くら闇やみから声がする。

「……おいっ！　大丈夫か？　返事をするんだ」

「ねえ！　しっかりして！　ねえってば……」

　やけにうるさい声だ。いったいなにが起きた。大丈夫とか、しっかりとか、誰だれに言っているのだろう。そこで陽よう太たが目を開くと、ヒデと乃の那なの顔が目の前にあった。

「……おい、ここがどこだかわかるか」

　ことさら慎しん重ちようにヒデが言うので、陽太はまじまじと彼の顔を見つめた。そんな質問をされる筋合いが自分にはあるのか。その一方で、巨大で硬かたくて扁へん平ぺいななにかに、背中をぐっと押されているのも感じる。それが床ゆかだと気づくのにさほど時間は必要としなかった。

「……気絶してたのか」

「起きなくていい。まずは質問に答えろ。ここはどこだ」

　乃那もうなずくので、とまどいつつも、ひとまずおとなしく寝ねていることにした。

「自分の名前を言うんだ。ほら」

　おおげさだ。その気づかいに半ば呆あきれるが、しかたなく陽太はそれに従う。

「……富ふ士じ見み田だ高こう校こうの機械科学部の部室。名前は新しん藤どう陽太」

「ぼくの名前は？」

「お前は室むろ井い秀ひで一かず。そっちは高たか見み乃那。お前が作っているのはラジオで、乃那はさっきまで読書していただろ。おれは……おれは、そうか」

　すべてを思い出して顔に手を伸のばすが、シンクロエナジャイザーはそこになかった。

「あれは外した。感電したんだぞ」とヒデがうなずき、次に首を横に振ふる。「実に嘆なげかわしい。そんな機械を着けるひまがあったら勉強しろとあれほど言ったというのに……」

　はは、と陽太は乾かわいた笑い声で応じる。確かにヒデからいつもそう言われているが、悲しいことに、どれだけ勉強しても身にならないのだ。少しくらい現実逃とう避ひしたっていいじゃないか。

「富士見田高校に入れただけでも陽太はがんばったと思うよ」と、乃那が横から口をはさむ。「けど、中学で生徒会長だった村むら井いくんでさえ入れなかったっていうのに、富士見田の生徒がひとり変な機械のせいで死んだって聞いたら、落ちたひとたちがあまりにもかわいそうだよ」

　わざとらしく泣き顔を作る彼女を、陽太はにらんだ。

「おれが合格したのは入試の点数が他のやつらよりも良かったからだ。それは事実だろ」

「そうだよね。いまさら死んでも入学の枠わくができるわけじゃないし。無む駄だ死じにだよね」

　八や重え歯ばを見せてにやりと笑う乃那に、もう言い返す気はなかった。

「おれはどれくらい寝てた？」

「一分ほどだ。急に痙けい攣れんして床にぶっ倒たおれたんだぞ。まあ大丈夫そうだな。起きれるか？」

　ヒデが差し出してくれた手をにぎり、引っ張り上げられた陽太は上半身を起こす。

　だが、それは唐とう突とつに頭の中へ飛び込んできた──しぶきをあげる灰色の水──橋の上──走り去る白い車──一連の印象が連続した映像となって脳のう裏りを走る。記き憶おくを瞬しゆん間かん的に思い出したかのようでもあり、映画のワンシーンのようでもあった。

「どうしたの？　大丈夫？」

　ハッと気づくと乃那の顔が間近にあった。ショートカットの下で、二つの瞳ひとみが心配げにこちらを見ていた。陽よう太たは視線を上げ、自分の手をにぎるヒデを見み据すえた。

「……軽トラに水をひっかけられる」

　そう言うと、二人は眉まゆ根ねにしわを寄せた。

「なんだって？」

「……陽太、本当に大丈夫？　頭でも打った？」

　二人の顔があまりにも真しん剣けんだったため、恥はずかしさを隠かくすように、陽太は慌あわてて首を振ふる。

「い、いや、なんでもない……」

　確かにおかしい。自分はなにを言っているのだろう。

　外の雨はすでに上がっており、下校する運びとなった。

「これで夏本番になってくれるといいんだけど」

　雨に洗われた道を歩きながら、乃の那なは富ふ士じ山さんのほうを見ていた。いまは灰色の雲に隠れているが、その山は壁かべとなって常に町を見下ろしているのだ。全国的に梅つ雨ゆが明け始めているというのに、どういうわけか、ここ富ふ士じ見み田だ市しだけは長雨だった。珍めずらしい現象と気象予報士は言っていたが、富士山に気流がぶつかることが一因ではないかという説もある。

「夏はどうする？」と、乃那は視線をこちらに戻す。「部活する？」

「本年度、我わが機械科学部に新入した部員はゼロだ」とヒデが応じる。「夏休み中に活動する必要性はないだろう」

　賛成だ、と陽太もうなずく。機械をいじるだけの部活が、真夏に活動する必要性はない。

「ヒデはサバゲーに集中したいだけだろうけど」

「なにが悪い。サバゲーは健康的なスポーツだぞ。息を潜ひそめ、蚊かやアブに刺さされるのにも我が慢まんをし、そして敵を討うつ。機械科学部しかやることのないお前たちじゃできないだろう」

　彼が機械科学部でラジオを自作しているのもそのためだ。いつ死ぬかもわからぬ戦場でラジオに耳をかたむけるという行こう為いに風ふ情ぜいを感じるとか。ただ、いまはなかなかお眼鏡に適かなうものは売っていないらしい。液えき晶しようなどのデジタルを感じさせる部分が許せないというのだ。部長を務める彼はそのようにしてサバイバルゲームにばかり情熱をかたむけており、不法投とう棄きの粗そ大だいごみの山を見つけたのも銃じゆう撃げき戦せんの最中のことだった。

　陽太は本にも銃にも興味はないが、かといって発明を楽しむこともない。入学したときの浮かれた気持ちから部活にでも入ろうと機械科学部を選んだだけだ。そうしたら彼らがくっついてきて、先せん輩ぱいたちは早々に引退し、部員がたったの三人しか残らないといういまに至る。

　短い橋にさしかかったとき、乃那が振り返った。

「陽太は夏休みどうするの？」

　勉強、と答えると二人は笑った。腹が立ったが、最下位から脱だつ出しゆつするためには二人の協力が不可欠だ。それをどう切り出そうかと陽太が考えていたとき、横を白い影かげが走り抜けた。

「きゃあっ！」

「うわ！」

　バシャリ、と灰色のしぶきが陽よう太たの目の前で散った。一台の軽トラックがエンジン音をがなり立てながら、ヒデと乃の那なに泥どろ水みずをひっかけて走り去っていったのだ。

「これは……なんという……」ぐっしょりと濡ぬれネズミになったヒデが顔の水を手で払う。「くそ、防雨ポンチョを着ていればこんなことには……」

「うっそぉ！　なに、いまの車？　ありえないんだけど！」

　びしょ濡れになった彼らは憤ふん慨がいするが、それも後の祭り。すでに軽トラは遥はるか彼方かなただ。

　ひとりだけ被ひ害がいのなかった陽太は、ぽかんと口を開けたまま二人を見ていた。

「ああいう軽トラも海外に流れると改造されて戦車みたいになるんだけど、知ってるか？　ＨＭＧとか荷台に積んで」

「言ってる意味ぜんぜんわかんないけど、じゃあ見つけて売り飛ばしてやってよ……」

　ヒデと乃那が全身の水気を払う一方で、陽太は困こん惑わくしていた。いったいどういうことだろう。さきほど部室で脳内に浮かんだ映像通りのことが、いま目の前で起こってしまった。橋の上──軽トラ──水しぶき──三つの印象が完かん璧ぺきにそろっている。

　これは偶ぐう然ぜんか？




　両親と弟が朝食をとるかたわらで、茶ちや碗わんを持った陽太はぼんやりとテレビを眺ながめていた。

　昨夜はほとんど寝ねつけなかった。こんなことは初めてで、そのせいか悪夢まで見てしまった。夢の内容は思い出せないが、不吉な感覚だけがいまも頭の内側にこびりついている。

「なんだか具合が悪そうね。休んだほうがいいんじゃない？」

　さっきからなにか言いたげだった母親が、ついに口を開いたかと思えばそんなことを言う。陽太はまたかとうんざりした。この家では母も父も子供に過か干かん渉しようだ。

　テレビのニュースでは、東京で起きた連続殺人事件が未解決のまま、最後の犠ぎ牲せい者しやとなる九人目の遺体発見から今日で丸二年が経たったと伝えていた。一連の事件では同じ銃じゆうが使われていたことから、犯人は同一人物かグループの犯行と推測されているらしい。画面が切り替わると、街頭でチラシを配り、目もく撃げき情報を募つのる女性警官の姿が映った。

　そんなとき、ふと視界の片かた隅すみで赤い物が落下するのを見た。陽太は反射的に右手を伸のばす。二本の細い箸はしがそれをぴたりと空中ではさんだとき、ようやくミニトマトだと知った。

「おおっ！」と、落とした張本人である父が声を上げる。「す、すごいな、陽太！　おいおい、見たか、お前たち」

「なになに？」と小学五年生の弟が身を乗り出す。「なにがあったの？」

「どうかしたの？」

　弟も母も見ていなかったらしく、父が身み振ぶり手振りを交えて説明する。そのとなりで、陽太も自身の反射神経に驚おどろいていた。猫ねこよりも素す早ばやく動けたのではないだろうか。

　剣けん豪ごうみたいだな、という父の感かん嘆たんに押されるようにして陽よう太たは家を出た。

　梅つ雨ゆ明けを思わせるほどの突つき抜けるような青が空に広がっていたが、陽太の興味は自分の身体からだにあった。足、腰こし、腕うで、肩かた、首を調べていくが、異常はないように思える。

　けれども、なにかがおかしい。そう考えながら、駅へ向かう道中、不意に後方から乃の那なが現れる気がした。振ふり返った瞬しゆん間かん、十メートルほど隔へだてた角から、本当に彼女は姿を見せる。

　おはよ、と言いながら乃那は駆かけ寄ってくるが、陽太の目は彼女の足もとにあった。これだ。聞きなれたローファーの靴くつ音おと。それを耳にした自分は、自然と彼女を連想したらしい。しかし、またも我ながら驚おどろく。よくもこんな音が聞き取れたものだ。

「昨日は大丈夫だった？」と乃那が言う。「シンクロなんとかで感電したでしょ」

「シンクロエナジャイザーな。そうか、感電のせいかも。なんか頭が変な感じで……」

「頭は昔から悪いじゃない」と彼女は八や重え歯ばを見せた。

「……じゃなくて、なんか妙みように冴さえすぎているような感じがする。そういうことってないか？」

　いまは乃那の意地悪な言葉にいちいち反応を示す気はない。

「心当たりはないけど」と乃那は首をひねる。「単純に熱でもあるんじゃないの？」

　そう言って伸のばされた彼女の手が、陽太の額に触ふれたとき、ふたたび見た──机の上──白いプリント──そこに書かれた文字や数字の数々──そういう映像だ。

　まただ！　陽太はとっさに乃那の手をにぎる。またおかしなものが見えた。見えたものは昨日とちがうが、脳のう裏りにイメージが走る点は酷こく似じしている。

「……今日、数学の抜き打ちテストあるか？」

　陽太がそう言うと、予想だにしなかった言葉らしく、乃那はあからさまに不ふ審しんがる。

「はあ？　こないだテスト終わったばっかりじゃん。ていうか、あったとしても抜き打ちテストなんだから、先に知ってるわけないでしょう」

　なるほど、それもそうだ、と陽太は曖あい昧まいにうなずいた。先に知っているわけがないのだ。




　しかし、抜き打ちテストは行われた。

　問題の内容までもが、今朝のイメージと同一のものだった。陽太は用紙にペンを走らせつつ、斜め前方に座る乃那のうしろ姿を見る。テストとにらめっこしているその様子を見て確信した。

　──これは予知能力だ！

　もはや疑いようはない。昨日の放課後の部室では、下校中のヒデが車に泥どろ水みずをひっかけられる未来を。そして今朝は、同じクラスの乃那が数学の抜き打ちテストを受ける未来を自分は視みたのだ。

　わけがわからないが、ひとつだけわかっていることが陽太にはあった。それは皮ひ膚ふと皮膚が触れあったときに未来が視えたということだ。ヒデに手をつかまれたときに、乃那に額を触さわられたときに、彼らの未来が映像となって頭の中へ濁だく流りゆうのように流れ込んできたのだ。

　では他の人間はどうだろう？

　テストが終わると、うしろから回して、という教師の言葉にならい、各列の最さい後こう尾びに座る生徒が、ひとつ前の席に座る生徒に用紙を渡わたす。渡された生徒は自分の用紙を重ねた上で、さらに前へと回していく。いつもの回収方法だ。

　背後からバサバサと紙の鳴る音がした。男子生徒がこちらにテスト用紙を突つき出してくる。陽よう太たは受け取る瞬しゆん間かん、彼の指先に触ふれた。何事もないように自分も用紙をそこに重ね、さらに前の席の女子生徒に回す。だが、もちろんその瞬間も彼女に触れることは忘れない。

　やがて教師が出ていき、昼休みが始まった。緊きん張ちようを解いた生徒たちがテストの感想を述べあう中、席に座る陽太は、突とつ如じよとして得た力にひどく感心していた──背後に座る男子生徒は校舎裏で女子に告白するようだ。一方、前の席に座る女子生徒はこれから弁当箱を床ゆかに落として中身をぶちまけるだろう。

　笑い出すのをこらえ、陽太は部室に向かおうと立ち上がった。この途と方ほうもなくおもしろい力について、まずはひとりでじっくり考える必要がある。

　廊ろう下かに出るついでに、陽太は女子生徒の弁当箱を落下途と中ちゆうでキャッチしてやった。

「あ、ありがとう……」

　礼を言う女子そっちのけで、それをのぞきこむ。きんぴら、ブロッコリー、卵焼き。予知で視みた通りの品々だ。これらは本来ならゴミ箱行きになっていただろう。なんとなくわかってきた。どうやら自分が視ているのは、対象が未来において目にする視界そのもののようだ。

　廊下の途中、ふと思いつき、陽太は左手で自分の右腕をつかんでみた。しかしなにも視えず、はたと足を止める。視えないし、それらしい兆候もない。そもそも他人に触れたときは、これだ、と思うものが即そく座ざに出てきた。触れる範はん囲いは指先程度でかまわないようだし、触れたのがほんの一瞬でもはっきりと未来の映像を視ることができた。なのに、自分の未来は視えない。

　ひとまず諦あきらめ、歩き出そうとしたとき、陽太は右から現れた人ひと影かげとぶつかってしまった。

「あ、ごめんなさい」

　若わか月つき美み登ど利りだ。よろけた拍ひよう子しに彼女の長い黒くろ髪かみが目の前で揺ゆれる。しかし、その瞬間、陽太は別のものを視ていた。

「……あの、大丈夫……ですか？」

　彼女は心配そうな表情でこちらをのぞきこんでくる。大きなふたつの目が鼻先に現れたとき、陽太はようやく我に返った。

「あ、いえ、おれのほうこそ……すみません」

　そこがどこであるかに気づき、陽太は頭を下げる。自分は迷めい惑わくにも曲がり角のすぐ手前で立ち止まっていたのである。どう考えてもこちらが悪い。

　それじゃ、と若月美登利は一礼して去っていった。陽太はそのうしろ姿を見送ってから、自分の右みぎ腕うでに視線を移す。暑さのせいではなく、緊きん張ちようによる汗がそこには浮かんでいた。

「ウソだろ……」

　自分の腕は、確かにいま若わか月つき美み登ど利りの左腕と触ふれた。視みえたのはバスの車内──車窓の景色──そして交差点を通る際、真横から突つっ込んでくるトラック──だ。眼前に、窓ガラスや車体を突き破ってきたトラックのフロントが迫せまり、直後にとてつもない衝しよう撃げきが身体からだを走り抜けた。

　その衝しよう突とつの威い力りよくは、陽よう太たの身に実際に響ひびくことはない。ただ衝撃という「情報」だけが脳内に映像と共に訪おとずれ、そして消えゆくのだ。それは夢の中で怪け我がをすることと似ていた。

　だが、あれを現実の出来事としてその身に受けたら、彼女は無事では済まないだろう。




　放課後、陽太は若月美登利を尾び行こうすることにした。

　彼女は入学以来、テストで学年一位を常に獲とり続けている秀しゆう才さいであり、その慎つつしみ深さも相まって教師や同級生から絶大な信しん頼らいを得ている。校長の名前を覚えていない者はいるかもしれないが、この学年に彼女を知らない者はいない。

　下げ駄た箱ばこで靴くつを履はき替える彼女を、陽太は遠くから眺ながめる。靴べらを使って靴を履き替えるところや、長い黒くろ髪かみを指先で耳にかきあげるところなど、なにげないひとつひとつの所作が様になっていた。他の女子ではこうはいかない。ポーンと靴を放ほうり投げ、髪をバサリと背中にはねあげたりするだろう。少なくとも乃の那なはそういう感じの女子だ。

　忘れていたが、若月美登利は美人としても有名だ。昇しよう降こう口ぐちを出た彼女は、そのまま下校するのかと思いきや、まず校舎裏へと足を向けた。そこで待っていたのは、陽太の背後の席に座るクラスメイトだ。そして気づく。彼を予知したときに視えた告白の相手こそ、若月美登利だったのだ。さっきは未来が視えることに気づいたばかりで、人物に注意を向けていなかった。しかし、彼が彼女からどういう返事をもらうのかは知っている。ご愁しゆう傷しようさまだ。

　そして、たどり着く前からひしひしと嫌いやな予感はしていたものの、校外に出た若月美登利が足を止めた場所をいざ目にし、陽太は愕がく然ぜんとする。そこはバス停だった。

　物もの陰かげに身を隠かくした陽太は、彼女の背中を見ながらその未来について考える。予知で視た光景へと近づいているではないか。これまでにヒデと乃那、二人のクラスメイトの、計四人を予知し、すべて当たった。つまり百パーセントの的中率を誇ほこっているということになる。ならば五人目の対象にも予知通りの未来がやってくると考えるべきなのだろう。

　考えるべきなのだろうが、そう簡単に事故など起きるものだろうか。トラックがバスに突っ込むなんて、交通事故としては大きな部類のはずだ。だが起きないという保証もどこにもない。

　結論が見えないまま、バスは来てしまった。なんの変へん哲てつもない路線バスだ。

「あ、あのっ……」

　声をかけようとするが、それより先の言葉が見つからない。ためらっている間に若月美登利はバスに乗ってしまい、ドアが閉まろうとスライドする。

　反射的に飛びつき、陽よう太たは片かた腕うでをすき間に差し入れた。

「すみません！　乗ります」

　バスは扉とびらを閉め直し、ガクガクと二回ほど車体を揺ゆらしてから走り出した。乗客の数はお世辞にも多いとは言えない。田舎いなかの人間のほとんどは自家用車を使うものなのだ。中央に立つ若わか月つき美み登ど利りは陽太を見て、あ、どうも、と長い髪かみを耳にかきあげながら会え釈しやくした。

「いつもこれに乗っている……わけじゃないですよね。見たことないもの」

「ええ、まあ、はい、今日はちょっと用事があって……」と陽太はうなずいた。

「座らない？」

　若月美登利がイスを指して首をかしげるが、立っていたいので、と陽太は断った。とても落ち着いて腰こし掛かける気分にはなれない。

　彼女が腰を下ろしたのは右側中央の座席。陽太は瞬しゆん間かん的に、そこに座るんじゃない、と声をあげそうになった。予知で視みた通りの席なのだ。なんとか口を閉ざしたが、その怖おそろしさに震ふるえ上がりそうになる。目に映るすべてがあの事故を迎むかえるために進行していた。

　そして若月美登利を含ふくめた車内の人間は、これっぽっちも事故に遭あうことなど考えていないようで、それもまた恐きよう怖ふであった。まるで冥めい界かいへ急ぐ亡ぼう霊れいのバスに乗車した気分だ。

　だが陽太の恐怖とは正反対に、彼女はニコニコとしていた。

「わたし、三組の若月美登利です。一年生のとき、となりのクラスだったよね？」

　彼女が首をかしげると、やわらかそうな髪がさらりと流れた。

「……新しん藤どう陽太です」と陽太は言った。「そういえば……そうですね」

「新藤くんはどこへ行くの？」と、彼女はまた髪を耳にかきあげた。

　どこへだと？　おれはどこへも行きたくなんかない。そう言い返したい気持ちもあったが、そもそもこのバスがどこへ向かうのかも知らずに飛び乗ってしまったことを思い出す。陽太はさりげなく車内前方の電光掲けい示じ板ばんを確かく認にんした。どうやら総合病院行きのようだ。

「病院……ですね」と適当な噓うそをつく。

「あら、わたしと一いつ緒しよね。どこか具合が悪いの？　なんだか顔色が良くないみたいだけど……。やっぱり座ったら？」

「あ、いえ、大丈夫です」と陽太は慌あわてて首を振ふった。「それに病院に行きたいわけじゃなくて……その……総合病院の近くにですね、親しん戚せきが住んでいるので、そこに用事があって」

　ウソをつくときに親戚の二文字をどこかに入れるのは自分の悪い癖くせだったが、ごまかせるのならそれでいい。若月美登利、おれはあんたを事故に遭わせたくないからこのバスに乗ったんだ。未来を視てしまったんだよ。あんたは間もなく事故に巻き込まれ、そしておそらく……。

　だが、それをどう伝えればいいのかがわからない。いっそのこと、力づくで無理やり降ろすか？　しかし、そんなことをすれば運転手や他の乗客に警察を呼ばれるにちがいない。ならば、予知で視たと正直に言うか？　だがきっと頭をどうにかしていると思われる。いや、性格の良い彼女のことだ。このバスの行き先そのままに、病院送りを提案されるだけだろう。

　そのとき、窓の外の景色に気づき、陽よう太たは息をのんだ。それほど広くない町だから、十七年も生きていれば市内のあらゆる場所は把は握あくしている。だからこそ、もうほんの数分でこのバスが事故の起きる交差点に差し掛かかることがわかってしまった。

　なるべく平和的に、かつ自発的に彼女をこのバスから降ろす必要がある。

「い、いい天気ですね……。こんな日は、そ、外を歩きたくなりますよねぇ、バスとかでなく」

　ぽかんとした顔を見せていた若わか月つき美み登ど利りは、なぜか次し第だいにくすくすと笑い出した。

「ごめんなさい。新しん藤どうくん、おじいさんみたいなこと言い出すんだもの。おかしくって……」

　笑っている場合ではないんだぞ、と陽太は苛いら立だつ。しかし、腹を立てているひまもない。自発的に降ろす方法。それをいますぐに見つけ出さなくてはならない。さもないと大変な未来がやってくる。笑いごとではない未来が。

　陽太は焦あせりから、かかとを踏ふみ鳴らしていた。それを不思議そうに見る若月美登利を無視し、これまでにした予知の事例を思い出そうと試みる。なにかヒントがあるかもしれない。とはいえ、たったの四つしかない上に、すべて的中してしまっている。それではダメなのだ。いまの自分の目的は、予知することではなく、予知した未来を外すことなのだから。

　しかし、ふと思いつき、陽太のかかとは止まった。その四つの予知のうち、たったひとつだけだが、よく考えてみれば外れているではないか。より正確に言うならば、予知を自分が外した。さらに言えば、自分が未来を変えたのだ。

　確かな自信がわいてきた。きっとできるはずだ。自分だけが若月美登利を救える。未来を変えることができる。あのとき、弁当箱は床ゆかに落ちなかったのだから。

《次は中野出口、中野出口でございます》

　その車内放送を耳にした陽太は、すかさず人差し指を降車ボタンに突つき立てた。その腕うでは若月美登利のすぐ目の前を通っており、ぎょっとしたように彼女はこちらへ目を向けた。

「あれ、病院まで行くんじゃ……？」

「──きです……」

　もうこれしか方法がない。陽太はすでに腹をくくっていた。

「え？」

「……好きなんです。若月さんのことが」

　その言葉は二人の間に小さな静せい寂じやくを生んだが、その間もガタガタとバスは揺ゆれ続ける。まさか初めての告白がこんなシチュエーションになるとは思いもしなかったが、もはややけくそだ。

「あ、ありがとう……。でも、なんていうか、急だからびっくりしちゃった」

　頰ほおに手を当てながら彼女は静かに笑うが、その反応はまだ求めているものには遠い。

「愛してますっ！」

　陽よう太たの叫さけびは車内に響ひびいた。

「えぇ？　ち、ちょっと……。ねえってば……」

　慌あわてた彼女は車内を見回すが、知ったことではない。陽太は深く息を吸い込んだ。

「好きです。ぼくは若わか月つき美み登ど利りさんのことが大好きなんです！　心から愛しています！　ずっと、ずっと好きだったんです。告白なんてしないつもりでした。でも、だけど、もうこの気持ちをおさえきれません！　若月美登利さん、どうかぼくとおつきあいしてくださいっ！」

　凍こおりついた空気の中、若月美登利はひざを抱かかえるように顔を伏せていた。

　ガタンと揺ゆれた後、ブーッとブザーが鳴る。停留所に停とまったのだ。それを待っていたといわんばかりの勢いで立ち上がった彼女は、陽太の服の裾すそをつかんでバスを降りた。

　地面を踏ふんだ瞬しゆん間かん、とてつもない歓かん喜きが全身を駆かけ上り、陽太は夕空を仰あおいだ。彼女をバスから降ろしたということは、未来を変えることができたということだ。まちがいない。バスに乗っていない以上、彼女がバス事故に遭あうことなど絶対にありえないのだから。

「……あなた、なに考えているの？」

　不ふ穏おんな声が聞こえ、視線を移した陽太は口をつぐむ。豹ひよう変へんした彼女の鬼おにのような目がそこにあった。その迫はく力りよくはやわらかな笑みを浮かべていたさっきまでの顔と、同一のものとは思えない。

「ねえ、どうしてバスの中で告白するの？　時と場所を選ぶこともできないわけ？　なんで他人がいる前で人の名前を勝手に出したの？　いまどき個人情報も知らないってこと？　あなた、頭どうかしてるの？」
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　髪かみを振ふり乱し、機き関かん銃じゆうをぶっ放すような勢いに、陽よう太たは圧おされる一方だ。だが激げき怒どするのも当然か。彼女は自分の命の危機など知りようがなかったのだから。

　そのとき、ピピッと電子的な音が響ひびいた。携けい帯たい電話がメッセージを受信したときのそれに似ているが、あまり聞いたことがない音で、簡潔に言うとチャチな音質だった。

　口こう撃げきを止めた若わか月つき美み登ど利りはバッグを漁あさり、そこからある物を取り出した。それが音の発生源であるようだ。携帯電話にしては大きいが、液えき晶しよう部分は全体のサイズのわりに小さい。

「……どうしていま？　なにが起きたっていうの？」

　なにやら穏おだやかな様子ではない。あの、と陽太が声をかけると、素す早ばやく振り返った若月美登利ににらまれた。

「さようならっ！」

　彼女が冷たく吐はき捨てた言葉は、陽太に永遠の別れを思わせた。

　プンプン怒おこったまま、若月美登利は病院のほうへ去っていく。ここからなら次のバスを待つまでもなく、歩いてたどり着けるだろう。救おうとした人間が、ちゃんと救われたということだ。不満などあるはずもない。あるはずもないが、このやりきれない気持ちはなんだろう。

　まあ、いいんだけどさ、と心の中でつぶやき、陽太はわびしい帰路についた。
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　平日の朝、朝食をとる新しん藤どう家に来客があった。

　ここ最近の寝ね不ぶ足そくを呪のろいながら、陽よう太たはジャムを塗ぬった食パンにかじりついているところだった。悪夢も見続けている。ただ、肝かん心じんの内容はいまだに認にん識しきできていないのが現状だ。

　そのインターホンが鳴ったとき、廊ろう下かにいたのは弟だけだった。小学五年生の弟が靴くつ下したのまま三た和た土きに降りたらしく、ペタペタという足音がリビングの陽太へと届いてきた。これは弟の悪い癖くせなのだが、母も父も聞こえていないため朝食を続けている。弟はポストに新聞を取りにいくときなども、サンダルを履はくことはせず、見つかるたびに母に叱しかられていた。

　予知能力を手に入れてからというもの、どういうわけか、陽太の五感は鋭するどくなっていた。だからこそ、弟と訪問者の会話を聞いてしまい、激しく動どう揺ようする。その拍ひよう子しに飲みかけのコーヒーが少しこぼれた。

「気をつけなさいよ」と母が言い、玄げん関かんへ続くドアに顔を向けた。「どなたかしら？　回覧板？」

　その客を親に見られてはたまらない。食べかけのまま陽太は立ち上がり、バッグをつかみ、ダイニングを出たところで、自分を呼びに来た弟と顔を突つき合わせた。

「お客さ──」

「わかってるよ」

　弟に名乗ったその声を聞き取りはしたものの、いざ我わが家やの玄関に立つ若わか月つき美み登ど利りを目にすると、陽太はそこにちぐはぐな印象を受ける。それは皿の上に携けい帯たい電話が置いてあったり、森の中でアザラシと出くわしたりするような、極きよく端たんにズレのある光景に思えた。

「おはよう」

　微笑ほほえみながら、まるでいつもの出来事のように彼女は言った。

　どういうつもりか問い詰つめたかったが、家族が顔を出す前に陽太は彼女を外に連れ出した。

「今日も暑くなりそう」と若月美登利が空を見上げた。「朝からごめんね」

　この町にもようやく梅つ雨ゆ明け宣言が出たのだ。さっそく熱を立ち昇のぼらせるアスファルトの上で足を止め、陽太は彼女をまっすぐに見み据すえた。

「……で、なんの用かな？」

　例の事故はやはり起きた。彼女を降ろした後、あのバスは交差点で横からトラックに突つっ込まれたのだ。陽太が視みた通りに。幸い他の乗客はそれほど重くない怪け我がで済んだようで、夜のニュースを見ながら胸をなでおろしたものだ。それが三日前の出来事。

「わからない？」と若月美登利は首をかしげ、気き恥はずかしそうな笑顔を見せる。

　心当たりはなかったので陽太はとまどう。彼女と自分の関係性は皆かい無むに等しい。

「こないだの返事をしてなかったと思って」

「……返事？」

「あのときは取り乱してごめんなさい。急にあんなこと言われたものだから……」

　返事とはいったいなんのことだ。陽よう太たが意図をつかめないでいると、彼女は言った。

「だから、おつきあいしましょうってこと」

「……んん？」

「あれからいろいろ考えたんだけど、あなたの告白を受けようと決めたの。登校のときならゆっくり話せるかなと思ってこんな時間に来てしまったんだけど」

　ちょっと待ってくれ。頭が真っ白になった。ひと筋の汗が陽太ののどを伝う。

「もしかして……」彼女は不安げな表情を見せた。「もうわたしのこと、嫌きらいになっちゃった？」

　好き嫌いの話ではない。こんなことになるとは想像していなかったのだ。こっちはバスから降ろすためだけに、あんな馬ば鹿かげた告白をしたのである。しかし、告白した手前、不安げな彼女を前にしてノーと言えるはずもない。そこに真心が伴ともなっていなくても。

「そ、そんなこと……ないよ」と言う他になかった。

　パッと花が咲さくように笑顔を取り戻した若わか月つき美み登ど利りは、ぺこりと頭を下げた。

「これからよろしく。健全な交際にしましょうね」

　並んでふたたび歩き出す中、陽太はさりげなく汗をぬぐう。わけがわからなかった。自分とつきあって、彼女になんのメリットがある。あまりにも不ふ釣つり合いではないか。

　それとも、恋愛ごとを損得で測ろうとする自分がおかしいのだろうか。いまどき健全な交際をと恥はずかしげもなく言う彼女に対し、こんな考え方は心ないだろうか。かといって、優等生と恋人関係になれるほどの無神経さを、この落ちこぼれは持ちあわせていない。

　そして、やはり学校中が同じ思いを抱いだいた。並んで登校したときには周囲から困こん惑わくの視線を浴び、休み時間が訪おとずれるたび、新しん藤どう陽太という生徒の姿をひと目見ようと、教室をさりげなくのぞきにくる人間が増えるのだった。だが、それに対してできることはなにもない。誰だれも声をかけてこないからだ。恋人ができたというのに孤こ独どく感かんが強まるとは、皮肉な話である。

　加えて、二つの耳もうわさ話をしっかりととらえた。中でも陽太がいちばん堪こたえたのは、「なんで若月さんが、よりにもよって……」という類たぐいの声。どうやら周囲は純じゆん粋すい無む垢くな乙おと女めを、悪い男がたぶらかしたと嘆なげいているようだ。勘かん弁べんしてほしい。

　しかし、当の若月美登利はそれを気にしていないようだ。昼休み、教室まで迎むかえにきてくれた彼女と中庭へ出ることになった。木こ漏もれ日の下、ベンチで恋人と昼食をとるなんていうシチュエーションが自分に訪れるとは、これまで夢にも思わなかった。悪い気分であるはずがない。

　けれども、このままでいいわけでもないだろう。

「なんだかいろいろとうわさされているみたいだけど……」と陽太は切り出す。

「そうみたいね。わたしが訊きかれるままに答えたのがいけなかったのかしら」

　卵焼きを口へ運ぶ若月美登利のとなりで、陽太は胸むな騒さわぎを覚えた。

「……なにを？」

「いつから恋人関係なのかとか、そんなこと。たいしたことじゃないわ。だってまだ交際は始まったばかりじゃない。けど、わたしも新しん藤どうくんの……ねえ、陽よう太たって呼んでもいい？　わたしのことも美み登ど利りって呼んでいいから」

「あ、はい」

　話の流れの中で切り出されたので、自然とうなずいてしまった。

「で、わたしも陽太くんのことをいろいろと人から聞いたのね。というか、頼たのんでもいないのにみんながわたしに教えてくれるの」

　忠告だろう。誰だれもが若わか月つき美登利を心配しているのだ。そして考えを改めた彼女が、いまここで破局を切り出したとしても、自分にはそれをとがめる権利はない。

　だが彼女は、ふふ、と小さな笑い声を漏もらした。

「陽太くんって中学の頃ころは不良だったのね」

「不良のつもりはなかったけど、あまり……素行は良くなかったかもしれない」

　微笑ほほえむだけで彼女はなにも言わない。別れの言葉を向こうに切り出させるのは酷こくだと陽太は気づいた。きっとこちらから言うのを待っているのだろう。

「まあ、他人から見れば不良同然だったんだろうね。いまも成績は悪いし、友達も少ない。なんていうか、おれと一いつ緒しよにいて、若月さんにいいことはきっとなにもないと思うんだ……」

　だからつきあうのはやめよう、と陽太は言った。

　幕が下りたように静かになった。上空を通過していく飛行機の音がする。陽太はとなりに座る女子の顔を見ることができず、その辺の木をぼんやり眺ながめていたが、ふと思い当たる。ここは自分が黙だまって立ち去るべきタイミングではないのか。空気を読む、というやつだ。

　だが、ベンチから立ち上がった陽太の背中に、若月美登利は言った。

「美登利」

　反射的に振ふり返ると、彼女は泣きも笑いもせず、ただ陽太を見つめていた。

「美登利って呼んでって言ったでしょ？」

「……あ、ごめん」

「三つ、訊ききたいことがあるんだけど、いい？」

　長い髪かみを手で櫛くしのようにすきながら彼女は言った。その決然とした態度に引き込まれたのか、陽太は腰こしを下ろしてしまう。

「どうぞ……」

「一つ目。陽太くんはわたしと別れたいの？　はい、どうぞ。すぐに答えて」

　答えに窮きゆうする質問がいちばんに来た。しかし、彼女の瞳ひとみは言葉通りに即そく答とうを求めていた。

「別れたいわけじゃないよ。ただ、その……ぼくときみじゃつりあわ──」

「二つ目」と彼女は静かに語気を強めた。「陽太くんに告白されたときのことなんだけど、あなたがあの病院行きのバスに乗った理由はなに？　それを教えてくれないかしら」

　陽よう太たは疑問を覚える。どうしてそんなことを訊きくのだろう。

「結局、あれって、陽太くんはわたしに告白するためにバスに乗ったの？　それともご親しん戚せきの家に行くというのは本当だったの？」

　正直に答えるならば、どちらもちがう。かといって真の目的を言えるわけもない。だから陽太は無難な道を選んだ。

「告白するため……だよ」

　きみを事故から救いたかった、と言ったところで信じてもらえるわけがないのだ。

　だが、彼女はそんなことが気になっていたのだろうか。なるほど。思いつきで告白されただけかもしれないと不安に思ったということも考えられる。ひょっとしてこれが女心というやつなのかもしれない。

「三つ目の質問、いいかしら？」

　彼女は訊たずねてきたので、どうぞ、と陽太は言う。心の中にはいくらかの余よ裕ゆうが生まれていた。そして若わか月つき美み登ど利りも微笑ほほえみながら言うのだった。

「シンクロエナジャイザーって知ってる？」

　予想だにしない言葉に陽太は放心しかけた。

　しかし、すぐに思考がめまぐるしく頭の中を駆かけ巡めぐる。どういうつもりだ。シンクロエナジャイザーを知っているのは珍めずらしいことだが、ありえないとはいえない。けれども、なぜそれをいま自分に訊くのか。陽太は自分が予知能力に目覚めたのは、あのマシンによる事故のせいだと確信していた。タイミングからして、そうとしか考えられないからだ。どういった原理でそうなったのかは皆かい目もく見当もつかないままだが、なんにせよ、あれが自分にとって重要な機械であることだけは間違いないだろう。しかし、それをどうしてこの女が……。

　ふと視線を下げると、襟えり首くびをいつの間にか細い指につかまれていた。

「やっぱり」彼女はそれをぐいと手前に引き寄せた。「あなた、予知能力を持っているわね！」

　陽太は驚きよう愕がくした。なぜ予知能力のことまで知っている。

「な、なんで……？」

「質問しているのはこっちよ」

　強い口調で若月美登利は言った。質問は三つとついさっき言っていたというのに、容赦がない。彼女の大きな瞳ひとみはそこに炎が宿りそうなほど、力強く陽太をにらんでいた。

「あなた、そもそもわたしのこと好きじゃないでしょう？　わたしこれでもモテるし、告白されることも多いの。だからか、あなたがバスの中でしてきた告白にまったく心がこもってないってすぐに気づいたわ。迷めい惑わく極きわまりないことだけは確かだったけどね」

　若月美登利はもうこちらの返答を望んでいないらしい。

「好きでもないのにどうしてあなたが告白してきたのか、ずっと考えていたの。だから事故を知ったとき、もしかしたらって思ったのよ。直前に不可解な行動をとった新しん藤どう陽よう太たは、実は未来が視みえていてわたしを助けてくれたんじゃないか、ってね」

　それだけで予知能力に気づいたというのか。バカな。そんなはずはない、と陽太は思う。だが口を開く隙すきを与えられず、彼女はにやりと笑った。

「あの衝しよう突とつ事故でけが人が出たことは知っているでしょ。ねえ、事前に知っていたのなら責任を感じない？　事故そのものを起こさせないことも、あるいはできたんじゃないかしら」

　刺さされたような痛みが胸に走る。ニュースを見てから、そのことについて陽太はずっと頭を悩なやませていたのだ。彼女ひとりをバスから降ろす以上のこともできたのではないか、と。

「……なにが目的だ？」

　他人の痛いところを突つくのは相応の目的があるからだろう。

「わたしに協力して。いえ、協力しなさい」

　ようやく襟えり首くびを離はなされた。呼吸を整えるように陽太はひとつふたつ咳せきをし、胸むなもとを撫なでる。その間も若わか月つき美み登ど利りに一挙手一投足を観察されていた。この女は何者なんだ。

　だが、陽太には彼女に関してわかったことが二つある。一つは、彼女の本ほん性しようは品行方正などではないということ。猫ねこをかぶっていたんだ。そして、なんてことだ、交際しようと言ってきたのも自分に近づくためのウソだったのか。

　とんでもない女だ、若月美登利。




　放課後、部室の扉とびらを開くと、基き盤ばんにリード線を這はわしていたヒデが手を止めた。待っていましたとばかりに、乃の那なも読みかけの小説をぱたりと閉じる。

「さあ、放課後になったよ。話して」と乃那がテーブルを叩たたいた。

「ぼくもぜひ聞きたい」とヒデが続く。

　イスに腰こし掛かけ、天てん井じようを仰あおいだ陽太は、どうしようかと自問する。日中、乃那から若月美登利との交際に至った経けい緯いを問い詰つめられた末、詳しよう細さいは部室で、と返答を後回しにしていたのだ。

「陽太が若月さんのことを好きだったなんて気づかなかったな。この学校といい、彼女といい、分不相応な行こう為いが信条なの？」相変わらず乃那は辛しん辣らつなことを平然と言う。「若月さんも若月さんよね。なんで陽太となんか……。もっと他にいいのがいるでしょうに」

　うんうん、とヒデがうなずき、

「若月美登利とつきあうのは陽太の勝手だが、なにか変なことをしたわけじゃないだろうな」

　顔を下ろした陽太はヒデをまっすぐ見た。変なことってなんだよ、と訊たずねる。

「たとえば……弱みをにぎったりだとか」

「ありえる」と乃那が笑う。

　あんまりな言い草に、かえってこっちが笑ってしまう。冗じよう談だんで言っているのだろうが、そんな態度ならこちらもそういう体ていで話を進めてしまおう。

「体育館のわきに更こう衣い室しつがあるだろ？　先週、あそこにカメラを仕し掛かけたんだよ」

　陽よう太たが唐とう突とつにそう言ってやると、二人は顔を見合わせた。

「下着姿を写真に焼いて脅おどしたんだよ。ばら撒まかれたくなかったらおれとつきあえって。交際を申し込んだのはおれからってことにしていい、っていう譲じよう歩ほを入れるのがコツでね」

　淡たん々たんと話し終えると、長い沈ちん黙もくが部屋に落ちてきた。乃の那なは胸に手を置き、痛みを堪こらえるような顔をしている。ヒデはむっつりと口を閉ざし、腕うでを組んだ。

　半信半疑といったところだろうか。このままふたりの気をそらしてしまえばいい。

「ヒデ、写真見るだろ？」

　陽太が自分のバッグを漁あさる素そ振ぶりを見せてやると、途と端たんに二人は慌あわてはじめた。

「……や、やめろ。そんなもの見せなくていい」とヒデが首を振ふる。

「またまたぁ。裸はだかより下着姿のほうが興奮するとか言って、それ系の雑誌集めてただろ」

「えっ、そうなの？」と乃那がヒデを振り向いた。「裸より下着がいいの？」

「おい！　そんなこと言った覚えはないぞ」ヒデはこぶしで机を叩たたいた。「いや、そもそもそんな本、ぼくは持ってない。いやいや、そうじゃなくて……脅きよう迫はくは犯罪だぞ！　盗とう撮さつも！」

　乃那は思い出したように陽太に目を戻した。

「……ねえ、陽太、それって本当なの？」

「ああ、本当だよ。乃那よりも胸あるんじゃないか？」

「うっそ、そんな、ホントに？　見せて見せて」

「お前が見たがるのかよ！」

　わあわあと言いあっていると、スパン！　と勢い良く部室の扉とびらが開いた。

「くだらない話はそこまでにして」

　部屋は時が止まったように静まり返った。殺してやろうか。こちらを向く若わか月つき美み登ど利りの冷たい瞳ひとみがそう言っているように見え、陽太は縮こまる。なんとも面めん倒どうなことになった。

「あ、あの、若月さん、どうしたの……？」

　乃那がおずおずと訊たずねた。若月美登利は扉を閉め、空いていたイスに腰こしを下ろす。

「いまの話はウソだから心配しないで」と彼女はにこりと微笑ほほえんだ。「高たか見み乃那さんと室むろ井い秀ひで一かずくんよね。今日はふたりにある実験の協力をお願いしに来たの」

　ウソと聞いてヒデが殺意のこもった目を向けてきたが、陽太は気がつかない振りをする。

「実験って？」と乃那が首をひねる。

「その前に陽太くんから二人に話があるみたいよ」

　そのひと言で視線が一いつ斉せいに陽太に集まり、話が切り出されるのを待つ空気が瞬しゆん間かん的にできあがった。ここでふざけたら大ひんしゅくを買うだろう。

「あー、驚おどろかないでほしいんだけど……」

　陽太はシンクロエナジャイザーと例の感電、そして予知能力についてかいつまんで説明する。珍めずらしい来訪者がいることもあってか、ヒデと乃の那なは黙だまって話に耳をかたむけていた。こんなことをわざわざ説明するのは、事前に若わか月つき美み登ど利りから命令されてのことだった。彼女は客観性を求めているらしい。新しん藤どう陽よう太たが自分以外の人間に触ふれて未来を視み、それがちゃんと実現されるかどうかを観察したがっていた。だがふたりに秘密にしたままでも予知の観察は可能だ。どうして打ち明ける必要があるのかと問うと、「シンクロエナジャイザーを手に入れた時期を証明してほしいから」という答えが返ってきた。その意味はよくわからない。

　話を終えると、しばらくの沈ちん黙もくをやり過ごしてから、乃那が言葉を探し始めた。

「えーっと、つまり陽太は人に触れると、その人間の未来が視えるようになったってこと？」

　陽太と若月美登利が同時にうなずくのを、ヒデは気の毒そうな目で見ていた。

「どういった目的があってそんなことを言い出したのかまったくわからないな。なにかのゲームなのか？　それとも……若月さんはやっぱり陽太に脅おどされている？」

　いまだに言いがかりをつけるのでムッとした。あれはちょっとした冗じよう談だんだ。それにどちらかといえば脅されているのはおれのほうだ。陽太は訴うつたえようとするが、若月美登利のほうが早い。

「彼が予知能力を持っていることは本当よ。わたしはこの目で見た。二人は心当たりない？」

「言われてみれば……」記き憶おくを探さぐるように乃那が言葉をつむぐ。「こないだの抜き打ちテストを言い当てたかも。あのときは勘かんが冴さえてるなぁとしか思わなかったけど……」

　そう思ったままでいてくれて構わない。一方、不ふ機き嫌げんさを隠かくさないヒデは荒あらい息を吐はいた。

「……それで？　なにをしたいんだ」

「二人を予知したいの。陽太くんに触れてもらい、予知が当たったかどうかを教えてほしい。というか、できればわたしもこの目で見たい。二人もそれで予知能力が証明されると思わない？」

「そりゃあ、まあ……」と乃那が考え込む。「そうなるのかな？」

「知るもんか」とヒデが答える。「まあ触さわるだけならかまわないがね」

　そしてヒデと乃那の手が、陽太の前に差し出されることになった。気分はまるで占うらない師だ。そばに立つ美登利は笑顔に期待を込め、自身で作り上げたこの状じよう況きように満足しているようだ。

　やるしかないらしい。諦あきらめにも似た気持ちをもって、陽太は人差し指でヒデの手に触れた。

「……どう？」

　期待満々の美登利の声には応こたえず、陽太は指をヒデから、となりの乃那の手へ移動させる。

「あはっ、なんだか怖こわいなぁ」と乃那はぎこちなく笑った。

　彼女に触れている間、目を閉じた陽太の眉み間けんに自然と力がこもる。周囲もそれに気づいたようで、ついに誰だれも言葉を発しなくなった。

　サッカーボールを蹴ける音と、下手くそな金管楽器の音色にたっぷり六十秒ほど耳をあずけ、

「ダメだな。なにも視えない」と陽太は言った。

　瞬しゆん間かん、静ひつだった部屋に短い衝しよう撃げきがひとつ走る。何事かと思ったら美登利が両手で机を叩たたいた音だった。彼女は驚おどろきとも困こん惑わくともとれる顔を見せている。

「……ど、どうしてっ!?」

　彼女からしてみれば、裏切られたも同然の答えを陽よう太たは言ったのだろう。

「わからない」と首を振ふるしかない。「なんでだろうな」

「本当になにも視みえないの？　なんで……どうして……。ふざけてるわけじゃないわよね？」

　陽太はふたたび首を振る。ふざけもしないし、冗じよう談だんを言うつもりもない。

「そんな……そんなはずないわ……」迷子の犬のような顔をしたかと思えば、美み登ど利りは自分の手を差し出してきた。「ねえ、もう一回わたしに触さわってみて！　お願い。早く触って！」

　ヒデと乃の那なはそんな彼女の様子に呆ぼう然ぜんとしていた。才女が目の前で、触って触って、と男子に向かって赤い顔でわめくのだから当然だろう。

　しかし、視えないものは視えない、と陽太はバッグをひっつかんで逃げるように部室を出た。

「あっ！　ちょっと待ちなさいよ！」

　金切り声が背後にした。




　部室に残された高たか見み乃那は、室むろ井い秀ひで一かずと共に、遠くへ消えゆく二つの足音を聞いていた。

「……いったいなんだったんだ？」とヒデが言う。

「そんなこと訊きかれても困る」と乃那は答える。

　それから部室でいつも通り過ごすが、下校時刻まで陽太は戻ってこなかった。若わか月つき美登利も。ということで、乃那は想像力を働かせることにした。きっと自分たちはなにかの遊びにつきあわされただけなのだろう。それ以外に説明がつかない。ただ彼女の血相を変えた様子は、あまり冗談には見えなかった。しかし、予知能力などあるわけがない。

　昇しよう降こう口ぐちを出たところで、ヒデは小刻みに震ふるえる携けい帯たいをポケットから取り出し、画面を見た。

「……すまん、ばあちゃんが呼んでいる」

「竜たつ巻まきの？」

「竜巻の」とヒデはうなずいた。

　市内にある彼の祖母の家は、先々月に起きた竜巻の被ひ害がいを受けて全ぜん壊かいしてしまったのだ。

　濃のう霧む、大雪、突とつ風ぷう、多た湿しつ、長雨など、一年ほど前から富ふ士じ見み田だ市しはなにかと異常気象に見み舞まわれることが多くなっている。そして今年、桜が散ってから梅つ雨ゆがやってくるまでの穏おだやかな季節に、それは起きた。その日の昼過ぎ、市内の北西で起きたとみられる竜巻は、南東方向へ進路をとりつつ、そのルートに存在していたなにもかもを破壊していったのである。

　ヒデの祖母が不在中の出来事だったので最悪の事態にはならなかったが、いまもなにかと大変なのだろう。彼とは校門を出たところで別れた。

　駅を出、自宅近くの鬱うつ蒼そうとした大きな雑木林まで来ると、セミの声がいっそう大きくなった。太陽はまだ山の上に姿を見せているものの、影かげに入るこの道は薄うす暗ぐらい。林の反対側は住宅もあるのだが、この時間はしんとしていた。乃の那なは時おりハンカチで額や胸むなもとの汗をぬぐう。

　改めて今日のことを思い出すと、頭がこんがらがりそうだ。陽よう太たに彼女ができたかと思えば、それが学年一の成績を誇ほこる若わか月つき美み登ど利りだという。高たか嶺ねの花にもほどがある。さらに、どういうことかと問い詰つめると、神しん妙みような顔で予知能力に目覚めたと打ち明けるではないか。

「……ぷふっ」

　乃那はとっさに口を押さえる。いけないいけない。誰だれかに見られたらどうするの。アイドル時代に叩たたき込まれた、常に視線を意識する心構えを最近は忘れつつある。それもこれも陽太のせいだ。昔からバカなことを誰よりも早く思いつくのだから。あのシンクロなんとかを初めて装着してみせたときも、顔面がチカチカと照らされるのを見て大笑いしたものだ。

　そして思い出し笑いをこらえながら、乃那が角を曲がったとき、その男は目の前に立っていた。夏だというのにニットの帽ぼう子しを目ま深ぶかに被かぶり、サングラスとマスクを着けた格好で。

「きゃっ──」

　反射的に叫さけびかけた乃那の口は、男が持っていた布で押さえつけられる。持っていたバッグを振ふりかざすが、予期していたみたいに、その腕うでをつかまれてしまった。

　背後に回り込まれて羽は交がい締じめにされると、形勢は決まったようなものだった。そして男が雑木林の中へ引っ張り込もうとしていることに気づき、乃那の背筋は凍こおる。助けを求めたいが、布はのどの奥おくにまで入り込んできて呼吸すらおぼつかない。とにかく息をさせて。苦しい。

　あっという間に林の奥へ連れ込まれ、乃那は仰あお向むけに倒たおされた。後頭部が石かなにかにぶつかって、眼前に火花が散る。首筋に木々も突つき刺ささった。そんなこともお構いなしで、いつの間にか馬乗りになっていた男は服を脱ぬがそうと躍やつ起きになっていた。なんとか足あ搔がこうと、腕を胸の前で十字に組んで身じろぎする。体力は尽つきかけていたが、それでも必死で。

　だがその姿勢とは裏腹に、恐きよう怖ふが気力を支配しつつあった。これ以上歯向かったら、もっとひどいことをされるかもしれない。お父さんとお母さんに会えなくなるのはいや。一時の苦痛で済むのであれば、きっと我が慢まんもできるだろう。そういった諦てい観かんの気持ちが芽生え始めていた。

　男の手が服の上から乃那の乳ち房ぶさをつかんだ。指が食い込んで痛い。けど、もう勝手にしてほしい。だから乱暴はやめて。でも、とにかく早く済ませて。お願いだから。

　朦もう朧ろうとする意識の中、フーフーと鼻息を荒あらくする男の顔がよく見えないと思った。覆ふく面めんのせいとかではなく、やけにぼやけているのだ。そこでようやく自分が泣いていることに気づく。

　途と端たんに悲しさと悔くやしさが、どっと津つ波なみのように押し寄せてきた。やっぱりいや。誰か助けて。

「やめろっ！」

　幻げん聴ちようかと一いつ瞬しゆん思った。だが男の手も止まっていた。ボタンを引きちぎり、乃那のベストとワイシャツを脱がそうとしていた、凶きよう悪あくな手だ。薄うす目めを開けて見ると、暴漢は道路のほうを振り向いている。乃那も首をもたげてそちらに目を向けた。

　ヒデが立っていた。なにかを両手で胸の前に抱かかえており、こちらへ突とつ進しんしてきた。

「うおおおおおおっ！」

　ガガガガガと、大きな音をがなり立てながら突っ込んでくる。立ち上がった覆ふく面めんの男の身体からだに、たくさんの粒つぶが横よこ殴なぐりの雨みたいにぶつかっていた。そのうちの一粒が弾はじかれ、乃の那なの目前に落ちてきた。眼めを細めて焦しよう点てんを合わせる。大豆みたい。いえ、ちがう。ＢＢ弾だんだ。

　ひるんだ男は逃げ出した。乃那はそのうしろ姿を目で追っていたが、進行方向の木こ陰かげから飛び出す人物がいた。覆面男も気づいたようだが、姿を見せた陽よう太たのほうが素す早ばやい。うしろ手に持っていた小さななにかを前に突き出し、スプレー状の液体を吹きつけたのだ。

　ぎゃあっ！　とけたたましい悲鳴が林の中にこだました。覆面男は顔を押さえて地面に倒たおれこみ、ゴロゴロと身体を転がす。激痛を感じていることだけは乃那にもわかった。陽太はすかさず男の腕うでをねじ上げて、どすんと尻しりに敷しく。

　なにが起こっているのか乃那にはわからない。いつの間にか現れた若わか月つき美み登ど利りにゆっくりと上半身を起こしてもらい、タオルを背中からかけられた。

「もう大丈夫よ」

「わたし……」

「無理にしゃべらなくていいわ。でも安心してね。もう危険は去ったから」

　そう言われても、なにもかもが目の前を嵐あらしのように通り過ぎたせいか、頭が追いつかなかった。いったいなにがどうなっているのだろう。
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　ただ、涙だけは簡単には止まらなかった。幼なじみの前で泣くのは癪しやくなのに。

　平常の呼吸をいくらか取り戻した頃ころ、警察に電話するヒデの声で冷静さを取り戻し、乃の那なは顔を上げて三人の存在を確かく認にんする。現実かどうかを見み極きわめるようにしっかりと。間近にある若わか月つき美み登ど利りの顔。電話をかけるヒデ。男の関節をキメる陽よう太た。

「……三人ともどうしてここにいるの？」

　頭の中に大きな疑問符が浮かぶ。考えてみればこれっておかしな状じよう況きようじゃない？　陽太と若月さんはなにやらケンカしながら部室から出てった。ヒデにいたっては、おばあさんに呼ばれたとか言ってたはず。なのに、全員がいま自分の目の前にそろっているではないか。

　こちらをちらりと見る陽太と目があう。そして、予知で視みたんだ、と彼は言った。

「さっき乃那の手に触さわったとき、下校中にこいつに襲おそわれる未来が視えたんだよ。その場で教えれば何事もなく済んだんだろうけど、捕つかまえといたほうがいいと思って」

　陽太はあまりにも平然と言った。「さっき」というのは、部室でのことに決まっている。「こいつ」というのは、その男のことか。予知すると言われ、確かに彼に触ふれられたわけだが。

「ウソでしょ……？」

「本当よ」若月美登利がうなずいた。「だからここにいるの」

　乃那は絶句した。けれども、彼らに助けられたこの状況に、他の理り屈くつをつけられそうもない。

「でもヒデは？　おばあさんに呼ばれたとかって」

「すまない。あのメールは陽太からだった。ひとりで来てくれと呼ばれて行ったら、乃那がこのあたりで男に襲われる、と聞かされてな。半信半疑だったが、そんなことを言われたらぼくも気になる。それで念のためこいつを用意したのさ」

　抱かかえていた電動ガンをどうだといわんばかりの顔で示したヒデだが、やがて仏ぶつ頂ちよう面づらとなって言葉を続ける。食わず嫌ぎらいだったものの味を認めるように、しかたなくといった表情で。

「……まあ、なんというか、こういう結果なわけだし……確かに予知能力のようだな」

　勝手に話を進めるな、と乃那は思った。急に言われたってこっちはすぐには飲み込めない。

「ところで、あの恥はじ知しらずに心当たりがあるのか」とヒデが訊きいてきた。

「……ストーカー」

　乃那がそう言うと、彼らは驚おどろいた。考えてみれば予知能力なんていまはどうでもいいのだ。大事なのは、一年以上前から耐たえてきた苦しみが、ようやく終わりを告げたということだ。




　つきまとわれたり、ゴミを漁あさられたり、手紙を送りつけられたり、メールが届いたりと、あらゆるストーカー被ひ害がいを、乃那は一年も前から受けていたというのだ。そんな素そ振ぶりを彼女が見せたことはまったくなかったため、陽太も驚いた。

「もちろん警察には相談したんだけど、手がかりすらつかめなくて……」

「卑ひ怯きよう者もののくせに巧こう妙みようなのね」と美登利は男を蔑さげすむ。

　いま自分の尻しりの下では、その犯人がうつ伏せになっている。陽よう太たはよりきつく関節を締しめ上げてやった。すでにこいつの筋肉は相当傷いたんでいるだろうが、警察に訊きかれたら手が滑すべったとかなんとか言いわけをするとして、もうひと押し角度をつけてやるのもありだろうか。骨折か脱だつ臼きゆうとなるにちがいない。

　だが近づいてくるパトカーの音を、陽太の耳はいち早く聞き取る。男は運がいいようだ。

　とにかく顔ぐらいは見せてもらおう。陽太は片手を伸のばし、男のマスク、サングラス、帽ぼう子しを器用にはいで、三人に見えるように頭をかたむけてやった。すると、

「村むら井い！」

　ヒデがそう叫さけび、乃の那なが目を丸くしていた。

　陽太もその顔をのぞきこむ。苦痛に顔を歪ゆがませるその表情を目にし、まさか、と度ど肝ぎもを抜かれた。ストーカーの正体は中学時代の同級生だったのである。




　てっきり乃那がご当地アイドルをしていたときからの熱ねつ狂きよう的ファンだろうと陽太は思っていたが、まさか元生徒会長が変質者だったとは恐おそれ入る。

　乃那本人も同じことを思っていたようだ。警察に連行されるその姿を見送りながら、信じられない、と彼女はつぶやいた。

　日はほとんど沈しずんでいた。パトカーの赤色灯は薄うす暗ぐらい中だとあまりにも目立つため、周囲には野や次じ馬うまができつつある。警察に引き渡わたされた村井はというと、どうして逮たい捕ほされるんだ、ぼくが捕つかまるわけがない、とわけのわからないことをわめいていた。

「典型的なストーカー思想ね」美み登ど利りは冷え切った瞳ひとみでそれを眺ながめていた。「自分がやっていることは、相手も喜んでいるって信じているのよ」

　乃那が救急車に乗り込む前、陽太は彼女に声をかけた。

「黙だまってて悪かった……。怖こわがらせたくなかったんだ」

　彼女のこぶしが腹にめりこんだ。

「こっちのほうが怖かったわ、ボケ！」

　殴なぐられた腹をさすりながら、また選せん択たくを誤ったかと陽太は悔くやむ。バス事故そのものを回かい避ひできたと美登利に指し摘てきされたせいか、乃那に触ふれてその未来を視みたとき、この事件そのものを解決しようと考えてしまったのだ。

　だがもっと他に方法はあったかもしれない。結局、彼女を無む駄だに怖がらせただけだったか。

　しかし握にぎりこぶしはほどけ、乃那の指が陽太の頰ほおに触れた。

「ウソ。警察でも捕まえることができなかったんだよ。陽太はほんとに未来が視えるんだね」

　助けてくれてありがとう。そう言い残した乃那を乗せ、救急車は走り出した。

　それを見送っていると、陽太はヒデに声をかけられた。

「部室でぼくの未来を言わなかったのはどうしてだ？」

「なんの話だ？」と首をひねる。

「とぼけるな。お前、あのときぼくを予知したわけだろう？　乃の那なの件があったとはいえ、先に触さわったのはぼくだったじゃないか。それなのになにも言わなかった。それはなぜだ？」

　聞き耳を立てる者がいないか確かめるため、陽よう太たはあたりを見回す。美み登ど利りは警察に事情を訊きかれているところだった。予知能力については伏せるように事前に打ち合わせていたため、うまく誤ご魔ま化かしてくれているだろう。

「あそこで言わないほうがヒデのためだと思っただけさ」と、陽太は秘密を打ち明けるように小声で言う。「ただ、これから自分の部屋は自分で掃そう除じするべきだな」

　言葉の意味を探さぐるような目つきになったヒデが、恐おそる恐る口を開く。

「お前……、いったいなにを視みた？」

「『そんなもの持ってない』とか言ってたからさ。あそこで言っちゃ悪いだろ？　これは同じ男としての気づかいさ」

　気の毒そうに首を振ふってみせる。部室でヒデに触ふれ、頭の中に飛び込んできた光景を視たとき、陽太は思わず吹き出しそうになるのをこらえるのに必死だったのだ。

「だからなんの話を……」

「家に帰るとお前のエロ本、机の上に置かれてるぞ」

　それを聞くとヒデは半はん狂きよう乱らんになった。
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　県内トップクラスの進学校だけあってか、テストの上位成績者はその点数を周知され、一目置かれて然しかるべき、という精神がここにはある。それは抜き打ちテストでも変わらない。

　その日、数学教師が先日のテストを返す際、「新しん藤どう！」と発する声の調子に、直前まで呼びつけていた生徒のそれとは、まったくちがう響ひびきがあった。

「やればできるじゃないか！　このクラスで満点を獲とったのはお前だけだ」

　その声が響くと、教室がひっくり返りそうになるほど、クラスメイトたちは驚おどろいた。

　渡わたされた答案用紙を見てみると、確かにバツはどこにも見当たらなかった。だが陽よう太たは驚かない。テスト中、問題文を眺ながめていると、どういうわけか、かたっぱしから答えが頭の中に浮かんでくるのだ。あんな感覚は初めてだった。

「このテストは三組にも受けさせたんだが、あっちの満点は若わか月つき美み登ど利りのひとりだけだったぞ。他のやつらはこの二人を見習うように」

　数学教師は気づかなかったようだが、彼の一言で教室の空気は重みを増した。なんだ、そういうことか、若月美登利とよろしくやってるようだな、という視線と雰ふん囲い気き。しかし、それを態度や口に出すほどこの学校の生徒は荒すさんでいないので、陽太も否定しようがない。そんな中、昨日までの三日間を病欠として休んでいた乃の那なだけが笑いを嚙かみ締しめていた。最下位だろうが満点を獲ろうが、自分に対する周囲の態度にたいしたちがいはないらしい。

　授業がすべて終わり、部室へ向かおうと陽太が廊ろう下かへ出たとき、ある会話を耳が拾った。

「あいつだろ。若月さんとつきあってるのって」

「あぁ、新藤ね。しかも高たか見みちゃんとも仲良いんだよね」

　後方で男子生徒が二人、小声で話している。

「マジありえねえ。若月さんも高見ちゃんも、あんなやつにはもったいなさすぎ」

「でもさ、若月さんってあれでけっこう男好きらしいんだよね。女子が言ってたんだけど、一週間ぐらい前の昼休みに、中庭で若月さんがあいつの胸むなぐらつかんでキスしてるの見たってさ」

「マジかよっ！」

　マジかよ、と陽太も思ったが、似たようなことがあったなと思い出した。しかし、キスなどされてない。となると、それは純じゆん粋すいな見間違いか、悪意による作り話か。

「てことは、もしかして高見ちゃんも似たようなものだったり？　新藤って不良なんだろ」

「幻げん滅めつだわ。あの二人ってけっこう遊んでるのかもな」

　振ふり返ると、教室二つと階段をはさんだ向こう側で、二人の男子生徒がこちらを盗ぬすみ見ていた。きびすを返した陽太は、ずんずんと大おお股またで距きよ離りを詰つめていく。

　近づくにつれて彼らはバツが悪そうに視線をそらし始めたが、構うものか。




　壁かべ一枚へだてた向こう側で、二人の男子がへらへらと下衆な会話を繰くり広げている。他人のうわさ話にそこまで時間を割さける人間の思考回路には、常々理解しがたいものがある。

　若わか月つき美み登ど利りにとって彼らなど取るに足らない存在だが、そんなところで話されていると教室を出づらい。もしや本人にさりげなく聞かせるという小ずるい目的があるのかと勘かんぐったが、どうやらそういうことでもないらしい。ただ単純に、彼らは不注意であり、不用意であった。

　だが、いま妙みようなところで会話が途と切ぎれていた。と思っていたら、三人目の声が不意にした。

「これ、なんだと思う？」

　妙に陽気な声だ。しかし聞き覚えがある。誰だれだろう。

「……なに？　なんか用？」

「おたくら、機械科学部に興味があるんだろう？　ちょっとしたひまつぶしさ」

　新しん藤どう陽よう太ただ！　美登利は猛もう烈れつに興味をひかれた。「これ」とはなんだろう。

「で、これはなにに見える？」

「……ボールペンじゃん」という男子生徒の怪け訝げんな声が聞こえた。

「そう、ボールペン。でもただのペンじゃない。それなら買ったほうが早いしね。部活中におれが作ったんだ。よくできてると思わないか？　こいつは心を読むペンさ」

　一時の間。

「心を読むぅ？」

　嘲ちよう笑しようまじりの声が二つした。

「まあ一度やってみなよ。このノートになんでも構わないから文字を書いてくれ。そうだな、あんたの名前でいい」と陽太は言う。「じゃあ次はそっちのあんただ。さあ、遠えん慮りよするなって」

　うずうずとしていた美登利は、ついにしびれを切らし、教室からこっそりと顔を出すことにした。幸いにも、三人はこちらを視界に入れておらず、ペンはいま陽太の手にある。

　彼は自分の携けい帯たい電話をのぞきこみながら言った。

「なるほど。あんたは週末に買い物をする予定だろ。自転車……ロードバイクっていうのか」

「……えっ！」癖くせっ毛の男子生徒がひときわ甲かん高だかい声を出した。「なんで……？」

　彼の動どう揺ようを無視し、陽太はもうひとりの男子生徒をペンで指す。色黒で坊ぼう主ず頭の少年だ。

「あんたはこれから面接を受ける。もしかして……夏祭りの屋台かなにかか？」

「はぁ!?　ど、どうしてそれを？」

　ふたりの慌あわてぶりは凄すさまじい。いったいどういうことだ、どこで知った、と彼らに問い詰つめられた陽太は、得意げな笑みを浮かべながらペンを指先で振ふる。

「このペンには発はつ汗かんセンサーとジャイロセンサーが仕込まれてるんだ。つまり、使用者が一定量の文字を書くときに現れる、指先の震ふるえと汗を感知してるのさ」

「震えと汗？」と坊主頭が眉み間けんにしわを寄せる。

「人間の考えていることってのは、指先程度の微び妙みような動きに現れるものなんだ。ウソ発見器とかと似たような理り屈くつさ。そこに個人差はあれど、自転車のことを考えているときは自転車を表す動きになる──そういう水準があるのさ。そして、あんたらから得たデータはおれの携けい帯たいに送られてくるようになっているわけ。いまはデータ収集中だから参考になったよ。ありがとう」

　なんというデタラメを……。それらしいことを得意げに語っているが、その正体は大ウソつきだ。常に清純さを心がける美み登ど利りも、このときばかりは自分の顔がひきつるのを感じた。

　だが癖くせっ毛と坊ぼう主ず頭はそうは思わなかったらしい。

「す、すげえよ！　ほんっとにすげえ！　新しん藤どうくんって天才なんじゃないの」

　興奮した二人はありとあらゆる賛辞を陽よう太たに贈る。通りがかる周囲の生徒たちが何事かと振ふり向くほどだ。しかし、褒ほめちぎられる彼はおもむろに二人の肩かたに手を置き、低い声を出した。

「だからさ、あんまり女性陣じんのことを悪く言わないでくれないかな。なにか誤解があるようだけど、あの二人は開発の協力者なんだ」

　二人の男子生徒は借りてきた猫ねこみたいにおとなしくなってしまった。

「おかしなうわさもどうにかしてもらえると助かるんだけど」

「……で、できるだけのことは」

「なんだか悪いね」

　そして二人の肩をぽんと叩たたいた陽太は、それじゃ、と去っていった。振り返りもせず。

　小さくなるうしろ姿を美登利は啞あ然ぜんと見送る。なにが「心を読むペン」だ。実際にはボールペンを渡すときに皮ひ膚ふに触ふれて予知をしているだけではないか。ペテン師め。

　けれども、このスカッとした気分はまぎれもない事実としてある。あの二人の当とう惑わくした様子といったら傑けつ作さく。美登利は口もとを押さえて笑いをかみ殺した。




　ガラリと戸が開かれ、陽太とヒデと乃の那なはそちらに視線を移す。

「遅れてごめんなさい」と美登利は言った。「今日は集まってくれてありがとう」

「ここは機械科学部の部室だからな」

　そう言った途と端たんに美登利と視線がぶつかる。罵ば倒とうされるのかと陽太は身構えたが、ほんの一いつ瞬しゆん、彼女は笑いをこらえているような顔を見せた。なにがおかしいというのか。

　だがそれは気のせいかもしれない。視線を乃那に移した美登利は、柔にゆう和わな笑顔を見せた。

「乃那、今日は大丈夫だった？」

「心配してくれてありがと、美登利ちゃん。でもなんの問題もないよ」

　乃那の話によると、学校を休んでいる間に美登利が自宅へ見み舞まいにきてくれたという。

　彼女が陽太たちに話をしたいと言い出したのは昨日のこと。放課後、機械科学部の部室へ来てほしいというメールを、陽太と同様、ヒデと乃那も受け取っていた。

　品行方正で知られる彼女だが、どうやら予知能力を知る人間にはその本ほん性しようを見せる方針であるらしい。人使いの荒あらい高飛車な面も含ふくめて。

「今日集まってもらったのは他でもないわ。予知能力について知ってもらいたくて」

　机の上にはシンクロエナジャイザーが置かれている。美み登ど利りの言いつけにより、陽よう太たが自宅から持ってきたのだ。例の「協力」についてもこれから話されるのだろうが、いったいなにをさせる気なのかと考えると不安になる。

「わたしの知っていることをすべて話すわ。まずは予知能力についてだけど、それは触ふれた人間の未来が視みえる力よ。確かく認にんされている中では、最長で十日先の未来まで、らしいけど」

　十日先まで。いきなり衝しよう撃げき的な事実を聞かされ、さっそく陽太は口をはさもうとするが、

「質問は待って」と美登利は制す。「そしてどんな未来でも視えるわけじゃない。対象者が未来で一定の興奮を覚える場面だけ。痛みや驚おどろきとか、緊きん張ちよう状態に、悲しみとか喜びとか──つまり出来事ね。朝起きて歯を磨みがくことは印象的な記き憶おくにはならないけど、道で転ぶことは強く覚えちゃうものよね。予知能力者が視るそのシーンを『ヴィジョン』と呼ぶの」

　想像していたよりもはるかに美登利は予知能力に詳くわしい。陽太が疑ぎ惑わくの目で見つめる中、彼女はマシンを手にとって果物に傷いたみがないか確かめるように観察しだした。

「このシンクロエナジャイザーはね、わたしの父が作ったものなの」

「なんだって！」

「実物を見るのはわたしも初めてだけど」

　驚きよう愕がくに声をあげた陽太がいる一方で、美登利は静かなものだった。

「わたしの父はバブル期に、『ハイアクセス』という会社にエンジニアとして勤めていたの。東京にあった小さな会社で、ふだんから変な機械ばかり作っていたって聞いてるわ。陽気な時代だったからそれでもけっこう儲もうかっていたみたいだけどね。そんなある日、新しい図面が上司から渡わたされた。それがシンクロエナジャイザー。父たちはその機械がもたらす真の効果に驚愕した。パルス音を聞きながら、脳の中にある扁へん桃とう体たいという部位をサングラスのつるの部分に触れるこめかみから、瞬しゆん間かん的に一定のパターンで電気刺し激げきすることにより、未来の情報を遡そ及きゆう的に獲かく得とくできる能力を使用者に目覚めさせる──と書かれていたとか」

「つまり……予知能力ですね」ヒデがおずおずと言った。

「リラクゼーションマシンという名目にすり替えて売り出すと、これが予想外にヒットしたの。光と音の波長がある種の催さい眠みん状態を誘ゆう発はつするんだけど、そこがウケてしまって……。おかしいでしょう？　追うようにしていろんな会社が模も倣ほう品を売り出したみたいだけど、使用者を予知能力者にしてしまうのはハイアクセスの製品のみだったはずよ」

「ちょっと待て」と陽太は言う。「そんな効果があることを承知の上で売り出したのか？」

　だとしたら、それは大事件だ。

「いいえ、ちゃんと安全装置セーフテイをつけていたわ。電流が決して流れないように。そもそも流は行やるとも思ってなかったから、軽いジョークのつもりだったの。その時代、製品の中に開発者が面おも白しろ半分でジョークを入れることが多かったとか言ってたから、父たちものん気に考えていたんだと思う。それはテレビゲームとかの話らしいけど……」

　だが、セーフティなど機能していないではないか。続きをうながす陽よう太たの視線を読み取ったのか、美み登ど利りは申し訳なさそうな、痛みをこらえるような顔を見せた。

「もちろんセーフティは素人しろうとでは外せるようにはしなかったし、量産が命じられてからは、その機能は破は棄きしたと言ってた。でも初期に流通したものはそのままで……」

　それを自分が見つけてしまったというわけか。不運すぎて笑えもしない。

「会社が解散してずいぶん経たってから、父はセーフティに使用していた部品が他の部品よりも経年劣れつ化かが早いことに気づいたの。このままでは予知能力者が生まれてしまうと父は焦あせった。でも正直なところ、楽観視していた部分もあったと思う。バブル期のあんなオカルトグッズ、いまだに誰だれかが使っているとは思えないもの。それにシンクロエナジャイザーの真の効果を大々的に宣伝して回収するわけにもいかない。そんなことしたらどうなるかわかるでしょ？」

「きっとそれを手に入れようとする人間で溢あふれかえるだろうなぁ」

　なるべく嫌いやみに聞こえるよう、ぞんざいな口ぶりで陽太は言ってやった。

「……わたしもそう思う。そして結局、父はなにもしなかったわ。でもそれをずっと気にかけてたことだけは本当。けど、そのまま死んだの。四年前に病気でね」

　部屋に重苦しい沈ちん黙もくが満ちた。

「……悪い」

「謝あやまらなくちゃいけないのはこっち」美登利は苦笑しながら肩かたをすくめる。「父が生きていたら絶対にあなたに謝りたがっただろうから、わたしが代わりに謝るわ。巻き込んでごめんなさい。でも、巻き込みついでに協力してほしいことがあるの」

　ここからが本題よ、と美登利は言った。

「死ぬ前、父は予知能力者について知っていることを、もうひとつ教えてくれた。その存在意義について。シンクロエナジャイザーの図面はアメリカ軍から手に入れたものだろうって。そして、かつてアメリカ軍はベトナム戦争に予知能力者を投入したという話をしてくれたの」

　陽太のとなりでミリタリーオタクのヒデが首をもたげた。

「予知能力者はそこで怖おそろしい出来事を引き起こしたの。なんでも、ある作戦の根幹を担になったそうなんだけど、どういった作戦かまでは知らないわ。というか、教えてくれなかった」

「ふうむ、米軍の作戦……ベトナムで……」

　腕うでを組んで考え出すヒデをよそに、美登利は話を続ける。

「父が死んで数年が経ったある日、ハイアクセス時代の同どう僚りようから電話がかかってきたの。ねえ、三人は東京で起きた、二年前の連続殺人事件を覚えてる？　同じ銃じゆうが使われてるから連続殺人事件と判断されているわけだけど」

「知ってる」と乃の那なが反応した。「でも銃が同じってだけなんだよね？」

「そう。簡単に言うと、銃じゆう弾だんにも人間の指し紋もんと同じような銃じゆう痕こんというものが刻まれて、同じタイプの拳けん銃じゆうでも、一つひとつちがって特定可能なの。その事件の被ひ害がい者しやは九人に上るわけだけど、被害者同士のつながりがわからないから、ミッシングリンク連続殺人なんて言われてもいるわね──でも実はその被害者はすべてハイアクセスの元社員なのよ」

　美み登ど利りがさらりと口にした言葉に、三人は大いに動どう揺ようした。

「こんな事態を見み越こしていたのか、会社が解散される前、経営陣じんから偽にせの経歴が一人ひとりに用意されたんですって。ニュースを見る限り、警察もまだ気づけていないようね。話を戻すけど、電話をかけてきたその人は、事件発生の早い段階から元社員が狙ねらわれていることに気づいて連れん絡らくを入れてきたの。彼によると、事件の背後には予知能力者が存在している可能性があるって──なにを根こん拠きよにそう言ったのかはわからなかったけど。でもすでに父は他界してる。殺人事件と父の元勤務先が関係していると言われても、わたしには無関係だろうと思った。でもその人は父の遺品の中に会社が極ごく秘ひにしていたデータがあるかもしれないって言うの」

「データ？」と乃の那なが言う。

「予知能力者にまつわる極秘データ。彼はそれを奪うばわれることばかり心配している様子だった。あるいはすでに奪われているかもしれない、とも。とにかく最大の懸け念ねんは、データに記されていることを実行したら、この国の存亡につながることだ。そう言ったの」

　国の存亡。それを聞き、陽よう太たはヒデと乃那と目をあわせる。現実感が伴ともなわない言葉だ。

「わたしはデータの内容やその言葉の真意について訊たずねたわ。それがベトナム戦争に関係しているかどうかも。その答えはイエスだった。しかも『富ふ士じ見み田だ市しはベトナムを再現するにはうってつけだ』とも言われた。でもこれ以上は電話では言えないから、週末に来るということでその電話は切れたの。だけど、約束の時間になってもその人は現れなかったわ」

「え、どうして……？」と乃那が訊ねる。

「わたしもわけがわからなかったけど、数日後のニュースで消息がつかめたわ。雑居ビルの屋上で銃殺された死体になってたの……。そう。その人が例の九人目の被害者なのよ」

　部屋の空気が凍こおった。

「そしてほどなくしてこの町に予知能力者が現れた。もう一年以上前のことね。わたしはその予知能力者こそが一連の殺人事件の犯人か、それに近い人物だと思っている。時期がぴたりと重なるし、予知能力者なんてそうそういるものじゃないでしょ。そしてきっと極秘データとやらをすでに手に入れてもいる。でなければこの町にずっといるはずがないもの──つまり起こそうとしているのよ、この町でベトナムの再現を」

　アメリカ軍とかベトナムとか、突とつ拍ぴよう子しもない話だが、美登利が噓うそを言っているようには見えない。しかし、陽太には気になることがある。

「どうして予知能力者がこの町に来たってことがわかるんだ？」

　わたしが予知能力者です、と言いふらしているわけでもあるまい。その指し摘てきを予想していたらしく、美み登ど利りはバッグから取り出したそれを、シンクロエナジャイザーのとなりに置いた。

　見覚えがある。バスから降ろしたとき、彼女がバッグから取り出したものだ。黒い長方形で、携けい帯たい電話よりも少し大きいが、液えき晶しようは全体のサイズにしては小さい。陽よう太たは側面にＵＳＢのポートを見つけたため、パソコンなどの電化製品につなぐ機器としか思えなかった。

「これは乱数発生器よ。持ち運びできるように父が改造したけど、別に珍めずらしい機械じゃないわ」

「……なにに使うんだ、これは」

「量子物理学に基もとづいて作られたこの機械の内部には、ガンがあるのよ」美登利は親指と人差し指を立てて拳けん銃じゆうの真ま似ね事ごとをした。「そのガンは壁かべに向かって素そ粒りゆう子しを撃うち出し続けている。その壁に素粒子がぶつかったときは『０』を液晶に表示する仕組みなんだけど、トンネル効果といって、素粒子が幽ゆう霊れいみたいに壁をすり抜ける場合もある。そうやって透とう過かしたときには『１』を表示するの。『０』が出るか『１』が出るかは完全にランダムなんだけど、理論上、その確率は二分の一に近づくはずなのよ。その性質を利用して主に統計学の実験なんかに使われているの。でもいまじゃ二〇〇一年に新たな使い道が発見された機械としても有名ね。その年に起きた世界的な事件のせいなんだけど、なにかわかる？」

「９・１１ですか？」と、すぐに答えたのはヒデだ。

「そう。９・１１同時多発テロ。あの飛行機が世界貿易センターに突つっ込んだのを世界が目もく撃げきした後から、乱数発生器が異常を示したの」

「この乱数発生器が？」と、乃の那なが机の上の機械を指して訊たずねる。

　だが美登利は首を振ふり、世界中の乱数発生器が、と言った。

「アメリカやヨーロッパ、日本のそのへんの大学とかにあるのも含ふくめて、世界中。本来であれば半々で０と１を表示するのに、大きな偏かたよりが生まれたの。これはどういうことだって使用者は混乱した。でもその後、ある研究者が量子の働きに仮説を立て、アメリカの砂さ漠ばくで行われる『バーニングマン』というお祭りで実験をしたの。電気ガス水道とかの生活インフラを一いつ切さい用意せずに、大勢の人間が一週間をそこで過ごすっていう風変わりなイベントなんだけど、仮説を実証するにはぴったりだった。

　バーニングマンでは、町中とちがって人々の注意を引くものはほとんどないわ。砂漠だからね。開始から一週間後の深夜、イベントの終しゆう焉えんとして巨きよ大だいな人型のモニュメントを燃やすんだけど、周囲になにもないから参加者の意識は、必然、すべてこれに向くの。そのときにふたたび乱数発生器の出力に偏りが生まれた。結果、仮説を裏づける有力な実験となったわけ」

「その仮説とは？」

　いつの間にか興味津しん々しんのヒデが続きを求めると、美登利は言う。

「すなわち、人間の集合的意識の変化に量子は反応する──ということ。これは事実としてすでに世界に知られているわ。だけど、もうひとつの使い道をわたしの父は発見した」

　そして美み登ど利りは乱数発生器を手にした。

「乱数発生器には『未来が改変されたこと』を感知する機能があるの」

　聞き流しそうになったが、とんでもない事実であることに気づき、陽よう太たは慌あわてて口を開く。

「ちょっと待て。わかるのか？　おれが未来を変えたことも？」

「わかるわ。あなたが予知能力者かもしれないって気づいたのもこれのおかげ。わたしがバスから降りたときに反応したから」

「……どうしてそんなことができる？」

「仮想的なものとして考えてもらっても構わないんだけど」と美登利は言う。「この宇宙は『因果』によって支配されているのよ」

「因果って？」と乃の那な。「……因果応報の因果？」

「そう。原因と結果が大昔からずっと先の未来まで続いているということよ。この因果によって決められている未来が改変されるとき、量子レベルではなんらかのエネルギーが周囲に放射されているみたいなの。乱数発生器はそれを感知している。

　そして未来を改変することができるのは、陽太くんのような予知能力者だけ。彼らは因果の先になにがあるのかを観測することができるから。未来を視みることができるということは、変えることも可能なのは自明の理でしょ」

　言い得て妙みようだな、と陽太は思った。因果を観測できないふつうの人間は、そもそも未来が変えられたことすら認にん識しきできないわけだ。

「ちょっと待ってください」と、ヒデが嘲ちよう笑しようするような声を出した。「その理り屈くつだと、予知能力を持たないぼくでは、未来を変えられないということになりませんか？」

「そう言ったつもりよ。ふつうの人間は、因果を構成する単位のひとつでしかないの」

「そんなバカな話がありますか」とヒデは語気を強めた。「週末にＧ３６かＭ４を買おうと思っているんですが……」

「待て待て」と陽太が慌てて制止する。「なんの話だ？」

「アサルトライフルだ──まあＭ４はアサルトカービンだが。それで、ぼくは週末にゲームで使う銃じゆうを買おうと思っているんですが、現状、二つある候補のうち、どちらにしようか迷っている状態です。美登利さんの言い分では、ぼくがどちらを買うか、すでに決まっているということでしょう。でもそんなことありえない。自分ですらまだ決めかねているというのに」

「単純に考えてみてくれるかしら。あなたが自由意志によってどんな未来を選んだとしても、未来が視えない以上、未来を変えることができたと、どうして思うことができるの？　残ざん酷こくなことを言うようだけど、ヒデくんの意志すら因果の範はん疇ちゆうなのよ」

　それはまるで謎なぞかけのようだった。しばらく考え込むヒデは、どうやら言い返せないらしい。だが代わりに携けい帯たいを取り出した。

「それじゃいま購こう入にゆうすることにします。週末はやめて、いまここで。いまの段階ではドイツ製のＧ36に気持ちがかたむいていたけど、やはりアメリカ製のＭ４にします」

　画面に指を這はわせるヒデを三人は眺ながめていたが、ヒデが「購こう入にゆうしました」と言った瞬しゆん間かん、乱数発生器がピピッと鳴った。

「未来が変わったわ。見て」と美み登ど利り。

　──００００１１０１００１０００１００１００１０１１０００１００００──

　確かに液えき晶しように映る数字の列に、わずかな偏かたよりが見られた。０が１よりも多く配列されているようで、見続けている間も数字が増えていく。

「ヒデくんがこの時点でモデルガンを買う未来はなかった──」

「いえ、電動ガンです」

「……電動ガンを買う未来はなかった。だけど陽よう太たくんがいる。そして未来が改変されたの」

「さっき予知能力者だけが未来を変えることができるって言ってたけど……」陽太はヒデと美登利を交こう互ごに見た。「おれはなにもしてないんだが」

「いいえ、あなたが未来を変えたのよ。予知能力者は存在するだけで周囲の未来をごくわずかに変え続けているの。それこそ一挙手一投足によって。ヒデくんがいま銃じゆうを買う行動をとったのも、あなたという予知能力者の存在を知ったからでしょ」

　ものは言いような気もする。なので、陽太は気になっていたことを訊きくことに決めた。

「シンクロエナジャイザーを着ければ誰だれでも予知能力者になれるのか？」

　そのはずよ、という美登利の回答を得た上で、陽太はヒデに向き直る。

「そこまで疑うんなら、ヒデも予知能力者になってみればいいんじゃないか？」

　未来が決まっていることを自分で確かめれば美登利の話も信じられるだろう。親切心からのつもりだったが、ヒデは意外にも身を引いた。

「いや、お前が痙けい攣れんしているときの様子を見てしまうと、ちょっとな……」

　というのが彼の言い分だった。いったい自分はどんな様子でぶっ倒たおれたのだろう。となりを見ると、乃の那なも青い顔をしているではないか。いまさらながら怖こわくなってきた。

「待ちなさい。予知能力者をこれ以上増やすことなんて絶対にしないで。乱数発生器は未来改変を知らせてくれるけど、個人を判別することはできないの。混こん沌とんとしてしまうわ。それに……副作用もある。言わなくてもわかっているでしょう？」

「え、どういうこと？」と乃那が言う。

「人間は無意識にあらゆる力を隠かくし持っているという話、聞いたことない？　このシンクロエナジャイザーは人間に予知能力を与えるだけでなく、意識の領域を広げもするの。つまり、無意識に眠ねむっているその力を引き出すのよ。記き憶おく力りよくとか腕わん力りよくとか」

「ああ、それで……。陽太、数学の抜き打ちテストで満点とったよね」

　乃那の言葉を受けてヒデは大いに驚おどろいたが、美登利は平然と続ける。

「ただし、必要なときに必要なだけ出せる便利なものじゃなくて、常にむき出しになっている状態よ。だから良くないことも起きる。食欲不ふ振しんと睡すい眠みん障害に、あとはなにかしら。かなり耳も良くなっているみたいだけど」

　含ふくみのある言い方に聞こえたが、陽よう太たに心当たりはない。聴ちよう覚かくについて彼女に揶や揄ゆされる謂いわれなど自分にあっただろうか。

「ねえ、陽太、いまの本当？　大丈夫なの？」

　珍めずらしく乃の那なが心配してくれているようなので、もっと心配させてやりたい気持ちに駆かられたが、そんな場合でもないのだろう。

「別に大丈夫だよ。まあ確かに寝ねづらいけど、夏だからな。暑さのせいだと思ってた」

　てっきり誰だれか笑ってくれるかと思ったが、沈ちん黙もくしか返ってこなかった。そんな中、美み登ど利りが射い抜ぬくような視線をこちらに刺さしてくる。見み透すかされているのかもしれない。

「この乱数発生器はいまも頻ひん繁ぱんに偏かたよりを見せているの。いえ、むしろその頻度は上がってきている。その予知能力者がこの町で動いている証あかしよ。その動きがベトナムで起きたなにかをこの町で起こそうとしている準備だとしたら、いずれ大変なことが起きるわ」

「まずは……警察に相談したほうがいいんじゃない……？」

　おずおずと言ったのは乃那だ。その言い分はもっともである。

「実はわたし、いま警察官と一いつ緒しよに暮らしているの。母が長期入院していて、そのひとはわたしの叔お父じで、刑けい事じなのよ」

「え、じゃあ……」

「でもダメね。叔父は母方の弟で、予知能力なんて信じるはずがないわ。いえ、信じてくれたとしても、予知能力がこの世に存在する事実を世間に公表することだけは絶対にしてはならないって父に言われているから。わたし自身もその危険性はわかっているつもり」

　それは確かにそうかもしれない。こんな力の存在が知られれば、世界は大変なことになる。

「……おれにどうしてほしいんだ？」

「わたしがあなたにお願いしたいことは、この富ふ士じ見み田だ市しで予知能力者が起こす事件を予知してほしいの。そして未然に防ぐ」

　耳を疑った。その予知能力者には殺人の疑いがあると言ったのは彼女だ。

「事件を防ぐだって？　そんなことできるわけないだろう」

「できるはずよ。あなたには対たい抗こうする力があるもの。いい？　これだけは覚えておいて。『予知能力者は他の予知能力者の行動を予知できない』という法則があるの。さっきも言った、因果の外側に置かれた存在だから、常に行動が不確定なのよ。だからこそ、特定する方法がひとつある。その人物の皮ひ膚ふに触ふれて未来が視みえなかったら、それが予知能力者よ」

　しばらくその意味を考えた後、陽太は口を開く。

「──予知能力者は他の予知能力者の行動を予知できない。それは触さわったときに未来が視えないだけじゃなくて、起こそうとしている事件も予知できないって意味じゃないのか……？」

「あら、だんだんとわかってきてくれたみたいで嬉うれしいわ」と、のんきにも美み登ど利りは微笑ほほえんだ。「でもその可能性は低いとわたしは思っているの」

「どうして？」

「予知能力者単独では、未来は視みえないからよ。なにを企たくらんでいるかはわからないけど、手に入れた予知能力を使うこともあるんじゃないかしら。となると、必ず自分以外の人間を必要とするはず。ふつうの人間を。それが共犯であるなら、その人間の行動はヴィジョンに映るわ」

　だからお願い、力を貸して、と美登利は言った。

　予知能力を使って発生前の事件を予知し、阻そ止しする。論理としては可能であるらしいが、危険な香かおりで満ち満ちている。陽よう太たは最悪の事態を想像せずにはいられなかった。

「できるよ」

　不意にした声に顔を上げると、乃の那ながこちらを向いていた。

「陽太ならできる。だってわたしを助けてくれたじゃない。もちろんわたしも手伝うよ」

「もう関かかわってしまったわけだし」とヒデも口を開いた。「それにベトナム戦争ですって？　それはぼくの得意分野です。まずは予知能力者が関わった形けい跡せきをどうやって探していこうか……」

　驚おどろくべきことに、ヒデと乃那はおびえなど少しも見せていなかった。そんな彼らを前にし、陽太は苦笑する。こいつらは夏休みを犯人探しに費やす気か。

「……事件を予知するために誰だれに触さわればいいか、心当たりがあるのか？」

　美登利は陽太の言外の意味を汲くみとったらしい。

「みんな、ありがとう。でもそこが難しいところで……」

　どうやらあてはないらしい。しかし、身にまとう空気は匙さじを投げたそれではなかった。

「だけど、父が好きだったこの町で、父が生んでしまった予知能力者がなにかをしようとしていることは確か。わたしはそれを知っていながら放置することなんてできない」

　陽太は凛り々りしく輝かがやく彼女の瞳ひとみを見た。




　学校を出たのは四人一いつ緒しよだったが、ヒデは図書館に寄っていくと言って逆方向へ消えた。ベトナム戦争についての情報をさっそく集めるらしい。得意分野とあって意外と乗り気のようだ。乃那と美登利はクロロというこの町のショッピングモールへ寄っていくと言うのでわかれた。二人は気があうのだろう。

　美登利の話の中でもっとも気になるのは、やはりベトナムで米軍が起こした作戦をこの町で再現するという点だ。歩きながら陽太は視線をさまよわせる。てっぺんを赤く染めた富ふ士じ山さん。帰りを急ぐたくさんの車。時期が時期だけに、そこら中にある田んぼや畑はどこも青々としている。どれもこれも子供の頃ころから目にしている富ふ士じ見み田だの光景だ。特別な町とは思えない。

　とはいえ、犯罪者がここでなにかを本当に起こすのであれば、阻止したいとは思う。だが予知の対象をどう探せばいいのだろう。町中の人間にかたっぱしから触さわるわけにもいかない。

　頭を悩なやましているとき、ふと自分の意識が耳に集中していることに気づいた。十メートルほど後方から響ひびくひとつの靴くつ音おとが妙みように気になる。それはまるで耳が意志を持って勝手に動き出し、自分にささやいたかのようでもあった。

　音から察するに、それはスニーカー。足取りを遅くすると、その音も同じようにテンポをゆるめる。なにげなく足を止めると、その音も止まり、そして陽よう太たに戦せん慄りつが走った。

　自分は尾び行こうされている。そう確信すると、途と端たんに心臓が胸の内側を叩たたくのを感じた。ふたたび歩き出しながら陽太は考える。以前、靴音から乃の那なの気配に気づいたことがあったが、今回はそれがない。知り合いではないとしたら、その音の持ち主はいったい誰だれで、どうして自分を尾つけているのだろうか。

　自然と美み登ど利りが話していた殺人犯の存在を思い出してしまう。まさか、という思いはあった。いくら過去の素行が悪かったとはいえ、殺人犯に狙ねらわれる心当たりはない。しかし人が人を尾行するには、それなりの理由があるものだろう。決して穏おだやかではない理由が。

　振ふり返ってそれを確かめるべきだろうか。人通りはそれなりにある。仮に自分に敵意を持っていたとしても、この場で襲おそわれることはないはずだ。だが、そんな考え方は楽観的すぎるか。

　しかし、別の考えも一方では芽生える。この尾行者が美登利の追い求める予知能力者だとすれば、状じよう況きようを逆手にとることもできるのではないか。うまくいけばすべてが解決するだろう。

　そこで陽太はポケットから携けい帯たいを取り出した。




　薄うす暗ぐらくなったその住宅街を奥おくへ進むと、土の匂においが増してきた。それにつれて家々の姿は少なくなっていく。道の両側に並ぶ畑は夏虫の合唱で騒さわがしい。ふと前方に、曲がり角に建つ家が現れた。庭を塀へいで囲んだ、なかなか大きな家である。

　その角を曲がった陽太は、すぐさま背中を塀にくっつける。耳はもちろん足音に集中したままだが、自分の心臓の音が邪じや魔まをしていた。周囲に人ひと気けはない。もしも尾行者が凶きよう器きを持っていたとしたら──そう考えると背中が冷たく汗ばんだ。だが不意を突つけば勝機はあるはずだ。

　ふと足もとに小さなポリバケツを見つけ、陽太は反射的にそれを手に取った。抱だきかかえるように構えると情けない気持ちにならなくもなかったが、素す手でよりはいくらかマシだろう。

　当の尾行者は自分の姿が見えなくなったので、少し早足になっているようだ。

　──タッタッタッタ。

　そう、このスニーカーの音だ。間違いない。陽太は緊きん張ちようからのどを鳴らした。

　──タッタッタッタ。

　来る！　もうすぐそこだ！　次の瞬しゆん間かん、この塀から顔を出す！

　覚かく悟ごを決め、陽太はバケツを頭上に構えて飛び出した。

「きゃあっ!!」

　予想だにしなかった甲かん高だかい悲鳴があたりにこだまする。

　そこにいたのは女だった。靴くつ音おとを出していたキャンバス生き地じのスニーカー。そこからデニムのパンツが細く上へと伸のび、上半身にはサマーパーカーを羽織っている、同年代の女だ。

「だ……」

　誰だれだ？　まったく見覚えのない女だ。その女は恐きよう怖ふに顔を凍こおりつかせているが、自分から尾び行こうしておいてその反応はおかしい。いや、その前に尾行した理由を訊きかなければならない。

　陽よう太たが口を開く前に、女は回れ右をして逃げ出そうとした。

　だがそれは叶かなわない。さきほどから彼女の背後には拳けん銃じゆうを構えたヒデが立っているのだから。

「動くな！」

「ひゃあっ！」

　古い漫まん画がみたいに、その女は飛び上がった。

「おい、誰だこの女は？」

　銃を女に突きつけたまま、ヒデが訊たずねてくる。だが陽太は首を振ふるしかない。

　美み登ど利りを呼ぶのは危険かもしれないと気づき、図書館へ向かったヒデを呼び寄せた判断は正しかったようだ。おれは諜ちよう報ほう機関オタクでもあるんだ、と電話の向こうで言ったヒデの提案により、尾行をさらに尾行する二重尾行を仕し掛かけ、それはいままさに成功した。

　だが仲間を呼ぶほどではなかったかもしれない。女はいまにも泣き出しそうな顔で陽太とヒデを見ていた。緊きん張ちようのためか直立姿勢のままで、丸みのあるボブカットと細い身体からだは、マッチ棒にそっくりだ。尾行されたのはたまらないが、なんだか気の毒に思えてくる。

　とりあえず銃は下ろせ、と陽太がヒデの拳銃に手をかけたとき、彼の指に触ふれて未来を視みてしまった──もうすぐ自転車に乗った警察官がここを通りかかるようだ。このままではお巡まわりが目もく撃げきするのは、泣きそうな少女とそれを取り囲む二人の少年。おまけに一丁のモデルガン。これではこっちが捕つかまりかねないと危あやぶみ、近場の公園へ移動することにした。

　小さな公園のベンチにその女を座らせ、陽太はヒデと共にそれを見下ろす。すっかり暗くなってしまったが、ここでなら誰かに邪じや魔まをされる未来も視えないので問題はない。

「……それで、あんたはどこの誰だ？　なんでおれを尾行した？」

　だが女はヒデがぶらりと下げる拳銃を凝ぎよう視ししたままだったので、それが偽にせ物ものだと教える必要があった。そもそも本物のわけがないだろう。

「わ、わたしは国くに枝えだ麗れい美みっていいます。きみたちに訊きたいことがあって……」

　たどたどしく言葉をつむぐ女の様子に、陽太とヒデは顔を見合わせた。訊きたいことがあるのはこっちだ、と互たがいに視線で会話をする。しかし、話を前に進めるにはしかたがないようだ。

「訊きたいことって？」

「きみたちは未来の出来事がわかるんじゃない？」

　心臓が口から飛び出るかと思うほど驚きよう愕がくした。陽太はふたたびヒデと顔を見合わせる。いったいどこで予知能力がバレたというのか。さてはこの女も美み登ど利りと同じ穴のムジナか。

　どう答えようかと陽よう太たがためらっていると、ヒデが前に進み出た。

「……なぜそう思う？」

「あ、じゃあやっぱり──」

「質問に答えるんだ」

　ヒデに詰つめ寄られた国くに枝えだ麗れい美みは小さくなった。

「……きみたちが女の子を助けるところを見たから」

　一いつ瞬しゆんなにを言っているのかわからなかったが、

「……雑木林でのことか」と陽太は思い当たった。

　目の前にいる女は、どうやら乃の那ながストーカーに襲おそわれたときのことを言っているらしい。まさかあれを第三者に見られていたとは思わなかった。

　だが、あれを見ていたからといって、どうして予知能力の話につながるのだろう。

「よくわからん」とヒデが言った。「どういうことか順を追って説明してくれないか？」

「えっとね──」と、国枝麗美はゆっくりと話し出した。




　乃那が覆ふく面めん男に襲われることを予知した陽太は、ヒデと美登利と共に、現場となる雑木林へ先回りした。その林の向かいに建っているのが、どうやら国枝麗美の自宅であるらしい。

　事件発生直前、家で仕事をしていた国枝麗美は、林の近くで三人の高校生の男女がこそこそと何事かを話し合い、そして解散する様子を窓から見かけていた。

　そのときは特になにも思わず仕事を続けていたが、次に視線を移したとき、曲がり角にマスクとサングラスで顔を隠かくした男が立っていたという。見るからに怪あやしいため、窓越ごしにじっと観察していると、その男は曲がり角に差し掛かかった少女に襲いかかったのだ。

　あっと驚おどろいている間に覆面男は少女を林の中へ連れ込んでいってしまった。慌あわてた国枝麗美は受話器を手にとって一一〇番を押そうとするが、ついさっき解散したはずの少年少女が現れ、それぞれ別方向から林の中へ突とつ入にゆうしていく姿を目もく撃げきする。

　わけがわからなかった国枝麗美だが、しばらくするとパトカーと救急車が到とう着ちやくする騒さわぎになったのだった。




「たまたま居合わせたならわかるけど、きみたちは女の子が襲われる前から現場にいて、しかもいろいろと準備している風だったからおかしいなって思ったの。警察が来て実際にあの男の子は捕つかまったわけだし、女の子は救急車に乗せられていったし、遊びには見えないもの」

「い、いや、我々はたまたまあそこにいただけであって……」

　ヒデはしどろもどろになるが、国枝麗美は極きわめて冷静だった。

「きみ、たまたま銃じゆうを用意してたの？　そっちのきみも、たまたま別方向で待機してたの？」

　実に痛いところを突ついてくる。とっさのことで、うまい反論は思い浮かばなかった。

「……わたしとしては」と、国くに枝えだ麗れい美みがコホンと咳せきをひとつ入れる。「事件が起きることを事前に知っていたとしか思えないな」

　彼女が言い終えると、公園は静まり返った。街灯の明かりに吸い寄せられた虫たちが上空を舞っており、陽よう太たはしばらくそれをぼんやりと見上げていたが、ついに大きなため息を吐つく。

「……そう。あんたの言う通りだよ。事件を予知したんだ」

「陽太！」

　とがめるヒデの声は無視する。いまさらごまかすのは難しいだろう。

「へえ！　きみが予知能力を持ってるんだ」

「……でも、あんた──国枝さんだっけ──のことがよくわからないな。家で仕事していたとか言ってたけど、本当にそこが自宅なのか確かく認にんしたいんだけど」

　予知能力があることを世間に吹ふい聴ちようされてしまっては敵かなわない。そのためにも、この女が何者なのかを知っておく必要がある。

「家にはこれから来てもらって構わないよ」と国枝麗美はあっけらかんとしていた。「年ねん齢れいは二十歳。職業は小説家で、東京からこの町へ引っ越こしてきたんだ」

「小説家だって？　そんな人間がなんだってこの町に？」

「静かなところで作業したくてね。あんまり別べつ荘そう地ちっぽいところもいやだったから、ちょっと前にあそこに家を建てたの」

　すると記き憶おくが蘇よみがえり、比ひ較かく的てき新しくて大きな家が、確かに例の事件現場のそばに建っていることを陽太は思い出したが、唐とう突とつに肩かたをヒデにつかまれた。

「そんなことよりも、国枝麗美って、どこかで聞いたことがあると思ったら……ひょっとして今度映画化されるあれの……ですか？」

「……ああ、うん。そうだよ。『まだら色の季節』ね。わたしが書いたやつ」

　少し恥はずかしいのか、国枝麗美は照れたようにうなずいた。ヒデの驚きよう愕がくぶりを見るに、どうやらそれは有名な作品であるらしい。

「あのとき見かけたきみたちのことがすーっごく気になっちゃってさ。職業柄がらなのかな。どうしても確かめたいと思っちゃって尾び行こうをしたの。きみたち制服だったから、学校はすぐにわかったし。それで今日、とうとうきみたちがそろって学校を出てきたから、ラッキーって……」

　悪い人間ではないようだが、その行動力は暴走気味だ。

「でもなんでおれを真っ先に？」

「きみはひとりだったし、銃じゆうは持ってなさそうだったから……」と麗美は困ったように笑った。「ほんとごめんね」

「こちらこそ驚おどろかせてしまってすみません。陽太の提案だったとはいえ、ぼくも仕方なく……」

　かしこまってペコペコするヒデを見て、なんてやつだ、と陽よう太たはげんなりした。協力を仰あおぎはしたものの、二重尾び行こうを提案し、あまつさえモデルガンを突つきつけたのはお前だろうが。

「陽太くんっていうんだ。じゃあ、きみは？」

「室むろ井い秀ひで一かずといいます。おい、お前もちゃんと挨あい拶さつしておくんだ」

　ヒデにうながされるままに、陽太は頭を少し下げる。

「……新しん藤どう陽太です」

「じゃあ改めまして、国くに枝えだ麗れい美みです。麗美って呼んでね。国枝って響ひびき、なんか固くってさ。そう思わない？」

　変なやつ。小説家なんてやっているだけあってか、そこに珍ちん妙みような人間性を陽太は感じる。これからどうすべきかと助けを求めるようにとなりを見やったが、なにを考えているのか、彼女を前にしたヒデの顔はとことんまでゆるんでいた。

「ところで、その予知能力を見込んでぜひお願いしたいことがあるんだけど……」

「お願い？」

「本当に未来を視みることができるなら、わたしの未来を視てほしいの」

「……予知を依い頼らいするつもりか？」

　驚きよう愕がくした陽太を見ながら、国枝麗美はこくりとうなずいた。

「なにか期待させてしまったみたいだけど……」陽太はため息を吐ついた。「確かにおれは触ふれた人間の未来を視みることができる。でも思い通りの未来を視ることができるわけじゃない」
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「どんな未来なら視れるの？」

「感情が動く瞬しゆん間かんというか、その後の記き憶おくに残りやすいシーンというか……」

　だが国くに枝えだ麗れい美みはなんの問題もないと答えた。

「近いうちにかかってくる担当からの電話の内容を予知してほしいの。そこで次回作のプロットの評価を聞くんだ。きみに視てほしいのは担当のチェックを受けるわたしの未来だもん。それはわたしが待ち焦こがれている未来。だから視ることができるんじゃないかな」

「プロットってなんだ？　担当も……」

「原げん稿こうに取り掛かかる前に用意する、レシピみたいなものね。担当は編集者のこと」

「予知なんかせず、実際にかかってくるその電話を待てばいいんじゃないか？」

「実はいま別の原稿を書いてる最中で、そっちの締しめ切りがヤバくてさ」国枝麗美は頭をかいた。「けどその評価ばかり気になっちゃって手につかないんだよね。昔から集中力がなくて……。こうしてきみたちを尾び行こうするひまも本当はないんだ……」

　じゃあ尾行するな。陽よう太たは怒ど鳴なりつけてやろうかと思ったが、ヒデの腕うでが首に回された。

「それぐらい大丈夫ですよ！　予知できます」

　お前が言うな。陽太の抗こう議ぎの視線に気づいたらしく、ヒデは小声で言う。

「予知するぐらい別にいいだろう。なにか不都合があるのか？」

　しばらく考えた後、陽太は肩かたをすくめた。触ふれるだけだ。こっちは痛みも苦しみもない。

「ならいいだろう。減るもんじゃない」

　ヒデがなにもわかってくれていないことを知り、陽太は失望した。確かに他人の未来を予知したところで減るものはないが、これはいわゆる倫りん理り的な問題というやつだ。予知能力の開花を自覚したとき、確かにおもしろいと自分も思った。浮かれてしまうほどに。しかしふと、他人の秘密を盗ぬすみ見ているだけではないか、という考えが頭をもたげたのだ。

　時間とは誰だれもが持てる財産である。その未来を当人よりも先に自分が知ってしまうことは許される行こう為いなのか。その人物だけが迎むかえる体験を、横から手を伸のばしてふんだくっているみたいだ。そんな疑念が心の底にわだかまっていた。他人の未来を視ることは悪ではないのか、と。

　だが、ヒデたちに打ち明けることはできなかった。彼だけならまだしも、美み登ど利りや乃の那なにそんな悩なやみを知られるわけにはいかない。予知能力がなかったら、彼女たちは十中八九たいへんな目に遭あっていたことだけは確かなのだから。

「お願いできる？」国枝麗美はひかえめに左手を差し出してきた。「手でいいのかな」

「……視ていいんだな？　あんたには視てほしくない未来もあるんじゃないのか」

　最後通告のつもりだった。予知の危険性を暗に伝えたつもりだが、

「大丈夫」と国枝麗美は言った。

　仕方ない。そして伸ばした指が彼女の手のひらに触れると、流れ込んできた。

　そのヴィジョンを視みたのはほんの一いつ瞬しゆん。一秒にも満たないだろう──しかし彼女が聞いた電話の内容のすべてを陽よう太たは聞き取ることができた。昔の出来事の顚てん末まつを難なく記き憶おくから引き出せるように、予知できる未来の情報もうまいこと圧縮されているのかもしれない。

　指を離はなすと国くに枝えだ麗れい美みは目を丸くした。

「……え、もう視たの？」

　電話口を通し、いずれ編集者の口から発せられる言葉を、陽太はそのまま再現してみせる。登場人物の名前と思われる単語なども含ふくめて。ペラペラと舌を動かしている間、まるでボイスレコーダーになったかのような気分を味わった。

　伝え終えた後も、国枝麗美は持っていたノートにペンを走らせていた。果たして読み返せるのかと疑ってしまうほどの汚きたない字で文字を書き連ねていく。やがてノートを閉じ、顔をあげた。

「すごい！　本当に未来が視えるんだねっ！」

　キラキラした顔を前にして思わず言葉を失う。底抜けに明るい笑顔だなと陽太は思った。

　やっぱり変なやつだ。




　翌日、国枝麗美の家にやってきた。昨夜は時間も遅いということで、とりやめとなったのだ。美み登ど利りと乃の那なを交えて四人で訪問すると、彼女は玄げん関かんのドアを勢い良く開けて顔を見せた。

　その家は雑木林の真ん前に位置していた。例の事件現場も丸見えである。加えて、なかなかの豪ごう邸ていだ。テニスコートほどの庭。車が三台は入りそうなガレージ。地上から見上げると、二階にはボーリングができそうなほどのバルコニーも見られた。

「はじめまして、麗美さん」と美登利があいさつをした。

「あ、呼び捨てでいいよー。年ねん齢れい差とかそういうの、わたし気にしないんだ」

　さっぱりとした性格なのだろう。三つ年齢が離れているが、彼女自身がいま言った通り、年長者ぶるところはまったく見受けられない。陽太からすると、むしろ美登利のほうが年上に見えるぐらいだが、それは黙だまっておこうと決めた。

　一同が通されたリビングは、機械科学部の部室が五個入ってもあまりある広大さだった。

「ひとりで住むには広すぎるけどね」麗美が人数分のアイスコーヒーをローテーブルに置いた。「いずれ両親もこっちに越こしてくるから、それまではひとりで我が慢まん。本当は庭でガーデニングとかしたいんだけど、手が足りなくって」

　窓から見える庭は土がむき出しで、ほとんど手つかずの状態である。

「ぼくでよければいつでもお手伝いしますが」

　すっかり麗美にご執しゆう心しんとなったヒデが言う。

「本当にぃ？　じゃあ考えちゃおうかな。まずは土を作って、芝生しばふをひいて、球根も……」

　麗美が庭づくりの構想を話す中、部屋のすみで乃那はもじもじとしていた。

「乃那、どうかしたの？」

　心配した美み登ど利りが声をかけると、ようやく彼女は顔をあげた。

「あ、あの！　わ、わたし、国くに枝えだ先生の大ファンで……高たか見み乃の那なっていいます！」

　ガチガチに緊きん張ちようしている乃那を見るのは珍めずらしいが、意外にも麗れい美みまで取り乱した。

「……え、マジでぇ？　わたし、自分のファンって言ってくれる人に初めて会ったよ」

「あのあの、サイン、いただけませんでしょうか！」

　乃那が紙かみ袋ぶくろから取り出した本は、ここ最近、彼女が部室で読んでいたものだ。

「わぁ、まさかこんなことになるなんて……」とまどいながらも、麗美は真っ白なページにサインをする。「サイン会とかも照れくさくって断ってるんだけど、今日は高見さんに会えてうれしいよ。初対面したファンがきみってことだね」

「感激です！　わたしもこんな近所に尊敬する先生が住んでいたなんて思いもしませんでした」

　そこでハッとなにかに気づいた国枝麗美は、窓を振ふり返った。

「……もしかしてきみがあそこで──あの事件の？」

　気の毒そうな麗美の表情も意に介かいさず、乃那は元気いっぱいにうなずく。

「はい。先生が通報しようとしてくれたって聞きました。ありがとうございます」

「……い、いやいやっ！　結局なにもできなかったわけだから、そんなこと言わないで」

　ブンブンと首を振る麗美を乃那は褒ほめ倒す。その様子だと、すっかり明るさを取り戻したようだと陽よう太たは安心した。あの事件からどことなく空元気に見えたのだ。無理もないことだが。

「ところでさ！」

　恐きよう縮しゆくしきっていた麗美が悲鳴のような声をあげた。

「……きみたちって何者？　陽太くんの予知能力については、全員が知っているんだよね？」

　広いリビングにエアコンの音だけが残った。どうするつもり？　と美登利が目で探さぐるように訊たずねてくるが、好きにすればいいというのが陽太の意見だ。ただ予知能力を知られてしまった以上、彼女を遠ざけておくほうが不安である。

　美登利もそう考えたらしく、麗美に予知能力や連続殺人事件、そしてベトナム再現についての説明をした。けれども、父から言いつけられていた保秘を破る心境は複雑なのかもしれない。

　アイスコーヒーの氷がいくらか溶とけた頃ころに美登利の話は終わり、麗美は口を開いた。

「なんだかすごい話だね……。事件を予知して、それをきみたちだけで止めるだなんて……」

「どこでいつ起きるかさえわかれば、わたしはどうにかして刑けい事じの叔お父じをそれとなく仕向けるつもり。予知能力は明かさずにね」

　しかし、誰だれを予知すればいいのかがわからないというのが現状である。犯人はどこで、いつ、どんな事件を起こすのか。いまはすべてが謎なぞだ。

「ヒデくんはなにかわかった？」

　美登利が訊ねると、ヒデは腕うでを組んだ。

「たとえばアークライト作戦では、アメリカはＢ‐52を使い、三万フィート上空から三百万トンもの爆ばく弾だんを東南アジアに落としました。もちろん地上は壊かい滅めつ的な被ひ害がい。それがこの町で起きたら、せまい町ですので我々に生きる望みはありませんね」

　恐きよう怖ふに凍こおりつく乃の那なのとなりで、美み登ど利りは首を振ふった。

「それが富ふ士じ見み田だで起こるっていうのは、ちょっとありえないんじゃないかしら」

「同感です」とヒデ自身が言う。「個人が飛行機を飛ばすためには、クリアしなければならないあらゆる法規制があります。それもかなり厳密な。それに巨きよ大だいな爆弾をいくつも製造し、使うときまで人目を避さけて保管する必要もある。まあこの国では絶対に無理ですね」

「詳くわしいんだねぇ！」

　麗れい美みからの感かん嘆たんを得たヒデが照れるのを見て、芸は身を助たすくだな、と陽よう太たは思った。

「わからないわね」と美登利がつぶやく。「わたしも調べてはいたんだけど、どれもこれも飛行機だったり空母だったりが使われるレベルの作戦ばかり」

「そうなんですよ」とヒデもうなずく。「あまりにもスケールが大きすぎて……。連続殺人犯はもちろん凶きよう悪あくですが、一国の軍がやっとそろえることができる兵器を手に入れられるとはとうてい思えません。ベトナム戦争での作戦を再現なんて、この町でできるわけがないんです」

　美登利が黙だまり込んでしまうと、他の誰だれもヒデの意見を覆くつがえせない。しかし落ち込むことではない。ベトナム再現はやはりなにかの間違いなのではないかと陽太は思った。

「あのぉ」

　声の先で手をあげていたのは麗美だった。

「方法ならあるんじゃないかな？」

「アークライト作戦の!?」

　驚おどろくヒデの声を受け、そっちじゃなくて、と麗美は慌あわてて首を振った。

「事件自体を予知することはできるんじゃないかと思って」

「どうやって探すの？」と美登利が問い詰つめる。

「えっと……それらの事件を追う人を予知すればいいんじゃない？」

　一時の間があった。

「美登利ちゃんの叔お父じさん、警察の方なんだよね？」

　部屋中の視線が彼女に集まる。

「……盲もう点てんだったわ」と美登利がつぶやいた。




　美登利の母は病気を患わずらい、半年以上前から入院中。しかし高校生の娘をひとりにしておくことを危き惧ぐした母が、刑けい事じとして働く弟に娘と同居するよう頼たのみ、現在に至るということだった。

「でもぜんぜん意味がないの。叔父はとても忙いそがしくて、帰ってくるのは二日に一回がいいところ」と美登利は話す。「昨日はわたしひとりだったから、今日は帰ってくるはずよ」

　麗れい美みの家を出た一同はバスに乗り、美み登ど利りの家にやってきた。豪ごう邸ていを出た後に招待するのは気がひけると彼女が言っていた通り、確かにふつうの建売住宅である。だが恥はずかしがるようなことでもない。目的は美登利の叔お父じに触ふれることだ。予知能力者が起こす事件の、加害者も被ひ害がい者しやも目もく撃げき者しやも探しようがないが、事件を捜そう査さする警察に触さわればなにかが視みえるのではないかというのが麗美の案である。その手があったかと美登利が悔くやんだように、それは行き詰づまっている現状の活路に思えた。

「じゃあ一人暮らしみたいなものだね」と麗美が言った。「学校と家事の両立は大変でしょ」

「ほどほどにね。でも夕飯は近所の家でお相しよう伴ばんにあずかることが多いのよ」

　成績をトップに保つ美登利がここまで苦労していたことに陽よう太たは内心で驚おどろく。勝手な想像だが、優等生である彼女は裕ゆう福ふくな家庭に生まれ育ったものだと思っていた。

　話し合った末、彼女の叔父を予知する方法は、「握あく手しゆでもしたらいいじゃない」という乃の那なの提案でいくことになった。しかし、現代の日本でそれは少し不自然ではないだろうか。

「わたしの彼氏って紹しよう介かいすれば、そこまで不自然でもないでしょ」と美登利は平然としていた。「叔父はわたしを信しん頼らいしているから、握手を拒こばむことなんてないわ」

　その設定がまたも活いかされるとは思いもしなかった。

「すごい自信だ」と陽太は言った。

「もちろんよ。大人って疑うたぐり深い生き物だから、血がつながっていても、必ず子供を信頼できるわけじゃないわ。けど、わたしはふだんの行いがいいから」

　えへんと胸を張る美登利。賞賛に値あたいする自尊心だが、学年トップは伊だ達てじゃないということだろう。健全な交際であることを、ぜひとも忘れずに伝えてもらいたい。

　日が暮れかけたとき、外に車の音がした。美登利が玄げん関かんに向かい、叔父と話し合う声が聞こえる。友人が大挙して押し寄せていることを伝えているのだ。

　そして居間に戻ってきた美登利のうしろから姿を見せたのは、大きな男だった。

「やあ、こんにちは。いらっしゃい」

　仕事明けでも友好的な笑顔を見せてくれた彼女の叔父は、三十代後半を思わせる顔つきと、一いつ般ぱん人じんとはまるでちがう身体からだの厚みを持っていた。

「この子が友達を連れてくるのは初めてだよ」

「はじめまして！　国くに枝えだ麗美です」出し抜けに麗美が手を差し出した。「美登利さんとは今日友達になったばかりです」

「麗美は小説家なのよ」と美登利。

「小説家？　そんな人間が富ふ士じ見み田だにいたなんて思わなかったなぁ。どうぞよろしく」

　叔父はその手を確かににぎった。非常に助かる。麗美は場の流れを作ってくれたのだ。

「そしてこっちがわたしの彼氏の──」

「彼氏！」と驚きよう愕がくの声をあげた叔父がのけぞる。「美登利に彼氏がいたとは……」

「言ってなくてごめんね」と美み登ど利りが子供みたいに舌を出した。「彼氏の新しん藤どう陽よう太たくんよ」

「こ、こんにちは……」

　壁かべに投げたボールが返ってくるように、手を出せば、当然にぎり返されると思っていた。

　けれども、相手の手は出てこなかった。顔を上げると、美登利の叔お父じは自分の顔を凝ぎよう視ししている。それはどういう意図を持った目だろう。不思議に思った陽太の脳内に黄信号が灯ともる。

「新藤……陽太くん？」

　ハッとした。目の前の男は、確か名前を松まつ木きといったはず。陽太は自分の顔から血の気が引いていくのを感じた。

「美登利、彼とつきあっているだって？」

「え、そうだけど……」と美登利は交こう互ごに視線を動かす。「なに？　知っているの？」

「いや、まあ、ちょっとね」男は言葉をにごすが、とまどいを隠かくそうとはしなかった。「うん、驚おどろいたな……。しかしよりによって……」

　二人以外、誰だれも状じよう況きようを理解できていなかった。だがここで彼らに事情を説明することはできない。張り詰つめた空気に、陽太はいまにも圧おし潰つぶされそうだ。息もできないほど苦しい。

　空っぽの右手を下ろし、陽太は無言のまま、刑けい事じのわきを抜けて居間を出た。

「ちょ、ちょっと……。ねえ、どうしたの？」

　美登利が追いかけてきたときには、すでに陽太は玄関で右足の靴くつを履はき終えていた。さっさとここから出ていこう。しかし、ドアを開けると、小さな影かげと身体からだをぶつけてしまった。

「す、すいません……」

　そこにいるのは線の細い少年だった。

「学まなぶくん」

「あ、美登利さん、ご飯できたんで呼びに来たんですけど」

「うん……」と背後の美登利が言った。「さっき言った、夕飯をいただいているところの子。富ふ士じ見み田だの一年生よ。堀ほり川かわ学くんっていうの」

　そんなことよりも、陽太はその少年の顔を凝視せずにはいられなかった。彼の未来を視みてしまったのだ。だけど、いまはとてもじゃないが構ってはいられない。

　引き止める美登利の声を無視し、陽太はそのまま家を出た。逃げ出す自分の背中を見られていると思うと、なおさら情けなくなってくる。だが、もはや事件なんてどうでもいい。

　とにかくこの世から消えてしまいたかった。




　住宅街を抜け、幹線道路を横切り、あてもなく歩き続ける。とにかく距きよ離りを置きたい一心で。自分の汚よごれた過去そのものから目を背そむけるように。逃げ出すように。

「陽太」

　少し迷ったが、その声に振ふり向く。追いかけてきた足音が、誰のものかはわかっていた。昨日、尾び行こうされたばかりなのだから忘れようがない。

「足、速いね」

　額を汗で輝かがやかせ、息を切らすのは国くに枝えだ麗れい美みだ。

「ねえ、予定がないならうちに来ない？」

　その誘さそいを断れば、よりみじめになるかもしれないと思い、陽よう太たはほとんど無言でついていくことになった。

　麗美の家へ着いた頃ころにはすっかり暗くなっていた。一日に二度も同じ家に上がりこむのはおかしな感じがしなくもない。彼女がキッチンへ消えると、広いリビングに取り残された陽太は、置いてきた彼らのことを考えずにはいられなかった。美み登ど利りには特に悪いことをしたと思う。

　出されたアイスコーヒーを味わう時間はたっぷりあった。麗美がなにも言わないから。その間、完全に無音の世界ができあがっていた。しかし、息苦しさはなく、むしろ心ここ地ち良かった。

「……さっきは悪かった」と陽太は口を開く。

「謝あやまるようなことだったの？」

　台無しにしたのは自分だ。うまくいけば、すでに事件を予知できていたかもしれない。

「なにがあったのか聞いていい？」

　そんなにあらたまって聞かせるほどおもしろい話ではない。だけど秘密にするほど重大なことでもない。つまらない話だ。なるべく簡潔に済まそうと決め、陽太は話すことにした。

「おれは中学生の頃ころ、不良だったんだ。補導されたことも一度だけあるんだけど、そのときの担当だったのが……」

「美登利の叔お父じさんだったんだ」

　陽太はうなずく。もう過去の出来事にしていたつもりだったのに、思いがけない形で目の前に現れ、とまどうばかりでなにもできずに逃げてきたのだ。ずいぶんとかっこいいではないか。

「ねえ、どうして不良になったの？　話したくないなら無理にとは言わないけど」




　なにかきっかけがあったとすれば、それは甘えだったのかもしれない。

　あの頃の自分には、どこまでいけば過か干かん渉しようで過保護な親の目を振ふり切れるか試ためしてやろうという気持ちしかなかった。中学生になったというのに、彼らはいつも自分を着替えもひとりでできない子供のように扱あつかうので、陽太はほとほとうんざりしていた。おれはガキじゃない、もうお前たち大人とちがいはない、という甘えに満ちた考えだった。

　一年生の終わり頃から登校しないことが増え、ろくに金も持っていないのにゲームセンターやボーリング場に通うようになった。ひとりで行動することで、心しん配ぱい性しようの親をハラハラさせてやりたかったのだ。また、自分はたくましくなっただろうと力を誇こ示じしたい気持ちもあった。

　だが世の中には同類がけっこういるものだ。そういった遊び場には特に。日に日に彼らと顔を合わす機会が増えていき、いつしか親しげに名前を呼び合う仲間になっていた。

　しかし、ふと気づくと、陽よう太たは本ほん郷ごうという不良少年が仕切るグループに属していることになっていた。そういったグループにはヤクザや暴力団とちがい、正式なメンバーになるための儀ぎ式しきや試験はない。ただなんとなくなっているのだ。だがリーダーの命令に背そむくことは許されない。勝手にできた上下関係なのに、鉄の掟おきては絶対である。

　そしてその本郷は不良の中でもとびきりの悪わるだった。短く刈かり上げた茶色い髪かみの下で毒ヘビのようにギラついた目がいつも光っており、初めて顔を合わせた瞬しゆん間かん、陽太は震ふるえ上がった。本郷はそのときからすでに三回も警察の世話になっていた折り紙つきで、ドラッグの売買の下っ端ぱのようなこともしていたらしい。気に入らない人物がいれば平気で闇やみ討うちを仕し掛かけるし、気に入った女がいればあの手この手で籠ろう絡らくした。ほとんど狂きよう人じんだった。

　ある日、本郷は陽太たちに命じた。国道沿いにある量りよう販はん店てんで万引きをしてこいというのだ。とうとう来たかと陽太は暗い気持ちになった。そういったことはしないとそれとなく態度で示してきたつもりだが、いい加減にお前も踏ふみ越こえてみろと本郷は発破をかけてきたのだ。

　命令を受けたのは三人。量販店に入店後、二人はすぐに事を済ませて店を出た。彼らにとっては日常的な遊びなのだ。しかし、陽太は巣から飛び立つことができないひな鳥みたいにいつまでもグズグズしていた。本郷から指定されたのは電気シェーバー。なにも彼がヒゲを剃そりたがっているわけではない。転売でもするつもりなのだろう。

　人目のないところでようやく手持ちのバッグにそれを突つっ込むと、わずかに気が軽くなった。後は店を出るだけだ。陽太はそそくさと出口へ向かう。人の波にまぎれこむように足早で進む。もう少しだ。店を出るよりも先に心臓が口から飛び出そうだったが、ごくりとつばを飲み込んでそれを抑おさえ込む。もう少しで外に出られる。

　しかし肩かたに手を置かれたとき、衝しよう撃げきで本当に口から心臓がこぼれ出てしまったと思った。

「お会計、済んでいませんよね」

　視線を下ろすと、ほんの数歩ではあるが、いつの間にか自分は店を出ていた。

　声をかけてきたのは万引きを防止する専門の警備員などではなく、ふつうの店員である。ふつうの中年の男性。凍こおりついた陽太は、彼の胸にあるネームプレートを凝ぎよう視ししていたが、その行こう為いに特に意味はない。怖こわくてそこより上へ視線をあげることができなかっただけだ。店員は陽太に向かってなにか言葉を浴びせているようだったが、声が小さくてよく聞こえない。背後で大きななにかが轟ごう音おんを立てて崩くずれていたから。




「それで？」と麗れい美みが言った。

「……先に店を出た二人が事態に気づいて戻ってきた。その店員に殴なぐりかかったんだ。いや、蹴けったりもしていたかな。とにかくボコボコにしてた。店員は必死に抵てい抗こうしているようだったけど、おれの位置からはよく見えなかったな」

「きみはどうしてたの？」

　なんにも、と陽よう太たは首を振ふる。

「怖こわくて見ていることしかできなかった。暴行に加わりもせず、その人を助けることもできず。でもいつの間にか他の警備員か店員に捕つかまって、地面に押さえつけられていたよ」

　轢ひかれたカエルのような姿勢になった陽太は、頰ほおを石いし畳だたみにこすりつけたまま確かに見た。周囲にできた人だかりの視線がすべてこちらに集まる中、店内の宝石売り場のショーケースからつかみとったなにかを、せっせとバッグに詰つめ込む本ほん郷ごうの姿を。

　そのとき、視線があった。おっと、見られちまったか。誰だれにも言うなよ。やつの目がニンマリと糸のように細くなり、そう言ったのだ。警察にチクったらわかっているだろうな、と。

　だから取り調べでも陽太はそのことを言わなかった。言えなかったのだ。

　それから心を入れ替え、グループと距きよ離りを置き、陽太は勉強に集中するようになった。いま考えると、あの集中力は一種の逃とう避ひだったのかもしれない。一刻も早くその出来事を過去にしたいという、死にものぐるいの精神。寝ねているとき以外は教科書や参考書にかじりついていた。

「おれがさっき美み登ど利りの家から飛び出したのは恥はずかしくていたたまれなかったからだ。それは美登利や美登利の叔お父じさんのせいじゃない。おれのせいだ。それがわかっているのに……」

　素知らぬ顔で握あく手しゆを求めたさっきの自分を思い返し、陽太は顔が熱くなるのを感じた。美登利は母親が入院中であるというのに、家事をしながら成績をトップに保っている。他のみんなもこれほどバカな目にはあっていないだろう。これは自じ業ごう自じ得とくなのだから。

　ふと目の前に手が差し出された。

「予知して」

　視線をあげた先で麗れい美みはそう言った。どういうつもりだろうと思いながら、陽太は重ねあわせるように手を置く。途と端たんに彼女の皮ひ膚ふを通し、ヴィジョンが脳内に流れ込んできた。

「なにが視みえた？　ぜんぶ言って」

「……家の掃そう除じ中に転んで、頭を戸と棚だなにぶつける」

　彼女はけたけたと笑い出した。

「この家、広くて掃除が大変なんだ。うん、気をつける」

「それと……」言うべきか言わざるべきか迷ったが、陽太はあえて言うことにした。「近いうちに東京のお母さんから電話があるよ」

「へえ、なんて？」

「お母さん、妊にん娠しんしたってさ」

　麗美がいきなり立ち上がった拍ひよう子しに、アイスコーヒーが入っていたグラスが倒たおれた。空になっていたため惨さん事じにはならずに済んだが、はなから彼女はまったく気にしていないようだ。

「……本当に？」

　ウソなんて言わない。陽太はうなずいてみせる。電話の向こうで母親らしき女性がそう言っているヴィジョンを視たのは確かだ。

　すると、がたがたと床ゆかが震ふるえだした。麗れい美みがその場で足あし踏ぶみを始めたのだ。

「ど、どうした？」

「嬉うれしくって……」ギュッと目をつぶった麗美が身み悶もだえる。「わたしね、養子なんだ」

「……血がつながってないの？」

「両親は子供ができない人たちで、小さい頃ころに引き取られたの。でもね、わたしがずっと不妊治ち療りようを受けるようにすすめてたんだ。それがついに……ああ、もう最高！　ねえ、ワイン飲まない？　あ、未成年だっけ」

　待ちに待っていた未来というわけか。ますます心に黒い影かげがさすのを陽よう太たは感じた。

「……どうかしたの？」

「視みてごめん」と陽太は言う。「本来ならその電話で初めて知るはずだったのに」

「なんで謝あやまるの？」

「他人の秘密をのぞいているみたいだろ？　こんな力、本当は使うべきじゃないんだ」

　ずっと思っていたことをついに言った。ただ、誰だれかがすでにそう思っていそうで、その誰かに指し摘てきされる前に自分から吐はき出してしまいたかったのだ。ちゃんと自覚しています、と。

「きみは自分の行動に罪を探しすぎていると思う。気を遣ってばかりなのは、よくないよ」

「でものぞいてるのは確かだ」

　テーブルを回り込んだ麗美が陽太のとなりに腰こしを下ろすと、二人がけのソファが少し揺ゆれた。

「……ごめんね、軽い気持ちで予知してなんて言っちゃって。そんな風に考えてたんだ」

「麗美が謝ることじゃないよ」

「でもね、山を眺ながめることと自分の足で登ることは、まったくちがうことだと思うの。体験は知識よりも価値あるものだよ。だから気にしないで。予知だって使い方ひとつじゃない」

「使い方？」

「きみは悪い未来を変えることができる。いい未来はそのまま待てばいい。それだけなんだよ」

「……実際に視ていることに変わりはないだろう」

「だから大事なのはその先」と麗美は首を振ふった。「使い方ひとつって言ったでしょ。確かに秘密をのぞくという言い方もある意味では間違ってないかもしれない。でも物事の価値はひとつの側面からでは決められないよ。予知能力が人を助けるためにも使えることは、すでにきみが証明しているんだから」

　夕飯を食べてって、と立ち上がった麗美はキッチンへ向かった。時刻はすでに九時前だ。

　──人を助けるため。

　静かで広いリビングのどこかに、その言葉がしずくになって落ちた気がした。




　四階建ての富ふ士じ見み田だ高こう校こうでは、一年生の教室は教室棟とうの最上階にずらりと並んでいる。夏休み間近のその日、一日の授業すべてを終えた陽よう太たは、教室を出てすぐにそこへ駆かけつけた。

　目当てのものを捕つかまえた後、やってきた部室の扉とびらを開けたとき、若わか月つき美み登ど利りが待っていたといわんばかりに立ち上がった。

「陽太、昨日のことを謝あやまらせてほしいの。わたし、叔お父じがあんな偏へん見けんを持っているなんて思わなかった。きつく叱しかっておいたわ。だからお願い。もう一度……」

　言いかけた美登利の視線は、陽太のひとつとなりにあわさっていた。

「……学まなぶくん？　どうしたの？」

「ぼ、ぼくもよくわからないんですけど……捕まっちゃって……」

　陽太がつれてきたのは堀ほり川かわ学だ。美登利の家の近所に住み、富ふ士じ見み田だ高こう校こうに通う一年生。彼をイスに座らせ、新入部員だ、と陽太が言うと、その場にいた全員は、えっ、と声をあげた。

「あだ名はあるのか？」

「いえ、特にないですけど……」

「じゃあそうだな……。学だから、『ガク』にしよう。今日からお前はガクだ。よろしく！　ここは機械科学部で、部長はそいつ──ヒデ。副部長はこっち──乃の那な。おれは新しん藤どう陽太」

「よくわからんが、せめて本名で紹介してくれないか」とヒデが言った。

　歴代部員が作ってきたものや、ヒデがラジオを作るところをガクに見せてやる。最初はとまどっていたようだが、乃那やヒデから丁てい寧ねいに説明を受けると徐じよ々じよに笑顔を見せつつあった。

　そんな中、美登利が顔を寄せてきた。長い髪かみのせいか、いい香かおりが陽太の鼻をくすぐった。

「……陽太、どういうつもり？　どうして学くんを連れてきたの？」

「機械科学部の部員も四人になったけど、まだ少ない。麗れい美みを数えるわけにもいかないし」

「四人って、わたし入部したつもりないんだけど」

「もう立派な部員だろ。いやなのか？」

「……別にいやなんて言ってないじゃない」と美登利は口をとがらせた。「でも昨日の話がしたくて……」

　陽太はそれを無視して立ち上がった。

「麗美の家へ遊びに行こうぜ！」

　急に行ったら迷めい惑わくじゃないかな、と乃那が心配する一方で、陽太がそこまで言うならやぶさかでない、とヒデは乗り気のようだ。どのみち時計は最終下校時刻を物語っている。

　五人そろって校舎を出ると、ガクがひかえめに口を開いた。

「……あの、麗美さんってどなたですか？」

「ガクくんも会ったら驚おどろくよ！」と乃那が自信満々の笑みを見せた。

「気になります」とガクは弱々しく笑った。「でもすみません、ぼくは行くところがあって……」

「ええ！　帰っちゃうの？」

　乃の那なが引き止めるも、ガクは頭を下げ、そそくさと逃げるように行ってしまった。

　紹しよう介かいする人間がいなくなってしまったわけだが、なんとなく四人の足取りはそのまま麗れい美みの家へと向かい続ける。とはいえ、彼女は快く受け入れてくれるだろう。

「ねえ、昨日の件なんだけど……」と、美み登ど利りがおずおずと口にする。「あなたはなにも悪くないわ。もう何年も前の話だし、それに──」

「すまん」と陽よう太たはさえぎる。「急用を思い出した」

「……は？」

　あっけにとられる美登利を尻しり目めに、陽太は一行を離はなれる。今日は彼らをかなり雑に扱あつかっている自覚はあった。だが説明しているひまはない。三人をそこに置き去りにして来た道を引き返す。なんて忙いそがしい放課後だろう。

　その小さな川にかかる橋にたどり着いたガクの前には、三人の少年たちが立っていた。金きん髪ぱつ、銀ぎん髪ぱつ、茶髪とカラフルな一味だ。橋は住宅の裏手と山林をつなぐだけのもので、人ひと気けはない。

　遥はるか後方の物もの陰かげに陽太は姿を隠かくすが、彼らの声をなんとか聞き取ることはできた。

「おう、遅かったじゃん」と金髪が言った。

「ご、ごめんなさい」ガクは走ってきたようで息を切らしている。

「じゃ遊びに行くか」と銀髪。

「行きましょ」と茶髪。

　子こ猫ねこみたいにびくびくするガクの背中を見ると、気の毒になってくる。

「あの、ぼく、今日は早めに帰りたいので……」

「えー、学まなぶくんのお金で遊ぶんだから一いつ緒しよに行こうよ。またカラオケで唄うたってよ」

　銀髪がそう言うと、なにがおもしろいのか、金髪と茶髪がギャハギャハと笑い出した。

「学くん、ひでえ音おん痴ちだったよな」と金髪。

「あれはヤバかったっす。よし、学くん、カラオケに行こう！」

　茶髪の腕うでが首に回されると、ガクの今夜の行き先は決まった。同類だけでつるんでいればいいものの、どういうわけか、ああいった不良少年たちはおもちゃを欲しがるものなのだ。無害で気弱で善良な一いつ般ぱん人じん、というおもちゃを。

　そういうわけで彼を助けようと立ち上がった陽太は彼らに歩み寄る。だが、あれこれ考えた末になにも思い浮かばず、あの、ちょっと、と中ちゆう途と半はん端ぱに声をかけることになってしまった。

　しかし、それでも聞こえたらしい。振ふり向いた金髪が陽太を見て目を丸くした。

「あれ、お前……えっと、なんだっけ？」

「新しん藤どうじゃん」と銀髪が言った。「なにしてんだ、お前。久しぶりだな」

　ガクと、ガクの首に腕を回していた茶髪はわけがわからずに、ポカンとしていた。

　久しぶり、と陽太は少し手をあげた。金髪と銀髪とは一緒に警察に捕つかまった仲だ。そんなかつての仲間がいま、自分の後こう輩はいを脅おどしているという事実は実に恥はずかしいものだ。いまだにこんなことをやっている彼らは恥ずかしくないのだろうか。

「そいつ、おれの後こう輩はいなんだよね」と陽よう太たは言った。「離はなしてやってくんないかな」

「……あぁ？」

　金きん髪ぱつが低い声を出すと、他の二人も陽太の意図に気づいたようだ。なんだ、こいつは敵になるつもりか。おもしろくねえ。六つの瞳ひとみがそう息巻いている。

「本気で言ってんのか」と金髪が怒いかりを交えた笑みを見せる。「ケンカ売りに来たってわけか」

「そんなつもりはないけど、あんたらにはどう見える？」

　そう言って肩かたをすくめる陽太の姿は、彼らが激げき昂こうする理由になったらしい。

　いちばん下っ端ぱらしい茶髪が、ガクの拘こう束そくを解いて右こぶしを突つき出してくる。しかし、それはあまりにも緩かん慢まんな動作だ。陽太は彼の脇わき腹ばらに左こぶしをめりこませてやった。

　茶髪が地面にキスをする前に、銀髪はすでに飛びかかってきていた。陽太の顔を目がけて回し蹴げりを放ってくる。こちらは右足をまっすぐ振り上げるだけでいい。つま先が銀髪の股こ間かんに突き刺ささり、ひゃう、と彼は鳴いた。

　地面に伏せた二人を見下ろす陽太は、彼らの動きがあまりにも遅く見えたことに驚おどろいていた。これもシンクロエナジャイザーの効果なのだろう。

　変化に気づいたのは、いちばん体格のいい金髪も同様であったらしい。彼は先の二人とちがい、ボクサーのように両のこぶしを胸の前で構えた。経験者なのかもしれない。さっと距きよ離りを詰つめると同時に、左を突き出してきた。

　しかし、陽太が金髪の鼻をつまむほうが圧あつ倒とう的に早かった。恐きよう怖ふに満ちた彼の顔を前にし、申し訳なく思う。自分はドーピングをしているようなものだから。反時計回りにそれをねじると、コリコリという感かん触しよくが指に伝わってきた。

　そして、蛇じや口ぐちのように鼻から血を流す金髪を蹴り倒たおすと、あたりは静けさを取り戻した。

「あ、あの……」

　それまで黙だまっていたガクは、ようやく口を開く気になったらしい。

「……誰だれにも見られないように気をつけてきたのに、どうしてここがわかったんですか？」

　予知したからさ、と陽太は言う。

「視みて悪かったと思ってる。おれは他ひ人とに触ふれると、その人間の未来を視ることができるんだ。昨日、美み登ど利りの家を出るときにぶつかっただろ。あのとき、お前がここでこいつらに金を渡わたす場面が視えた。ここはおれも知っている場所だったから、尾つける必要はなかったんだ」

　別に信じなくていいけど、と陽太は言った。ただ、未来を視てしまった以上、打ち明けずにはいられなかっただけだ。黙だまっていればうしろめたくなるから。

　だが、それよりも気になることがある。夕ゆう闇やみの橋の上で、倒れた三人の姿は浜はまに打ち上げられたイルカみたいだった。陽よう太たは次々とその身体からだに触ふれていくが、なにも視みえない。これはいったいどういうことだろう。

　しかし、いまはこいつらをどうするか考えるほうが先だ。放置か通報か。だが彼らのポケットを漁あさった後、やはり通報しようと陽太は決め、一一〇番を押した。

　ポケットから見つけたのは、パケと呼ばれる小さなビニールパウチの袋ふくろに入った、白い粉だ。ご丁てい寧ねいに三人ともポケットに一つ二つと忍しのばせていた。小麦粉には見えない。

　電話を切ったとき、仰あお向むけになった金きん髪ぱつの男と目があった。いつの間に起きたのだろう。

「悪いな。いま通報したところだ」と陽太は携けい帯たいをちらつかせる。

「……いい気になるなよ」金髪がかすれた声を出した。「どうせなんの意味もないんだ……こんなこと。おれたちを捕つかまえたって……無意味……バカが……」

　金髪が黄ばんだ歯を見せた。とろんとした目つきを見る限り、完全に目を覚ましたわけでもないようだが、その言葉が妙みように気になり、陽太は金髪に跨またがって彼の襟えり首くびを両手でつかんだ。

「おい、なんの話をしている？」

　上下左右に揺ゆさぶると金髪はむせ、赤黒いつばを口の端はしから垂れ流した。

「この町は……飲み込ま……いちばんに……」

「この町だと？　なにを言っているのかまったくわからん。ガキでももっとうまく喋しやべるぜ」

　下手な挑ちよう発はつでも少しは効いたようで、焦しよう点てんの合っていなかった金髪の目が陽太をにらんだ。

「終わるんだよ、この国が。おれたちが……変える……」

　それは予想だにしない言葉だった。

「……この国が終わる？」

　しかし返事はない。金髪の意識はふたたびどこかへ飛び去ってしまっていた。揺さぶりすぎたせいかもしれないと思う一方で、陽太は美み登ど利りの話を思い出す。彼女に電話を入れてきた、例の連続殺人の九人目の被ひ害がい者しや。その人は「この国の存亡」という言葉を使ったという。

「ありがとうございました」

　不意にした小さな声に振ふり向くと、ガクが頭を下げていた。

「この人たちと一いつ緒しよに行動するのはいやだったんですけど……断れなくて……」

「いやならいやって態度で示したほうがいい」と陽太は言った。「きっと殴なぐられるし、痛い思いをすることになるだろうけど、それでも意志は見せるべきだ。こいつらは飽あきやすいから、一時の我が慢まんで済むよ。でないと、取り返しのつかないことに巻き込まれることもあるんだ」

　おれみたいに、とは言えなかった。

「機械科学部に入部させるっておれが言ったときも、ちゃんといやって言えよ。あまり意味はなかったけど、お前を橋へ行かせないために妨ぼう害がいしようとしたんだ」

「それはいやじゃなかったんです！　ぼく、誰だれかから部活に誘さそわれたことなんてこれまでなかったし、機械科学部は本当に楽しかったし、いやだったなんて思ってません」

　それなら僥ぎよう倖こうだ。どうやら自分は彼を助けることができたらしい。これは予知能力を正しく使ったと考えていいのだろうか。麗れい美みはなんて言うだろう。

　やがて駆かけつけた警察の中に、美み登ど利りの叔お父じの姿があった。

　予知能力についての秘密をガクに守らせ──信じていないのならそれで構わないが──陽よう太たは制服警官にさきほどの状じよう況きようを説明する。もちろん金銀と知り合いであることも伝えた。

　ひと通り聴ちよう取しゆを終えたところで、新しん藤どうくん、と美登利の叔父に声をかけられた。

「すまなかった」

　開口一番にそう言われ、陽太は驚おどろく。

「姪めいにも叱られたんだが、きみは確かに更こう生せいしたんだね。この働きがそれを証明しているよ」

　働きというほど善良な行こう為いでもない。一歩間違えれば暴力沙ざ汰たなのだから。それは彼もわかっているはずだ。しかし、視線を下げると、彼の右手が友好のかたちを示していた。

「あらためて、美登利をよろしくね」

　それを目にし、自分自身に問わずにはいられない。果たしてお前は本当に更生したのかと。しかし、わからない、という結論しか自分には出せないこともこの数年間で痛いほど理解していた。結論を先延ばしにしてきたのだ。だからこそ、自分にできることはしたい。救えるものは救いたい。いま、その気持ちだけはある。

　ゆっくりとその手をにぎり返すと、彼の未来が頭に流れ込んできた。
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「どうかしたかい？」と、松まつ木きは不思議そうな顔をした。

「い、いえ、なんでもありません……」

　慌あわててその場を後にし、脳内でいま視みたヴィジョンを陽よう太たは回想する。まさかとは思っていたが、事件は本当に起きるようだ。それは週末の白昼、場所はこの町にある大型ショッピングモール、クロロで起きる。

　それも、かなり大規模な事件になる！
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　瞳ひとみに映るのは、空を覆おおう真っ赤な雲だった。いま、それがまぶしいぐらいに光っている。だが夕焼けではない。誰だれかが空に火をつけたのかもしれない。

　しかし次の瞬しゆん間かん、チャンネルを変えたみたいに、がらりと目の前の景色が暗転する。

　ほんの十数メートル先が見通せない、暗い夜の森に陽よう太たはいた。足もとはごつごつとして、ひどく歩きづらい。だが歩を進めるよりも早く、左右の景色が後方へ流れ去っていく。景色の奥おくにたくさんの柱が見えてきた。周囲の木々よりも肌はだがのっぺりとしているので、人工物であることは確かだが、それがなんなのかはわからない。鳥居かなにかだろうか。

　だが、じっと目を凝こらすと、鳥居ではないことがわかった。電柱よりも細く、物干し竿ざおよりも太い──そんなサイズである。仰あおぐと、その柱の天頂部は四方へ枝を伸のばしていた。そんな形状の柱が、十個や二十個では済まない数、森の中で均等に並べられている。

　不気味だな、と陽太は思った。




　数日前から夢の内容を忘れないようになったものの、あまりにも漠ばく然ぜんとしすぎていた。しかし恐きよう怖ふだけはしっかりと感じる。首もとに触ふれると、冷たい汗で陽太の手は濡ぬれた。

　いつも通り、今夜ももう眠ねむれない。時刻は午前二時半を過ぎたところ。カーテンの隙すき間まから、陽太は外をうらやましげに眺ながめる。あるのは星のない空と、町並みのシルエット。乃の那なもヒデも美み登ど利りも麗れい美みもガクも、どこかでそれぞれ眠りについているのだろう。

　ふと眼下でなにかが動いたのに気づき、陽太はそこに目を凝こらす。向かいの家の塀へいの上にいるのは一匹の猫ねこだった。黄色の首輪をした飼い猫で、口に小さなカエルを咥くわえている。このへんで捕つかまえたのだろう。耳をかたむけると、近くの用水路や田んぼから響ひびくそのカエルの大合唱にまぎれ、テレビゲームの音が聞こえた。音の発生源となる家まではつかめないものの、自分以外に起きている人間もいるとわかり、わずかに気が楽になる。

　町はいたって平和だ。あの金きん髪ぱつ男はこの町やこの国がどうとか言っていたが、怪あやしい気配は微み塵じんも感じられない。やはりただのハッタリ。チンピラくずれの言うことなんて真に受けるだけバカらしい。

　しかし、週末にこの町でなんらかの事件が起きることだけは確かだ。




　自宅から麗美の家までは歩いて十五分ほどかかる。炎天下だとそれがなおさら遠く感じられた。到とう着ちやくしたとき、身体からだが保有する水分の半分が流れ出てしまったかと思うほどだった。

「今日は一段と暑いねー」

　エプロン姿の麗美が開けてくれたドアの向こうへ滑すべり込むと、ひんやりとした冷気が陽太の胸むなもとをなでる。彼女の格好の意味を訊たずねると、すでに集まっていたみんなと家を掃そう除じしていたという答えが返ってきた。どうりで家の中がバタバタと騒さわがしいわけだ。殊しゆ勝しようである。溜たまり場のように扱あつかってしまっているのだから、せめてもの礼れい儀ぎといったほうが正しいだろうか。どちらにせよ、自分はなにもしていない。今日の集まりを提案した張本人だというのに。

「ところで」と麗れい美みが言った。「なんか元気ない？」

「……うまく寝ねつけなくて」と陽よう太たは言った。「でも大丈夫だよ」

「それって予知能力のせい？」

「副作用みたいなものかな。耳とか目がよくなりすぎて、寝ようとするとそれらが邪じや魔まになる」

　そうなんだ、と気の毒そうな表情を見せる麗美だったが、急に顔を寄せてきた。

「眠ねむれないならわたしに電話してきてもいいよ。ひとりで夜中に起きてると寂さびしくなるでしょ」

　あまり体験したことのない距きよ離り感かんに、陽太は思わず身を引いた。

「麗美だって寝てるだろ？」

「けっこう遅くまで起きてるんだよねぇ、それが。ほら、自由業だからいつも夜中までやってたりするんだ。というか、夜中のほうが昼よりもなぜか作業が捗はかどるの」

　陽太はしばらく考えた後、気が向いたら、とだけ答えた。深夜に女性に電話をかけるという行こう為いは、どことなく秘密めいたもののように感じられて照れくさい。

　リビングに全員が集まると、きっと掃そう除じをするためにしばっていたのだろう、美み登ど利りが長い髪かみをほどきながら言った。

「週末、クロロで大きな事件が起きる──まずはそう思った根こん拠きよから説明して」

　彼女の叔お父じを通して視みたヴィジョンは、クロロの駐ちゆう車しや場じように乗り上げる車内の光景だ──助手席に座っている彼の視界は、ひどく揺ゆれていた。スピードを出しているためだろう。注目すべきは、先に到とう着ちやくしているたくさんのパトカーだ。消防車もいくつかある。ざっと二十台近くが、ショッピングモールのすぐ手前で乱雑に乗り捨てられている──そんな未来だった。

　状じよう況きようを頭の中に思い描えがいているらしく、説明を聞いた全員はしばらく貝になった。

「確かに……大きな事件に思えるわね」と美登利が沈ちん黙もくを破る。

「パトカーがたくさんって……」と乃の那ながとまどう。「クロロがそんな風になってるの見たことないな」

「あの……他に視えたものはないんですか？」

　そう訊たずねるのはガクだった。勢いで機械科学部に入部させると言っただけだったが、彼は自らそれを望み、いま、こうして麗美の家にいる。

　刑けい事じの叔父さんを予知したことを美登利に電話で報告するとき、ガクを助けた恐きよう喝かつ事件についても併あわせて語ると、「どうして学まなぶくんの未来を視たときに言わなかったのよ」と電話口で彼女に怒ど鳴なられてしまった。しかし、あのときの自分はそれどころではなかったのだ。それに、彼だって、自分がカツアゲに遭あっているところを女子に見られたくなどないだろう。

「視えたのはそこだけだけど……信じるのか？　おれの予知を」

　逆に陽よう太たは問うと、ガクは瞳ひとみを輝かがやかせながらうなずいた。

「はい。だって陽太先せん輩ぱいはぼくを助けてくれたじゃないですか」

　たまたま予知したから助けることができただけだ。麗れい美みがにこにこしながらこっちを見ていたが、陽太は気づかない振ふりをする。

「ところで、どうして週末だとわかるの？」と乃の那なが言った。

「ヴィジョンでは駐ちゆう車しや場じようがいっぱいだったんだよ。もう夏休みに入ったけど、大人はそうじゃない。週末にならなければ混雑しないはずだろ」

　そして美み登ど利りが言った。

「その混雑の中で、なにかが起きるのはまちがいなさそうね」

　ふたたびリビングが静まり返った。わかっているのは時間と場所だけ。あまりにもヒントが少ない。

「そもそも例の予知能力者がそこに関かかわっているかどうかもわからないけど」

　空気に耐たえ切れず、陽太はそう指し摘てきしたが、美登利は当然のように答える。

「でもなにかが起きるならじっとしているわけにはいかないでしょ」

「わたしもそう思う。なにかできることがあるはずだよ」

　そう話す麗美のとなりで、乃那がちょこんと手をあげた。

「警察に相談しない？」

　極ごく自然な提案。雨が降ったら傘かさをさすように、事件があるなら警察を呼ぶべきだ。

「それができないのよ。未来のことをどう説明したらいい？」と美登利が辛つらそうな顔を見せた。「というか、なにが起きるかわからないんじゃ話すことがひとつもないわ」

「下手したら事件後に犯行予告だったと思われかねないですね……」とヒデが言った。「ひとつ思いついたんですけど、店が閉へい鎖さしていたら事件はそもそも起こらないんじゃないですかね」

「どうやってお店を閉じるの？」と乃那。

　問われたヒデは、それは考え中だ、と目をそらす。

「せめて事件が起きることを市民に周知できたらいいんだけど……」と麗美が天てん井じようを仰あおいだ。「まあ信じてもらえるわけがないよね」

　週末に事件が起きるのでクロロへ行くのはやめろ、と町中で叫さけぶ自分たちの姿を陽太は想像してみた。ビラを配ったり、ネットに書き込んだりと、方法は幾通りもある。しかし警察に連行されかねない行こう為いだ。いや、営業妨ぼう害がいとして店から訴うつたえられる可能性もある。

　全員が頭をかたむける中、予知能力の存在を他人に信用させることの難しさを、陽太はようやく理解した。自分を信じてくれるのは、目の前にいる彼らしかいないということも。




　そして、結局なにもできないまま週末がやってきてしまった。

　警察が駆かけつけるのは日中──というところまでしか予知ではつかめなかったので、十時の開店と同時に外で見張ることに。全国チェーンのショッピングモールであるクロロには、スーパー、ドラッグストア、家具家電売り場など、あらゆる店てん舗ぽが詰つめ込まれている。他にめぼしい店がないため、富ふ士じ見み田だ市しの住人なら必ず一度は訪おとずれたことがあるはずだ。

　クロロの駐ちゆう車しや場じようは広い。陽よう太たたちはその一角に陣じん取どっていた。

「蒸むすなぁ」と、縁えん石せきに腰こしを下ろす美み登ど利りが空を見上げてうめいた。

　巨きよ大だいな綿のような雲が一面に広がっている。時おり澄すみ切った青が隙すき間まから見えることもあるが、生ぬるい風が町を抜けていくどんよりとした天気だ。

「降るのかな」乃の那なが白い日ひ傘がさをかたむけた。

「今日の降水確率は十パーセントですね」とガクが答える。

「炎天下よりはマシだよ」

　麗れい美みのその意見には同意だ。目の前の駐車場に集まる車の数は、あきらかに増えつつある。それに比例して暑さも増していくようだった。走り終えた車体が熱を発しているからにちがいない。これでもし太陽が出ていたら、ボディからの照り返しでひどいことになっていたはずだ。

　しかし、予知した光景に近づきつつあることは確かだ。

　駐とめられた車の色や形は様々で、じっと眺ながめていると樹液に群がる昆こん虫ちゆうを思い出す。軽自動車はカナブン。ワンボックスカーやミニバンは、カブトムシかクワガタ。となるとセダンはカミキリムシで、ぶんぶん騒さわがしいバイクはスズメバチといったところか。小学生の頃ころ、森の中で昆虫を探し回った記き憶おくが脳のう裏りによみがえる。

　いや、ダメだ。暑さのせいで少しおかしくなっていると気づき、陽太は頭を振ふる。となりを見ると、ガクが空を見上げて呆ぼう然ぜんとしていた。

「……大丈夫か？　帰ってもいいんだぞ」

　不安になって肩かたを叩たたくと、ハッと気づいたガクは照れ笑いを浮かべた。

「あ、大丈夫です。というか……ちがうんです。空を見てただけなんです」

「空？」陽太は空を見上げた。「空なんてどこにでもあるだろ」

「ぼくはいわゆる……気象オタクなんです」

　そう話す彼の顔は、徐じよ々じよに赤くなっていく。

「気象オタクってなあに？」と乃那が興味を示した。

「その名の通り、天気全ぜん般ぱんを好いている人たちのことです……」とガクが答える。「その日の気温や気圧を調べたりだとか、予報と実際の数値にどれくらいの差ができたかとか、自力で明日の天気を予想してみたりだとか……そういったことに興味があるんです」

　乃那は言葉を探すが、なかなか見つからないようだ。

「それはなにが楽しいんだ？」

　ど真ん中ストレートの疑問をヒデが投げると、ガクは返答に窮きゆうしているようだった。

「えーっと、そうですね……。自分の予想が当たると嬉うれしいですし、でも外れたら外れたで、その理由を解かい析せきしていくのもすごく楽しいです──それは急速に発達した低気圧のせいだったり、海水の温度が原因だったりといろいろなんですが。予想したりしなくても、そのへんに浮かぶ雲を眺ながめているだけで、いつかどこか遠くの天気に作用するかもと思うと、わくわくするんです。そういうことを考えているのって……変ですか？」

　妙みような空気が一帯に流れる。ガクに話しかけた自分がいけないのだろうか。しかたないので陽よう太たは会話に乗っかることにした。

「じゃあ、さっきは空を見ながらなにを考えていたんだ？」

「それが……今日はかなり予報とちがうんです。今朝の天気予報では快晴のはずで、正午の湿しつ度どは五十三パーセントでした。でもこの感じだと、湿度は八十近くまでいくかもしれません。それと上じよう昇しよう気流で積乱雲ができるかと……。とにかくすごく不安定だと思います」

「積乱雲っていうと、雨が降るってことか？」

「可能性としては」とガクがうなずいた。「けど、雨だけならまだいいと思います……」

「竜たつ巻まきだけはもう勘かん弁べん願いたいものだ」

　ヒデが憮ぶ然ぜんとぼやくのは、祖母の家が竜巻の被ひ害がいにあったためだろう。そのとなりで、また変なオタクが現れたものだ、と陽太は思っていた。ミリタリーオタクよりもニッチではないか。

　しかし、ガクはそうやって空をぼんやり眺めていることが昔から多かったせいで、不良から目をつけられることが多かったと話す。

「周りにはとろいと思われるみたいで」とガクは笑う。「実際、とろいんですけど」

「ひどいやつらもいるもんね」

　乃の那ながぷりぷりと怒おこるかたわらで、陽太はガクを恐きよう喝かつしていた不良たちのことを思い出していた。意識を失った彼らの皮ひ膚ふに触ふれてみたものの、どういうわけかその未来を予知できなかったのだ。以前、美み登ど利りは言っていた。皮膚に触れても未来が視みえない人間がいたら、それが予知能力者であると。ただ陽太の目に、あのカラフルな頭とう髪はつをした三人が予知能力を持っているようには映らなかった。

　そのときの状じよう況きようを説明した上で訊きいてみると、美登利は言った。

「それは彼らがあなたに未来をゆだねていたからね」

「……未来をゆだねる？」

「予知能力者が自身や他の予知能力者を予知できないのは、それらが因果から外れた存在だから。そして、その不良たちも、そのときだけは陽太と同じ状況に置かれたの」

「……因果から外れたってことか？」

「へえ、ちゃんとわかってるじゃない」と美登利は感心する。「その通りよ。あなたは不良たちをどう扱あつかおうか決めかねていたんでしょ？　警察に突つき出そうか、そのまま放っておこうか」

　確かにクスリを見つけるまで迷っていたことを陽よう太たは思い出す。

「あなたの判断ひとつで彼らの未来が決まる状態だった。でもあなたはまだ彼らの処しよ遇ぐうを決めていなかった。だから彼らの未来を予知できなかった──それだけ」

「なんだか難しくてわたしには……」

　乃の那なが困こん惑わくの表情を見せると、美み登ど利りは指をこめかみに突つき立てて考える仕草を見せる。

「たとえるなら、そうね、因果っていうのは世界を押し流す大きな川のようなものよ。ふつうの人間は目め隠かくしをした状態でいかだに乗せられているだけ。でも予知能力に目覚めた人間は目隠しをとり、岸に上がることができるの」

「……目隠しって、それじゃなんだか……わたしたちには自由がないみたいじゃない？」

「そう思う」美登利はあっさりとうなずく。「方向を選ぶこともできないし、その先になにが待っているかもわからない。岸に上がった予知能力者が長い棒を使ってわたしたちのいかだを突っつくこともあるわね。それをされると進路が変わり──つまり世界の未来が改変されてしまう。でもそれすらわたしたちは気づけないの」

　だけど、それがふつうよ、と美登利は言った。

「本来、その先になにが待っているかなんて誰だれにもわからない。なにが原因で、どんな結果が引き起こされるのかも。けど、わかる人間がここにいる。そしてよくない出来事が起ころうとしている。それを起こしたくないだけよ」

　わかる人間──の陽太は考える。そうだ。未来が視みえる自分は、それを人のために使わなくちゃいけない。自分にしかできないことだから。

　陽太が缶かんジュースを一気にあおると、麗れい美みが声を発した。

「うーん、なるほどなるほど」

「どうかした？」と美登利が訊たずねる。

「さっきの、未来を陽太にゆだねた人間は予知されないってやつがようやくわかったよ」と麗美が言う。「たとえると、わたしが陽太をホテルに誘さそったとき、未来のわたしがホテルに入っているかどうかは、陽太には予知できないってことだね」

　飲み込んだジュースが気管に入り、陽太はひどくむせた。

「あ、冗じよう談だんよ。冗談」

「陽太が迷っているなら、予知できないでしょうね」と美登利は平然と答えた。




　もはや体力の限界かと話し合った末、結局、一同はクロロの中に入ることにした。正午前、店内はごった返している。迷めい惑わくにも六人で固まった陽太たちは、目的地も決めずに人波をかきわけていく。

「どんな事件が起きると思う？」

　母親に手を引かれた五歳ぐらいの女の子を避よけた後、陽太は先を歩く美登利に声をかけた。

「たくさんのパトカーと刑けい事じも駆かけつけるわけだから、ちょっとした迷めい惑わく行こう為いではなさそうね」

　同意見だ。それを踏ふまえて考えると、推測が向かう先は自然と不ふ吉きつの色を増していく。

「せめてケンカぐらいにしてほしいけど」

　ケンカならケンカで構わない。自分は一いつ般ぱん人じんに迷惑がかからないように配はい慮りよするとして、当人同士に好きにやらせてやろう。そして仲良く警察に連行されればいい。

「ねえねえ！　本屋があるよ！」

　先頭を歩いていた乃の那なが前方を指差す。

「はっ！」とヒデはなにかに気づいた。「寄りましょう。ぜひ寄っていきましょう」

　わけがわからないまま陽よう太たも本屋に入る。歓かん声せいをあげるヒデと乃那の目線の先をのぞき込むと、そこには平積みにされた麗れい美みの著作が置いてあった。

「わあ、すごいですね」とガクが言った。

「すごいな……」と陽太も言う。

　乃那によると、平積みの本は先月発売されたばかりの、国くに枝えだ麗美の五作目であるらしい。

　不思議な気分だった。本というものは、きちんとした場所できちんとした技術で作られているのだろう。貧困な想像しか持ち合わせていないが、少なくともプリントの束をホチキスでとめるのとはわけがちがうはずだ。そして「国枝麗美」と表紙にでかでかと名前を書かれた人物は、いま自分のとなりで頭をかいていた。

「いやー、照れるぅ。もうさっさとご飯食べにいこうよ」

　有名人なんだな、と何気なく陽太が言うと、麗美はものすごい速さで首を左右に振ふった。

「ぜんぜん！　まあ、その、ありがたいことに作品はご好評いただいているみたいだけど、わたし自身はまったくのふつうの人。仮に有名だとしても、それは名前がひとり歩きしてるだけ」

　謙けん遜そんするだけあり、その場でヒデが五作すべてを購こう入にゆうすると、麗美は喜びつつも恐きよう縮しゆくした。彼女は小説家であることや自分の作品をひけらかすことはしないらしい。

　本屋を出た一同はフードコートに移った。混雑する中で乃那が運良く空いている席をひとつ発見するも、イスが二つ足りない。陽太はとなりの席でアイスクリームを頰ほお張ばっていた老ろう夫ふう婦ふに、イスをお借りしてもよろしいですかと声をかけた。

「ええ、どうぞ」

　白髪の紳しん士しとその夫人が柔にゆう和わな笑みを見せてくれたので、陽太は会え釈しやくを返す。そうして六人は一個のテーブルの上で顔を突つき合わせることができた。

　麗美を囲み、ヒデたちはわいわいと楽しそうだった。なにから読めばいいかというのが議題であるらしい。もう好きにして、と麗美は赤い顔を両手で隠かくした。

「このいちばん有名な『まだら色の季節』ってタイトル、どういう意味？」

　不意に美み登ど利りがその本を手に持つと、乃の那なが鋭するどい声をあげた。

「待って！　それはネタバレになるからやめたほうがいい。あのね、美登利ちゃん、小説につけられたタイトルの意味っていうのは読む前に知るものじゃないの。読み進めていく内にどこかで気づいていくものなの。だから読むことをおすすめするわ」

「そ、そう……」

　ふだんとはちがった乃那の一面を目にし、美登利は圧あつ倒とうされていた。

「タイトルで思い出したんだけど」と麗れい美みが口を開いた。「実はわたしね、冬に弟か妹が産まれるの」

「なんと！　それはおめでとうございます」

　ヒデに続き、みんなが麗美を祝う中、陽よう太たは彼女と視線で会話をするにとどめた。

「ありがとう。でも、年ねん齢れいが離はなれすぎてるって思ってるでしょ？　それは当然で、わたしは両親と血のつながりがないの──あ、気にしないでね。別に不幸でもないし。問題は別のところでさ、両親からその子の名前を決めてって頼たのまれちゃって……」

「素す敵てき！」と乃那が声をあげた。

「困っちゃったよぉ。責任重大で……」

　そう嘆なげく麗美だったが、嬉うれしそうでもあった。

　そんな平和なショッピングモールに、突とつ如じよ、大地が割れたかのような轟ごう音おんが響ひびいた。

　立て続けに、どこかでガラスが割れる音と、切り裂さくような悲鳴が交差する。陽太は振ふり返った。ダダダダダダダダとその音はしつこく鳴り続けている。そして駆かけ回る人々の向こうに垣かい間ま見みた。ひとりの若い男が、両手に抱かかえた自動小しよう銃じゆうを四方八方へ向けている姿を。

　混乱するよりも先に、陽太はテーブルを上へ蹴けっ飛ばしていた。あっけにとられる五人の頭へ腕うでを回してすぐさま床ゆかに伏せる。空中から落ち、ガシャンと横よこ倒だおしになったテーブルの陰かげで、乃那は悲鳴をあげていた。だが絶ぜつ叫きようと爆ばく音おんの波に、それもかき消されつつある。

　なにが起きているのかまったくわからない。陽太は倒れたテーブルから一いつ瞬しゆんだけ顔をのぞかせるが、絶望が深まった。銃を乱射しているのはひとりではない。瞬間的に五人は見て取れた。それぞれがそれぞれの方向へ好き勝手にぶっ放しているではないか。

　しかし、次し第だいに銃声の響きは消えていき、やがて世界が終わったような静せい寂じやくが訪おとずれた。

　壁かべや床が爆はぜたせいか、または硝しよう煙えんのせいか、あたりは薄うすく煙けむっている。その向こうに広がる凄せい惨さん極きわまりない光景を見て、陽太は愕がく然ぜんとする。ついさきほどまで買い物を楽しんでいたたくさんの人間が、あたり一面に倒れ伏していた。

　不意にどこからか子供の泣き声が生まれた。近くではない。さきほどいた本屋の方向からに聞こえた。ひとりの男が、おもむろに自動小銃をそっちへ向ける。そして、うるせえぞ、と言って連射する。

　残ざん響きようが過ぎ去ったとき、もう泣き声は聞こえなくなっていた。

　フードコートからはクロロの中心部に位置する噴ふん水すいが臨のぞめる。その周辺だけは小高く造られ、いま、そこに三人の男たちが立っていた。彼らの真上は吹き抜けになっており、三階建てのショッピングモールの天てん井じようを見上げることができる。だが陽よう太たの耳をもってしても、二階や三階部分からの物音はまったく聞き取れない。上もここと同じような状じよう況きようとなっているのだ。

　彼らは銃じゆうを誇ほこらしげに掲かかげ、怯おびえる人々を見下ろしている。陽太はその中のひとりを凝ぎよう視しせずにはいられなかった。

「本ほん郷ごう……」

　思わず口から名前がこぼれた。万引きをした自分が拘こう束そくされている隙すきに宝石を盗ぬすんだ本郷──忘れたくても忘れられない存在である本郷──その本郷が凶きよう器きを構えている。

「よく聞け！　貴様らぁっ！」

　沈ちん黙もくの店内に、本郷の声はよく響ひびいた。てっきりそのまま本郷がしゃべり出すのかと思ったが、ちがった。やつがポケットからマイクを取り出すのと同時に、わきから壇だん上じようにのぼるひとりの男の姿がある。

　その場には似合わない、涼すずしい顔をした若い男。少し長めの髪かみに、白いワイシャツとデニムのズボン。こざっぱりとしたその格好は、あまりにも血だまりに似合わない。年ねん齢れいは本郷と変わらない、二十代前半といったところ。マイクを受け取った男は、ぽんぽんと先せん端たんを指で叩たたいた。ちゃんと電源が入っているかを確かめるお決まりの動作だ。

《えー》

　男のくちびるが動くと、頭上から声がした。館内放送だ。

《クロロにお集まりのみなさま、初めまして。我々は〝アポカリプス〟という。わたしはこの組織を率いる、阿あ賀が征せい太た郎ろう。警察が到とう着ちやくするのは少々遅れるので、これから話すことを心して聞いてほしい。それほど長くないので、どうか静せい粛しゆくに願う。我々の引き金は極きわめて軽い》

　阿賀征太郎と名乗った男は、恐おそろしいほどやわらかな口調で話し続ける。

《きみたちを国民の代表としてここに宣言させていただく。もうすぐこの町に災さい厄やくが訪おとずれる。いや、この町から生まれると言い換かえてもいい。それは日本全土を混乱の渦うずにおとしいれる巨きよ大だいな潮流となるだろう。これは決定事じ項こうであり、誰だれにも覆くつがえすことはできない》

　陽太は耳を疑った。

《今日、きみたちのうちの何人かは無事に帰宅できるだろうが、ぜひともここで起きたこととわたしの言葉を世に知らしめてほしい。いいだろうか？　日本は災厄に見み舞まわれ、壊かい滅めつ的な打だ撃げきを被こうむるのだ。当然、それは国民の生活にも大きく影えい響きようを及およぼし、経済は中長期的に低てい迷めい、政治も機能不全に陥る。回復したとしても社会は元どおりにはならず、いくらかの変化を見せるはずだ。そして安心してほしい。これはハッタリでもなければ、狂きよう人じんの妄もう言げんでもない。すでに決定された未来を伝えているにすぎないのだ》

　マイクを放ほうった阿賀が軽かろやかに壇上を降りると、本郷はふたたび銃を構えた。

「サツが来るまで動くんじゃねえぞ！」

　またもけたたましい銃じゆう声せいが鳴り、悲鳴と混じり合う。地じ獄ごくのような阿あ鼻び叫きよう喚かんをふたたび起こしながら、本ほん郷ごうたちはそばにあった従業員通路の向こうへと消えていった。まるでステージを降りるアーティストのように、得意げな笑みを見せたまま。

　現実感というものが粉々に崩ほう壊かいしていた。

　力の入らない足でぼんやりと立ち上がった陽よう太たは、視線をさまよわせる。そこには恐きよう怖ふが広がっていた。嵐あらしの後の静けさを、誰だれもが疑っているのだ。まだどこかに銃を持った人間が残っているんじゃないか、動けば撃うたれるんじゃないか、という恐怖に縛しばりつけられている。

　しかし、それは無傷な人間だけだ。

　目に飛び込んでくるのは、ところどころに広がる血だまりの赤。うめいたり、身じろぎしたりする者もいるが、中にはぴくりとも動かない姿も見られる。それらをゆっくりと見回す陽太はハッと思い出し、すぐとなりに目をやった。そして息をのむ。

　イスを譲ゆずってくれた老ろう夫ふう婦ふが、折り重なるようにしてその場に倒たおれているのだ。夫人が紳しん士しに覆おおいかぶさるように。

「あのっ……」

　しかし伸のばしかけた陽太の手は止まる。夫人のうなじと、紳士の右目の上に小さな穴を見つけてしまったから。彼の虚うつろな目はなにも映していなかった。ガタガタと足が震ふるえだす。

　乃の那なたちは無事だった。怯おびえきっているが、怪け我がもしていないようだ。

「よ、陽太……」

　こちらを見上げる美み登ど利りと目があった。涙に濡ぬれたその瞳ひとみに射い抜ぬかれると、記き憶おくが自然と蘇よみがえる。そうだ、自分はここで事件が起きることを知っていたのだ。そして実際に起きた。

　なのに、自分はなにもしていない。なにかが起きることを知っていたというのに、ただ遊んでいただけではないか。そのせいでたくさんの人間がいま、恐怖し、怪我をし、あるいは死んでいる。徐じよ々じよにそのことに気づき始めると、胸が痛くなるほど心臓がうるさくなってきた。

　ほとんど無意識に、陽太は震える足を一歩踏ふみ出していた。

「どこに行くの？」

　青い顔をした美登利が背後で立ち上がっていた。

「あいつらを……捕つかまえなくちゃ……」

　自分の言葉ではあるものの、それはあまりにも現実感に乏とぼしい目標に聞こえた。

「銃を持ってるのよ」

　わかっているが、自分は行くつもりだ。ここでひとりでも捕まえなければ、なんのための予知能力だ。だけど、この地獄から目を背そむけたいだけかもしれない、と頭の片かた隅すみで思いもした。

「わたしも……行く」

　美登利はぐっと苦しそうにつばを飲み込み、大丈夫だから、と言った。

「……わたしも行くよ」と麗れい美みも立ち上がる。「人手は多い方がいいかもしれないしね」

「き、危険です……麗美さん」

　腰こしを抜かすヒデが止めようとしたが、麗美は彼の頭をぽんぽんと叩たたく。

「ヒデくんは乃の那なちゃんとガクくんをよろしくね」

　余よ裕ゆうぶって笑みを浮かべようとしているらしいが、頰ほおがひくひくと引きつっていた。陽よう太たは麗美まで来る必要はないと断ろうとしたが、ここで言い争っている時間はもうないかもしれない。美み登ど利りにも急せかされ、三人で行くことになった。

　従業員通路へと向かうため、陽太たちは静かな店内を横切る。吹き抜けからちらりと見える二階や三階も、やはりここと同じ状じよう況きようのようだ。そして当然、足もとに転がるたくさんの人間の近くを通ることになった。だがいまは彼らをどうにもすることができない。無力感に苛さいなまれながら、《これより先　従業員専用通路》と書かれた扉とびらを押し開いた。

　通路は静かだ。だからこそ、陽太は瞬しゆん時じに会話を聞き取ることができた。とっさに人差し指を立て、美登利と麗美に沈ちん黙もくの合図を送る。正面はＴ字路になっており、その左から聞こえるのは二人の男の声だ。

「先発隊、もう行ったのか？　おれたちもそろそろ行かないとヤバくないか？」

「慌あわてるなよ。計画通りにやれば逮たい捕ほされない。阿あ賀がさんにそう言われただろ」

「ああ、そうだな……」

「阿賀さんの言うことがこれまでまちがったことはねえ。指示通りに動けば大丈夫だ」

　次に扉を開く音がし、そして止やんだ。外へ出たのだろう。陽太は戦せん慄りつしていた。会話から察するに、あの阿賀征せい太た郎ろうという男は予知能力を持っており、犯罪に使っているんだ。

　Ｔ字路の手前に差し掛かかったとき、陽太はふと思いつき、美登利の細い腕うでをつかんだ。

「二人とも止まれ。右からひとり来る」

　いま、視みえた──黒々と光る自動小しよう銃じゆうを肩かたにかけ、まっすぐこのＴ字路へ向かってくる細目の男──そしてこちらに気づき、銃口を向ける──そういう未来が待っている。

　通路は見通しがよすぎた。姿は隠かくせない。一度店内に戻ろうと陽太が提案すると、まかせて、と麗美は言った。そして止める間もなく、彼女はＴシャツの裾すそをむんずとつかんでたくし上げた。あっけにとられる二人の前で、スニーカーも脱ぬぎ捨てる。

「な、なにしてるのっ？」

　仰ぎよう天てんする美登利を無視し、麗美はデニムのパンツも一気にくるぶしまでずり下げた。そして完全な下着姿となる。陽太はその淡あわいブルーの布から目をそらすべきかとためらっていたが、ふざけてるわけじゃないよ、と麗美は真顔で言った。

「わたしが注意を引きつける。その男を捕つかまえよう」

「……バ、バカか！　危なすぎるだろ」

「いまさらだよ、それって」

　Ｔ字路に出た麗れい美みはくるりと振ふり返り、その場に腰こしを下ろして背中を壁かべにあずけた。両足をだらりと投げ出す姿勢をとり、こちらと対面するかたちになる。どういうつもりだ。

　ちょうど右から足音が響ひびいてきた。こつこつこつ、と早足だ。こうなってはやるしかない。陽よう太たは美み登ど利りと共にその場にしゃがみこみ、男を待つと決めた。足音はもう近い。

　そして、次の瞬しゆん間かん、音は止やんだ。陽太には男の気持ちがわかった。進行方向に下着姿の女を発見したら、誰だれだってとまどうものだ。

「お、おい……」

　狼ろう狽ばいした声がする。麗美は無言のまま、ぼんやりとした視線を男に返すのみだった。下手に演技をしないほうが賢けん明めいと考えたのだろう。だが彼女の肩かたがわずかに震ふるえていることに、陽太は気づいていた。怖こわくて当たり前だ。見つかった瞬間に発はつ砲ぽうされてもおかしくなかった。

　こつ……こつ……こつ……と、右からゆっくりと近づく足音。陽太は美登利を振り返り、動くなよ、とくちびるを素す早ばやく動かした。彼女はそれを見て二度うなずく。

「そんなところでなにをしてんだ？　え？」と男の声。

　麗美は答えない。

「おい、聞こえてねえのか」

　麗美は答えない。

「……はは、なんて格好だよ」

[image: ]

　麗れい美みは答えないが、男の背中はすでに陽よう太たの目の前にあった。

　銃じゆう口こうは天てん井じようを、視線は足もとの裸はだかの女を向いている。息を吐はけば男の後ろ髪がみが揺ゆれる位置まで、陽太は距きよ離りを詰つめていた。そして渾こん身しんのひじ鉄がその後頭部へ振ふり下ろされようとしていることにも、まるで気づいていない。悲しい男の性さがだな。

　ひざから崩くずれ落ちた男が気絶しているとわかると、麗美はそれまで忘れていたかのように大きく息を吐き出した。

「あぁ……もう……。こ、怖かった……」

　あらわになった胸を押さえて肩を上下させる麗美に、彼女の服を両手に抱かかえた美み登ど利りが駆かけ寄る。

「無む茶ちやしないでよ！　見つかった途と端たんに撃うたれてたかもしれないのよ」

　同感だが、麗美のおかげでいとも簡単に男を倒たおせたのも事実。まったくたいした度胸だ、と感心する陽太を、美登利が振り向いた。

「……ねえ、ところで、いつまで見てんの？」

　その目つきは厳しく、陽太は急いで麗美から視線を外す。手持ち無ぶ沙さ汰たなので、うつ伏せの男をひっくり返した。ヴィジョンで視みた通りの顔をしている。年ねん齢れいは本ほん郷ごうたちと同じぐらいだろう。半開きになったくちびるの向こうに、ぼろぼろの前歯が顔を覗のぞかせている。

　不意に老ろう夫ふう婦ふや子供の泣き声を思い出した陽太は、その男の顔を全力で踏ふみ潰つぶしたいという衝しよう動どうに駆られた。簡単だ。かかとを鼻っ柱目がけて振り下ろすだけでいい。

「陽太」

　ハッとして美登利の声に振り向く。となりに立つ麗美はすでに服に身を包んでいた。

「まだあいつらはいるかな……？」

　美登利はそう言って手のひらを差し出してきた。陽太は手を伸のばす。撤てつ退たいするやつらの仲間がまだクロロに残っているなら、ここを通る可能性がある。ならば未来のヴィジョンに映るはずと考えたのだろう。

　だがダメだった。中年の警察官に事情聴ちよう取しゆをされる──そんな未来しか陽太には視みえなかった。つまり、アポカリプスと名乗っていた連中のほとんどを、自分は逃のがしてしまったということだ。大だい惨さん事じを引き起こしたやつらを。

　事件が起きると知っていたというのに。




　富ふ士じ見み田だ市しを貫つらぬく国道を富ふ士じ山さん方面へ走ったところに、十四階建てのリゾートホテルが建っている。本郷は十三階にある最上級の部屋でソファに座り、テレビにかじりついていた。

　液えき晶しよう画面に映るのは、昼間、本郷たちがいたクロロだ。カメラの前にマイクを手にした七三分けの男が立ち、「日本の犯罪史上かつてない規模の殺さつ戮りく」と言うではないか。生まれてこのかた、ニュースなど見たことはなかったが、これほどおもしろいとは思わなかった。

　そして缶かんビールを片手にチャンネルを変え続けていると、画面の上部にテロップが出た。

　なになに？　総理大臣がテロ行こう為いと断定？

「ぶふっ！」

　吹き出すとビールの泡あわが画面に散った。総理大臣！　おれたちの偉い業ぎように、日本のいちばん偉い人間が反応したのか！　本ほん郷ごうは、うへへへへ、と笑い声を漏もらした。こいつはすげえぜ。

「どうかしたのかい？」と背後からの声。

「すげえんですよ。総理大臣が反応したんですよ」と本郷。

「……テロか。政治的なメッセージとして受けとられたのだろうね。なんにせよ、きみたちはよく働いてくれた」

　振ふり向いた本郷は、一人掛がけのソファに腰こし掛かける阿あ賀がに、気になっていたことを訊たずねる。

「……あの、阿賀さん、まだここに泊とまって大丈夫なんすかね？」

　このホテルは現場から車で二十分もかからないところに位置している。二日前から自分たちはここに宿しゆく泊はくしているというのに、今夜も泊まって大丈夫か。警察はやってこないのだろうか。

「大丈夫。今晩までなら心配ない。明日、アジトに戻ろう」と阿賀は言った。

　すると本郷は、なんだ、大丈夫なのかと平静を取り戻した。彼が大丈夫と言えばそれは大丈夫なのだ。彼の言う通りにしていたらなんだってできた。なんだって彼の言う通りになった。

　いや、待てよ。

　ひとつ懸け念ねんを思い出す。ここに帰ってきたばかりのときに受けた報告。メンバーがひとり捕まったらしいのだ。もし戻ってきたら必ずおれに教えろと指示しておいたが、いまだにそれがない。誰だれかが捕まるなんて、あまりにもおかしなことだ。実行前、阿賀は誰ひとり捕まることはないという予言をしたというのに。おかしい。おかしいじゃないか。彼の予言が外れたことはこれまで一度もなかった。おかしいぞ。おかしいおかしいおかしいおかしい。

「どうかしたのかい？」

　涼すずしい顔をした阿賀に、本郷はその疑問をぶつけた。どういうことだ。お前の言うことが外れてるじゃないか。ひとり捕まったらしいぞ。ウソをついたのか？　おれはウソをつかれるのが大だい嫌きらいなんだ。

　きょとんとした顔を阿賀が見せたときだった。本郷の背後でピロリンと軽かろやかな音がする。テレビの速報だ。さきほどと同じように白い文字が上部に出ていた。なになに？　警察は犯行組織の構成員一名を逮たい捕ほ……したと……発表？

　本郷は立ち上がり、激げき昂こうして近くのベッドを蹴けっ飛ばす。

「やっぱり捕まってるじゃないか。あんたは誰も捕まらないって言っただろ。おれを騙だましやがったのか？　あ？　どうなんだ！」

　しかし阿賀は顔を伏せて答えない。この野や郎ろう、しらばっくれるつもりだな。本郷は詰つめ寄ろうとしたが、彼の肩かたが震ふるえていることに気づいた。そしてくつくつと小さな声が聞こえる。

「……やはりいたんだ。若わか月つき美み登ど利りが死ななかった時点できっとそうだと思っていたが、いま確信した」

　言葉の意味はわからなかったが、笑っているようだ。すると急に阿あ賀がは顔をあげ、それを目にした本ほん郷ごうはぎょっとする。やはり彼は笑っていた。それも下がった目め尻じりと上がった口角がくっつくかと思うほどの強きよう烈れつな顔で。

　そんな本郷を見かねたのか、阿賀は口もとを押さえる。だがこらえきれず、口の端はしから、くふくふ、と音が漏もれていた。

「大丈夫だよ、本郷くん。わたしにまかせるんだ。まったく問題はないよ」

　本郷はぞっとした。この人はやっぱりただ者じゃねえ──だが、最高におもしろい体験をおれたちに提供してくれる。だからおれはこの人が好きなんだろうな。







[image: 第五章]







　死者四十五名、重軽傷者六十一名、また意識不明の重体となっている者が四名──謎なぞのテロ集団アポカリプスは、週末のショッピングモールで買い物を楽しむ一いつ般ぱん人じんを無差別に虐ぎやく殺さつした極ごく悪あく非ひ道どうの組織としてその名を全世界に知らしめ、そこから二日が経たった。

　いたるところで国内外のマスコミと巡じゆん回かいの警察を見かけるようになり、物々しい空気が真夏の富ふ士じ見み田だ市しに充じゆう満まんしていた。この日、麗れい美みの家に集まったのは陽よう太たと美み登ど利りだけで、他の三人には声すらかけなかった。あまりにも凄せい惨さんな現場を見てしまったから。

　この二日間、警察はアポカリプスの尻尾しつぽをまったくつかめていないらしい。美登利の叔お父じも一度は家に姿を見せたものの、警察署へとんぼ返りしてそのまま戻らないという。

「アポカリプス──啓けい示じって意味なのね」と、美登利が声を発した。「えっと……、神が与える、人間では知り得ない知識や真理、か」

「予知能力のことだ」

　陽太が言うと、携けい帯たいで調べ物をしていた美登利が顔を上げた。

「どうしてわかるの？」

「やつらの会話が聞こえた。あの阿あ賀がって男は、予知能力を使って事件を起こしたんだ」

「……予知能力で事件を？」

　いぶかしむような顔をした美登利と麗美に向けて、陽太は言う。

「いいか？　未来が視みえるということは、変えることも可能。それは美登利も前に言っていただろう。阿賀はあの不良たちと、クロロで銃じゆうを乱射するという犯行計画を立てた。それからメンバーの未来を予知するんだ。すると……、もうわかるだろ？」

　しかし二人の表情は意味不明と訴うつたえていた。

「警察が現れたり、失敗したりする未来が視えたなら、計画を調整すればいい。想像だけど──日にちや時間、メンバー、逃とう走そうの方法を変えたりするんだ。そしてまた予知しなおす。それでもまだ警察が視えるのなら、また計画を変へん更こうする。それを繰くり返すと、どうなる？」

　計画、予知、計画、予知、計画、予知という途と方ほうもないサイクルを。

　しばらく黙だまり込んでいたが、美登利は徐じよ々じよに真相に気づき、口を開いた。

「……警察に捕つかまらない未来を作り上げることができる」

　そういうことだ。土曜日に実行すると捕まる未来が視えたなら、日曜日に変えればいい。交差点で警察に出くわす未来が視えたなら、その交差点を通らなければいい。まるで剪せん定ていだ。「望ましくない未来」という枝を根元から切ってしまい、完全犯罪という花を咲さかす作業。

「しかも、あの日は突とつ風ぷうすらあったわね……」と美登利は続ける。

　あの日、警察の到とう着ちやくは遅れた。それには理由がある。午前中から急速に発達した積乱雲の影えい響きようで、警察署周辺にとてつもない突風が吹いたのだ。電柱をへし折るほどの強力な風だ。アポカリプスがクロロの中で最初の引き金を引いたとき、この町の警察官の大半は、ひっくり返ったパトカーと被ひ害がいを受けた建物の復旧で大わらわだった、ということが判明している。

　阿あ賀が本人も警察の到とう着ちやくは遅れると言っていたのだから、やはりまちがいない。やつは予知でベストな犯行のタイミングを見つけ出し、そして軽々と人を殺しまくったのだ。

　まさに殺さつ戮りくにうってつけの日。

「じゃああいつが……あの阿賀征せい太た郎ろうという男が……？」

「たぶん」と陽よう太たはうなずく。「東京で連続殺人を起こしたやつだろう」

　九人もの人間を殺害し、この町にやってきた予知能力者。ベトナムをこの町で再現しようとしている犯罪者──それが阿賀征太郎だ。

「でも、それじゃあ警察がどれだけ捜そう査さしても、捕つかまえられないってことじゃない？」

「どういうこと？」と麗れい美み。

「警察に捕まる未来を、捕まらない未来に阿賀は改変することができる。いつまで経たっても警察に逮たい捕ほされないってことでしょ？　あっ、そうか……だから東京の事件も……」

「あの連続殺人事件も犯人にはまったくたどり着けていない」と陽太はうなずく。「美み登ど利りに電話をかけてきた人──お父さんの元同どう僚りようか──が、事件に予知能力者が関かかわっていると断言できた理由は、九人も殺されているのに捜査が進展していなかったからだろう」

　予知能力を使って絶対に警察に捕まらない犯行計画を作り上げたなら、あとは粛しゆく々しゆくとそれを行うだけ──つまり、完全犯罪だ。

「……でもさ、彼らはなんのためにあれだけの人たちを殺したのかな？」

　麗美が言った。しかし陽太も美登利も口を閉ざす。それはわからない。阿賀がマイクを通して喋しやべった言葉の中にも、動機と推察できるものはなかった。警察も、犯行集団からの要求は届いていない、とコメントを発表している。

「少なくとも殺戮そのものが目的だったとは思えない。となると……」と美登利。

「『災さい厄やく』だ」

　陽太が言うと、二人もそれに同調する気配があった。阿賀は「もうすぐこの町に災厄が訪おとずれる」と言っていた。そして「日本全土を混乱の渦うずにおとしいれる」とも。あいつはそれを言うために壇だん上じようへあがったとしか思えない。

「なんなんだろう、災厄って……」と麗美が言う。「言葉の表現からすると、ものすごく大きなことだよね、きっと」

「なんていうか、自然現象みたいな言葉に聞こえなくもないわね」と美登利。「とにかく、それがベトナムに関連しているんじゃないかな」

「……それってつまり、あれ以上のことがこれから起こるってこと？」

　ためらいがちの麗美の言葉により、四十五人の死が大きな沈ちん黙もくとなって部屋に落ちてきた。あの光景を思い出さずにはいられない。そして、このままではあれがまたどこかで起きるということだろうか。

「あいつらが捕まっていない以上、まだなにかを企たくらんでいることは確かだと思う。だからまた警察に触ふれて未来を視みなくちゃならない。でもそれだけじゃ同じことの繰くり返しだ。おれたちには武器なんてなにもないし、だから……」

　予知能力を警察に打ち明ける、と陽よう太たは言った。

「ダメよ！」即そく座ざに美み登ど利りは大声を出した。「絶対にダメ！　それだけは絶対に！」

「なんでだ……？　能力がバレたって、シンクロエナジャイザーさえ知られなければいいだろ」

「わたしだって、いまさらお父さんの言いつけなんてどうでもいいの！」

　これまでの「父」が「お父さん」に変わっていた。

「警察とアポカリプスが戦えば、まずまちがいなく警察が勝つと思うわ。でも陽太はどうなる？　事件がなにもかも終わった後、あなたは大きなハンデを背負う。ひょっとしたら一生日の目を見ることができないかもしれない。そうなってもいいの？　未来が視える人間がどう扱あつかわれるか想像できる？　わたしにはできない」

　そのことについて考えていないわけではない。陽太はまだ見ぬ未来に思いをはせた。自分は然しかるべき施し設せつに連れていかれ、脳みそをのぞかれるだろうか。それとも危険人物と目され、暗殺されるだろうか。

　だが、そんなことはどうだっていいのだ。重要なのは、事件が起きることを知っていたのに、それを警察に相談しなかった罪が新しん藤どう陽太にあるということだ。

　陽太の決意が固いことに気づいた美登利は、ムッと顔を紅潮させた。

「なによ！　まさか目立ちたいの？　ヒーローのつもり？」

「バカ。そんなんじゃない」

「バカって言うな！　じゃあ献けん身しん？　ずいぶんかっこいいじゃない」

「ちがう」

「じゃあなんなの……？」

　彼女は知らないのだ。「知っている」ということそれ自体にも、責任は生じることを。けど、あのときの自分は果たせなかった。本ほん郷ごうが盗ぬすみを働いたことを知っていながら、取り調べでは知らない振ふりをしてしまった。だから、次に起こる事件を予知することができたら、そのときはたとえ自分自身を犠ぎ牲せいにしてでも。

　せめてそれくらいはしなければ、この罪は償つぐなえないじゃないか。




　富ふ士じ見み田だ警察署の南に面する窓からは富ふ士じ山さんと裾すそ野のが臨のぞめ、すぐそばには遊園地まである。そのため、他よ所そからやってきた人間に緊きん張ちよう感かんのない立地とたびたび揶や揄ゆされるのだ。

　しかし、いまこの富士見田市は日本でもっとも物ぶつ騒そうな町と言われていた。取り調べが中断したため、松まつ木きがデスクに戻ると、谷たに崎ざき係長からすぐにお呼びがかかる。

「どうだ？」

　メガネの奥おくにある目が弱々しくも光った。進しん捗ちよくを聞かせてくれ、の意。さらに深読みすれば、どうか成果が聞けますように、だ。

「ダメです」

　申し訳なさすら感じつつ松まつ木きが首を振ふると、谷たに崎ざきはあからさまに肩かたを落とす。そろそろ五十半ばとなる目の前の警部補は、この二日ほどでどっと老ふけこんで見えた。

　クロロで現行犯として唯ゆい一いつ逮たい捕ほできた構成員は、なぜかここ最近のうちに検挙したストーカーや薬物中毒者と同じことをつぶやくだけ。自分が逮捕されるはずがない、こんな未来になるわけがない、と。いわゆる、意味不明の供述というやつだ。

　松木の目にも、マスコミと世間から無能のそしりを受ける警察の未来が見えるようだった。

「しかし、やはり怪あやしいな」と谷崎は話題を移す。「ただの高校生ではないだろう」

「ええ、まあ、はい……。同感です」と、途と端たんに松木の歯切れが悪くなる。

「だが人手が足りん。身元が割れている分、急ぐ必要はなさそうだが」

「あの、やはり尾び行こうをつけるのですか？」

「三件で五人だぞ、五人。それに、もとはきみがあげてきたんじゃないか」

　松木と谷崎が話題にするのは、またも事件発生場所にいた高校生、新しん藤どう陽よう太ただ。彼はここひと月足らずで、ストーカーと、薬物所持の恐きよう喝かつ犯をまとめて三人、そして今度はなんとテログループの構成員ひとりを逮捕したのである。

　クロロへ駆かけつけた松木は、姪めいの美み登ど利りを見つけて仰ぎよう天てんしたが、新藤陽太が構成員を逮捕した事実を聞いて顔色を変えた。またなのか、と。署に戻って調べると、彼は生活安全課が以前から追っていたストーカーを私人逮捕していることも判明。警察協力章ものの働きなのだが、偶ぐう然ぜんにしてはあまりにもできすぎている。そして谷崎へ内々に報告したのが事の始まりだった。

　彼にはなにかある──いまや、それが二人の共通見解だ。

　なるべく早く洗ったほうがいいと谷崎は思っているようだが、松木にとって頭が痛いのは、それが姪の彼氏であるという点だ。長期入院する姉に頼たのまれて同居することになったものの、優ゆう秀しゆうな姪にこれまで口を出すことは一度としてなかった。その姪が重要人物と交際とは……。

　もとから頭痛持ちの松木の側頭部がギューッと痛み出したとき、携けい帯たいが震ふるえた。画面には美登利の名前。これは珍めずらしい。姪が仕事中に電話をかけてくることなどこれまでなかった。

《叔お父じさん、仕事中にごめんなさい。でも大事な用件よ。クロロでの事件に関して、まだ警察に話していないことがあるの》

　唐とう突とつな告白に当惑せずにはいられなかった。それは本当か、と松木は問う。

《これまでわたしが冗じよう談だんを言ったことある？　話したいことは、アポカリプスを一いち網もう打だ尽じんにできるアイディアよ。これから言う場所に来れない？》

「……それは新藤陽太くんに関かかわることか？」

　沈ちん黙もくが動どう揺ようの気配を伝える。ビンゴだ。

　電話を切った松まつ木きは、谷たに崎ざきにいまの内容を話す。アポカリプスを捕つかまえるアイディアという姪めいの言葉から考えて、やはり新しん藤どう陽よう太たはクロだったのだろう。

「よし、わたしも行こう」

　係長が重い腰こしをあげたのを見て、頭痛薬を飲みたいと松木は思った。




　指定された場所へ車を走らせると、視界に豪ごう華かな邸てい宅たくが入り込んできた。どんな職業の人間が建てたのだろうと考えていると、松木はその家の前に立つ美み登ど利りを見つけてしまう。

　車を降りた松木は、ハンカチで汗をぬぐいながら訊きく。

「……知り合いのお家か？」

「以前、紹しよう介かいしたでしょ。小説家の国くに枝えだ麗れい美みさん」

　なるほど。ベストセラー作家というのはものすごいんだな、と松木は感心する。そして助手席から降りた谷崎係長を美登利に紹介しようとするが、姪のほうが早かった。

「谷崎さんですよね。いつも叔お父じがお世話になっています」

　名前を呼ばれた谷崎がとまどう視線をよこしたので、松木は姪に問う。

「美登利、どうして谷崎さんを知っているんだ？　会ったことがあるのか？」

「初対面よ、叔父さん。でも知っているの。階級は警部補ですよね」

「そうだが……これはいったい……？」

「中でお話しさせていただきます」

　上司に失礼はやめてくれ。松木は両手いっぱいの不安を抱かかえながら、谷崎と共に美登利の後に続く。しかしどういうことだ。ふつうの女子高生に係長を知る機会などあるはずがない。

　広いリビングの中央に立つ国枝麗美のとなりに、新藤陽太はいた。

「どうぞ。座ってください」

　国枝麗美にうながされるままソファに腰を下ろすと、すでにテーブルの上にはアイスコーヒーが置かれていた。結けつ露ろで濡ぬれておらず、たったいま置かれたばかりという感じだ。

　対面に座る三人の顔をゆっくりと見回した後、松木は口を開いた。

「三人は事件のときに構成員の逮たい捕ほに尽じん力りよくしてくれたね。その節はありがとう。それで、すでに事情聴ちよう取しゆをさせてもらったわけだけれど、話していなかったことがあるとか……？」

　こちらも忙いそがしいので単刀直入にいかせてもらう。腕うで時ど計けいは細目の男の取り調べが再開しているころを伝えていた。ただ、新藤陽太がここで洗いざらい自白してくれるなら、捜そう査さは大おお幅はばに前進を見せるだろう。運転中の車内ですでに係長と話し合っていたが、彼は新藤陽太をアポカリプスの元メンバーであり、かつ組織の裏切り者ではないかと推測していた。松木も同じような考えだが、姪がそこにどう関係しているのかと思うと、気が気でなかった。

　その美登利が口を開いた。

「これから話すことはあの事件に関かかわることで、冗じよう談だんでも、ふざけているわけでもありません。まずは、わたしたちがどうしてあの構成員を逮たい捕ほできたかについて──実は、事情聴ちよう取しゆでわたしたちがお話ししたことは真っ赤なウソです」

　いきなり猛もう吹雪ふぶきの中に放ほうり出された気分を松まつ木きは味わった。いまの口ぶりから察するに、姪めい自身も事情聴取でウソをついたということか。そして、まさか、犯行にも……？

「彼の予知能力があったおかげなんです」

　静まり返っていた部屋の空気が、妙みような色に染まった気がした。

「……予知能力？」と、となりに座る谷たに崎ざき係長が訊きく。

「はい。まずはそのときのことをお話しします」

　姪が当時の状じよう況きようを話し出す一方、となりに座る新しん藤どう陽よう太たと国くに枝えだ麗れい美みは口を閉ざしていた。

「……美み登ど利り、どういうつもりだ？」と松木は問い詰つめる。

　小さい頃ころからよくできた子で、大人に手を焼かせることなど一度としてなかった。その姪がいま、新藤陽太に予知能力があると主張している。いったいなんの冗じよう談だんだ。

「叔お父じさん、わたしを信じてくれないのね……」

　その声に視線を戻すと、美登利と目があった。いままで見たことのない悲しい瞳ひとみだった。

「谷崎さん」と姪は視線を移した。「わたしが谷崎さんのお名前を知っていたのも、彼の予知能力があったからこそなんです。わたしが叔父に電話をした後に彼が未来を予知すると、叔父とやってくる谷崎さんの姿が視みえたそうです」

　一時の間があった。

「訊きたいことがあるんだが……」と口を開いた谷崎。「その予知能力とやらを説明する理由はなんなのかね？」

「信じていただいた上でないとお話しできないことがあるからです。お手を拝借できますか？」

「……手？　わたしのかね」

「予知をするためには、皮ひ膚ふに触さわる必要があるんです」

　ほお、と言って係長が手を前に出すと、新藤陽太がそれに手を伸のばした。松木は呆ぼう然ぜんとそれを見守るしかなかった。いったいなにが起きようとしているのだろう。だが、そんなことよりもまずは姪が無実なのかどうかを知りたかった。

「視えました」

　手を離はなした彼はそう言った。バカバカしい、と松木は内心で怒る。子供の頃に見たオカルト番組の霊れい能力者みたいだ。大人をバカにするにもほどがある。

「では聞かせてもらおうか。どんな未来だね？」

　触ふれられた谷崎係長が訊たずねる。その根気のよさにはほとほと頭が下がる。

「これから電話がかかってきます」

「電話？」と係長。

「はい。『係長、男が半落ちです。名前は浜はま本もと正まさ和かず。年ねん齢れいは二十四。昔つるんでいた仲間に誘さそわれてリーダーの阿あ賀がに出会った、と言っています』という内容です」

　耳を疑った松まつ木きはとなりに目を移すと、谷たに崎ざきと視線がぶつかった。係長はその顔に動どう揺ようの色を濃こく表している。半落ち、というのはいわゆる警察用語で、犯行の一部を自供した状態を指す。そして彼はいま、係長、とも言った。役職まで知っているのはどういうわけか。

　なんのお遊びだ。新しん藤どう陽よう太たがそれ以上なにも言おうとしないので、いらだった松木はどんなトリックかと問い詰つめようとした。こっちはクソ忙いそがしいというのに。

　だが、となりに座る谷崎係長が携けい帯たいを取り出した。ブーブーとそれは震ふるえていた。




　予知能力を明かすことをなんとか美み登ど利りに承しよう諾だくさせ、こうして彼女の叔お父じを呼んでもらったわけだが、上司を連れてくる未来が視みえたときはさすがの陽太もうろたえた。だがここ最近、あまりにも警察に関かかわる事態が多かったことを思うと、目をつけられるのも当然かもしれない。

　携帯電話に耳を当てた谷崎と名乗る刑けい事じの顔は、すぐに色を変えた。

「うむ……そうか……ああ……」

　努めて冷静さを維い持じしようとしているが、その動揺は瞳ひとみや口ぶりから明らかだ。

「……確かく認にんするが、それはたったいま吐はいたんだな？　そうか……。いや、なんでもない」

　電話を切った谷崎は険しい顔で、差し出されたアイスコーヒーに手を伸のばす。

「あの、電話は？」

　松木が訊たずねるも、谷崎は髪かみを撫なでつけるように頭を押さえるだけだ。予知して視えたのがすぐにかかってくる電話でよかった、と陽太は安あん堵どしていた。数時間先の未来が視えた場合、予知の成否がとれるまで、自分は大人をからかう非行少年として扱あつかわれるところだったろうから。

「……新藤くんの言うことは当たっていたよ」と谷崎が口を開いた。「いや、ついさっきの彼の言葉そのままを、開口一番に言ってきたよ。一言一句そのままさ」

　あんぐりと口を開ける松木を尻しり目めに、谷崎は取り出したハンカチを額に何度か当てた。

「きみたちの言うことを信じよう。確かに、予知能力、なんだろうな……」

　陽太は左右に視線を移す。美登利も麗れい美みも喜んでいるようだったが、その表情には複雑な胸中を示すかげりも見えた。秘密を外部に漏もらしてしまったことを気にかけているようだ。

「実に驚おどろいたが、それが今回の事件とどう関係しているんだね？」

　ここからは美登利の出番だ。彼女は二人の刑事に予知能力についての説明を始めた。都会で起きた連続殺人事件、彼女の父の過去、シンクロエナジャイザー、今回の事件との関連性が匂におうベトナム戦争、そして阿賀も陽太と同じように予知能力者であるということ。

　当然だが、刑事たちにとって美登利の話す内容は驚きととまどいの連続だった。様子を見ればわかる。だが彼女の説明と説得の結果、谷崎はこちらの意図を把は握あくしてくれたようだった。

「つまり、次の事件を起こさせないためには、我々警察はきみの力を借りる必要がある、と。そういうわけかね？」

　谷たに崎ざきの目は美み登ど利りでなく、陽よう太たを向いていた。

「はい。警察の力があれば、捕つかまえることもできると思います」

「またあのような事件が起きるのか」荒あらい息を谷崎は吐はいた。

「……可能性は高いと思います」

　だが視みえる未来は選べない。ついさっき触ふれたときに視えたのは、部下と思われる人間から、事情聴ちよう取しゆの結果らしい報告を受けるヴィジョンのみだった。この力は陽太にとって手なずけられない暴れ馬なのだ。

　そのことを陽太が説明すると、触れてもらわなければ始まらないのなら、とにかく頼たのむよ、と谷崎は言った。そして右手が差し出される。それは握あく手しゆを求めていた。

「きみの力を借りたい」

　信じてくれたことが嬉うれしかった。怒おこって帰るかもしれないと心配していたのだ。だから、どうか視えますように。陽太はそう願い、自分の右手に集中する。警察と協力できるのなら、未来の事件が視えさえすればこちらの勝ちだ。そう思うと、鼓こ動どうが高鳴ってきた。

「失礼します……」

　そしてにぎり返した瞬しゆん間かん、谷崎の皮ひ膚ふから流れ込むのは──ジェットコースター、観覧車、人々、富ふ士じ山さん、そして巨きよ大だいな炎──頭が張り裂さけそうなほどの衝しよう撃げきをともない、未来のヴィジョンが陽太の脳のう裏りに次々と走った。

　谷崎の手を振ふりほどいた陽太は、ひざを抱かかえるようにつっぷす。全力疾しつ走そうを終えたばかりのように呼吸が乱れていた。予知をするのに痛みは伴ともなわないが、その光景は精神に多大な一撃を与えるにはじゅうぶんすぎた。地じ獄ごくをのぞいた気分だ。

「陽太！　だ、大丈夫？」

　背中を美登利と麗れい美みにさすられながら、陽太はヴィジョンをまぶたの裏に蘇よみがえらせる。まちがいない。次に事件が起こるのは市内にある遊園地、富ふ士じ山やまハイランドだ。

　同時に陽太は勝利を確信した。阿あ賀が、お前がいつどこで事件を起こすのかすべて把は握あくしたぞ。そして警察もいる。もうアポカリプスが逃げ果おおせることなどできやしないんだ。




　富士山ハイランドの第二駐ちゆう車しや場じようは、第一よりも手て狭ぜまで、園内からは見通しづらい。その片かた隅すみに駐とめられている三台の大型バスを目にした者は、遠方からのツアー客を乗せてきたものだと思うだろう。閉ざされたカーテンの向こうに、すし詰づめにされた機動隊がいることも知らずに。

　そのバスの陰かげにある、一台の白い覆ふく面めんパトカーの後部座席に、陽太はいた。

　ここは夏休みで、週末で、晴天の遊園地だ。絶ぜつ叫きようマシンが奏かなでる走行音と歓かん声せいは、車内にもしっかりと届き、そのたびにまぶたの裏に楽しそうに遊ぶ人たちが浮かぶのだった。

　しかし、これからここは襲しゆう撃げきを受ける。そういう未来になると決まっている。陽太は時限爆ばく弾だんを見守るような気持ちで、陽炎かげろうに揺ゆれるジェットコースターに焦しよう点てんを合わせた。とてつもない炎にいずれここは包まれるのだ。

　クロロの事件で意識不明となっていた四名も今日までにみな逝いってしまい、あの事件の死者数は四十九名に増えていた。その数が五十を越こさないようにするためには、遊園地を閉へい鎖さするのが確実だが、それはいつか必ず爆ばく発はつする爆弾の導火線を伸のばすだけの行こう為いでしかない。

「大丈夫」

　その声に視線を前に移すと、ルームミラーから谷たに崎ざきの目がのぞいていた。

「園内にはたくさんの私服警察官がいるし、監かん視しカメラも増やしてある。不ふ審しんな動きがあればすぐに対応できるようになっている。消防車は目立つから置けなかったが、遠くないところに隠かくれてもらっている。つまり、被ひ害がいは最小限に食い止めることができるということさ」

　はい、と陽よう太たは鏡に映る角度で曖あい昧まいにうなずく。

「きみがクロロで目もく撃げきした本ほん郷ごうという男は、何度かうちでも検挙したことがある。暴行だの恐きよう喝かつだのと、なんとも凶きよう悪あくな犯歴だな。だがしかし、警察に太た刀ち打うちできるほどかね？」

「無理だと思います、あんなやつには」と陽太は首を振ふる。

「そうさ。安心したまえ」

　確かにふっと心が軽くなった。所しよ詮せんは本郷のようなチンピラがいるぐらいの組織。やつらがなにか起こす前に、警察は彼らを押さえることができるのではないか。

「またちょっと出てくるよ」

　車を降りた谷崎がバスへ戻ると、陽太はひとりぼっちになった。彼はさきほどから行ったり来たりを繰くり返している。直接訊たずねてはいないが、その様子を見ていると、どうやら捜そう査さのかなり重要なポストに就つく人物らしいとわかった。そんな人間が事件前にどうして大量の汗をかかなければいけないかというと、足手まといの民間人がここにいるせいだ。

　だが当事者として来ないわけにはいかなかった。同行を申し出たとき、予知してくれただけでじゅうぶんだ、と彼らに突つっぱねられたが、予知したからこそ、自分はもう無関係ではない。

　バッグの中をのぞき、陽太は乱数発生器がそこにあるかを確かく認にんする。一いつ緒しよに行くと言い張る美み登ど利りたちをどうにかなだめることはできたが、せめてこれを持っていって、と渡わたされたのだ。

　阿あ賀が征せい太た郎ろう。もうひとりの予知能力者。

　やつは予知能力を効果的に使い、警察に捕つかまらない未来を見つけ出している。完全犯罪を作り出している。しかし、と陽太はゆっくり呼吸を入れ替える。今日、自分はその上をいった。やつらが起こす事件を予知し、回り込んだ。クロロのように乱射するか、それとも爆弾でも使うかはわからないが、ここには警察がいる。不良どもがプロフェッショナルに敵かなうわけがない。

　アポカリプスがなにかしようとしたとき──そのときがやつらの壊かい滅めつの瞬しゆん間かんだ。




　車に戻ってきた谷崎は、ここは涼すずしいな、と手にする書類をうちわ代わりにした。送風口の前に置いていたペットボトルの麦茶に手を伸のばす。なくなりかけだったそれは、ついに空っぽになってしまう。陽よう太たはその様子を背後から黙だまって見ていた。

「遅いな」

「……そうですね」と陽太は応こたえる。

「もう一度頼たのむよ」

　差し出された谷たに崎ざき警部補の手に触ふれて未来を視みる──そこには燃え盛る富ふ士じ山やまハイランドが広がっていた。いたるところから黒こく煙えんをあげ、青空を覆おおい尽つくす勢いだ。ごうごうと音を立て、銃じゆう声せいや爆ばく発はつ音も響ひびいている──灼しやく熱ねつ地じ獄ごくだ。

　やはり起きます、と陽太は伝えて腕うで時ど計けいを確かく認にんする。時刻はすでに午後三時。朝から出張っていたため、すでに七時間ほどこうしていることになる。腰こしが痛かった。

　しかし、あとほんの数時間で夕暮れということを考えると、いますぐにでもそれは起きるだろう。なぜなら、ヴィジョンで視た惨さん事じは白昼に起きていたからだ。予知の最長が十日先までというルールと、麗れい美みの家で谷崎さんを予知したのが五日前ということを鑑かんがみれば、来週末ということもあるまい。もちろん予知はその一度だけではなく、いまも視直した。視えたヴィジョンの条件にぴたりとあう時間は、もういくらも残されていないのである。

　それに予知能力について、独自にわかったこともある。ヴィジョンが鮮せん明めいなほど、その未来は近い未来であるらしいということだ。これは視えるものにしかわからない感覚だろうが、いま谷崎警部補から視えたヴィジョンは鮮明を通り越こして、濃こかった。

「確認だが……」と谷崎が振ふり向かずに言った。「ここでまちがいないんだね？」

　どきりとしたが、陽太はそれをおくびにも出さずに言う。

「はい、ここで事件が起きる未来が視えました」

　天気予報によると、明日の天気は大雨。そして富ふ士じ見み田だ市しで生まれ育った自分が、富士山ハイランドを見間違えるはずもない。ヴィジョンにはなによりのシンボルである富ふ士じ山さんも背景に映り込んでいたのだから、いまからここでまちがいなく事件が起きる。そういう未来を迎むかえるレールの上にあるのだ。ジェットコースターのように。

　しかし、その考えとは裏腹に、さらに一時間が経過した。

　おかしい。腕時計とにらめっこする陽太の心臓は高鳴っていた。いったいどういうことだ。事件が起きるはずなのに、いまだにその気配すらない。

　そして同時に気になることもある。今日、自分の予知のためにどれほどの労力が払われているだろう。警官の人数、監かん視しカメラの数、機動隊を隠かくすバスは民間から借り上げたものだろうが、その料金はいくらだ。想像も及およばないが、予知を外すことだけはしてはならない。

　いや、ちがう。必ず起きるのだ。ヴィジョンは絶対である。夕暮れ間近であることを考えると、数秒後に起きてもおかしくない。

　不意にバスの陰かげから美み登ど利りの叔お父じ、松まつ木きが現れた。谷崎が、ちょっと出てくるね、と言って車外に出る。陽よう太たはさりげなくその様子を眺ながめていた。暑い中、二人は真しん剣けんな面おも持もちでなにやら話し合っている。まさか自分の予知を疑っているのだろうか、という不安が頭をかすめた。

　なにか見落としがある？　あるとすれば、いったいそれはなんだ。予知能力者である自分が未来を予知したのだから、それは絶対に起こる未来のはずだ。ただし起こらない未来もあった。落下するはずの弁当箱は落ちず、バスから降りるはずのない美み登ど利りは降り、ストーカーに襲おそわれるはずの乃の那なは襲われず、不良に恐きよう喝かつされるはずだったガクは財さい布ふを守った。それらは自分の意志で未来を改変した結果である。

　しかし、いまは自分以外にも未来を改変できる人間がいる。

　そのとき、陽太の身体からだがぶるりと震ふるえた。やはりどこかに大きな見落としがある。自分はなにか大変な過あやまちを犯おかしている。その予感はたちまち確信に変わろうとしていた。

　不意にビープ音が鳴る。

　バッグの中にある乱数発生器を拾い上げ、陽太はその液えき晶しようを凝ぎよう視しした。

　──０００１００１００１０１００００１００００００００１００００００──

　乱数に偏かたよりが出ている。これが鳴るのは未来が変わったとき、と美登利が言っていたのを思い出した。しかし、自分はなにもしていないぞ。

　ということは、阿あ賀がが未来を改変したのだ。やつが因果に手を加えたということだろう。だがいったいどういう風に？

　その瞬しゆん間かん、爆ばく発はつした。遊園地ではなく、陽太の頭の中で、ある考えが弾はじけ飛ぶように生まれた。予知能力者が二人、この世界に存在することの危険性。その事実にようやく気づいたのだ。心臓が止まりかけた。

　慌あわてて車を飛び出す。驚おどろいて振ふり向く二人の刑けい事じに駆かけ寄り、有う無むを言わさず谷たに崎ざきの腕うでへ手を伸のばす。自分は大きな勘かん違ちがいをしていた。

　皮ひ膚ふに触ふれた途と端たん、ヴィジョンは視みえ、

「──あああぁっ!!」

　絶ぜつ叫きようした。

　すぐさま谷崎の襟えり首くびを両手でつかみ、陽太は訴うつたえる。現場はここではない、富ふ士じ山やまハイランドではなにも起きない、と。考えてみれば、そんな未来は決してありえないのだ。

　しかし、それにいまだ気づかない谷崎は、しばし言葉を失っていた。

「……なんだって？　きみがここで起きる事件を予知したんじゃないか」

　ぐっと言葉に詰つまる。その通りだ。ここで事件が起きる未来だった。だが、もうちがう。

「事件は市役所で起きます！　急いでください！　お願いです！」

　とまどう谷崎警部補を乱暴に急せかし、車を市役所に向けて走らせてもらう。説明しているひまなどない。

　運転中、谷崎は無線機を使っていくつかの指示を入れる。何台かは自分たちと同じように市役所に向かえ、何台かは富ふ士じ山やまハイランドに待機するように、という内容だった。

　一方、後部座席で頭を抱かかえていた陽よう太たは、あまりにも愚おろかだったこれまでの自分の行動を振ふり返っていた。予知を巧たくみに使って阿あ賀がが作り出した計画を、自分は予知した。すなわち、予知を予知で上回った。阿賀に勝った。そういうつもりになっていた。

　しかし、ちがう。

　あまりにも簡単なことだ。アポカリプスの起こす事件を予知した自分は警察を現場に潜せん伏ぷくさせた。しかし、その未来を、阿賀はさらに予知していたのだ──そして襲しゆう撃げき対象を変へん更こうした。つまり、まんまとテロリストに警察の存在を教えてしまったのである。教えたのは他の誰だれでもない。自分だ。そんなことにも気づけず、これまでなにをしていた。朝からぼけっと車の中で待っていただけだ。来るはずのないテロリストを。

　阿賀にはこっちの動きなんてとっくにバレていたんだ！

　富士山ハイランドと市役所はそれほど離はなれていない。キッとタイヤを鳴らして車が止まったが、陽太は顔をあげることができなかった。自分の視みた未来が現実になっているのを見たくないのだ。

「なんということだ……」

　しかし、谷たに崎ざきの言葉を耳にし、恐る恐る視線を上へと移動させていく。

　そこには予知で視た通り、燃えさかる市役所があった。
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　アジトとして使うその部屋はさほど広くない。温泉もないし、夜景も見えない。古びたソファが置いてあるだけ。こないだのホテルは最高だったな、と本ほん郷ごうは思い出す。まあ、しかし、大好きなテレビがここにもあるのでよしとしよう。

　ニュースはまたも自分たちの偉い業ぎようを、懇こん切せつ丁てい寧ねいに繰くり返していた。本日、午後四時ごろ、富ふ士じ見み田だ市しの下富士見六丁目にある富士見田市役所が、何者かの襲しゆう撃げきを受けました。富士見田市では先日、アポカリプスを名乗るグループによるショッピングモール銃じゆう撃げき事件が起きており、警察は二つの事件の関連を調べると共に──といった具合だ。

　なんとも困ったね。世界がおれに注目しているじゃないか。本郷はチャンネルをザッピングしながら缶かんビールを呷あおった。冷たい液体がのどに心ここ地ちいい。だが、そんなんでビビるんじゃねえ。これからおれたちがこの町で起こすことは、そんなもんじゃないんだぜ。

　以前からお気に入りの女性タレントのコマーシャルがちょうど流れたとき、テーブルに置きっ放しにしていた携けい帯たいが鳴った。メンバーからだ。本郷はそのタレントの腰こしから太ももまでのラインに目を這はわせつつ、耳はしっかり電話にかたむける。そうか、わかった、よくやった。そして電話を切る。

「警察と一いつ緒しよにいる高校生くらいのガキの写真を撮とったそうです」

　そう言うと、背後で反応する気配があった。

「高校生」

　阿あ賀がの声を聞いて振ふり向く。彼は窓の向こうの闇やみに目を向けていたが、ガラスの反射で表情は本郷からも見えた。

「阿賀さんが探していたのはそいつですかね？」と探さぐりを入れる。

「さて、どうだろうね」と阿賀は言った。

　富ふ士じ山やまハイランド襲撃の前、彼から「警察関係者に見えない者が警察と一緒に行動している可能性がある」と言われ、その人物の有う無むを確かく認にんするように指示されていたのだ。本郷はひどく気になっていた。というのも、彼の口から「可能性がある」などというはっきりしない言葉を聞くのは初めてだったからだ。これまで彼の言葉はいつだって〝断定〟だった。

　そしてそれは必ず当たってきたのだ。彼が語る未来は絶対。だからこそ本郷は気になる。

「訊きいていいですかね」

「なんだい？」

「なんで急にプランＢに変へん更こうを？　ぶっちゃけ、市役所なんてつまらないですわ。なにせ、おれはね──」本郷は缶ビールにまた口をつけてから続ける。「──おれは、遊園地で遊んでいるやつらが、一いつ瞬しゆんで泣き叫さけぶ姿に変わるのが見たかったんですよ。もう何日も前から楽しみでしょうがなかったんですよ」

　不満をぶつけた後に、言いすぎたかもしれない、と思ってひやりとした。怒おこったところを見たことはないが、彼がとてつもなく強いことはこの身体からだが覚えている。ある日、涼すずしい顔をした優やさ男おとこが自分たちの目の前に現れ、仲間にならないかと言ってきた。あきらかになめた態度で。ちょっと小こ突づくつもりだったが、気づいたとき、本ほん郷ごうは地面に大の字になっていた。あの衝しよう撃げきは忘れられない。こいつはヤバい、という背筋が冷たくなる感覚だ。

　だが振ふり向いた阿あ賀がの顔に感情めいたものはなかった。

「警察があれだけ張っていては、さすがのきみたちも無事では済まないと思ったんだよ」

「……そうっすか」

　どうやら怒おこってはいないらしい。冷や汗をぬぐいたい気持ちを隠かくし、本郷は軽口を叩たたく。

「まあいいんですがね。だけど、『あれだけ』って言われても、おれたちにはどれだけの警察が隠れていたのか想像もつきませんわ」

　それを聞いた阿賀は静かに笑うのだった。
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　早くまぶたを開きたかった。そうすればこの夢から解放されるのだから。

　目の前にそびえるのは、大地から空へと突つき出る巨きよ大だいなシルエット。黒々としていて様相ははっきりとしないが、その形は日常的に目にしているから見間違えない──富ふ士じ山さんだ。そして、その上に広がるぶ厚い雲が赤く染まっていた。

　陽よう太たの目は富士山と真っ赤な雲に釘くぎづけだが、耳は風のうなり声を聞いていた。

　嵐あらしだ。自分はとてつもない嵐の中に立っているらしい。いまにも身体からだが吹っ飛ばされそうで、両足に力をこめて踏ふん張る。だが大おお粒つぶの雨が頰ほおや瞳ひとみを打つのは、どうすることもできなかった。

　ああ、きっと世界が終わるんだ。そう察したときに思い出す。美み登ど利りはどこへ行っただろう。麗れい美みは、家族は、みんなは無事なのか。

　胸に悲しみが押し寄せてきた。きっと、すべてがまるっきり無事というわけにもいかない。だってこんなひどい状じよう況きようなのだから。




　その日、起きたときからいたたまれない気持ちだった陽太は、重い足取りで麗美の家へと向かった。片道十五分の道中、何度逃げ帰りたいと思ったことか。今日はヒデたちも来ており、彼らは美登利の語る言葉から、市役所が全ぜん焼しようした二日前の出来事の顚てん末まつを想像していた。

　窓辺で外を眺ながめながら、陽太は己おのれの大失態を思い出す。市役所で死者が出なかったことは唯ゆい一いつの救いだが、休日出勤をしていた職員が何名かおり、中には重傷を負った者もいる。

　突とつ然ぜん、花の形を模したガラス製の皿が目の前に差し出される。その上で、真っ青なゼリーがあっちへこっちへぷるぷると揺ゆれていた。

「ゼリー作ったんだ」と麗美が言った。「ソーダ味。おいしいよ」

「誰だれも助けられなかったよ。麗美が言ったように、人を助けるために使うつもりだったのに」

「……最小限に食い止めたでしょ。陽太のせいじゃないって」

　麗美は皿を引っ込める代わりに、励はげますような笑顔を見せてくれた。死者の数が四十九のままで済んだことを言っているのだろう。だが死人が出なければいいというわけではない。

「いや、おれのせいだ。どう考えても、あきらかに、おれひとりの責任なんだよ」

「そんな」

「家族が引っ越こしてくるんだよな、この家に」と陽太は言った。「……少し待ってもらったほうがいい。少なくともアポカリプスがいる間は」

　なんとも弱気な発言だと自分をバカにしたくなった。

「大丈夫。わたしの親は予定通り来るよ」と麗美は微笑ほほえむ。「赤ちゃんもね」

「……なんで？　この町は危険だ。ニュースでも見ているだろ」

　日本一どころか、もはや世界でもなかなか類を見ない危険地域に富ふ士じ見み田だ市しはなっている。どんな無む秩ちつ序じよなスラム街も敵かなわないだろう。

　その事実を知らないわけではないのに、麗美は首を横に振ふり、肩かたをすくめた。

「でもこの町には陽よう太たがいるじゃない。きみは富ふ士じ山やまハイランドが襲おそわれる未来を変えることができたんだよ。それはアポカリプスに計画を変へん更こうさせたということでしょ。やるじゃん」

　こぶしでどんと胸を突つかれた。

　しばらくして現れた二人の刑けい事じは、高校生が三人増えていることにとまどったようだ。彼らも関係者です、と美み登ど利りが懇こん切せつ丁てい寧ねいに説明すると、なんとか納なつ得とくしてくれた。

　今日の会合は谷たに崎ざきが提案したことだ。今度こそはと陽太は思い、警察に予知能力を明かした上でアポカリプス逮たい捕ほに臨のぞんだ。だが、それもあっけなく失敗に終わった。市役所は銃じゆう弾だんの雨を受け、火か炎えん瓶びんを投げ込まれ、逃とう走そうする犯人たちの背後で燃え上がったのだ。聞き込みによると、すべてはおよそ五分の間で起こったという。あざ笑うかのようだ。

「どうして新しん藤どう陽太くんの予知が外れたかについてを、今日は聞かせてもらいたい」

　谷崎警部補から針のむしろの開始が告げられた。新藤陽太が富士山ハイランドで大事件が起きるというから大量の人員を投入したというのに、襲しゆう撃げきされたのは市役所だったではないか。話がちがうぞ。要約すれば、彼らの訊ききたいことはそういうことなのだ。

「それは……新藤くんが警察に事件が起きることを伝えてしまったことにあります」

　そう話す美登利に、続けてくれ、と谷崎はうながす。

「もっと言えば、富士山ハイランドがアポカリプスに襲撃されることを知った警察が、事前に周辺を固めてしまったことが原因なんです。新藤くんだけのせいじゃありません。わたしもまったく気づけていませんでした」

「いや、待ってほしい」両手を開いた谷崎は首を横に振ふった。「勘かん違ちがいしないでほしいんだが、我々はきみたちを責めるつもりはまったくない。一いつ般ぱん人じんに協力してもらうとは、つまりそういうことでもあるからね。そして予知能力を疑っているわけでもない。事実、駆かけつけた市役所は、新藤くんが事前に言った通り、襲撃を受けていたわけだしね。ただ、純じゆん粋すいな気持ちで知りたいんだ。そして、できる限り、わかりやすく教えてくれると助かる」

　本心かどうかはわからないが、谷崎の口調はやわらかい。それを聞いて美登利はうなずく。

「まず、谷崎さんを予知した陽太は、アポカリプスの襲撃を受ける富士山ハイランドの姿を視みました。未来の光景です」

「予知したということだね」

「その未来の出来事を新藤くんから教えられた谷崎さんは、警察を富士山ハイランドに配備させました。それでまちがいありませんか？」

「その通りだ」

「それがいけなかったんです」

　美登利が断言すると、谷崎は目をぱちくりさせた。

「視点を変えてみてください。阿あ賀がからすれば、予知能力を使って完全犯罪を遂すい行こうできる未来だったんです──彼が谷崎さんを予知するまでは」

　短い沈ちん黙もくを経へて、谷たに崎ざきと松まつ木きがなにかに気づいた。そして美み登ど利りは続ける。

「けれど、新しん藤どうくんが未来の内容を谷崎さんに教えてしまったことで、谷崎さんは警察を動かしてしまった。阿あ賀がからしたら、警察が現れないはずの未来が、いつの間にか警察に捕つかまる未来に変わってしまったということです」

　だから計画を変へん更こうし、市役所に火を放ったんです、という美登利の言葉を聞きながら、陽よう太たは自分の行いを悔くやむ。結果的に自分は、阿賀にメッセージを送ってしまっていたのだ。富ふ士じ山やまハイランドを襲しゆう撃げきすれば警察がすぐさま現れ、お前たちを逮たい捕ほするぞ──と。

　谷崎はひとしきり考え込んだ後、顔をあげた。

「その理り屈くつでいうと……阿賀が襲撃対象を市役所に変えたのなら、新藤くんはその未来も事前に予知できたはずではないかね？　ぎりぎりではなく、もっと以前から」

「……阿賀の腹立たしいところはそこです」と、美登利は下くちびるを嚙かむ。「あの男は富士山ハイランド襲撃計画を、ぎりぎりのところで変更しました。手て際ぎわのよさを考えると、もしかしたら最初からプランＢとしてあったのかもしれませんね。とにかく、警察が現れる未来を知ったからといって、阿賀はすぐには計画変更を手下に命令しなかったんです。予知能力者がなにもせず黙だまっている限り、未来は変わりませんから。むしろ……」

　注目が集まる中、美登利は申し訳なさそうな顔で続ける。

「むしろ……警察の目が富士山ハイランドに向いていることを逆手に……とったかと……。ぎりぎりまでアポカリプスのメンバーに遊園地を襲撃させるように動かし、土ど壇たん場ばでやっぱり市役所を襲おそえ、と指示を出したのだと思います。その時点でようやく未来が変わった」

　ちょっと待て、と美登利の叔お父じである松木が口を開いた。

「美登利、つまりなにか？　警察は手玉にとられていた、と？　騙だまされたということか？」

　目を伏せるだけで、美登利は声を発しなかったが、返事としてはじゅうぶんだ。すべてをようやく理解した谷崎は、なおも困こん惑わくの表情を浮かべる。

「しかし、犯行が起こるのを知っていながらなにもしないわけにはいかない。過去の話を言っても仕方ないが、警察が富士山ハイランドで待機していなければどうなっていたね？」

「……おそらくそのまま富士山ハイランドで事件は起きたはずです」と美登利は言う。「新藤くんが予知した通りに」

「それでは人が死ぬではないか」と谷崎は困惑する。「かといって我々が待機していれば、アポカリプスは別の場所へ先回りして事件を起こす──今回がまさにそれか。だが、これではいたちごっこだ」

　まさしくその通りだろう。いたちごっこだ。

　警察が待機していなければ、事件は予知通りに起こる──そしてアポカリプスは逃げ果おおせる。

　警察が待機していれば、別の事件が別の場所で起こる──やはりアポカリプスは逃げ果せる。

　つまり、警察とアポカリプスの間にある距きよ離りは、未来永えい劫ごう、縮まることはないのだ。

「クロロで犯人をひとり逮たい捕ほできたのは……‥？」

　わらにもすがりたいといった谷たに崎ざきの表情に、美み登ど利りは答える。

「あれは新しん藤どうくんが中心となって動いたからです。以前も話しましたが、予知能力者である彼の行動は、阿あ賀がにも予知できません。阿賀にとって彼は脅きよう威いになりえます。ただし、予知できないのはあくまで彼だけですが……」

　新藤陽よう太たから予知の内容を受けて警察が動けば、阿賀に予知される。だが新藤陽太ひとりではテロリストに太た刀ち打うちなどできるはずもない。

　二人の刑けい事じはそこまで理解し、麗れい美みの家を後にしていった。陽太に引き続き協力してもらうことを確約したものの、アポカリプスに対応するための具体策はついに出ないままで。




　アポカリプスが別の場所へ先回りして事件を起こす、と谷崎警部補は言っていたが、どちらかといえば後回り──いや、これは後出しジャンケンに近い。これはどれだけ遅く自分の計画を実現させるか、という戦いなのだろう。

　──戦い。

　そう、これは戦いだ。予知能力者同士の、どちらが望みの未来を実現させるかという戦争なのだ。もはや恐きよう怖ふしている場合ではない。

　刑事がいる間、ほとんど口を開かなかった乃の那なが言う。

「……つまり、どういうことだったの？」

「ぼくもよくわかりませんでした」とガクがおずおずと続く。「陽太先せん輩ぱいの予知能力が当たらなくなったってことですか？」

　麗美からゼリーを受け取った美登利が言う。

「学まなぶくんの言うことはある意味では正解ね。予知能力者が二人いると、予知の精度が極きよく端たんに落ちるということだから。いい？　未来が視みえるということは、その未来を変えられるということ。それは前にも話した通りよ。

　阿賀が予知能力を使って作り上げた完かん璧ぺきな犯罪計画。これが実行される未来を仮に『アルファ未来』とする。一方、その未来を予知した陽太は、警察に犯行を阻そ止しさせるという未来を作る。これが『ベータ未来』よ」

「アルファとベータ？」と乃那が小首をかしげる。「陽太が実現したかったのはベータなのね」

「けれども、その『ベータ未来』すら阿賀に予知されてしまい、やつは『ガンマ未来』を腹案として用意したの。そして『アルファ未来』実行直前に、隠かくしていた『ガンマ未来』に変へん更こうするよう構成員に指示した。そこで未来が確定した」

　そして市役所が襲おそわれるという『ガンマ未来』を自分が予知したとき、すでに阻止するには手遅れだったわけだ。陽太はそれを黙だまって聞いていた。

「なんとなくわかったかも……」と乃の那なが言った。「阿あ賀がとかいう人は、陽よう太たを騙だましたのね」

「そういうこと」と美み登ど利りはうなずく。「阿賀は陽太に偽いつわりの未来を視みせたのよ」

　偽りの未来とはうまいことを言う。それは予知能力者だけをターゲットにした罠わなだ。そして自分は無様にもそれを信じてしまった。真の企たくらみにも気づけずに。

「結局、陽太が予知していたことはとっくの昔に気づかれていて、でも阿賀は気づいていない振ふりをしていたってことね。こんなやり方があるなんて、わたしも考えつかなかった……」

　そこでヒデが口をはさむ。

「問題点はなんでしょう？　今後の動きのためにもそれをはっきりさせないと……」

「それはもちろん、警察が事前に動けば予知されてしまうことね。はっきり言ってしまえば、警察がどれだけ秘ひ密みつ裏りに動こうが、こっそり潜せん伏ぷくしようが、阿賀には通用しないのよ。予知能力者は常にその先を視ているから。

　その先とはつまり結果よ。警察の潜伏という過程を飛び越こえて、警察出動という結果を視ているの。警察が意志を持って動こうとすれば未来が変わっちゃうからね」

　かといって警察がいなければアポカリプスは逮たい捕ほできない。富ふ士じ山やまハイランドで襲しゆう撃げきから市民を救うなど、自分ひとりでできるわけがない。陽太は頭を抱かかえたくなった。

　議論は堂々巡めぐりの様相を呈ていしつつあった。それに気づいたらしく、麗れい美みは明るい声を出す。

「まあまあ。ゼリーでも食べて」

　一同はスプーンをにぎり、休きゆう憩けいを選んだ。

　安っぽいソーダ味は懐なつかしい感覚を陽太に与えてくれる。文ぶん房ぼう具ぐ屋と駄だ菓が子し屋が一いつ緒しよになった店があり、そこで買った菓子にこれと似たような味のものがあった。店の前にあるベンチに友達と座り、富ふ士じ山さんを眺ながめながらそれを食べるのだ。ちょうどいまくらいの季節のことだった。

　ふと陽太は悪夢のことを思い出し、みんなに話してみることにした。

「そういえば最近、似たような夢ばかり見るんだ」

　猛もう烈れつな嵐あらしと真っ赤な空、そして富士山だ。不気味な夢である。ちょっとした雑談のきっかけになればいいというつもりだったが、意外にもそれに反応したのはガクだった。

　彼はバッグからタブレットＰＣを取り出し、画面にずらりと並ぶグラフを映し、それを全員に見えるようにかたむけた。

「あの、見てください。ここ一年あまりの富ふ士じ見み田だ市しの降水量です」

「……降水量って雨の量ってこと？　それがどうしたの？」と麗美が首をかしげる。

「いえ、雨だけでなく、雪なども含ふくめたものです。このグラフ、去年の六月から今年の六月までを映してますけど、変だと思いませんか？　平年であれば九月の降水量がもっとも大きくなる、きれいなアーチを描くはずなんですけど……」

　見てみると、確かに今年の五月がもっとも降水量が多いことを示していた。そしてアーチどころではない。各月の棒グラフは、背比べをするように凸でこ凹ぼこしている。

「関東地方でこういった降水量の変へん遷せんは、本来、ありえないんです」

「それで？」と乃の那な。

「それで、竜たつ巻まきや先日の突とつ風ぷうなども含ふくめて考えると、より富ふ士じ見み田だ市しの気象はおかしいなって思って……。もちろん周辺の自治体にも異常は見られるんですけど、主に富士見田市を中心としておかしくなっているように思えて……」

　そして、おどおどとしながらも、ガクははっきりと言った。

「陽よう太た先せん輩ぱいの言った嵐あらしっていうのは、ひょっとしたら未来の天気のことじゃないですか……？」

　ざわりと部屋に動どう揺ようが走った。

「なにか根こん拠きよがあるの？」と美み登ど利りが訊たずねる。

「あ、いえ、根拠というのは特に……。ただ、記録に残っている限りのデータを過去に遡さかのぼって調べてみたんですけど、今年のようなデタラメな数値を見せている年というのは、ひとつもありませんでした。ぼくが言いたいのは……異常気象という言葉だけじゃ、この一年の富士見田市の天気は語れないということでして……」

「つまり」と麗れい美みが引き継つぐ。「気象オタクからすると、とにかくありえない天気ってこと？」

「あ、はい、そういうことです」

　根拠がないと聞いて陽太は安心した。自分の見た夢が未来の出来事であったなら、それはいわゆる予知夢ということになる。そして、もしあの嵐が町にやってきたら、と考えると恐おそろしい。いまいる麗美の立派な家は無事かもしれないが、自分の家はわからないなと思った。

　しかし、ヒデが「わかったかもしれない」と震ふるえる声で言った。

「なにが？」と美登利が訊ねる。

「……ベトナムの再現についてです」

　彼がそう言うと、その場にいた全員に緊きん張ちようが走った。ヒデはガクからタブレットを借りると、すぐさま五本の指を使って画面をタップする。なにかを検けん索さくしているようだ。

「アポカリプスがやろうとしているのは、これじゃありませんか？　ベトナム戦争で行われた作戦のひとつです」

　全員が顔をタブレットに向けて突つき出す。ブラウザには「ポパイ作戦」とあった。

「……ポ、ポパイ作戦？」

　すっとんきょうな乃那の声は、その場にいた他の人間の気持ちを代弁していた。ずいぶんまぬけな名前に思える。だがヒデは笑いもせずに言った。

「見くびるなよ。これはエコサイドのひとつだ」

「……エコサイド？」

「自然を意味するエコロジーと、大量虐ぎやく殺さつのジェノサイド──二つを組み合わせた造語で、日本語に訳すならば、『自然環かん境きよう大量破は壊かい』だな。米軍はベトナム戦争でベトコンを一いつ掃そうするため、自然を破壊し尽つくしたんだ。このポパイ作戦もそのひとつなんだが、気象改変技術を動員しているところが他の作戦よりも極きわめて珍めずらしい」

「気象？　学まなぶくんが言った気象のこと？」と美み登ど利りが訊たずねる。

「そうです。ポパイ作戦の内容を一言で表すならば、人工的に雨を降らせることです」

「……雨を降らせる？　人の手で？」

「実際に米軍はやりました。飛行機でラオス上空の積雲にヨウ化銀やヨウ化鉛えんなどの人工降こう雨う剤ざいをまき、補給連れん絡らく路であったホーチミン・ルートをぬかるみ化させることに成功したんです。そして、この自然環境に手を加える『ポパイ作戦』と、以前から疑問だった『災さい厄やく』という自然発生的な言葉は、どこかリンクしているように思えませんか？」

「……確かにそうかもしれないけど」美登利の声には疑いの色があった。「でも飛行機を飛ばすなんて無理って前に言わなかった？　いくら予知能力があったって……」

　その会話は陽よう太たも覚えているが、ヒデは首を横に振ふった。

「もしアポカリプスが『ＨＡＡＲＰ』を作っていたとしたら、飛ぶ必要なんてないんです」

　聞きなれない言葉に、全員が彼の話の続きを待つ。

「アラスカの南東部にある、ＨＡＡＲＰ相そう互ご作用電でん離り層研究観測所のことです。高出力・高周波フェーズドアレイ無線送信装置──通つう称しようＩＲＩと呼ばれる装置を核かくとしているのですが、このＩＲＩというのはひとつの機械の名称ではなく、最上部にダイポールアンテナを取り付けた巨きよ大だいな塔とうをずらりと並べた施し設せつ全体のことを言うのです。つまりそのアンテナ群全体がひとつのアンテナとして動くように設計されているわけなんですよ。そして大事なのは、このＩＲＩは高周波エネルギーをオゾン層よりも上に広がる、電離層と呼ばれる領域に照射させることが可能であり、なんとそれは太陽と同じエネルギーに相当するのです」

　となりに座る美登利もぽかんとしていた。学年一位の頭脳を有してもこの様子である。

「つまり、そのＨＡＡＲＰってのは、なにができるんだ？」と陽太は訊きいた。

「表向きには太陽フレアで引き起こされる問題を再現したり、電離層の状態を意図的に変えたりすることで、あらゆるプロセスを観測・研究するためにあるらしいのですが、この機能を応用して、人工的に気象を作り出しているのではないかと外部から幾いく度ども指し摘てきされている、疑ぎ惑わくの施設なのですよ」

「気象を作り出しているって……飛行機なしで、アンテナのみで天気を変えられるってこと？」

　意識を取り戻した美登利の問いに、はい、とヒデはうなずく。

「ミリオタのお前がなんでそんなことを知っているんだ？」と陽太。「今度はなにオタクだ？」

「ここがＨＡＡＲＰのきな臭くさいところで、この施設は民間のプロジェクトで運用されているのですが、プロジェクトを管理しているのは米軍なのです。ベトナム戦争が終わったころ、エコサイド同様に、ポパイ作戦は集中的な批判にさらされ、環かん境きよう改変兵器禁止条約で国際的に禁止されました。しかしながら、ベトナムで一定の効果をあげた気象改変のアイディアを、アメリカがみすみす捨てるでしょうか？　『気象兵器ＨＡＡＲＰ』として生まれ変わらせたという話もまことしやかにささやかれているのです」

　さらに、というヒデの声は低くなった。

「さらに、なに？」と乃の那なが訊たずねる。

「……さらに驚おどろくべきことがあるのですが、このＨＡＡＲＰが出す高周波エネルギーを地下層に照射することで、人工的に活火山を噴ふん火かさせることができると言われているのです」

　部屋はしんと静まり返った。

「活火山」という言葉が、長い沈ちん黙もくの呼び水となったのだ。受け入れたくないというように、誰だれもがヒデの話を疑っているようだった。火山と聞いてこの町の人間が真っ先に思い浮かべるものは決まっている。いつもそこに見えているのだから。

　しかし、この町の異常気象。そして「災さい厄やく」という阿あ賀がの言葉。それらを併あわせて考えると、ＨＡＡＲＰの存在と「富ふ士じ山さん噴火」という脅きよう威いは、無視していいものではないように思えた。

「そういえば、警察がクロロに駆かけつけるのが遅れたよね」と麗れい美みがつぶやく。「突とつ風ぷうの影えい響きようとかで……」

「それもいま考えると、ＨＡＡＲＰを使って意図的に作り出した気象だった可能性が……」

　バカな。殺さつ戮りくにうってつけの日すら、やつらが作り出していたということか。

「そんな自由に作れるものかな!?」衝しよう動どう的な声を乃那が発した。「……天気って、わかんないけど、人の意志で簡単に変えられるもの？　変えるだけならまだしも、警察署を狙ねらって風を吹かせるなんて、ものすごく緻ち密みつな計算が必要じゃない？　わたしたちが学校でやってる数学なんかじゃなくて、それこそスーパーコンピューターほどのものが」

　それもそうだな、とヒデは否定せず、ふたたびタブレットをいじり始めた。

「しかし、ＨＡＡＲＰを作り上げているとしたら、その装置に関する、ぼくたちが知り得ない情報をやつらが手にしている可能性もあります。そこには細部まで思い通りに気象を改変する機能や、避ひ雷らい針しんのように気象を誘ゆう導どうする仕し掛かけがあるのかもしれない。ちなみにこれがそのＨＡＡＲＰの実物です。見てください」

　タブレットに映るそれを見た陽よう太たは目をむいた。画面には荒こう野やに並ぶアンテナ群があったが、そのアンテナの形状に強い既き視し感かんがあるのだ。夢で見たものとそっくりではないか。暗い夜の森の中で、はじめ、自分はそれを鳥居と見間違えた。そういう夢だった。

「そのＨＡＡＲＰはどこにでも作れるの？」と美み登ど利り。

「広大な土地が必要です。ただ、この町だけに焦しよう点てんを当てるのであれば、アラスカにあるほど巨きよ大だいでなくてもいいはずです。本場のは遠く離はなれた外国の気象すら操あやつれると聞きますので、これは推測ですが、その半分程度でも作用するのではないでしょうか」

「心当たりがあるみたいね」

　そう言った美み登ど利りに向けて、ヒデは緊きん張ちようした面おも持もちで言った。

「そんな施し設せつを一いつ般ぱん市民の目に触ふれないように建てることができ、なおかつ富ふ士じ見み田だからそれほど離はなれていない場所といったら、ぼくにはひとつしか思い浮かびません──富士の樹海です」

　またの名を青あお木きヶ原はら樹海。となり町に広がる広大な森林の名を、ヒデはあげた。

　間違いない。確信めいたものが陽よう太たの頭の中で光った。一連の夢は予知夢だったのだ。変質した自分の脳が、誰だれに触れることもなく、無意識の領域で自おのずと予知をしたにちがいない。

　阿あ賀ががやろうとしていること──それは富ふ士じ山さんの噴ふん火かだ。

「すぐに警察に連絡を……」

　そう言いかけた乃の那なを、美登利が制す。

「谷たに崎ざきさんたちにこの事実を知らせたらどうなると思う？　また動き出すにちがいないわ。そんな彼らの動きは、阿賀には筒つつ抜ぬけどころか丸見えなんだから。きっとまた逃げられてしまう。それにまだ確定したわけじゃない。さすがに米軍所有の気象兵器が隠かくれているなんて信じてもらえるとも思えないしね。まずは、わたしたちだけで動くしかない」

「しかし、いったいどうすれば……？」

　困こん惑わくしたヒデはお手上げの姿勢だ。

「わたしにもまだわからない。打開策が見つからない限り、できることはなにもないわ。みんなも絶対に樹海へ行こうとしないでね。陽太以外の行動は阿賀にバレるから」

　しかしながら、自分たちはあまりにも無力なため、最終的には警察に動いてもらわなければならないだろう。警察とアポカリプスが相対すれば、圧あつ倒とう的な戦力の差がそこにはある。

　そのためには、予知されずに動いてもらう必要がある。しかし、そんなこと、果たして可能なのだろうか。

　そして陽太には気になることがまだあった。夢のイメージが徐じよ々じよにクリアになってきているのだ。最初のころは、起きたときに内容すら忘れていたというのに。

　それはつまり、富士山噴火が近いということでは？




　まぶたを閉じてひざまずく本ほん郷ごうの額から指を離はなし、阿賀征せい太た郎ろうはソファの背もたれに身をあずける。目の前にいる彼の姿は、さながら巡じゆん礼れい者しやのようだ。

　だがそれが預言を受けるときのルールである。他人の心を支配するためには、演出はなによりも重要。アポカリプスの場合、阿賀の前でひざまずいて額を露あらわにするのがそれだった。神聖な雰ふん囲い気きの中で預言を受ければ、誰であろうと阿賀を崇すう拝はいすることになる。そして阿賀の意志のままに動く、手足となるのだ。

「大丈夫」と阿あ賀がは言った。「警察に捕つかまる未来は視みえない。プラン通りに動けば、今夜のきみは無敵だ。なぜなら運命が味方しているから」

「はい」と本ほん郷ごうは目を開いた。

「いいかい？　今回のプランＡもプランＢも、必ずきみがやってほしい。しかし、まさか、この少年と知り合いとは思わなかったよ」

　阿賀はテーブルの上に視線を移す。そこには例の高校生についての調査書と顔写真がある。富ふ士じ見み田だ高こう校こう二年生、新しん藤どう陽よう太た。両親、弟の四人家族。機械科学部に所属。成績は学年最下位。学年一位の若わか月つき美み登ど利りと交際を始めたばかり──要約としてはそんなところだ。

「そういやそんなやつもいたなぁって程度ですがね。なんせ青あお臭くさいガキでしたから」

「新藤陽太、か」

　自分以外の予知能力者がいま、この町にいることは確かだ。予知した未来にいくらかの誤差が現れているのだからまちがいない。なにより、富ふ士じ山やまハイランドに待ち伏せていた警察の存在がある。状じよう況きようからして、その人物は警察に能力を打ち明けた上で協力関係を結んでいるのだろう。そしてふつうの高校生が警察の車両に乗っているとは思えない。だめ押しに、この彼は若月美登利と交流を持っているというのだから、もはや決定的だ。

「本郷くん、何度も言うが……」と阿賀。

「わかってますよ。顔を隠かくさずにやればいいんでしょう？　おれにはよくわかりませんが、それは意味のあることなんでしょ」

「大きな意味がある。新藤陽太という少年がわたしの考える人物であるなら、きみの行動によってある決意をさせることができるはずだ」

「はあ……。どんな決意ですか？」

「わたしは彼に、足手まといは誰だれか、と気づかせてあげたいんだ」

　本郷は嚙かみ切れない肉を飲み込んだような顔をした。

「……阿賀さんは新藤陽太と知り合いなんですかい？」

「会ったこともない。だけど彼はわたしの宿敵なんだ」




　町が寝ね静しずまる時間、陽太は自分の部屋で机に両りよう肘ひじをつけ、じっと考え込んでいた。正確には、考こう慮りよすべきことを忘れているという嫌いやな感覚の正体を突つき止めようと苦心していた。それは麗れい美みの家からの帰路も、風ふ呂ろのときも、夕食時もあった。のどにひっかかった小骨みたいだ。

　それがはっきりとしないため、陽太は過去の出来事をおさらいする。ショッピングモール・クロロでは、予知能力者である自分が先導するかたちで動いたことで、構成員をひとり逮たい捕ほすることができた。一方、遊園地では警察が主体となって動いてしまったため、阿賀にその動きを予知されてしまった──そして自分たちを翻ほん弄ろうし、アポカリプスは市役所を襲おそったわけだ。

　つまり現在は、襲しゆう撃げきされるはずだった富士山ハイランドが無事で、襲撃されないはずだった市役所が全ぜん焼しようした未来になっているということ。そしてこの未来は、阿あ賀がが真っ先に実現させようとしていた未来ではない──プランＢの未来だ。

　のどの小骨は胸むな騒さわぎに変わりつつあった。秘ひ密みつ裏りに計画していたはずの作戦を変えたわけだから、阿賀は他の予知能力者──つまり自分の存在に気づいているということではないか。

　そして阿賀ほどの犯罪者ならば、自分以外の予知能力者をどうするだろう。今回の件で完全に理解した。予知能力者にとってもっとも厄やつ介かいなのは他の予知能力者だ。その行動を予知することができない故ゆえ、自分の予知した未来を変えられてしまう可能性を常に秘ひめているのだから。

　背筋に寒気を覚え、腕うで時ど計けいに目を走らせた。帰宅してから外すことを忘れていたそれは、十時過ぎを知らせている。ちょうど部屋の前を通り過ぎようとしていた弟の足音を聞き取り、陽よう太たは呼びつけた。

「なぁに？」

　ドアを開いた小学五年生のまぶたは、すでに半分閉じていた。

「ちょっと来い」

「もう眠ねむいよぉ」

　遊びにつきあわされるとでも思っているようだが、陽太はＴシャツから伸のびたその細い右腕をつかみ、弟の未来を視みた。

　その直後、陽太は息を吞み、反射的にその手を離はなす。

「兄ちゃん？　どうかしたの？」

　そう言って目を丸くする弟の未来の凄すさまじさに、陽太は恐おそれおののいた。視えたのは──血にまみれた本ほん郷ごうの顔──笑みを浮かべながら、銃じゆう口こうをこちらに向け──引き金にかかった人差し指が引かれ──そういうヴィジョンだった。

　特定されている！　阿賀は本郷をこの家に送り込むつもりだ。自分たちを殺すために。

　いや、ちがう。予知できたということは、つまり、すでに動き出しているのだ。そして本郷の顔はあまりにもはっきりと映っていた。いまこの瞬しゆん間かんにでも、やつらはドアを蹴け破やぶってくるかもしれない。

　不安げな弟を部屋に送り、陽太はすぐさま階下に降りる。足がもつれて転がり落ちそうになった。リビングでは、ソファに腰こしを並べた両親がニュースを見ていた。謎なぞのテロ組織・アポカリプスの目的とは。テレビの中でニュースキャスターが専門家と顔を突つき合わせ、そんなテーマで話し込んでいる。テレビの中以外は、いつもの我わが家やの光景だ。

　陽太がなにも言えずにいると、母親がこちらを振ふり返った。

「あなたも気をつけなさい。この町もなんだかおかしなことになっちゃったんだから」

「本当にな」と父親が言う。「夏休みだからってあまり浮かれてちゃいかんぞ」

　そんなことを言っている場合じゃない。そいつらがいまここへやってくるんだ。しかし叫さけびそうになった口からは、熱い息しか出てこなかった。なんて言えばいいのだ。危険な未来が迫っていると、どうすればわかってもらえるだろうか。予知能力についてはもちろん、警察と密に連れん絡らくを取り合っていることも家族には教えていないのだ。

　ハッと気づいた陽よう太たは急いで部屋に引き返し、携けい帯たいで谷たに崎ざき警部補を呼び出す。自分には家族を説得している時間も自信もない。ならば守ってもらうしかあるまい。

　現状を伝えると、警部補は急いで警護を回すという言葉を返してくれた。陽太が喋しやべる調子から、それがどれだけ急務であるかを理解してくれたようだ。

　電話を切ると、わずかに安心を取り戻せてはいたが、それでも心臓が耳たぶにぶらさがっているかのようにうるさかった。そして陽太は家中の戸と締じまりを確かく認にんする。網あみ戸どになっているところはもちろん窓を閉める。防犯としてはあまりにも頼たよりないが、ないよりはマシだ。

　家中の戸締りを終えると、手持ち無ぶ沙さ汰たの陽太は玄げん関かんに立ってみた。なにかできることは他にないのか、と自分に問う。だが思い浮かばない。家族を守るために自分ができることは、窓の鍵かぎを締めることだけというのはあまりにも情けなく思った。

「さっきからなにをしてるの？」と、リビングから母親が顔を出した。

「ちょっと……掃そう除じを」

　母親の顔には怪け訝げんな色があったが、それどころではない。陽太は頭を必死に働かせる。ここ数日間、自分は警察と行動を共にしてきた。それをどこからか見られていたのかもしれない。だとしたら、やつらの目には、刑けい事じのとなりにいるただの高校生は奇き妙みように映っただろう。富ふ士じ見み田だはそう広くない町だ。顔さえわかれば、住んでいるところなどすぐに見つけ出せたにちがいない。なにより本ほん郷ごうは自分を覚えているはず。

　そのとき、目の端はしをなにかが通り過ぎた。窓越ごしに見える向かいの家の外がい壁へきに、赤色灯の光が走っているのだ。

　外へ飛び出すと、道の向こうにパトカーが見えた。サイレンは鳴らさず、滑すべるようにこちらへ近づいてくる。それを見た陽太の口から安あん堵どのため息がこぼれたとき、しかし、まったくちがう不安が芽生えた。

　あのパトカーが現れたことで、阿あ賀がが叶かなえようとした未来──新しん藤どう陽太とその家族を殺す未来は、実現できなくなったと考えて間違いないだろう。いくらアポカリプスといえど、警察をなぎ払って民家へ突とつ入にゆうしてくるとは思えない。つまり、これで未来が変わったのだ。

　──では、どんな未来になった？

　パトカーから降りてきた三人の警察官は、どのような指示を与えられているのか知らないが、迅じん速そくに動いてくれた。話によると、どうやら後続もあるらしく、今晩は六人体制で警護に当たるという。お願いします、と陽太は頭を下げたが、心は半ば上の空だった。

　そのとき、左手が震ふるえた。携帯電話だ。谷崎警部補への電話を切り、家の戸締りをしている間も、どうやらずっとそこに握にぎりしめていたらしい。

《無事か。パトカーは着いたかね？　わたしもこれから向かうよ》と谷崎が言った。

「あの……」

《どうしたね？》

　迷った末、陽よう太たはついに言うことに決めた。

「……他の部員のところにも警護をお願いできませんか？」

　一時の間があった。

《部員というのは、きみの友人たち全員？》

「お願いします。どんな未来になっているのかは、ぼくにもわからないんです。別の未来に向けて、やつらがすでに動き出しているとしたら……」

　予知能力を持つ自分を殺そうとする阿あ賀がの企たくらみは理解できる。なによりも邪じや魔まな存在なのだから。だが本お人れを殺すことが今夜は叶かなわない場合、大量殺人犯ならどうするだろう。一度は抜いた剣けんを、おとなしく鞘さやに戻すのか。

　怖おそろしい考えが陽太の頭を支配しつつあった。アポカリプスに知られてしまったのが自分の住所だけではなかったとしたら、たとえば交友関係まで把は握あくされていたとしたら、そして彼らの住所まで知られていたとしたら。

《待ちたまえ。順序立てて説明してくれないか？》

　そんなひまはない。

「……も、もう時間がないかもしれない！　また市役所みたいに……もしかしたら誰だれかが狙われているかもしれないんです！」

　しばしの沈ちん黙もくの後、電話口から声が返ってきた。

《彼らも危あやうい立場にいるんだね？　全員の住所はひかえてある。すぐに向かわせよう》

　電話を切った陽太は、その指ですぐにちがう番号を呼び出す。まずは美み登ど利りだ。彼女の父親の素す性じようが阿賀にばれている可能性は大いにあり得るのだから。しかし彼女はすぐに電話に出た。

《どうしたの？》

　涼すずしげな声を耳にして、すぐに彼女が無事であるとわかった。

「……悪い。なんでもないんだ」

　すぐさま電話を切ろうとしたが、待って、と美登利が声をあげた。

《ついさっきのことなんだけど、乱数発生器が鳴ったの。わかるでしょ？　未来が大きく変わったのよ》

　確信した。やはり阿賀だ。本ほん郷ごうをここへ送り込めば、警察に捕つかまる未来に変わったと気づいたのだろう。そして計画を変えた──プランＢに。

　次々と部員に電話をかける。乃の那な、ヒデ、ガクは無事だった。彼らの声は平和そのもので、世間話さえ始めてきそうな響ひびきを持っていた。しかし麗れい美みが出ない。夜中に電話してきてもいいよ、という彼女の言葉を思い出さずにはいられなかった。遅くまで仕事をしているからと言っていたのに、なぜ電話に出ない。

　ふたたび玄げん関かんを飛び出した陽よう太たは、その場にいた警察官に警護を続けてもらうよう頼たのみ、麗れい美みの家の方向へ走り出した。制止を求める声が背中を叩たたいたが、構ってはいられない。徒歩で十五分の片道。走れば半分ほどで着くだろう。たいした距きよ離りではない。

　角を曲がるとき、花火を手にした数人の男女とぶつかりそうになった。バケツが水をまき散らしながらその場に転がったが、陽太は無言のまま猛もうスピードで彼らの間を走り抜けていく。世間は夏休みだ。こんな夜中といえど、ふだんよりも人ひと気けはあるらしい。ということは、麗美の家のあたりだって、きっと人の目はあるにちがいない。

　大丈夫、と頭から心へ語りかける。大丈夫だ。

　麗美はきっとシャワーでも浴びているのだ。携けい帯たいを仕事部屋に持ってきていないことも考えられる。陽太はあの広いリビングで孤こ独どくに震ふるえる電話を想像した。実にあり得る話だ。いずれにせよ、電話に出ないからといって彼女の身に危険が及およんでいるなどという発想は、あまりにも論理が飛ひ躍やくしすぎている。

　けれども、雑木林の角を曲がったとき、そこに本ほん郷ごうの姿を目にした陽太は、足を止めてしまう。二十メートルほどの距離をへだて、やつはいままさに車に乗り込むところだった。麗美の家の前に停とめられたその黒のミニバンは、夏の夜にその姿をほとんど溶とけ込ませている。そして、やつの横顔が吸い込まれていく。

「ま、待て……」

　だが返事はない。本郷、どうしてお前がここにいる。なぜ麗美の家から出てきた。ズー、バタン。車内から閉められたドアの音は、陽太の望みを打ち砕く音のようでもあった。

　走り去る車を追いかける選せん択たく肢しもあった。ここで本郷たち構成員を捕つかまえれば、阿あ賀がに一いつ矢し報むくいることにつながるはずだ。だが、二本の足はゆっくりと陽太を家へ運んでいく。

　麗美の邸てい宅たくの門は、門と呼べるほど堅けん牢ろうではない。柵さくもなければ扉とびらもなく、ただ両側に二本の石柱が立っているだけだ。陽太はその間を幽ゆう霊れいのように通り過ぎ、たどり着いた玄関のドアに手を伸のばす。しかしドアは半開きになっていた。

　隙すき間まから見えたそれを目にし、陽太は目を見開いた。玄関の三た和た土きに広がる赤い水たまりに、細い腕うでが浸つかっている。ぴくりとも動かない右腕が、そこに見えるのだ。

　ドアの向こうに横たわる麗美の全身を目にすると、陽太は未来がいまこの瞬しゆん間かんに決定したことを悟さとった。彼女の緑色のＴシャツの胸から腹までがぐっしょりと赤く染まっており、不自然な対比を描えがいている。まぶたを閉じているため、着替えさせた彼女の身体からだをそのままベッドへ運んだら、きっと眠ねむっているだけに見えただろう。

　ひざをそこに突くと、じわりとズボンに血がにじんだ。両手を身体の下へ挿さし入れ、砂の城を持ち上げるみたいに抱だきかかえると、麗美のまぶたが開いた。陽太はそれを反射的な動きかと思った。それほど儚はかなげな動きだったのだ。

　しかし、瞳ひとみが自分をとらえていることに気づく。

「れ、麗れい美み！　おい……」

　だが彼女の口は空を食はむばかりで、はっきりとした返事がない。二つの瞳ひとみも確かにこちらを向いているのだが、なにも映していないのかもしれない。ああ、麗美は死ぬんだな。鼓こ膜まくの内側でささやく声がした。

　ふと麗美が左ひだり腕うでをがんばって持ち上げようとしていることに気づき、陽よう太たはとっさにそれをつかんだ。腕は枯かれ木みたいに軽く、赤く、濡ぬれていた。

「……これ」と彼女の口が動いた。

「なに、なんだっ？」

　耳を彼女のくちびるに近づけ、必死にそれを聞き取ろうとする。

「これ、あげるから」と麗美は言った。「好きに使って……いいよ」

　手の中にあるものに気づき、陽太はわかったと応こたえる。

「しっかりしろ。頼たのむ……。すぐに警察が着くんだ。病院まで乗せていってもらおう」

「……して」

　いまにも消えんとする声だ。

「なに？　いま、なんて言った？」

　すると麗美は弱々しく目を細めた。

「予知してって、言ったんだよ」

「……え？」

「視みえない……でしょ？　わたしの未来……」

「そ、そんなことあるか──」

　にぎっていた彼女の左手を、陽太は自分の頰ほおに押し当てた。冷たい。鉄の匂においが鼻をつく中、ぐっと目を閉じて視えるのを待つ。遠くからやってくる電車を待つように、未来のヴィジョンを待った。

　そして陽太はまぶたを開き、麗美に笑ってみせた。

「……視えたぞ。麗美の未来が……視える。乃の那なたちと庭でガーデニングをしている。ヒデは泥どろだらけだ。あいつ、機械はいじれるけど、土いじりはダメみたいだな」

　その言葉が彼女の耳に届くまで、しばらくかかった。

「ふふふ、本当？　なら、よかったよ」と麗美も笑った。「ああ、なんだか寒い……。花、ちゃんと育つのかな……」

　陽太は麗美の身体からだを引き寄せ、彼女の腕をさすった。

「大丈夫。育つさ」

「そう……かな」

「ああ」

　叫さけび出しそうになるのをこらえるので精いっぱいだった。誰だれか早く来てくれ。自分と麗美の二人きりというこの状じよう況きようが、心にのしかかってどうしようもなく重いんだ。

　ほんのわずかな差だったのか？

　あと少し早く着けば、麗れい美みは撃うたれずに済んだのではないか？

　そうだ。自宅に着いた警護の警察官に触ふれれば、この未来の断だん片ぺんが視みえた可能性もある。そうすれば美み登ど利りではなく、まっさきに麗美に電話をかけ、玄げん関かんを開けるなと警告できたかもしれない。すぐにそこから逃げろ、と。

「ああ、かわいい……」

　不意に彼女は言った。

「……なんだって？」

　しかし、もうこちらを見ていなかった。麗美の瞳ひとみは開かれたドアのほうを向いている。つられて陽よう太たも視線を移す。だが、外にあるのは闇やみだけだ。

　麗美は夏の夜を見ながら優やさしく笑った。

「ちょっと早いけど……こないだ……靴くつ下したを買ったんだよ、赤ちゃんの。わたしの、初めての弟妹きようだい──」




　そしてひとりになってしまった。

「ああ……ああ……」
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　事切れた麗れい美みの胸に顔を埋うずめ、陽よう太たは声にならない声を叫ぶ。自分の涙や彼女の血が口の中に流れ込んできた。本ほん郷ごうが麗美を殺した──おれを殺すはずだった本郷が、麗美をその手にかけたのだ。

　車が家の前に止まった。そして足音がバタバタと近づいてくる。待ち望んでいたものがようやく来たのだ。しかし、なにもかも遅すぎた。

　血にまみれたその顔をゆっくりとあげたとき、陽太の胸の中ではひとつの決意ができあがっていた。これまでの行動はすべてまちがいだった。自分は守りに徹てつしすぎていたのだ。後手に回っていては、やつらを捕つかまえることはできない。

　──待っていろ、阿あ賀が征せい太た郎ろう。

　──未来を手にするのはおれのほうだ。
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　今朝、テレビをつけると、そこには渦か中ちゆうの富ふ士じ見み田だ市しがあった。

　着替え中だった美み登ど利りはぎくりと手を止めた。液えき晶しよう画面を通すと、なんだかその物ぶつ騒そうな町は別世界に思えてしかたがない。けれども、国くに枝えだ麗れい美みの死に話題が移り、一気に現実に引き戻されてしまう。だから支し度たくを済ませて逃げるように玄げん関かんを飛び出した。

　話題のベストセラー作家がテログループに殺されたのが三日前。それを知ったマスコミがさらに活気づいたため、夏休みまっただ中の現在、グアムやサイパン、ハワイ、沖縄などを抑おさえ、富士見田の四文字はメディアでもっとも頻ひん出しゆつしている地名となった。ただし、ここには誰だれも旅行に訪おとずれないだろうと、バスに揺ゆられながら美登利は思う。

　バスを降り、雑木林が見えてきた頃ころ、一台のパトカーとすれ違った。白黒のボディに反射した日光が目に飛び込んできたとき、きっとここ以外の町は平和なのだろうと美登利は思った。乃の那なとヒデくんと学まなぶくんの三人は、麗美の死を知って号ごう泣きゆうし、東京で行われる彼女の葬そう式しきに出るため、いまは町を離はなれている。そっちは平和だろうから、彼らの心配はしていない。

　麗美の家の前で、陽よう太たと谷たに崎ざき警部補が話し合っていた。もうマスコミの姿はなく、立ち入り禁止の黄色いテープが炎天下で日干しみたいに揺れているだけだ。

　ふとこちらに気づいた陽太が刑けい事じとの会話を切り上げ、近づいてきた。

「電話が通じなかったから、ここにいると思って……」と美登利は言う。

　すると陽太はポケットから取り出した携けい帯たいをじっと眺ながめ、電池が切れてる、とつぶやいた。

「谷崎さんとなにを話していたの？」

「麗美が死んだときのこと」

　いきなり突つきつけられたので美登利は言葉に詰つまってしまう。彼は麗美の最さい期ごを見たのだ。

「わかってる」と陽太は言った。「麗美が死んだのはおれの行動のせいだ」

「ちがう！」

　とっさに美登利は言うが、陽太の様子に変化は見られない。

「本来なら、おれと家族は殺されるはずだった。だけど警察が現れる未来に変わったから、阿あ賀がはそこからさらに未来を変えた。麗美を殺す指示を出したんだ」

　確かにそういう道理を経へたのかもしれない。だが美登利はそれを認めるわけにはいかず、おろおろと言葉を探す。陽太は自分のせいで麗美が死んだと考えているが、それはちがう。悪いのはアポカリプスであり、阿賀である。

　テロ組織と小説家の関係性についてマスコミは様々な勘かんぐりを働かせているが、これは陽太に対する警告かもしれないと美登利は考えてもいた。邪じや魔まをすればお前の仲間が死ぬぞ、と言っているのだ。だけどそれを伝えたところで、結局、彼は自分のせいだと思うにちがいない。

「……自分を責めないでよ」

　とにかく陽太に責任を感じて欲しくない。あなたは悪くない。悪いのは……。

　しばらくなにかを考え込む陽太を前にし、美登利は一いち抹まつの不安を覚えていた。麗美が死んだばかりだというのに、感情にほとんど起き伏ふくが見られないような、なにかを超ちよう越えつしているような、そんな空気を彼は身にまとっている気がする。

「美み登ど利りも早く帰ったほうがいい。家なら警察が見ているから安全だ」

「……ねえ、これからどうするつもり？」

「谷たに崎ざきさんと話し合うよ」

　そう言って陽よう太たは背を向け、谷崎警部補のもとへ戻っていく。美登利はそれを見送りながら思う。警察がいる限り、その動きは阿あ賀がに予知されてしまう。埒らちのあかないいたちごっこになることは、彼だってわかっているはず。

　いったいどうすれば平和な未来になるの？　教えてよ、お父さん。




　その日によってばらつきはあるものの、新しん藤どう家は夜の十一時には寝ね静しずまる。

　ただ今日も警護が家の周りにいるため、玄げん関かんからは出られない。居間の窓から外へ出るとき、もしかしたらこの家にはもう戻ってこられないかもしれないと思うと、胸の中を冷たい風が通り過ぎた気がした。

　そして猫ねこのように塀へいを伝い、裏通りへ飛び降りる。こんな時間なので誰だれもいないと思っていた。そのために背後の電柱が声を発したとき、陽太は大いに驚おどろいた。

「ひとりで行く気？」

　電柱の陰かげから顔をのぞかせた美登利が、恨うらめしげな目を見せていた。

　こんなことだろうと思った、とにらんでくる彼女は動きやすさを重視した服に身を包んでいた。ジャージのズボンを穿はき、上半身にはナイロンのパーカー。腰こしまである長い髪かみをひとつに結ゆい、デイパックを背負うその姿は、ハイキングに出かける姿にしか見えない。昼間ならば。

　それは陽太と同じような格好であり、だからこそ真夜中の住宅街でひとり立ち尽つくしていた彼女の目的をすぐに理解できた。ちょっとコンビニへ、とごまかすことは難しそうだ。

「警察と動く限り、阿賀はその先を予知して逃げ続けるし、殺し続ける……」

　もっと早く気づくべきだった。いや、きっと気づいていた。臆おく病びような自分がそう結論づけることができなかっただけなのだ。だが、そのせいで麗れい美みが死んだ。

「もう考えているひまはない。富ふ士じ山さんが噴ふん火かするまで数日もないはず。阿賀に予知できないのはおれだけだ。なら、おれがひとりで行く」

「行ってどうするつもり？」

「阿賀を捕つかまえる」

「そんなこと、ひとりでできると思ってるの？　無む謀ぼうよ」

「警察が動くよりも可能性はある」と陽太は反論する。「……それにしても、よくわかったな。おれがここに出てくるって」

「昼間、なにか思い詰つめてる風だったからね。陽太の考えは否定しない。だからわたしも行くわ。あんなやつら、少しも怖こわくないんだから」

　連れて行けるわけがないだろう、と陽よう太たが口を開く前に彼女は続ける。

「麗れい美みの仇かたきをとりたいと思っているのはあなただけじゃない。それに、ひとりじゃ予知能力は使えないでしょ」

　そんな彼女の心を折るため、陽太はあえて冷たく言い放つ。

「死ぬぞ」

　樹海で出会えば、アポカリプスはまちがいなくこちらを殺すつもりで襲おそいかかってくるだろう。それを知っているはずなのに、美み登ど利りは陽太をにらんだ。

「なにか勘かん違ちがいしてない？」

「……え？」

「自分だけが当事者と思わないで。わたしがあなたに依い頼らいしたの。予知能力者を探してって」

「……麗美が死んだのはおれのせいだ」

　国くに枝えだ麗美というひとりの人間が命を落としたのは、自分の罪である。他の誰だれでもない。だけど、それを裁く法律がないこともわかっている。それがなによりも歯がゆく、悔くやしい。

「陽太が選んだのは家族の安全でしょ。麗美の死を選せん択たくしたわけじゃない」

「いや、おれの考えが甘かったせいだ。予知できなくても、予測することはきっとできた」

「家族が殺されるかもしれないっていう、追い込まれた状じよう況きようで？　そんなの無理よ」

　そして美登利は陽太の胸に人差し指を突つき立てた。

「いい？　その時間にはその時間の、ここまでしかできないという限度が人間にはあるの。あなたは最大限の働きをしたわ。後こう悔かいしなくちゃいけない理由はない。ただ悲しめばいいだけ──でも残念だけど、麗美の死を悲しむのはあと。でしょ？」

　言い切った美登利には、昼間の弱々しい感じが一いつ切さいなかった。しがみついてでも一いつ緒しよに行くという決意が、二つの瞳ひとみの奥おくで燃えている。確かに当事者は自分だけではないようだ。

「けど、どうやって行くつもり？」

　陽太はポケットから取り出した車の鍵かぎを、美登利の目の前で揺ゆらす。

「死ぬ前に麗美がくれた。だからまずは車を取りに行かないと」

「……運転できるの？」

「父親が運転していたのを思い出せる……たぶん」

　疑わしげな目で、美登利はぎこちなく笑う。

「怖くなってきたんだけど……」

　ともかく、目的地は青あお木きヶ原はら樹海だ。




　樹海を貫つらぬく県道には、注意深く探さなければ見つけられない横道がところどころにある。上から見ればそれらはまるで毛細血管のように入り組んでおり、進んでいけば遊歩道へつながるか、行き止まるか、不法投とう棄きされたゴミ捨て場に出るかだ。

　または忘れ去られた別べつ荘そうをそこに見つけることもある。アポカリプスがアジトにしているのも、そんなバブル時代の遺産を思わせる、古い小屋だった。

　ほこりっぽいソファに深く腰こしを沈しずめ、阿あ賀がは窓の外の闇やみを見ていた。ただ、彼の目を通すと、その闇は完全な黒というわけでもない。いまは三十メートルほど先の枝に止まるフクロウに焦しよう点てんをあわせていた。小さなくちばしにネズミを咥くわえたまま、その猛もう禽きんはすでに十分ほどきょろきょろと辺りを見回しているのだが、果たしてそれを食べるか食べないかが気になるのだ。

「車に乗り込んだようです」と本ほん郷ごうが言った。「女と二人で」

　ほらね。阿賀は胸の内でつぶやいた。国くに枝えだ麗れい美みが死んだことで、警察と袂たもとを分かつ決心が彼にはついたのだ。足手まといがいては自分と対たい抗こうすることは不可能だ、と。そして車に乗ったということは、樹こ海こへ来るのだろう。となると、新しん藤どう陽よう太たはＨＡＡＲＰの存在に気づいているにちがいない。若わか月つき美み登ど利りがもとから知っていたということも考えられる。なんであれ、予知能力者と気象兵器には密接な関係性があるのだから、おかしなことではない。

　だが自分はそれすら読んでいた。追い詰つめられたケモノには、牙きばをむく選せん択たく肢ししか残されていないのだ。

「本郷くん。もう一度、きみの未来を視みてみよう」

　すみやかにひざをついた本郷の額に触ふれ、阿賀は未来をのぞく──が、なにも視えない。それも当然。新藤陽太は予知能力者であるため、ヴィジョンに彼の行動は映らないのだ。

　つまり、ここから先はろくに予知能力が使えないということを意味している。しかし、そのための手は打ってある。

「予定通り、あれを消しておいてくれ」と阿賀は言った。

　窓の外に目を移すと、羽を休めていたフクロウはまだいたが、ネズミの姿はなかった。




　ライトを消し、路ろ肩かたに停とめた車を降りると、夏のものとは思えない冷たい空気が頰ほおを撫なでた。

　広大な樹海へひと筋の切り込みを入れる道路の上に、いま、陽太と美登利は立っていた。対向車も後続車もずいぶん前から見ていない。町から車でほんの数十分の距きよ離りではあるが、まるで深海のように静かだった。

「なにも見えない？」と陽太は訊きく。

　どうやら辺りは闇に包まれているらしい。というのも、助手席を降りた美登利が目を細めているのを目にし、ようやくいまいる場所が真っ暗であることに気づいたからだ。

「ぼんやりとはわかるわ。慣れてくれば、たぶんもう少し見えるようになる……と思う。陽太には見えるの？」

「薄うす闇やみって感じかな。いまの美登利の顔も見える」

「み、見ないでよ。恥はずかしいな……」

　そのとき青あお木きヶ原はら樹海の上空を風が通り過ぎたようで、木々がざわざわと揺ゆれた。富ふ士じ山さんの北西に大きく広がるこの原生林は、様々な動植物が生息している楽園でもある。だがそれを作ったのは大量の溶よう岩がんだ。八六四年に貞じよう観がん大だい噴ふん火かと呼ばれる大規模な噴火活動があり、あふれ出した溶岩がもとからあった森林をすべて焼き払ってしまった。そして塗ぬり重ねられた油絵の具のように、固まった溶岩がまた新たな土ど壌じようとなったのである。

　そしていま、この樹海に潜ひそむ凶きよう悪あく犯はんが、さらなる噴火を企たくらんでいるところだ。なんとも皮肉であり、運命的だなと陽よう太たは思う。

「それで」と美み登ど利りが口を開いた。「どうやってあいつらを探そうかしら？　広さは三十平方キロメートル。下手したら見つけ出せないどころか、遭そう難なんするかもね」

「手をつなごう」

「……はぁ？」

　手を差し出すと、美登利はそれを見下ろした。目が暗さに慣れてきたようだ。

「え、なに？　なんなの……？」

「視みながらいけばいいだろ」

　なにやら勘かん違ちがいしていたようだが、すぐにその意味を理解した美登利は、そういうことね、と言って陽太の手をにぎり返す。しかし、いまはなにも視えない。

　道の両側すぐには、木々が壁かべのようにそびえ立っている。陽太は富士山側を指差した。

「こっちへ行ってみよう」と陽太が言う。

「わかったわ」と美登利が応こたえる。

　すると、ピピッという小さな音がした。彼女のバッグの中から、未来が変わったことを乱数発生器が告げたのだ。同時につないだ手を通し、陽太の脳内にヴィジョンが流れ込んでくる。

「……視えた？」

「ああ」

　当てずっぽうではあったが、この方向に進めば、いずれ自動小しよう銃じゆうを持った構成員を美登利は目もく撃げきすることになる──ボウズ頭の太った男だ──くちゃくちゃとガムを嚙かんでいる──その男の横顔を目にする──そういう未来。

　やはり樹こ海こでまちがいなかった。やつらの隠かくれ家だ。

「なんだか『ヘンゼルとグレーテル』みたいね」

　つないだ手を見下ろし、美登利は笑う。その下に緊きん張ちようを隠しているのは明らかだ。

「でもお菓か子しの家はないぞ」

　そして陽太と美登利は樹海の闇やみに身を溶とかしていく。

　無む謀ぼうな策という自覚はあるが、心にわずかな自信がわいてきた。この方法を繰くり返していけば、自分たちがやつらに見つかることはまずない。もしいまのように危険な未来が視えた場合、直前でコースを変えればいいだけなのだから。予知能力は方位磁針としても使えるようだ。

　しかし、覚かく悟ごはしていたものの、樹海の環かん境きようは人間に対して厳しかった。地面がかなり歩きづらいのだ。固まった溶よう岩がんの凹おう凸とつが激しい上、木々の根っこがむき出しになっているせいだ。

　美み登ど利りは何度かつまずき、そのたびに手をつなぐ陽よう太たが支えた。

「大丈夫か」

「ごめん」と、美登利は両足を探さぐるように動かし、まっすぐ立てた。「見えなくて……」

　彼女がミニタオルで汗をぬぐうのを見て、陽太も軍手の甲こうを額に当てた。樹海潜せん入にゆうを見み越こしてそれぞれ持参してきたものだ。ただ、常に予知をしなければならないため、軍手はお互たがい片手ずつしか着けていないという奇き妙みような格好になっている。彼女の他の持ち物も見せてもらったが、ロープやカラビナ、方位磁石など、やはり登山のようだ。その中には懐かい中ちゆう電灯もあったが、これは敵に位置を知らせることになるので使用はできない。

　デイパックをよいしょと背負い直した美登利はふたたび歩き出す。手をつなぐ陽太もそれにならうが、彼女はすぐに口を開いた。

「ところで、さっきわたしの胸触さわらなかった？」

「はいぃ？　ア、アホか……」

　しかし、思わず自分の行動を振ふり返ってしまう。左手は彼女の手をつかんだままで、腰こしに回したのは右手。腕うでも肩かたも、どこにも触ふれなかったはずだ。そう、断じて触っていない。

「アホって言うな」と美登利は言った。「冗じよう談だんよ。まあ触りたかったら触ってもいいけどね」

　視界不良なのをいいことに、陽太はとなりの少女をまじまじと見つめる。美登利はそれに気づかず、よっと、と言いながら木の根を乗り越えていた。彼女が冗談を言うところなど初めて見た。まだ知り合ってふた月も経たっていないが。

「お前、こんなときにおかしな冗談はやめろ……」

「ごめんね。麗れい美みならこれくらい言いそうだなって思ったの」

　思いがけない言葉が返ってきたため、陽太は口を閉ざす。美登利はいったいなにを考えているのだろう。ものすごい覚悟をしてきたかと思えば、こんな状じよう況きよう下かで冗談を言ったりもする。

　いや、そうじゃない。陽太は自分がおかしいのだと理解した。ここはテロリストが潜ひそむ樹海の中だ。いつもと同じ心理状態でいられるわけがない。あえて冗談めかしたりすることだってあるだろう。そうだ。冷静でいられている自分のほうが異常なのだ。

　不意に陽太は左手に重みを感じた。振り向くと、うなだれた美登利が足を止めていた。

「……ごめん。ちょっと待って」

　肩で息をしている。

「悪い。速かったな」

「わたしこそ……。足手まといにはなりたく……ないのに……」

　しばらくすると、もう大丈夫、と美登利は背筋を伸のばした。だが陽太は軍手を脱ぬぎながら、あごで進行方向を指す。

「なに？」

「目的地にはもう着いてる。あそこにあるんだけど、見えないか？」

　静かに距きよ離りを詰つめると、ちょうど目の前に洗せん濯たく機きほどの胴どう回まわりをした大木が現れ、その陰かげに身を潜ひそめることにした。そして顔だけのぞかせると、アンテナ群は確かにそこにあった。

「これがＨＡＡＲＰ……。本当にあったのね」

　アンテナは夢で見たものとそっくりだった。見上げると、先せん端たん部分は木々の葉に隠かくれていて見えない。だが夢で受けた印象よりも遥はるかに高く感じる。やはり樹木に阻はばまれているために規模もはっきりしないが、数十本が並ぶその広さは高校の体育館ぐらいはあるように思えた。

「それにしても、おれはどうして予知夢なんて見たのかな」

「そうね……。父の話にも、夢の中で未来を視みるなんて実験結果はなかったわ。でもあなたがたくさんの人間に出会ったからかもしれないってわたしは思ってるの。予知は他人の皮ひ膚ふからなんらかのエネルギーを得て発動していると考えられるわ。となると、他人から得たその情報の残ざん滓しがあなたの頭の中に蓄ちく積せきされていった可能性がある。結果、それらをもとに無意識が独自に未来を計算したって考えられない？」

「無意識が計算か……。だとしたら、ずいぶん便利なことをしてくれるんだな」

「仮説に過ぎないけどね」

　そのとき、ちょうど眼前をひとりの男が通り過ぎた。さきほど彼女を予知して視た、太った男だ。このＨＡＡＲＰを警備しているのだろう。ざっと見回した限り、十人ほどがここの配置についているようだ。

　しかし、その太った男はほんの六、七メートルとなりにいる自分たちにはまったく気づいていなかった。そして陽よう太たも敵に囲まれた中で少しも焦あせりはしない。なぜなら危険な未来が視えないからだ。ここに隠れていることがもしやつらに気づかれるのなら──そういう未来が待っているのなら、先に美み登ど利りを通してヴィジョンが流れ込んでくるはず。それがないということは、下手に行動しない限り、発見されないということに他ならないのだ。

「どうするの？」と、美登利がささやく声は緊きん張ちように満ちていた。

「ＨＡＡＲＰをどうにかすることはできない。狙ねらうのは阿あ賀がだ。やつはきっと近くにいる」

「聞かせて」

「阿賀はこいつらを予知しなくちゃいけないからさ」と陽太は言う。「やつに不安材料があるとすれば、それは警察が攻せめてくることだ。ＨＡＡＲＰを守るためには、そこを警備する手下を直接予知したいはず。そこでもし警察がヴィジョンに映ったら対応すればいい」

「確かに……」と美登利は考え込む。「ということは、阿賀がここへ来るのかしら？」

「もしくはこいつらが阿賀のところに行くか。なんにせよ、いまは待つしかない」

「……じゃあ少し離はなれない？　さすがにここは近すぎると思うんだけど」

　それには同意だった。誤ってくしゃみでもしたらアウトだ。陽太は美登利の手をとったまま後方に身の隠かくし場所を探す。だがそのとき、蚊かの羽音ほどの小さな電子音を耳が拾った。

「どうかした？」と美み登ど利りが訊たずねてくる。

「……乱数発生器が鳴ったぞ」と陽よう太たは言った。

「え、ウソ？　音量小さくしてたから」

　そう言ってバッグをまさぐろうとする美登利をじっと見ていたが、唐とう突とつに陽太の頭にヴィジョンが流れ込む。改変された未来の内容だ。まずい！　口よりも先に、心がそう叫さけんだ。

　しかし遅かった。

　ガン、という音が鳴り響ひびいた瞬しゆん間かん、陽太は両の目玉が燃え尽つきたかと思った。周囲に配置されていた三脚きやくの照明──事故や工事現場などを照らす、投光器と呼ばれる装置が一いつ斉せいに点灯したのだ。

「見ぃつけた！　本当にいたぜぇ」

　ふざけた声が聞こえ、陽太は戦せん慄りつした。だが目を開けられない。視力が劇的に向上した分、急激に増した光をもろにその瞳ひとみに受けてしまったのだ。

「おい、手をあげろ！　動くなら撃うっていいとこっちは言われてるんだ」

　それを聞き、陽太は慌あわててハンズアップする。まぶしさに耐たえ切れず、顔はうつむけたままで。果たして美登利はとなりにいるのだろうか。

「よぉし、そのままだ。いまからそっちに行く。下手なことをするんじゃねえぞ」

　ごくり、とつばを飲み込む。アポカリプスに見つかってしまった。こんな未来は視みえなかったというのに、いま自分たちは銃じゆうを向けられている。いったいどうして。

　とにかく、このままではまずい。痛みをこらえ、陽太はまぶたをこじ開ける。銃を持った筋肉質の男がこちらに歩み寄ってくるところだった。その背後にいるたくさんの男たちも、やはり陽太たちに銃口を向けている。危機的状じよう況きようだ。

　となりには両手をあげた美登利がおり、口を横に結び、まっすぐやつらを見ていた。

「あれあれぇ？　女のほうはけっこうかわいいんじゃね」

　撫なでつけられた短い金きん髪ぱつの下で、男の目がにやけていた。腕うでの太さをきわだたせるためか、小さめの黒のＴシャツを着て、迷めい彩さい柄がらのズボンを穿はいている。まるで軍人みたいだ。

　手をあげる陽太は、なるべく不自然に見えぬよう、掲かかげた左手の小指を、美登利の右手の小指にほんの少し触ふれさせた。

「──合図をしたら──」と陽太はつぶやく。「左後ろに走れ──全速で──」

　聞こえたかどうか不安だった。だが美登利は、ん、とくちびるを動かさずに短く応こたえた。

　そして徐じよ々じよに距きよ離りを詰つめてきた男の左手が、美登利のあごへついに伸のびようとしたとき、頭上で、ギャアギャア、という鳴き声が響いた。続けて盛大な羽音も。

　予知で視た通りの出来事だ。騒さわぎで起こされた野鳥が飛び立ったのだ。

　目の前の男も、離はなれたところにいた構成員も、一斉に樹上へと顔を向けた。すかさず足もとからこぶし大の石を拾い上げた陽よう太たは、突つき出ていた男のあごをそれで殴おう打だする。上あごと下あごが衝しよう突とつした男は、えぶぅ、と奇き妙みような音を漏もらして仰あお向むけに倒たおれていった。

「いまだ」

　そして陽太は身をひるがえし、すでに走り出していた美み登ど利りの後を追う。

「……あ、おい、逃げたぞ！　撃うて撃てっ！」

　逃とう亡ぼうに気づき、やつらは撃ってきた。銃じゆう声せいの津つ波なみが背後から襲おそいかかってくる。その凄すさまじい音を耳にすると、クロロの惨さん劇げきが脳のう裏りをかすめる。陽太はその場で凍こおりつきそうになるのをこらえ、必死で駆かけた。いま立ち止まれば自分も死ぬ。

　動かなければ未来は切り拓ひらけない。




　無線機から伸のびるイヤホンを乱暴に外した本ほん郷ごうは舌打ちをし、逃のがしたみたいっす、と言った。

「そうか」

　阿あ賀がはそう応こたえて天てん井じようを仰ぐ。今晩、ＨＡＡＲＰにつけていたのは十二人。対する新しん藤どう陽太には、ひとりの女──それは若わか月つき美登利のことだろう──だけだ。

　あえて照明を消しておけば、飛んで火に入る夏の虫となるかもしれない。期待薄うすではあったものの、それは見事に作用した。乗り捨てた車の位置から、ＨＡＡＲＰにそろそろたどり着いた頃ころだろうという推測が当たっていたのだ。運は自分に味方していたといえる。

　なのに、失敗した。敵にして初めてわかる。予知能力というものはやはり侮あなどれない。無数の銃口を突きつけられた状じよう況きようからでも離り脱だつすることができるなんて。

「すぐに追わせます」と、ふたたびイヤホンを耳に突っ込んだ本郷が言う。

「いや待て」と阿賀はそれを制す。「深追いはさせなくていい」

「……いや、しかし、それほど離はなれちゃいませんよ」

「きみは昔の彼しか知らないのだろうけど、いまの新藤陽太くんはなかなか手ごわいのだよ」

　樹海の中は暗く、地面も荒あれているため、集団移動は維い持じしづらい。しかも構成員はただの不良やチンピラときている。下手に誰だれかを差し向けても、その状況下では新藤陽太に圧あつ倒とう的な分がある。予知対象の若月美登利もいるのだから、なおのこと無敵だ。

　そんな中、本郷はイヤホンをした耳を押さえ、しかめっ面つらを見せていた。

「……阿賀さん、すみません。ひとりだけ、新藤を追っちまったやつがいるみたいですわ。やめろって言っても、うるせえ、とか抜かして突っ走ってったとかで」

「そうか。無事では済まないだろうね」

　やれやれ。これだからバカは嫌きらいだ。阿賀はうんざりする思いだった。日頃から自分の手足となるよう言い聞かせているというのに、時おりこういったことが起こる。

「まあいい。ＨＡＡＲＰ班へ、例のものを用意するように伝えてくれ」

　こちらには新藤陽太のために用意していたものがある。果たして彼は予知能力の弱点を知っているだろうか。




　進行方向に現れたのは、うず高く積まれた岩石と苔こけむした木の根が折り重なってできた、分厚いカーテンだった。背後から担かつぎあげた美み登ど利りをその向こうに投げ入れ、すぐさま陽よう太たも飛び込む。天然の防ぼう護ご壁へきでも、銃じゆう弾だんの威い力りよくをいくらかは殺してくれるだろう。

　ゆるやかな傾けい斜しやの中腹だった。自分たちは富ふ士じ山さんの方向へ走ってきたようだ。腐ふ葉よう土どに腰こしをおろし、背中を木にあずけ、陽太はいま来た方向へ耳をかたむける。しかし、いつの間にか銃じゆう撃げきは止やんでおり、いまは二人の荒あらい息いき遣づかいが響ひびくだけだった。追ってくる足音も声もない。

「美登利……なるべく……呼吸を……静かに……」

　汗だくの美登利はうなずく。声も出せないようだ。

「どこか……怪け我が……したか？」

　今度は首を横に振ふる。辛つらそうな顔からひと粒つぶの汗が落ちたが、無事でなによりだ。

　いまだに鼓こ膜まくが振しん動どうしていた。音を思い出すだけで震ふるえ出しそうになる。顔をうつむけて肩かたを上下させる美登利も、同じことを考えているのかもしれない。いまの乱射で自分は死んでいたかもしれない、と。死がすぐそこにあると、いやでも自覚せずにはいられない体験を自分たちは共有してしまったのだ。陽太は彼女の肩に手を回すと、その恐きよう怖ふが伝わってくる気がした。

　三分ほどそうしていたが、ふと見ると美登利は顔をあげていた。

「ねえ、さっきお尻しり触さわった？」

　また麗れい美みのものまねかと思ったが記き憶おくがよみがえる。ここへ美登利を放ほうり込んだ、ついさっきのことだ。全力で走る彼女の肩を片手でつかんだ。では、もうひとつの手は？

「……触りました」と陽太は答えた。「今度は認める」

「やっぱり」と美登利はくすくすと笑った。

「怒おこられると思った」

「別にぃ」と美登利は意地悪そうに歯を見せた。「忘れてるみたいだけど、あなたはわたしの恋人なのよ。高校生として健全とはいえないけれど、少しくらいなら、まあ、ね」

「手をつなぐのは健全だよな」と陽太も笑う。「高校生として」

「深夜の樹海じゃなければね」

　夜の闇やみに小さく隠かくれるように二人で静かに笑いあった。

　けれども、やがて美登利の顔から笑みは消え、くちびるが震えるように動いた。

「ごめん。わたし、怖こわい……」

　陽太はうなずき、おれもだ、と言った。

「……覚かく悟ごしてきたのにかっこわるいよね」と美登利は青い顔で言う。

　そんなことはない。本物の殺意がこれほどまでに怖いものとは思わなかった。次に見つかったとき、手をあげるひまは与えられないと考えたほうがいい。発見後、即そく射殺だ。

「怖こわいのは当然だ」と陽よう太たは言う。「行こう。もう少し遠ざかったほうがいい」

　立ち上がるため、美み登ど利りは片手を地面につける。そこから、べしゃり、と音がした。まずいなと陽太は思う。濡ぬれた手をじっと眺ながめた後、彼女は口を開いた。

「これ……血？　陽太、まさか怪け我がしてるの？」

　どう答えようか迷っていると、美登利はすぐにべたべたと身体からだを触さわってきた。頭から首、胸、腹、腰こしへと好き勝手にまさぐられる。そして彼女の手は陽太の右足でびくりと止まった。

「そんな……。なんで言わないの……？」

　ズボンのふくらはぎのあたりはぐっしょりと濡れている。外側から内側へ貫かん通つうしたため、出血は二箇か所しよだ。

「歩けないわけじゃない」

「バカ！　すぐに止血しないと……」

「待て」

　陽太はとっさに美登利の口を押さえる。枯かれ枝を踏ふみ折る音を遠くに聞いたのだ。無傷な左足を頼たよりに立ち上がり、ゆるやかな坂を見下ろすと、闇やみに生える木々の間からぬっと現れる影かげがあった。さきほどの筋肉質の男のようだ。顔の下半分が血だらけなところを見ると、喰くらわした一発はかなり効いたらしい。

　だがそんなことよりも、男の顔の上半分が前に突つき出ている──と陽太に思わせたのは、装着された暗視スコープだった。まるで二つの銃じゆう身しんが目玉から伸のびているように見える。夜間でも昼間のように視界を保てる装置。サバイバルゲームでも使うとヒデから聞いたことがある。

　そういうことか、と悔くやしい気持ちが芽生えた。そんな装備があるのなら、はじめから着けていなくてはおかしい。だがやつらはあえてそれを外し、視界不良に見せかけた。そして自分は暗闇ならこっちに分があると油断し、ＨＡＡＲＰに近づきすぎてしまったのだ。加えて投光器も消しておき、自分たちが到とう着ちやくしているであろうときを見み越こして一気に点灯させた。

　阿あ賀がの指示によってだ。だから乱数発生器が鳴った。そして自分たちは見つかってしまった。つまり、まんまと阿賀の罠わなにおびき寄せられていたというわけだ。やつは自分を殺すため、あらゆる策を講じているにちがいない。

「わたしたちを油断させる作戦だったわけね。つまり樹海に入ったのはバレていた、と」

　となりに立つ美登利がささやく。

「見えるのか？」

「影だけね。暗視ゴーグルってやつだったっけ？　映画で見たことあるわ」

　じりじりと男との距きよ離りは縮まってきている。この静せい寂じやくの中で移動すれば、気づかれるだろう。背中を見せたら今度こそ銃じゆう弾だんが急所を貫つらぬくにちがいない。

「阿賀の意表を突くつもりだったのに、こんなことになるなんて……。作戦失敗ね。どこで気づかれたのかしら」

「だけど阿あ賀がはおれたちの居場所まではわからないし、行動を予知することもできない。状じよう況きようはイーブンだ」

「どこが」と美み登ど利りは弱々しく笑う。「向こうには仲間がたくさんいて、銃じゆうも持ってる」

　男は一歩踏ふみ出すたびに小銃の向きを変え、そこに憎にっくき敵を見み出いだそうとしていた。きっと自分の姿を見た瞬しゆん間かん、引き金を引くにちがいない。

　距きよ離りが詰つまるにつれ、陽よう太たの鼓こ動どうも早くなっていく。男は殺意の塊かたまりとなっていた。

　そして、じりじりと接近し、男はついに木の根でできたカーテンをのぞきこむ。だが、そこにいるのは若わか月つき美登利ひとりだけだった。あるはずの少年の姿はない。

　そのためか、男は引き金から指を離はなし、銃口を上へそらした。

　隙すきとしてはそれでじゅうぶんだ。反対側から回りこんでいた陽太はその辺に落ちていた野球ボールほどの石で、その後頭部に一いち撃げきを加える。にぶい音が響ひびき、男はその場に崩くずれ落ちた。

　腐ふ葉よう土どに顔面をうずめる金きん髪ぱつの男を見下ろしてから、美登利は愕がく然ぜんとした顔を見せた。

「怖こわかった！」

「悪い」と陽太は石を放ほうり捨てる。「だけどわかっただろ？」

　怪け訝げんな表情を見せ、なにがよ、と美登利は訊たずねてくる。

「おれには予知能力がある。阿賀のやることは視みえないけど、こいつらのやろうとしていることは簡単に予知できる。いまもそうだ。美登利を見つけても撃うたない未来が視えた」と言って、陽太はあごで足もとの男を指す。「こいつはおれに対してカンカンに怒おこっていた。たぶん、もうひとりはどこだとか、そういうことを問い詰めようと考えたんじゃないか」

「……つまり問題は阿賀だけって言いたいの？」

　首を振ふった陽太は、そう単純でもない、と答える。

「阿賀から新たな指示を受けた瞬間、こいつらは行動を変える。ＨＡＡＲＰで照明のスイッチを入れたようにな。おれはそれを直前に予知できたけど、直前じゃ対応するひまがない」

　沈ちん黙もくの中、二人は倒たおれた男に視線を下ろす。

「そっか。この男は阿賀の指示をもらっていなかったという意味ね。だからあっさり倒せた」

「ひとりで来たことを考えると、たぶん。命令違い反はん上等で突つっ走ってきたんだろう」

「陽太が殴なぐったから？」

「きっと」と陽太は肩かたをすくめる。

「ひどいことするのね」

　かがみこんだ美登利は男の口もとに手を伸のばす。呼吸しているかどうかを確かめているようだ。そして、大丈夫よね、と訊きいてきた。

「大丈夫だろ。頑がん丈じようそうだし」

「阿賀の指示さえなければこいつらは怖くない、か」

　その通りだ。未来さえ視えれば、いくらでも不意を突ける。卑ひ怯きようかもしれないが、敵の手には銃じゆうがにぎられているのだから、釣つり合いはとれているだろう。

「つまり阿あ賀がと構成員を引き離はなしてしまえばいいんだわ」彼女の声には、心なしか明るみが増していた。「アポカリプスをかく乱させることができれば、指示どころじゃなくなるもの」

「用心して進めば、ＨＡＡＲＰのときの二の舞まいにはならないしな」

　だからおれたちにも勝機はある。陽よう太たがそう言うと、美み登ど利りはうなずいた。悲観してばかりでは前に進めない。阿賀に立ち向かうべきだ。

　だが乱数発生器はまたしても鳴った。水を差すように。

　また阿賀が未来を改変した。つまり、なにかを実行したのだ。陽太は即そく座ざに美登利の頰ほおに手を伸のばし、流れ込むヴィジョンを視みた──鋭するどい二つの眼光──むき出しになったいくつもの牙きば──ぬらぬらと光り、糸を引いている──そんな未来が待っている。

「陽太……？」美登利がおびえた表情で言う。「なにが……視えたの？」

「……イヌだ」

「イヌ？」

　阿賀はこんなものまで用意していたのか。陽太は美登利の手をつかんで周囲を見回す。一刻も早くここから逃げなければならない。だが斜しや面めんを下るのは論外だ。イヌは下から迫せまってくるはず。しかし、坂を登っていては簡単に追いつかれる。足を食いちぎられるかもしれない。

　迷った末、斜面を横切るように駆かけ出した。

「……ちょ、ちょっと待って。いったいなに？」

「イヌが来るっ！　とんでもない大きさのやつだ。早く走れ！」

　筋肉が隆りゆう々りゆうと盛り上がった、大人ほどもある巨きよ大だいなイヌが目の前に現れる未来が視えた。ここにいては食い殺される。ならば距きよ離りを置き、イヌが現れない未来に変えなければならない。

　しかし、もどかしい。地面は雑草が生え放題で、かかとが沈しずみ込むほど土がやわらかかった。風穴の空いた右足が悲鳴をあげているせいもあり、まるで夢の中を走っているみたいに遅ち々ちとして進まない。引いた手の感かん触しよくから、背後の美登利もかなりモタついていることがわかる。

　不意に視界がぐらついたと思ったら、陽太はがくりとひざを地面についていた。

「む、無理よ、そんな足で走るなんて」

「……無理なんて……言ってられるか」

　右足を見ると、ふくらはぎを覆おおうズボンが黒く染まっていた。肉に糸ノコギリを通して左右に引くような痛みを訴うつたえている。いよいよ視界もかすんできた。

　だが足を止めているひまはない。立ち上がった陽太は振ふり返り、美登利を正面から抱だきしめた。そして抱かかえ上げ、きびすを返してふたたび歩き出す。彼女はその意図を汲くんでくれたようで、拒こばむこともせず、素す直なおに首に腕うでを回してきた。

「ごめんね……」

　耳もとでした声に陽太は無言で応こたえ、木の根を踏ふみ超こえる。どうにか五十メートルほど移動できたが、未来は一向に変わっていない。濡ぬれた牙きば──光る目玉──首に触ふれた彼女の指から流れ込んできているヴィジョンには、そのイメージが出続けていた。

「……美み登ど利り……うしろ……なにか……見えるか？」

　両の肺が破は裂れつしそうなほど痛い。

「いいえ」と美登利は言った。

　なおも突つき進むと、右手の斜しや度どがきつくなり、岩の壁かべとなりつつあった。千二百年前に滞たい留りゆうした溶よう岩がんは、カビみたいなぶ厚い苔こけに覆おおわれている。そこに腰こしの高さほどの洞ほら穴あなを見つけた。

「ここに……隠かくれよう」

　美登利をそこに下ろした途と端たん、陽よう太たも両手を地面についてしまった。

「……よ、陽太！」

　大丈夫だ。そう言いたかったが、口からはかすれた息しか出てこない。内臓が飛び出そうなほどの吐はき気もする。右足に走る痛みは巨きよ大だいな稲いな妻づまになっていた。

　もう時間がない。顔をあげることもできず、右手だけ空へ伸のばすと、ひんやりとした感かん触しよくに包まれた。美登利が両手でにぎってくれたのだ。そして予知が始まる──が──ダメだ──彼女が狂きよう犬けんを目にする未来は少しも変わっていない。乱数発生器の音が聞こえなかったため、覚かく悟ごはしていた。しかし、必死の逃とう走そうがなんの成果もあげなかったという結果には落らく胆たんするしかない。もはや絶望的だ。これ以上はとてもじゃないが走れない。

　そのとき、耳がついに足音を聞き取り、陽太の背中が総毛立つ。

　──タタッ、タタッ、タタッ、タタッ……。

　なんて軽快なリズムだろう。こんな樹海でも自由に走ることができるのか。音が大きくなるにつれ、陽太の全身は震ふるえ出しそうになる。凄すさまじい速さでこちらへ迫せまっているぞ。

　──タタッ、タタッ、タタッ、タタッ……。

　そして重い腰をあげたとき、自分たちが来た方向からそれはついに現れた。

　怖おそれと驚おどろきから、ひっ、と美登利が息を吞む。

「ずいぶんマッチョだな……」

　黒くて巨大なイヌは突とつ進しんしてくるかと思いきや、足を止め、じろじろとこちらを見ていた。その圧あつ倒とう的な威い圧あつ感かんは戦車のようだ。ウウ、ウウ、と嚙かみあわさった牙の隙すき間まからまがまがしいうなり声がする。

　チンピラや不良たちとはわけがちがう。このイヌに太た刀ち打うちできるほど自分が強いかといえば、それは疑わしい。では、どう戦う。だが考えをまとめている時間は与えられなかった。

　口を大きく開けたイヌが飛びかかってきた。




　小屋の中はぼんやりとしたオレンジ色の明かりで照らされている。

　ソファに悠ゆう然ぜんと腰こし掛かけた阿あ賀がの位置からだと、はす向かいに座る本ほん郷ごうの顔の半分が暗く沈しずんでいるように見えた。いま彼はイヤホンに意識を集中している。新しん藤どう陽よう太たに若わか月つき美み登ど利りというパートナーがいるように、彼が自分のそれだった。予知能力は因果に組み込まれている他人の未来しか視みることができない。自分を予知するためには、必然、自分の近くに置いた人間を予知することで推測する他にないという結論に達する。彼を選んだ理由はこの辺一帯のゴミクズを束ねるゴミクズだったから。そしてゴミクズにしてはずる賢がしこく、なにより自分の熱心な信しん奉ぽう者しやとなっている部分が気に入ったのだ。

　出会ったとき、本ほん郷ごうは自分を見て生意気だと言い放った。阿あ賀がははっきりと覚えている。だが少し予知をしてみせると、度ど肝ぎもを抜かした彼は、自分の手足となることを誓ちかったのだ。

「イヌが走り出したそうです」と本郷が口を開いた。

　そのイヌはグレート・デン。凶きよう暴ぼう性を高めるため、ありとあらゆる工夫をほどこしてある。へまをしたメンバーや拉ら致ちしてきた人間を何度か追いかけさせたことがあるが、そのすべてをものの見事に肉にく塊かいに変えてみせた。

　予知能力者の弱点であり、もっとも怖おそれるべきもの。それはスピードだ。頭上から花か瓶びんが落ちてくる未来が視えても、避よける時間がなければ意味はない。それに加え、そのイヌは人間の一億倍の嗅きゆう覚かくを使って追つい跡せきするため、暗くら闇やみに身を隠かくしても無む駄だである。

　人間の前ぜん腕わん程度なら簡単に嚙かみ砕くだけるアゴを相手に、新藤陽太はどうするだろう。

　しかし、しばらくすると、本郷がくちびるをひん曲げた。

「戻ってきたそうです」

「……なに？」

　イヤホンを指で耳に押し込む本郷が、まちがいないんだな、と無線機に念を押す。

「イヌが尻尾しつぽを巻いて戻ってきた、とか言ってますが……」

「……新藤陽太は？」

　だが本郷は首を振ふる。阿賀にとってこれは意外な結果だった。感覚鋭えい敏びんになった予知能力者は身体能力も向上するが、あのイヌに勝てるほど新藤陽太は強いというのか。

「イヌの様子がおかしいって言ってます。だらだらヨダレを垂らしてるとか」

　その報告の意味はわからなかったが、阿賀は自分の胸に語りかける。あまり彼を見くびらないほうがいいのかもしれない、と。単独で樹海に潜せん入にゆうすることを選んだ新藤陽太の目的は、同じく予知能力を持つ自分以外にない。だがアポカリプスのメンバーが周囲を固めていることは、彼でも容易に推測できているはずだ。その網あみをどうかいくぐるつもりだろうか。

　いや、ちがう、と阿賀は頭を切り替える。その行動が視えるのだから、メンバーの存在など新藤陽太からすればさしたる問題ではないのだ。わたしが彼を見くびらないように、彼もわたしだけを脅きよう威いと思っているだろう。だがそれでも彼が手こずっているのは、わたしがメンバーに指示を与え、未来を改変し続けているからに他ならない。

　もしや、と阿賀は思った。新藤陽太は自分と構成員を分断するつもりではないか。未来改変の指示が通らない状じよう況きようを作り上げれば、彼は自分と対等に立てると踏ふんでいる可能性がある。

　いまアジトには本ほん郷ごうの他に三人のメンバーがいる。幹部気取りの彼らはいま、アサルトライフルを肩かたにかけたまま、トランプにいそしんでいた。たとえば新しん藤どう陽よう太たが大たい砲ほうかなにかを用意しており、それをここに撃うち込んだとしたら、彼らは自分の指示通りに動けなくなるだろう。

　その隙すきを狙ねらわれれば自分は丸まる裸はだかも同然か。大げさな考え方かもしれないが、懸け念ねんとはそういうものだ。やはり新藤陽太はここで殺しておかなくてはならない。

　イヌがすぐに帰ってきたことから、彼の居場所は追つい跡せき班からそれほど離はなれていないとわかる。阿あ賀がはテーブルの上にあるノートパソコンに手を伸のばした。




　左の前ぜん腕わんに空いた四つの穴から、赤黒い血が泉のように涌わき出している。

　イヌに嚙かまれている間、その牙きばが骨にまで達していることが陽太にはわかった。ゴリゴリと骨を穿うがたんとする振しん動どうが全身に響ひびき渡わたり、半ば意識は飛びかけたほどだ。

　そんな凶きよう暴ぼうなイヌをあっさりと撃げき退たいしたのは、美み登ど利りがデイパックから取り出した防犯スプレーだった。主成分はＯＣガスというトウガラシ由来のものだ。彼女がイヌの鼻先へそれを吹きつけると、すぐにイヌは甲かん高だかい悲鳴をあげて闇やみの向こうへ去っていったのだ。

　乃の那なのストーカーを逮たい捕ほするときに自分が使ったものを、美登利は拾っていたという。それはずいぶん昔のことのように思えた。現場で落としてそれっきりだったのだ。自分が投光器の光にやられたように、イヌの嗅きゆう覚かくにそのスプレーはよほどきつかっただろう。

　ほとんど倒たおれるように腰こしを下ろした陽太は、激痛をこらえながら全身を確かめる。右足は銃じゆう弾だんが貫かん通つう。左ひだり腕うでは裂れつ傷しようし、赤々とした肉の奥おくからわずかに白いものが顔をのぞかせていた。

　不意に周囲が明るくなってきたと思うと、眠ねむ気けに似た浮ふ遊ゆう感かんが全身を包み込んできた。それは洗い立てのシーツに寝ね転ころんだときのような心ここ地ちよさだった。

「もう帰ろう……」

　という泣き疲つかれた子供のような声が聞こえ、ハッとした陽太が顔をあげると、涙を浮かべた美登利の瞳ひとみがあった。周辺に目を走らせるが、濃のう密みつな闇の壁かべがそびえているだけだ。明るくなるにはまだまだ時間がかかる。

　危なかった。どうやら気を失いかけていたらしい。ここで自分が倒れれば、美登利はまちがいなく死ぬ。そういう状況にいま自分はいるのだ。気絶してなどいられない。

「帰ろうよ」と美登利はまた言った。「やっぱりわたしたちだけじゃ無理だったのよ……」

　そんな彼女に酷こくなことを言うのは気が引けたが、伝えるべきことがある。

「……もう逃げ道はないんだ」と陽太は言った。「坂の下のほうに……やつらが並んでいる。足音が……聞こえた」

「そんな……」

　自分たちがいまいるのはなだらかな坂の中腹。その下方を、アポカリプスの構成員は通せんぼするように、横一列に並んでいる。距きよ離りがあるため視し認にんすることはかなわないが、鋭するどくなった聴ちよう覚かくが教えてくれる。退路は絶たれた、と。

　両足の力が抜けたみたいに、美み登ど利りは陽よう太たのとなりにへたりと腰こしを落とした。

「これからどうしよう」

　美登利の目は開いているが、なにも見ていないようだった。

「阿あ賀がを捕つかまえる」と陽太は言った。「それだけだ……」

「無理よ……」ガタガタと肩かたを揺ゆらし、美登利は嗚咽おえつする。「陽太、このままじゃ死んじゃう……。早く……病院に行かないと……」

　その小さな顔を両手で押さえ、陽太は額と額をあわせる。ごつん、と音がした。

「泣くな。おれたちはまだなにもしていない」

　至近距離から美登利の目をとらえる。そして陽太は、まだ手はある、とささやいた。

「……手って？」

　そして立ち上がり、いま来た道をよろよろと引き返す。到とう着ちやくしてまだ数時間も経たっていないはずだが、ずいぶんとひどいありさまになってしまった。

　だが、これは罰ばつだ。陽太はこの状じよう況きようを甘んじて受け入れる。クロロで死んだ人たち。そして麗れい美み。本来ならいまも生きているはずの人間が死んでしまっているのは、自分の不注意のせいだ。無傷でいるほうがつらい。

　先ほどいた場所まで戻ってきた陽太は、足もとに寝ね転ころがるそれを蹴け飛とばした。

「んぐ……」

　脇わき腹ばらを蹴ると、うめき声が漏もれた。意識を取り戻しつつあるようだ。暗視スコープをはぎ取り、筋肉質の男の身体からだを木の幹にあずけ、陽太は乱暴に頰ほおに平手打ちを食らわせる。

「阿賀の居場所を教えろ」

　声をあげられないように男の顔面を片手でつかみ、精いっぱい凄すごんでみる。自分で言っておきながら、その言葉にはまったく迫はく力りよくが感じられなかった。けども、意外にも男はぎょっとした目でこちらを見た。そこで自分が血だらけ泥どろだらけの状態であることを思い出す。

　それでも男は怒いかり狂くるったようにつかみかかってきた──が、その動きはすでに予知していたため、陽太は素す早ばやく彼の鼻っ柱にこぶしをめり込ませる。うぶぅ、という珍ちん妙みような声をあげ、男は顔面を両手で覆おおった。続けざま、がら空きの側頭部めがけてもう一発殴なぐりつけてやる。

「や、やりすぎよ……」

　背後からの美登利の声に、三発目を喰くらわせようとしていた陽太は手を止めた。しかし、彼女の言葉に疑問を抱いだきもする。この男もクロロで銃じゆうをぶっ放したひとりかもしれないではないか。たかだか二、三発殴られたくらいがなんだというのか。

　バッグから取り出したハンドタオルを手に、陽太は男に馬乗りになった。それを使い、まず男の口を塞ふさいだ後、後頭部に回したタオルの端はしを折り返し、右目も隠かくす。

　残された男の左目は恐きよう怖ふを浮かべていた。すかさずそこに防犯スプレーを吹きかける。

「──んぐぁーっ！」

　低い悲鳴をあげ、激痛にのたうちまわろうとする男の身体からだを、陽よう太たは押さえ込む。

「阿あ賀がの居場所を教えろ」

　岩の隙すき間まから水が湧わき出すみたいに、閉じた男のまぶたからは涙があふれ出している。

「教えろ」

　何度か繰くり返した末にタオルを剝はぐと、意い気く地じのない言葉が男の口から漏もれ出てきた。

「……教えるから助けてくれ……」

　勝手なやつだ、と陽太は思った。




　ノートパソコンのディスプレイに映るのは周辺の地図だ。

「この数字がメンバーなんですね」

　横から見ていた本ほん郷ごうが横一列に並ぶアイコンを指差した。樹海に潜もぐっている構成員一人ひとりには、リアルタイムで追つい跡せきできるＧＰＳロガーを携けい帯たいさせている。ともすれば遭そう難なんしかける広大な原始林において、複数の人間に指示を与えるためにそれは必ひつ須すだった。

　阿賀の指示により、新しん藤どう陽太を追跡する十人のメンバーは、十メートルほどの間かん隔かくをそれぞれ置き、樹海の中で防ぼう壁へきを築いていることがアイコンからわかる。その上方に彼はいま隠かくれているはず。つまりさらに登り続けるしか残された道はないのだ。

　ＨＡＡＲＰには、新たに人員を回したものの、その数は五人。いまは全力で新藤陽太を始末するべきと判断した結果だ。

「新藤陽太はきっとこの辺にいる」と阿賀が指差す。

「へえ。もうここからわりと近いじゃないっすか」

　本郷の言う通りだ。彼が坂を登り切ることができれば、自分のいる小屋のすぐ近くに出ることになる。だが、そうはさせない。こちらは次の手を打つ必要がある。

「これ、なんでこっちに戻ってきてるんですかね」と本郷が言った。

　見ると、地図上のアイコンがひとつ、確かに不自然な動きを見せていた。ＧＰＳにはいくらかの誤差が発生するため、それをすぐに命令違い反はんと決めつけるのは尚しよう早そうだ。

「……本郷くん、彼になにか指示を出したかい？」

　そのアイコンを指して阿賀は訊たずねる。坂を登るように、こちらに近づくように、それは移動を続けているようだった。

「いえ、阿賀さんの指示しか伝えてないっすよ」

　呼び戻してもいないのに、ひとりの構成員がアジトへ戻ろうとしている。そして、そのアイコンの持ち主は、ついさっき新藤陽太のもとへ深追いした愚おろかな兵のものだ。彼が本来の持ち場へではなく、我々のいる方向へ向かう意味はなにか。

　本ほん郷ごうに指示を出し、無線機でその男を呼び出してみる。だが声は返ってこない。阿あ賀がの口もとに笑みが浮かんだ。深追いはするなという命令を無視し、ひとりで突つっ走った行こう為いは許しがたい。しかし、いま最大の功労者となってくれた。新しん藤どう陽よう太たの居場所を教えてくれたのだから。

「本郷くん、追つい跡せき班にこう伝えてくれ」

　阿賀は指示を出しながら、これが最後の未来改変となるだろうと思った。




　金きん髪ぱつの男をうしろ手で縛しばって歩かせ、その後方に続く美み登ど利りは陽太に肩かたを貸していた。必要ないと一度は断られたが、それでは自分の気が済まない。どれほどひかえめに見ても、彼の怪け我がは重傷だ。本来なら歩くことすら許されない。

　しかし、彼の耳が聞き取った音によると、坂の下を通せんぼする構成員は、徐じよ々じよに迫せまってきているという。緩かん慢まんな足取りということだが、それは茂しげみをかき分けたりして用心に用心を重ねているためだろう。やつらは自分たちが坂を下りる隙すきを完全に排はい除じよしているのだ。逃げることができないのなら、もう戦うしか選せん択たく肢しは残されていない。だから息を切らして登る。

　美登利はＨＡＡＲＰに考えを移した。市内の総合病院には母が入院している。そして父が好いていたこの町が、富ふ士じ山さんからあふれ出た溶よう岩がんに焼き尽つくされる──そんな未来を想像しただけでぞくりと震ふるえる。それも、父が用心しろと言っていた予知能力者が原因で。

　でも大丈夫よ、お父さん。陽太はわたしたちの味方。彼は悪い予知能力者じゃないから安心して。美登利は陽太に目を移す。泥どろだらけの横顔がそこにあった。自分も同じようなものだろうと思う。泥と涙と、さっき触ふれられたときに彼の血もついたはず。

「ごめんなさい」と美登利は切り出した。

「どうした……急に」

「あなたを事件に巻き込んだのはわたしだから、謝あやまりたかったの。ずっと」

　あの日、自分が捜そう査さに協力しろと強要しなければ、彼はこんな怪我を負うことはなかった。

「それで……様子がおかしかったのか」と陽太が言った。

「……傷、痛いよね。あなたにそんな怪我をさせて、ご両親に申し訳が立たないわ」

「怪我をさせたのはアポカリプスだ」

　それはそうだけど、そうじゃない。美登利は首を振ふる。

「わたしが巻き込んだせいよ」

　謝っても謝り切れるものではないが、それでも謝らずにはいられなかった。

「陽太は自分を責めていたけれど、麗れい美みが死んだのもわたしのせいなの」

「……なんだって……そんなことを？」

「わたしが陽太を巻き込まなければ、麗美も死ぬことはなかった。そうでしょ？　ねえ、正直に話してほしいんだけど、こんなときに訊きくことじゃないとはわかっているんだけど……」

「なんだ……？」

　麗れい美みのこと好きだった？　と美み登ど利りは訊たずねる。顔は陽よう太たには向けず、前を見たまま。

　ややあって、小さく笑う彼の声が耳もとにした。

「本当に、こんなときに話すことじゃないな……」

　怒おこられるかと思っていたが笑われてしまった。美登利は急に恥はずかしくなる。

「ごめんなさい。でも……そんな風に見えたから……」

　そして言おうと思っていたことをついに言う。

「わたしのこと、憎にくんでいいからね。あなたの好きな人を死なせたのはわたしだから」

　麗美が死んだという知らせを受けたとき、自分の過あやまちを痛感したのだ。他人を巻き込んだ自分のせいだと。クロロでの被ひ害がい者しやも然しかりだ。

「……無事に帰れたらになるけど、わたしにできることがあればなんでもするから」

「できる……こと？」

　顔がじんわりと熱くなるのを感じたが、美登利はなるべく平静を装って言った。

「なんでも。胸でもお尻しりでも、好きにして」

「……本気で言ってるのか」

「本気。わたしでよかったらだけど」

「健全じゃないな」と陽太は笑った。

「そうね」と美登利も笑みを返す。

　心の中は罪の意識でいっぱいだった。自分はまるで疫やく病びよう神がみみたいだ。父のせいで彼は予知能力者になってしまい、いま、その娘のせいで重傷を負っている。せめて憎んでくれなければいたたまれない。そして、お礼でも罰ばつでもいい。彼のためならなんでもしてあげる。

「うぅっ……」

　不意にうめき声をあげた陽太が右足を押さえた。いったいどれほどの痛みをこらえているのだろう、と美登利は怖こわくなる。守られてばかりの自分には想像もつかない。

「だ、大丈夫……？」

　大丈夫なわけがないのに、そう訊きくことしかできない自分に腹が立ち、情けなくなった。

「大丈夫だ」と、彼はそれでも笑顔を見せた。「……別に麗美を好きだったわけじゃないけど、そんなこと関係なく、美登利を憎むことなんてしない。おれと阿あ賀がは予知能力者だ。遅かれ早かれ、互たがいの存在に気づいたはず。わかるだろ？　憎むなら阿賀を憎むべきなんだ」

　その声に違い和わ感かんを覚え、美登利は陽太の顔を盗ぬすみ見た。ふと父から教えてもらったことを思い出す。シンクロエナジャイザーで覚かく醒せいした人間は、予知能力を得たり感覚鋭えい敏びんになったりするだけでなく、その心までも変わってしまうという話だった。心が変わる──その具体例は聞いていないが、なぜそんなことを思い出してしまったのだろう。

　視線を戻すと、前を行く金きん髪ぱつの男の背中があった。よたよたと頼たよりないが、陽太の足取りも不確かなのでちょうどいいぐらいだ。坂はまっすぐ登るには険しすぎるため、傾けい斜しやに対して横向きを維い持じし、大きなジグザグを描えがいていく。その金きん髪ぱつの男によれば、坂の上に出ると、そこはもうアジトのすぐ近くであるということだ。そして、そこに阿あ賀ががいる。

「おれも謝あやまりたいことがある」と陽よう太たが口を開いた。「ずっと黙だまってたけど、この樹海に入ったのはおれたちだけじゃないんだ」

　美み登ど利りは耳を疑った。

「だけじゃないって……どういうこと？　誰だれが来ているの？」

「……警察が来ている」

　驚おどろいた瞬しゆん間かん、すかさず陽太の手に押さえられてしまった。

「声を出すなよ」

　こくこくとうなずくと、彼はその手をほどいてくれた。

「……いいか？　おれたちの動きは阿賀に予知できない。だからこそ阿賀は……おれたちに神経を使っているんだ」

「それは、まあ、そうね」

　とまどいながらも、樹海の中で乱数発生器が知らせてくれた出来事を思い返す。阿賀が起こした未来改変だ。陽太を油断させるためにあらゆる方策を練っていることは確かだった。

「警察の動きを隠かくすための陽動なんだ、おれたちは」

「……家から脱ぬけ出したのは？」

「家はアポカリプスに見張られている。どこからかわからないけど。それを逆手に利用した」

「見張られてる？　なんでそんなことがわかるの？」

「麗れい美みが殺されたときにわかったんだ」

「……どういうこと？」

「おれは麗美を撃うった本ほん郷ごうや犯人たちを、麗美の家の前で見た。おれが到とう着ちやくしたとき、やつらは車に乗って去るところだったよ。そして麗美本人は玄げん関かんで倒たおれていた」

　それは美登利も聞いていることだった。

「けど、それはおかしい。おれは自宅で本郷が家族を殺す未来を視みて、すぐに谷たに崎ざきさんに電話を入れた。阿賀がおれたちを撃つ未来が──新しん藤どう陽太の家に警察が現れる未来に変わった。それは本郷も予知でわかったはず」

「だから阿賀は本郷っていう人を麗美の家に向かわせたんでしょ。計画を変へん更こうして」

「その後、おれは美登利やヒデたちに電話を入れてから、ようやく電話に出ない麗美の家に走ったんだ。なにもかも遅かった……。そのはずなのに、やつらはまだ家の前にいた。麗美を玄関で殺したってことは、ドアを開けたところを撃ったんだろう。なのに、だ」

「なにが言いたいの？」

「おれと麗美の家はそれほど離はなれていない。車ならあっという間だ。なのに後から駆かけ出したおれが、先に着いていたやつらの姿を目もく撃げきするのはおかしいって言ってるんだ。そこに生まれるはずの時間的ズレがなくなっているだろう」

　美み登ど利りは当時の状じよう況きようを想像し、口を開いた。

「……陽よう太たを待っていた？」

　だろうな、と彼はうなずいた。

「おれの家と麗れい美みの家の、両方を監かん視ししているはず。本ほん郷ごうの姿をおれに見せるために」

「でも、なんでそんなことを？　なんの意味があるの？」

「おれと家族を殺すはずだった本郷が、おれが警察を呼んだせいで、麗美を殺した。阿あ賀がはおれに、警察と関かかわる限り仲間が死ぬ、と思わせたいんだ。そういう考えを植えつけようとしたんだろう」

「そんな……」

　そんなことのために麗美は死んだの、と言いたい気持ちに駆かられたが、美登利は口を閉ざす。言ってしまったら、それは陽太を責めることにつながる。ただ、彼はすでに気づいているのだろう。だからこそ、自分の行いを悔くやんでいるのだ。どうしようもなかったというのに。

　だが警察がいるのならこれほど心強いものはない。

「……でも陽太は阿賀の思い通りにはならなかったということね」

「思いかけたさ。警察とは縁えんを切って、ひとりで阿賀を捕つかまえにいこうって」と陽太は言った。「でもそれすら阿賀の思い通りだとしたら。そう考えたとき、不自然さに気づいたんだ」

　どこまで冷れい徹てつな男なのだろう。美登利は阿賀の非情さを思い、寒気を覚えた。陽太を間接的にマインドコントロールするためだけに、人ひとりの命を使ったということではないか。

「けど、警察がいるなら、阿賀に予知されてしまうじゃない。あいつは逃げるに決まってる」

　警察の機動力はアポカリプス以上だ。だからこそ、阿賀はすぐに逃とう走そうを選ぶはずではないか。だが美登利の心配とは裏腹に、陽太は落ち着いていた。

「それは……いや、待て」

「え？」

　足を止めた陽太は、美登利に言った。

「乱数発生器が鳴ったぞ」

　冷たい手で心臓をわしづかみにされた衝しよう撃げきが走った。もはやそれは死し刑けい宣告と同じだ。

　彼の右みぎ腕うでが自分の首から胸むなもとへと回り込んでいるため、背負ったバッグから乱数発生器をすぐに取り出すことはできない。だがその必要はなかった。自分の手と彼の手は触ふれ合っている。陽太の顔から血の気が引いていくのを、美登利は間近で見ていた。

　どんな未来が襲おそってくるの、と訊ききたかった。だが恐きよう怖ふで凍こおりついたくちびるは動かない。

「まずいぞ……」

　陽太がそうつぶやいたのと同時に、背後に音がした。パシン、という鞭むちがしなるような音だ。反射的に首を回すも、美登利の瞳ひとみはなにも映さない。あるのは闇やみにそそり立つ木々だけだ。

　だが立て続けに、パシン、パシンとまたも響ひびく。そこかしこに巨きよ大だいな雨あま粒つぶが落ちてきたかのようだ。いったいなんの音？　美み登ど利りは音がするたびに視線をその箇か所しよへ走らせる。なにかが草木や地面を叩たたいていることだけは間違いない。

「伏せろっ！」

　耳もとでいきなり陽よう太たが叫さけんだと同時に、美登利は彼に抱だかれたまま地面に倒たおれこんだ。

「お前も早く伏せるんだ！　死ぬぞ！」

　頭上で陽太の声がする。見ると、彼の視線は進行方向を向いていた。前を歩く男に言っているようだ。そしてふたたび自分に覆おおいかぶさってきた。

　頭からつま先まで、全身を包み込まれる。いったいなに？　わけもわからず、美登利はされるがままだった。しかし、視界の端はしにある木の幹の一部が、バン、と音を立てて粉ふん砕さいする瞬しゆん間かんを見た。その部分からパラパラと破は片へんが下にこぼれ落ちていく光景も。

　そこでようやく鞭むちのように叩く音が、実際には爆はぜる音だったと知る。

「坂の下にいるやつらが撃うってきた！」

　耳のすぐ近くで陽太が叫ぶ。だが、すでに彼の声は遠くになりつつあった。周辺の草木は爆ぜ、幾いく多たの炸さく裂れつ音があたり一帯に鳴り響いていたから。

　砕くだけ散った空が落ちてきたかのような、とてつもない銃じゆう撃げきの嵐あらしだった。粉砕された石や木々の破片が、地面から、樹上から飛び散り、身体からだのあちこちに降り注ぐ。そのたびに皮ひ膚ふがちくちくと痛みを訴うつたえた。しかし、それがいつ弾だん丸がんの激痛に変わるのか。いつ自分の身体からだを貫つらぬくのか。そこまで考えが及およんだとき、美み登ど利りは自分が悲鳴をあげていることに気づいた。
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　けれども、それは悲鳴になっているかもわからない。遠くからやってくる銃じゆう声せいと、近くで鳴る炸さく裂れつ音に阻はばまれて聞こえないのだ。無数の殺意の塊かたまりはその場の音すら支配していた。

　──助けて！

　鉛なまりの豪ごう雨うの中、美登利は叫んだ。




　金色に輝かがやく腕うで時ど計けいをじっとにらんでいた本ほん郷ごうは、やがて無線機に声を張り上げた。

「撃うつのをやめろ！」

　乱射は一分間という指示を出した。新しん藤どう陽よう太たを追つい跡せきする十人すべてがアサルトライフルを携けい行こうしている。六十秒あれば狙ねらった空間を蜂はちの巣にできる物量だ。ネズミ一匹逃のがれる隙すきはない。

「よし、やつらの死体を探せ。サボるんじゃねえぞ」

　テーブルの上に足を投げ出した阿あ賀がは、晴れやかな気分を味わっていた。拳けん銃じゆう、自動小銃、爆ばく弾だんと、ありとあらゆる武器を調達済みだが、予知能力者が自分を狙ねらっているという事実はなによりも気にかかった。それは心の片かた隅すみに巣食い、まるで腫しゆ瘍ようのように増ぞう殖しよくの気配をこれまで見せていたのだから。

　しかし、それも終わった。ＧＰＳを頼たよりに、おおよその位置へ向けて当てずっぽうの乱射を試みてみたのだ。その分、捜そう索さく範はん囲いは広くなってしまうため、新藤陽太の死体を見つけるまでにいくらかの時間を要するだろう。

　ただ、それはあくまで兵たちの行動の話だ。未来が視みえるということは、「過程」をすっ飛ばして「結果」を手に入れられるということである。新藤陽太が予知能力者という行動の読めない存在ではなく、亡骸なきがらという物質に変わっているのなら、じっと報しらせを待つ必要はない。

「本郷くん、きみの未来を視せてくれ」

　かざした手の下で、本郷はすみやかにひざまずいた。死体発見の報告を受ける未来を先に視てしまえばいい。阿賀は軽い気持ちで彼の額に指を触ふれた。

　しかし、望んでいたものとまったくちがう未来が視えたため、阿賀の心臓はどきりと揺ゆれた。

「……どうかしたんすか？」と本郷の声。

　阿賀は反応できない。頭の中に流れる思考が停止していた。いま視えたのは──ＨＡＡＲＰに武装した警官が現れた──という報告を、無線機から受けるヴィジョンだ。

　新藤陽太は警察と切れていなかった！

　我に返り、大きな舌打ちをした阿賀は、テーブルから両足を床ゆかに下ろした。思い返してみれば、新藤陽太の行動は不可解な点が多かった。今夜、自宅に置かれた警護の数は三人という報告だったが、テロリスト襲しゆう撃げきに備えているにしては手て薄うすすぎる。住人がいなくなったからといって、殺人事件の現場である国くに枝えだ麗れい美みの家に警察官を配置させていなかったことも、樹海の道路にその車を無造作に乗り捨てたことも不自然だ。すべては自分をあざむくための演出。

　予知能力者は予知されない。その原理を使い、新しん藤どう陽よう太たは捨て身でここへ特とつ攻こうを仕し掛かけているのだと思っていたが、実際にはちがった。彼の真の計画──それは単独で樹海に潜せん入にゆうしたと自分に思い込ませながら、別働隊として警察に動いてもらうことだったのだ。

　失態だ。時間にして三時間足らず。自分は彼を始末することのみに集中してしまい、予知することを忘れていた。いや、彼の行動が予知できないからこそ、意味がないと切り捨てていたのだ。警察と袂たもとを分かち、単独で向かってきていると思い込んでいたから。

　とはいえ、このわずかな時間で彼は警察と計画を練り上げ、実行に移したと考えるのは現実的ではない。もっと早くからその計画はあったはずだ。

　なのに、なぜ自分は予知できなかったのか。

　その答えは出ている。自分がアポカリプスを動かしているように、新藤陽太も警察を動かしているにちがいない。己の手足のように。

　富ふ士じ山やまハイランド襲しゆう撃げき前に、警察が現れる未来が視みえた。おそらく周辺にでも待機していたのだろうが、それは無意味だ。主体となって動く意志を警察が持っている限り、それは因果に刻み込まれ、予知が可能だ。だから自分は直前で市役所にターゲットを変更したのだ。

　だが今夜、警察出現の未来がいままで視えなかったのは、新藤陽太が主体となっているからだろう。因果にとって不確定の予知能力者に未来をゆだねたとき、その人物は予知されない。その法則を彼は利用したのだ。

　──つまり、このど田舎いなかの警察は一いつ介かいのガキの言いなりになっているということだ！

　阿あ賀がは胸をかきむしりたくなるような苛いら立だちを覚えた。自分はどうやら一いつ杯ぱい食わされたらしい。警察突とつ入にゆうの未来がそこまで迫せまってきている以上、もはやＨＡＡＲＰは捨てる他にあるまい。

　しかし、阿賀はふんと鼻を鳴らす。所しよ詮せんはＨＡＡＲＰを捨てればそれで済む話。たまたま自分が予知をしなかったために、ここまでうまく事が運んだだけであって、運うん頼だのみの安易な策としか言いようがない。子供だましだ。あの世で（死んでいるとすればだが）新藤陽太は自分を出し抜いた気になっているのかもしれないが、彼は大きな勘かん違ちがいをしている。この阿賀征せい太た郎ろうにとってＨＡＡＲＰなどどうでもいいのだ。

「あのぉ……」

　視線を向けると、本ほん郷ごうと他の三人が不安そうな目を向けていた。

「……どうかしたんですか？」

「警察が樹海に来ている」

　そう伝えた瞬しゆん間かん、雷かみなりが真横に落ちたみたいな慌あわてぶりを彼らは見せた。

「なに、きみたちはうろたえなくていい」と阿賀は言う。「我々が捕つかまる未来ではない」

　笑みを見せると、彼らは胸をなでおろした。しかし、撤てつ退たいすべきではある。ＨＡＡＲＰを押さえた後、いずれこの小屋も見つかるはずだ。ただ、それはなにも難しいことではない。これまで通り、予知能力を使い、自分が絶対の逃とう走そう経路を見つければいいだけの話。

　考えを変えることにした。阿あ賀がは本ほん郷ごうに手を差し出す。

「無線機を貸してくれないか。わたしから直接伝える」

　警察がここではなく、まずＨＡＡＲＰに現れるという事実をフルに活いかすべきだろう。そうだ。それはすでに未来として確定しているのだから。それに、もとよりこういった事態を想定し、準備してあるではないか。ならば……。

　無線機に応答を求めると、ＨＡＡＲＰ警備班のひとりが声を返してきた。

《どうかしましたか？》

「これからそこに警察が現れる」

　わずかな沈ちん黙もく。

《ど、どど、どういうことですか？》

「そういう未来が視みえたのさ」

《じゃあすぐに逃げなくては》

「焦あせる必要はない。まずは落ち着くんだ。ほら、深呼吸をして」

　なだめるようにではなく、のんきに言った。

《いや、しかし……》

「安心したまえ。きみたちが警察に勝つ未来をわたしは視た」

　またも沈黙がややあって、

《ほ、本当ですか？》

「本当もなにも、警察を倒たおすのはきみたちさ。わたしも驚おどろいたよ。実に素す晴ばらしい働きだ」

　もちろんウソだ。視えたのは、パニック状態で警察が来たと叫さけぶ声──それを耳にする未来だ。勝てるわけがない。

「きみたちのような勇ゆう敢かんな戦士を仲間にできたことを、とても誇ほこらしく思う」

《阿賀さん……》

「警察の数はそれほど多くない。それに、すでに出現を知っているのだから、動どう揺ようすることもないだろう？　やってくれるね？」

　またも少しの沈黙があったが、

《ええ、やりますよ。任せてください》

　さきほどまでとは打って変わり、自信に満ち溢あふれた声だった。

「ありがとう」

　内心で彼らをあざ笑いながら、阿賀はラジコンヘリのコントローラーを取り出す。予知能力は絶対だ。だからこそ、自分のしゃべる言葉は魔ま法ほうの言葉となる。どれだけ怖おじ気けづいていても、無傷で着地できると自分が言えば、彼らは高層ビルからも飛び降りるだろう。

　コントローラーは、爆ばく弾だんの起爆装置として自ら改造したものだ。あらかじめ設定した通りに操作すれば、ＨＡＡＲＰの周りに埋うめられた大量のプラスチック爆ばく弾だんはすみやかに爆発する。

　準備は万全。あとは警察が現れるのを待つだけだ。味方も死ぬだろうが、それは問題ではない。むしろ場の混乱を増す要因として最後の働きをしてくれるだろう。

　阿あ賀がはノートパソコンをふたたび開き、ソフトを起動する。監かん視しカメラを樹海中に張り巡めぐらしても、予知能力者の夜目では発見されるだろうと考え、設置はしていない。だが念のためと、ＨＡＡＲＰに防犯用の赤外線暗視カメラを一台だけ備えてある。それがいまになって功を奏した。ディスプレイに薄うす暗ぐらい樹海の様子が映し出される。アンテナ群の間を行き来する構成員の姿が時おり見えるが、粗あらい映像を通すと、それらはさまよう幽ゆう霊れいのようだ。だが警察がやってくればすぐにわかる。爆弾を起爆させるにはじゅうぶんであった。

　そして彼らが織りなす阿あ鼻び叫きよう喚かんを尻しり目めに、自分は悠ゆう然ぜんとこの場を後にすることにしよう。そう決めた阿賀は、部屋の中のメンバーに声をかけた。

「このアジトを間もなく出る。準備をしておいてくれ」

　そしてパソコンに目を戻す。

　さあ、早く来い。警察おまえたちがやってくる未来はもうわかっているんだ。

　これほどまでに未来が待ち遠しいと思ったことはなかった。




　富ふ士じ山さんを有するだけあり、県内では山さん岳がく遭そう難なんが昔から後を絶たない。ハイシーズンにはひっきりなしに救助要よう請せいがかかってくるほどだ。若かりし頃ころの谷たに崎ざきも、毎年行われる山岳遭難救助の研修に出たことがある。だがそこから三十年ほどが経過していることを身体からだ中の節々から突つきつけられていた。痛みや疲ひ労ろうとして。

　防ぼう弾だんチョッキはあまりにも重すぎた。ぜいぜいと息を吐はきながらも必死に草木をかき分けていく谷崎は、昼間のことを思い出す。考え直すように何度もすすめたが、新しん藤どう陽よう太たは単独で樹海に乗り込むというその主張をついに曲げることはしなかった。曰いわく、自分の家は見張られているので、それを逆手に利用してやろうという作戦だ。

「阿賀は予知のヴィジョンに映らないおれを、どうしても意識してしまっているんです。だから気づかれないうちに、警察がＨＡＡＲＰを押さえることはできると思います」

　ＨＡＡＲＰの存在とその怖おそろしさは信じがたい。その上、これから富士山が噴ふん火かするという話にも、まるで現実感が伴ともなわなかった。新藤陽太を前にし、谷崎は途と方ほうにくれる思いだった。

　だが、事前に彼から話を聞いていたため、谷崎は身分を明かした上で、然しかるべき専門機関に問い合わせていた。すると、噴火の兆きざしともとれる異常な数値が確かにいくつか見られるというではないか。まだ危険段階にないため、研究者は推移を見守ると述べるにとどめていたが、危険段階に入ってからでは取り返しがつかないだろう。

　富士山噴火は警察としても日頃から想定している課題である。しかし、それは天災としてだ。人間の手で起こせるなどとは、あまりにも……。

「信じてください。ＨＡＡＲＰは必ず樹海にあります」

　必死の形相で彼は訴うつたえる。だが谷たに崎ざきは疑っているわけではなかった。生はえ際ぎわに白いものが目立つと妻から言われることが増えたが、これでも刑けい事じだ。彼がウソを言っていないことは、その目を見ればわかる。そして彼に予知能力があることも認めるところだ。

「では警察にまかせなさい。きみがアポカリプスと対たい峙じする必要などないのだよ」

「それじゃダメなんです！」と新しん藤どう陽よう太たは訴える。

　どうしてわかってくれないの、と娘が反はん抗こうするときの顔にそっくりだった。警察の行動は阿あ賀がに予知されてしまう、か。そのためか、いまのところまったくと言っていいほど、やつらの尻尾しつぽはつかめていない。

「……わかった」

　考えた末、谷崎はその提案に乗ることにした。苦く渋じゆうの決断である。すると、新藤陽太は奇き妙みようなルールを守ることを要求してきた。彼に持たせたＧＰＳを確かく認にんしつつ、警察は数百メートルほど後方からまったく同じルートをたどってほしいということだった。

「どうして同じルートを？」

「予知されないための作戦のひとつです」

　谷崎は耳を疑った。

「我々が予知されない方法があるのかね？」

「そのためにいまのことを徹てつ底ていしてほしいんです。そして、まずはおれがＨＡＡＲＰを見つけます。谷崎さんたちはそこにたどり着くまでは絶対に構成員に見つからないでください」

「それは当然だ。我々もプロだからね」

　頼たのもしいです、と言う新藤陽太に谷崎は右手を差し出す。目的を同じくする、同志としての握あく手しゆだ。彼はゆっくりと遠えん慮りよがちにそれをにぎり返した。

「どうかな？　ＨＡＡＲＰを押さえた、わたしの未来が視みえるかね？」

　訊たずねると、彼は残念そうに首を振ふった。

「視えません。谷崎さんがぼくに未来を託たくしてくれたからですね」

　そこでようやく彼の考えを理解した。

「なるほど……。きみと同じルートをたどれば、きみに未来を託すことになる。つまり、阿賀にも予知できないということか」

　そのときの新藤陽太の顔は、ようやく高校生らしく見えた。目を丸くしたその様子を見、ここまで幼い顔だったのかと思った。谷崎は苦笑する思いで、どうやら自分は甘く見られていたようだと悟さとる。

「共に頑がん張ばろう。阿賀を逮たい捕ほするために」

「……はい」

　にぎる手に谷崎はさらに力をこめたが、彼の手にさほどの変化は見られなかった。

　そういうわけで谷たに崎ざきはいま、樹海で四苦八苦している。新しん藤どう陽よう太たの現在地を示すアイコンが、ある地点で長く停止していた。まずはそこへ向かわなければならない。なるべく早急に。

　もし新藤陽太がそこでＨＡＡＲＰを見つけていた場合、後方から彼を追う我々がそれを見つける未来が確定したということ。つまり阿あ賀がが予知することは可能になる。

　前方に横たわる大木を谷崎が乗り越こえたとき、背後の機動隊員が言った。

「谷崎係長、さきほど言われた通り、アンテナ群を発見した場合はすみやかに制圧にかかりますよ」

「そうだ……。情報提供者の話では……それが……強力な兵器であるとのことだ」

　息を切らしながら答えると、大丈夫かなこの人、といった顔をその隊員は見せた。それを無視して前進する。ＨＡＡＲＰそのものの機能についてはとてもじゃないが、他の警官には説明できなかった。またその時間もなかったため、あえて土ど壇たん場ばを狙ねらい、彼らに命令したのだ。

　もしこれが空振りだったら、自分の首は飛ぶだろう。新藤陽太にもしものことがあった場合も同様だ。しかし、この町とこの国を守るためなら、自分はクビでも構わない。ただ、彼が無事ならそれでいいのだ。

　だがＨＡＡＲＰはやはり樹こ海こにあるだろう。そしてアポカリプスもいる。新藤陽太から連れん絡らくがないのが、それを物語っている。

　目的のポイントはもうすぐそこだ。谷崎は気を引き締しめる。

　構成員もいる。きっと銃じゆう撃げき戦せんになるだろう。

　死ぬなよ、と前を行く高校生の安全を谷崎は祈いのった。




　コントローラーを片手に、ディスプレイを見下ろす阿賀の瞳ひとみは冷たい。しかし、心の中では警察の出現を待ち焦こがれていた。自分がスイッチをひねるだけで、警察は木こっ端ぱ微み塵じんなのだ。これが楽しくないわけがない。

　しかし、ＨＡＡＲＰに警察が現れたからといって、すぐに爆ばく破はさせてはダメだろう。ギリギリまで引きつける必要がある。そうでなければ被ひ害がいは大きくならない。いや、むしろ制圧されてからのほうがいいだろうか？　おそらく警察はその見慣れぬ装置を仔し細さいに検分しようとするはず。

　そこを、ボン、だ。

　腹の底に生まれた愉ゆ悦えつが、阿賀の口から嘲ちよう笑しようとなってこぼれ出た。ああ、土と爆薬と血が混ざりあった匂においはどんなものだろうか。しかし、それを嗅かぎにいくことは叶わない。すでに撤てつ退たいの準備は終えている。

　廊ろう下かに続くドアの近くに本ほん郷ごうたちは立ち、そわそわと落ち着きがなかった。警察が怖こわいのだろう。「我々が捕つかまる未来ではない」とついさっき言ってやったばかりだというのに、信じていないのだろうか。敵はあくまでＨＡＡＲＰにやってくるのだ。

「遅いっすね……」と本ほん郷ごうがためらいがちに口を開く。

　早く車に乗って行きましょうよ。彼らの怯おびえた瞳ひとみがそう言っている。

「もう少しだ」

　優やさしく言い聞かせるが、うんざりだった。どれだけ言ってもわからないらしい。宇宙を統すべる因果は確定の印を押したのだ──樹海にたたずむＨＡＡＲＰへ、警察が突とつ入にゆうしてくる──そういう内容の未来に。予知能力者であるわたしが視みたのだから、それはまちがいない。マッチをすれば火がつくように、それは自然な成り行きとして運命づけられている。

　もういまにも警察が現れるだろう。

　しかし、警察出現の報告はやってこなかった。腕うで時ど計けいを見ると、予知してから二十分ほどが経過していることを示していた。これには阿あ賀がも不安を覚える。まさか報告を入れる隙すきもなく、瞬しゆん時じに警察に圧あつ倒とうされる未来に変わってしまったのだろうか？　たとえなにもしなくとも、予知能力者が関かかわれば、多少なりとも周囲の未来は変わってしまう。

　その懸け念ねんを思い出した阿賀は無線機をつかむ。

「状じよう況きようは？」

　しかし、すぐに応答があった。

《変わらずです。まだ来ませんね》

　無線機を静かに置いて考える。やはりおかしい。だが自分が予知を外すことなどあり得ない。

　ふと、なにか重大な見落としの予感を覚え、阿賀は本郷に目を向けた。

「……来てくれ」

　呼ばれた彼はとまどいながらもその場に腰こしを下ろそうとしたが、いまはわずらわしい。

「そんなものはいい。手を出すんだ」

「……あ、うす」

　恐おそる恐る阿賀は手を伸のばす。この胸むな騒さわぎの正体はいったいなんなのか。そして触ふれた途と端たんにヴィジョンは視みえ、

「──ああぁっ!!」

　絶ぜつ叫きようした。

　それは驚きよう愕がくと、自分の大失態を痛つう烈れつに自覚した末の、無意識の叫さけびだった。慌あわてて立ち上がり、阿賀は部屋を見回す。窓を。ドアを。足もとで尻しりもちをつく本郷と、他のメンバーを。彼らは一様に狼ろう狽ばいしていた。

　いま視えた未来──轟ごう音おんを立てて蹴け破やぶられたドア──一いつ瞬しゆんだけそこに姿を見せた機動隊──間かん髪ぱつを容いれずに投げられた、白い煙けむりの出る鉄の塊かたまり──それはこぶしにおさまるほど小さい──ヴィジョンの内容は、警察が突入してくることを意味していた。このアジトにだ。

「すぐにここを出るぞっ！」

　こんなもの、と阿賀は起き爆ばくスイッチを放ほうり捨てた。ガツンと音を立て、それは床ゆかに転がる。確かにＨＡＡＲＰに警察が突とつ入にゆうするはずだったのだ。しかし、その未来はいまや改変された。新しん藤どう陽よう太たが偽いつわりの未来を自分に視みせていたのだ。

　富ふ士じ山やまハイランドでわたしがしたように！

　部屋を出た阿あ賀がは、悔かい恨こんの念をぎりりと食いしばった歯で嚙かみつぶす。それにしてもなぜ警察がこの場所を知っている？　因果に手が加えられた以上、新藤陽太はいまも──警察に指示を出せるぐらいには──生きていることはまちがいない。そうか、やつが道案内を強要したメンバーを予知したのだ。山道を歩む過程をすっ飛ばし、この小屋の地理を予知で得ることは可能。自分はＧＰＳのアイコンが銃じゆう撃げきの目標マーカーになっていることに着目するばかりで、それを考こう慮りよしていなかった。

「行くぞ」

　ドアを出る間ま際ぎわ、ふと不安に駆かられた阿賀は、ノブをにぎる本ほん郷ごうの手をつかんだ。すると、車を運転する彼のヴィジョンが流れ込む──樹海を貫つらぬく県道──真っ暗で他の車はない──そんな中、道の先に見える光──検問だ──それも巨きよ大だいで、武装した警官が大勢──そんな未来が待っている。

「ま、待て！」

　開かれようとするドアを、慌あわてて押さえ込む。

「ど、どうしたんすか……？」

「いま、きみが考えている道は……ダメだ」

　かわいた舌をなんとか動かし、阿賀は本郷に反対側へ向かうように命じる。なにも検問のあるほうへ突つっ込む必要はない。そして、ふたたび予知をする──が、そちらにも同じ規模の検問が視えた。

「……車はダメだ。樹海を行くぞ。小屋を出て、まっすぐ突き進むんだ」

　ドアを出てまっすぐ。それは下山ではなく登山ということになるが、いまはここから距きよ離りを置くほうが先決。樹海の闇やみにまぎれ、逃とう走そうの隙すきが視つかるまで待つのだ。

「えぇっ!?　無む茶ちやっすよ！」

　嘆なげいた男に、阿賀は胸むなもとから取り出した拳けん銃じゆうを向けた。

「きみの意見は訊きいていない」

　凍こおりついた表情で後ずさる男に銃口を突きつけたまま、他の者にも目を向ける。

「いいか、これまでのことを思い出してみろ。わたしが指示する逃走経路は完かん璧ぺきだったじゃないか。予知をするにはきみたちの意志が必要なんだ。小屋を出てまっすぐ進む、という意志。ぜひとも協力してほしい──してくれるだろう？」

　すると、本郷は首を何度も縦に振ふった。他のメンバーも納得してくれたようだ。それでいい。そして銃を胸にしまい、彼の手に触ふれる──が、樹海の中、闇の向こうから現れた機動隊に発見される未来が視えた。

　なんということだ。阿あ賀がはめまいを覚えながらも別のルートを提案した。小屋を出て左に折れると県道に顔を出す。その道路を横切ってから樹海に潜もぐれば、富ふ士じ山さん頂ちようを右に見る行軍になる。さっきとは逆方向の道程だ。そう本ほん郷ごうに伝え、予知をし直す──が、そこにも警察はいる。またちがうルートを阿賀は提案する──だがそこでも発見される未来が視みえた。またもちがうルートを提案する──が、そこも不可。さらにちがうルートを提案する──が、そこも……。

　動どう揺ようから阿賀は吐はきそうになった。どこへ向かおうと警察が現れる未来しか視えない。

「……ど、どうかしたんすか？」ともうひとりが言う。

　もはや警察はすぐそこまで来ているというのに、こいつらは身に迫せまる危機にも気づけないのか。新しん藤どう陽よう太たはＨＡＡＲＰを先に制圧するという未来を作り上げておきながら、土ど壇たん場ばでその未来を改変した。その上、警察を道路や樹海の中にちりばめ、待機させてもいた。要するに彼の役割は囮おとりであり、その包ほう囲い網もうを構築するまでの時間稼かせぎであったのだろう。

　つまり外そと堀ぼりを埋うめられたのだ、と阿賀は気づく。このアジトに陣じん取どり、新藤陽太だけに神経を注いでいた自分に、道路や樹海でただ待っているだけの警察の存在は予知できない。予知能力者は迫りくる未来を視ることはできるが、迫ってこない存在には気づけないということか。

　どうすればいい？　はやる気持ちを抑おさえ、阿賀は己おのれに問う。一刻も早くここから出るべきだが、屋外で右往左往するのは危険だ。警察の目に触れた瞬しゆん間かん、予知能力は意味をなさなくなる。しかし、ここへ突とつ入にゆうする機動隊の目をくらますことができれば、活路は見いだせるのではないだろうか。

　ひとつのアイディアが浮かんだ。多大なリスクは伴ともなうが、もはやこうなってはしかたがない。

「……本郷くん、少しいいかな」

　そう言って阿賀は本郷だけを呼び寄せる。

「なんすか？」

　チンピラ風ふ情ぜいが不安な表情を見せているため、阿賀は友人にするように彼の肩かたに手を置き、きみだけを信しん頼らいして話す、と耳打ちした。こればかりは他の誰だれにも聞かれてはならない。

　そして、指を伸のばし、彼の首もとに触ふれ──未来を視る。

　そのヴィジョンが脳のう裏りに走ると、地じ獄ごくの淵ふちで蜘く蛛もの糸を見つけた気分になった。ただし、カンダタと同じ轍てつは踏ふむまい。極ごく楽らくから垂らされる、その糸を手にできるのは自分ひとりだけ。

　勝利を確信した阿賀が勢いよく振ふり向くと、他のメンバーは当とう惑わくの色をその顔に浮かべ、こちらの様子をうかがっていた。

「これから警察がやってくる。きみたちはそれを迎むかえ撃うつんだ」

　彼らの動揺たるや凄すさまじい。

「そ、そんなぁ……。無理ですよ！」

「撤てつ退たいするんじゃないんですか？」

「捕つかまりたくないっすよ。おれたちはどうなるんですか？」

　阿あ賀がは微笑ほほえみ、慌あわてなくていい、と言った。

「わたしも取り乱してしまったが、やってくる警察はどうやら二人だけのようだ」

　半ば放心したようになり、三人は顔を見あわせた。

「二人？　たったの……ですか」

　そうだ、と阿賀はうなずく。そんなわけがないだろう、という本心を隠かくして。

「きみたちの勝利する未来がすでに視みえている。わたしの予知は絶対だ」

　突とつ入にゆうしてくる警察は、ご丁てい寧ねいにも正面のドアからやってくる。小屋の裏手はわずかなスペースを残し、すぐに急きゆう斜しや面めんとなっているためだろうか。阿賀は三人と共に部屋を出た。廊ろう下かは短く幅はば狭せまの空間で、突つき当たりのドアが外へとつながっている。そこで迎げい撃げきするよう指示を出した。

　彼らは自分の予知をすっかり信じきっており、すでにその目には勝利の二文字が浮かんでいるようだ。期待しててください、ぶっ殺してやりますよ、と小しよう銃じゆうを構えた。

「もちろん期待している」

　そう言って阿賀は部屋へと戻った。




　静せい寂じやくをなによりも尊重するように、暗くら闇やみで突入準備に勤いそしむ機動隊は一いつ切さいの音を立てない。

　目の前に建つのは一軒けんの小屋。二階建ての小さな別べつ荘そうのようだが、何年も手つかずであることは明らかだ。草木は伸のび放題で、建物を森とほとんど同化させている。外がい壁へきと屋根は長年の雨と土ぼこりにさらされたせいか、元の色を推測すらできないほど黒ずんでいた。

　そんなあばら家の窓に灯ともるぼんやりとした明かりは、違い和わ感かんを通り越こして、もはや確信に近いものを谷たに崎ざきたちに与えてくれる。

「警告はかけませんよ」と、さきほど声をかけてきた機動隊員が言った。

「無論だ」

　小声で谷崎はうなずく。付近に駐とめられた三台の車の中のひとつからは、すでに拳けん銃じゆうを発見している。助手席のシートの上にそれは置き忘れられていた。もはやだめ押しだ。ここがアポカリプスのアジトでまちがいない。そしてこの中に阿賀がいるのだ。

　ドアの手前には、すでに四人の隊員が忍しのび寄っていた。ＭＰ５サブマシンガンを引っさげ、指で合図を送りあっている。谷崎はそれを見ながら思い出す。ほんの半時ほど前まで、事前に新しん藤どう陽よう太たと打ち合わせた通りに、自分たちはＨＡＡＲＰを第一目標にして動いていた。だが彼から電話が入り、いま現在たどっているルートをすぐに外れ、指定する場所へ向かってほしいと言われたのである。あまりにも急な計画変へん更こうに耳を疑った。

　電話口で彼は小屋の外観や地理を説明した上で、その中に阿賀がいます、とまくし立ててきた。いますぐ向かってください、時間が勝負です、これでやつを逮たい捕ほできるんです。そして疲ひ労ろう困こん憊ばいの身体からだに鞭むち打うち、谷崎は大おお慌あわてで方向を転てん換かんしたのだった。

　ついに隊員が小屋のドアをわずかに開いた。別の隊員が隙すき間まにすかさずなにかを投げ入れる。流れるようなその連れん携けいの直後、バン！　という音と共に、強い光と煙けむりが中から漏もれてきた。

　そして一いつ斉せいに雪な崩だれ込む。続いて、雄お々おしい声と何発かの銃じゆう声せいが闇やみ夜よに響ひびき渡わたった。いま、ついに一連の事件に終止符が打たれようとしている。谷たに崎ざきも発ほつ作さ的に突とつ入にゆう班に続こうと立ち上がった。だが隊員に押しとどめられてしまう。足手まといです、という無言の圧力がそこにはあり、置き去りにされたような寂さびしさを味わった。

「制圧完了！」

　やがてその声が響くと、周辺に張り詰つめていた空気がわずかにゆるんだ。

　最後のひと踏ふん張りだ。谷崎は銃をホルスターにしまい、中へと入った。外から見た通り、小屋は簡素な造りである。狭せまい廊ろう下かの右側がリビング兼けんキッチン。左にはトイレとシャワーと階段。突つき当たりには窓があり、その向こうは急きゆう斜しや面めんだ。

　床ゆかに取り押さえられた男たちは完全に無力化していたが、そばに転がる銃器を見るにつけ、谷崎の胸の奥おくに怒いかりがわいてきた。バカなことをしてくれたものだ。

「他の構成員は？　二階か？」

　そう訊きくと、そばに立つ隊員が言った。

「二階は空でした。これだけです」

「これだけとは……三人だけ、か？」

　とまどいつつも、男たちの面を見ていく。催さい涙るいガスのせいで一様にぼろぼろと涙をこぼしていたが、どれもふつうの若造だ。しかしながら、阿あ賀が征せい太た郎ろうの顔がそこにないことに気づき、大おお慌あわてで谷崎はそのうちのひとりの首根っこをつかむ。

「お、おい、阿賀はどこにいった！」

　だが若造はケホケホとむせるだけだ。

　無理です、しばらくはしゃべれません。隊員からそう指し摘てきされると、谷崎の顔は青ざめていった。阿賀の顔はクロロの防犯カメラで確かく認にんしている。カメラで撮とっていたからこそ、捜そう査さの初期段階ではすぐに解決できるだろうという楽観的な雰ふん囲い気きがあったのだが。

　しかし、その阿賀がここにもいないではないか。

　非常にまずい事態になったかもしれない。谷崎の首もとに冷たい汗が浮かんだ。もし阿賀がひとりで、または極ごく少人数で逃とう亡ぼうを図はかったとしたら、樹海でいまも潜せん伏ぷくしている待機班にやつを捕ほ捉そくすることができるだろうか？　目もく撃げきすら難しいのではないか？

　もうこれ以上のチャンスは訪おとずれないかもしれないというのに。




　背中をあずけるにはちょうどいい木が立っていた。座り込むと二度と起き上がれないだろうから。

　木々に阻はばまれた狭せまい夜空をぼんやり見上げていると、ふと一匹の蚊かが頰ほおに止まるのを感じた。しかし、吸わせる血が自分に果たして残されているだろうか。銃じゆう撃げきをいくらか喰くらってしまったが、負傷のほどは陽よう太たにも把は握あくできていない。もはや身体からだはゾンビ同然だが、ゾンビのほうがまだ軽傷かもしれないと思うと笑えてくる。

　見下ろすと、汗を浮かべた彼女の額があった。陽太の左足をタオルで巻いている最中だ。

「……美み登ど利り、そんなのはいいから」

「バカ言わないで。ああ、お腹なかはどうしよう。もう布がないわ……」

　泥どろだらけの顔をぬぐいもせず、彼女は途と方ほうに暮れていた。だがもう応急処置などいいのだ。陽太はすでに痛みを感じなくなっていた。

「お前も……右みぎ腕うでを怪け我がしてるだろ」

「かすり傷よ」

　彼女のひじからぽたりと落ちる一いつ滴てきの血を、陽太は見た。鉛なまりの雨にさらされながらも彼女に触ふれて予知をし、その身体に弾だん丸がんが当たる箇か所しよを直前にかばったのだ。しかし、完かん璧ぺきにはいかなかったようだ。

「……阿あ賀がは捕つかまったかしら」と美登利がつぶやいた。

「さあ、どう……かな」と陽太はぼんやりと応こたえた。

「ねえ、しっかりして！　もうすぐ終わるのよ」

「……そうだな。もうすぐ終わる」

　急な計画変へん更こうを伝えられて、谷たに崎ざきさんはとまどったにちがいない。とはいえ、元から考えていたことではあった。騙だますようなことをして申し訳なく思う。偽いつわりの未来を阿賀に視みせて油断させるには、彼らを本気でＨＡＡＲＰに向かわせるしかなかったのだ。

　これでうまくいけばいいのだが……。

　そのとき、待ちかねていた電話がようやく来た。

「……どうなりましたか、谷崎さん」

《新しん藤どうくん……》

　警部補の声は苦虫を嚙かみつぶしたような響ひびきを持っていた。

《我々の到とう着ちやくが遅かったようだ。阿賀に逃げられてしまった。構成員によると、ついさっきまでここにいたのは確かなようだが……》

「そ、そんな……。ちゃんと調べたんですか？　その小屋の中に隠かくれるスペースがあるかも」

《もちろん考こう慮りよしている。そろそろどうだろう、樹海の中にいる待機班も動かしては？》

　陽太はしばし考え、

「それは……ダメです。阿賀がいまも誰だれかと一いつ緒しよにいるなら、予知はできます。きっと動くほうが包ほう囲い網もうに隙すきができやすい……」

　ややあって、谷崎は言う。

《待機しているほうが目を光らせられる、か。確かにそうかもしれん》

「とにかく阿賀はわずかな逃とう走そうの隙を狙ねらっています、予知能力を使って」

《わかった。わたしも捜そう索さくの指揮をとるよ》

「ぼくもすぐにそちらへ向かいます。捜索に協力できるかもしれませんから……」

　そして陽よう太たは電話を切った。

「……どうなったの？」と美み登ど利りが訊たずねてくる。

　突とつ入にゆうした谷たに崎ざきさんは、小屋に阿あ賀がの姿はないと言う。そして検問や樹海の待機班も、まだ見つけていないようだ。

　それが意味するところはひとつ。

「まさか、逃げられたの？」

　見ると、不安げな美登利の顔がそこにあった。
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　自分にとっての勝利とは、撤てつ退たいに他ならない。少なくともいまは。

　アジトとしていた小屋の裏はすぐに急きゆう斜しや面めんとなっており、それはほとんど崖がけといっても差し支つかえないほどである。そこから阿あ賀がは本ほん郷ごうと共に飛び降りたのだ。

　うつ伏せに倒たおれる阿賀は、右足の痛みに気づく。足首が折れているようだ。

　となりに目を移すと、本郷はわき腹を押さえてうめいていた。頭だけでは済まなかったか、と阿賀は思った。度胸もなければ運もない男だ。

　撤退前、二人だけで崖から飛び降りることを密ひそかに提案すると、彼はひどくうろたえた。

「あんなところから落ちて大丈夫なんすかね……？」

「きみはかすり傷程度で済むから安心していい」

　そうなだめはするものの、本郷が滑かつ落らく中に挫ざ傷しようしかねないほど頭部を強打することを阿賀は予知していた。どうせこの男はそのときになってみなければわからない。予知対象としては使えなくなるだろうが、主人の意のままに動くのが駒こまの役目だ。

　乾かん燥そう機の中の洗せん濯たく物のように崖を転げ落ちている間、小屋の方からは炸さく裂れつ音や男たちの咆ほう哮こうが耳に届いた。突とつ入にゆうのタイミングとほんのわずかな差だったようだ。

　そしていま、阿賀はとてつもない歓かん喜きに打ち震ふるえていた。本郷を通して得た予知──崖下のヴィジョンに、我々を待ち構えている警察の姿はなかった。つまり、ついに見つけたのだ。この場所こそが絶対の逃とう走そう経路。そのスタート地点だ。

　警察はいま樹海中にいる。しかしひとり分の逃走の隙すきぐらい、どこかにあるのではないか。いや、絶対にある、と阿賀は推測を確信に変える。樹海の中に包ほう囲い網もうができているからといって、それは本物の網あみではないし、壁かべでもない。どれだけの人員を割さいたとしても、完かん璧ぺきな円を描えがくことなどできやしないのだ。いま自分がいるこの場所こそがそれを証明しているではないか。ここには警察がいないし、来ることもない。他にもここと同じような場所があるはずだ。それをたどれば、いずれは樹海から出ることができるだろう。

　わたしの目的を達成するために、いまは引かなくてはならない。意識を集中すると、右足の痛みがたちどころに消えた。撤退こそ勝利。アポカリプスはまた作ればいい。予知能力がある限り、それは実に簡単な作業だ。

　しかし、立ち上がろうとしたとき、阿賀はその気配を感じとった。伏せた自分の頭の先になにかがいる。鋭えい敏びんになった感覚が、それをいち早く教えてくれた。まさか野生動物か。だが、それなら予知できたはず。

　恐おそる恐る視線をあげていくと、二本の足が目の前にあった。阿賀は見開いた目をさらにあげていく。そして、その人物が誰だれであるかを知ったとき、阿賀は仰ぎよう天てんした。

「新しん藤どう……陽よう太た……」

　自分を見下ろす二つの瞳ひとみがそこにあった。

「阿賀……」

　血まみれの新しん藤どう陽よう太たの目をまっすぐに受け、阿あ賀がは言葉を失う。しかし、頭は素す早ばやく回転する。なぜ彼がここにいる？　警察に突とつ入にゆうを指示したのだから、小屋に向かうはずでは？　いや、そもそも警察が動き出したいま、彼の役目は終わったはず。だが、こうしてここにいるではないか。いや、だからこそ、それがおかしい。ここに彼がいることはおかしい。

　崖がけを下ることはわたしの意志で決行した。

　予知能力者であるわたしの行動は、彼に予知できない。

　しかし、まるで待っていたかのように……。

　混乱した阿賀は、その後方に立つ若わか月つき美み登ど利りを見た。彼女も怪け我がをしているらしく、右みぎ腕うでを押さえている。自分が崖下へ飛び降りることを本ほん郷ごうに指示した時点で未来が改変された。しかし、そこからまだ十分も経過していない。新藤陽太が彼女を予知し、本郷に崖下で出会う未来を視みつけたとしても、その大ケガで素早く樹海の中を移動できるとは思えない。彼らは小屋に向かう坂の中腹にいたはずだ。こことはずいぶん距きよ離りがある。

　なにがどうなってこの状じよう況きようが訪おとずれているのか、阿賀にはまったくわからなかった。

「予知じゃない。だけど、予想通りだ」

　予知ではなく、予想。新藤陽太の言葉を反すうしたとき、阿賀の背筋に冷たいものが走った。

　新藤陽太が右手を背に回すと、カチャリ、という音が聞こえた。それは小さな音だったが、阿賀の脳内に大きく響ひびく。そしてゆっくりと現れるその黒い鉄の塊かたまりを目にし、凍こおりついた。

「新藤陽太……。きみは、最初からわたしを……」

　銃じゆう口こうの向こうに見える、彼の瞳ひとみが叫さけんだ。

「殺すつもりだったんだよ！」

　その叫びが響くと、阿賀は彼の本当の計画にようやく気づいた。

「……け、警察を……騙だましたのか？」

　そういうことだったのか。

「警察はおれの提案通りに動くことを約束してくれた」と新藤陽太は言った。「阿賀征せい太た郎ろうを逮たい捕ほするためには、同じ予知能力者であるおれとの協力が必要不可欠だと考えたんだろう」

　けど、おれの本当の目的はちがう、と話す彼の声は暗く、どこまでも冷たい。

「阿賀、お前が生きていることは許されない。わかるだろ？　予知能力を裁くことができるのはおれだけだ」

　衝しよう撃げき的だった。阿賀は彼の目を見ることができず、ふたたび顔を伏せてしまう。

「わたしは……警察に逮捕させるものだとばかり……」

「常識的に考えろ。逮捕だなんて、そんな贅ぜい沢たくな話、あると思うか？　お前のようなやつに」

　ぐっと言葉に詰つまったとき、もうひとりの声がした。

「ウソをついたの!?」

　悲鳴のような叫びは若月美登利のものだ。

「阿あ賀がを逮たい捕ほするって言ったじゃない！」

「……美み登ど利り、こいつがこれまで何人殺したと思ってる？　警察になんかまかせられない。ここで無様に死ぬべきだ」

「警察を騙だましたってどういうこと？　やめてよ！　そんなこと……頼たのんでない……」

「これはもう美登利だけの問題じゃない」

　震ふるえる声と冷れい徹てつな声が、阿賀の頭の上で交差していた。

「……新しん藤どう陽よう太た、あの銃じゆう撃げきをどうやって逃のがれた？」

「これだ」

　カシャン、と音を鳴らし、視界に落ちてきたのはＧＰＳロガー。リアルタイムでも追つい跡せきできるそれを目標マーカーとして使い、阿賀は彼を追跡するメンバーたちに銃撃を指示したのだ。しかし、そこに異常を見つける。白いロープがくくりつけられてあるのだ。

「三十メートルくらいある」と新藤陽太の声がする。

　子供だましに引っかかった自分を阿賀は呪のろう。ＧＰＳの存在はバレていた。それを後方に引きずりながら歩けば、地図上に表示されるアイコンと、彼らの実際の現在地には差が生まれる。

「それでも流れ弾だまに当たったけどな。おかげで出血多量だ……」

　新藤陽太の二本の足を中心に、すでに黒い水たまりができあがっていた。それは阿賀が見ている間にも、ぴちゃりぴちゃりとしずくが垂たれ落ち、ゆっくりと広がっていく。

「きみは……警察にウソの情報を流したわけか」

「そう」と新藤陽太は言う。「銃撃された後、おれは警察に連れん絡らくを入れた。ヴィジョンから知った小屋の外観と場所を伝えるために。だけど、最後にこうつけ加えた。小屋の裏とその坂には地じ雷らいが埋うまっています、と」

「……警察は信じたのか？　そんなバカげたウソを」

「信じたさ。おれがそんなウソをつく理由があると思うか？　まあ……ウソだったわけだが、お前たちがあまりにも強力な武器を持っていてくれたおかげで、あっさりと信じてくれた。残念だったな。お前も予知しただろうが、この場所に警察は来ない。つまり、お前を助けてくれる人間は現れないってことだ」

　脅おどしではない。この殺意は本物であると気づき、阿賀の身体からだはがくがくと震えだした。

「これまで警察の手をことごとくかわし続けてきたお前なら、必ずおれからのメッセージにも気づいてくれると信じていたよ」

　メッセージと聞いて、阿賀に衝しよう撃げきが走る。新藤陽太の計画をすべて理解できた。今夜、彼はまず自宅を監かん視しされていることを逆手にとり、単独で動いているとわたしに思い込ませた。だが実際には警察も一いつ緒しよに行動しており、その時点ではＨＡＡＲＰを制圧するという未来が作り上げられている。その未来に気づいたわたしは、驚おどろきはしたものの、しかし、すぐに撤てつ退たいすることを選ばなかった。自分自身の被ひ害がいではなかったからだ。そんなことをしている間にも包ほう囲い網もうは形成されていたのだろうが、それに気づくことすらできなかった。だが、警察がＨＡＡＲＰに突とつ撃げきする直前に、新しん藤どう陽よう太たは標的をわたしに変へん更こうする。ようやく未来改変と包囲網の存在に気づいたわたしは慌あわてたが、唯ゆい一いつの逃とう走そう経路を発見し、兵を犠ぎ牲せいにした上で、そこに飛び込んだのだ。それが彼からの招待状であることも知らずに。

　新藤陽太の真の狙ねらい──それはわたしを包囲することではなく、わたしに包囲網の穴を見つけさせることだったのだ。

「予知能力者であるわたしなら、追つい跡せきが手て薄うすな地帯を必ず見つけることができる、と……」

「その手薄な地帯とやらを作ったのがおれだとは思わなかったようだな」

　彼が用意した道を、自分は自分の意志で見つけた絶対の逃走経路と思い込んでしまった。

「わたしを殺したがっているきみは、そこで待っているだけでいい……」

「最後は楽だった。お前がおれの目の前に転がり落ちてきたんだから」

　自分の命の危機にも気づかず、のこのこと這はい出てきたというわけか。

　警察も若わか月つき美み登ど利りもわたしも、全員が新藤陽太の手のひらで踊おどらされていたのだ。彼に騙だまされていることにも気づかず。




　悲しくて悲しくてたまらなかった。警察と協力し、阿あ賀がを逮たい捕ほする──それが自分たちの目的だと信じ、疑いなどしなかった。

　だけどちがった。陽太は阿賀を殺すために、自分と警察を騙していたのだ。

　いま彼は構成員から奪うばった拳けん銃じゆうの引き金に指をかけている。その背中を見ていると、美登利はショックでその場に座り込んでしまいたくなった。

　しかし、彼に人を殺させてはいけない。自分が未来を変えなくてはならない。

「や……、やめてよ！　麗れい美みはそんなこと望んでいない」

　ぴくりとも動かないまま、陽太の横顔が言う。

「おれが望んでいるんだ、こいつを殺したいって。麗美は関係ない」

　氷みたいに冷たい声が返ってきた。彼の危険な意志に気づけなかったことを悔くやむ。だけど、まさかその手で殺そうとしているなんて、気づけるわけがない。たとえタイムスリップして過去の自分にそう教えることができたとしても、きっと信じないだろう。

「……罪を犯おかした未来はどんな未来になるかしら？」

　震ふるえ出しそうになるのをこらえながら、恐おそる恐る美登利は続ける。

「ねえ、陽太、いろんなことを思い出して……。家族や乃の那なたちのことを考えるの。一時の感情でそれらをすべて失ってしまうのは、あまりにもバカげているわ。絶対に後こう悔かいする」

「一時の感情でなにが悪い！」

　爆ばく発はつした。陽太がこちらに送ってきたその目が鋭するどく光る。

「美登利、おれがすべてを失うのは当然だ」と彼は言った。「人を殺した人間はそうあるべきだ。だからおれはそれを受け入れるよ。なあ、後こう悔かいするからやめろって言うのはおかしいと思わないか？　未来の価値観がどうしていまと同じだと言い切れる？　おれは撃うつよ。阿あ賀がを殺す」

「じゃあ殺したいなら殺せばいい！」と美み登ど利りも力いっぱい叫さけんだ。「だけど、その選せん択たくはあなた以外を不幸にするわ。あなたは満足かもしれないけど、わたしたちは不幸のどん底よ！　もうこれ以上ないってぐらいひどいことになるわ。友達がひとり殺されたってのに、もうひとりは刑けい務む所しよの中だもの。最低最悪ね！　この先の人生、もうずっっっと不幸のまんま」

　だけど！　ともう一度叫さけぶ。

「そんな風になりたくないの！　そんな暗い人生、送りたくない。未来のわたしたちを助けられるのは、現い在まのあなただけ！　わかる？　現在の行動だけが未来を変えられるの！」

　のどがつぶれそうなほど叫んだ。こんな大声を出したのは初めてだ。支し離り滅めつ裂れつになっているかもしれないと思う一方で、明日のわたしは笑えているだろうか、と美登利は思っていた。




　引き金を引けば、弾だん丸がんは阿賀の頭頂部から入り、下あごを砕くだいて飛び出すだろう。それで目的は達成する。しかし、陽よう太たの指はいまだに動かなかった。美登利になにを言われても、殺す意志は揺ゆるいではいない。だけど、どうしても動かない。

「ＨＡＡＲＰを制圧されるという偽いつわりの未来を視みた時点で、わたしがすぐに撤てつ退たいしたらどうするつもりだった？」

　阿賀が頭をさらけだしたまま言った。

「おれたちが到とう着ちやくする前から樹海には警察が潜せん伏ぷくしている。検問も。もちろん、予知されないために待機を厳守してもらった上でだ。ただ、それでもお前は撤退しないと思っていたよ。とかく予知能力者は自分が視た未来を信用しすぎる傾けい向こうにあるみたいだ。富ふ士じ山やまハイランドで一いつ杯ぱい食わされたから、突とつ入にゆうに気づいたときのお前の気持ちはわかる。驚おどろいただろう？」

「つまりわたしは……」

「そう。お前が敗北する未来はほとんど決まっていた。逮たい捕ほされる未来という意味で、だけどな。おれにとっての問題は、警察をどう出し抜くかということだけだったんだ。その点は賭かけだったさ。もしかしたらお前を警察に奪うばわれてしまうかもしれない、と不安でたまらなかったぐらいだ。だからこそ、お前が逃げるのが得意で助かったよ」

　しばらくの沈ちん黙もくの後、阿賀はさらに頭を下げ、額を地面につけた。

「なんのつもりだ？」

「……助けてくれ。謝あやまる。この通りだ。撃たないでくれ」

　早く撃て、と頭の中で息をひそめているもうひとりの自分が言う。いますぐ殺せ。美登利と言い合ったため、警察が聞きつけたかもしれない。なにより、阿賀はなにかを企たくらんでいる。なにかを待っている。そのためにこうして会話を引き延ばしているんだ。

　だが指は動かない。目の前にいるのは麗れい美みを殺した男だ。産まれてくる弟妹きようだいを楽しみにしていたのに、あっけなくその手にかけたのだ。だというのに、指は引き金に触ふれた状態で、凍こおりついてしまったかのように動かない。

　陽よう太たはそこにありったけの力を込める。

「やめてぇ！」

　美み登ど利りがまたも絶ぜつ叫きようした。陽太も負けじと叫さけぶ。

「どうして止める？　こいつは麗美を殺したんだぞ！　憎にくくないのか!?」

　しゃくりあげる声の合間合間に、彼女は言葉をつむぐ。

「……憎いに決まってるでしょ。わたしの友達を殺したんだもの。だけど、そいつを撃うったら陽太までいなくなっちゃう。もう、そんなの耐たえられない……」

　いいや、耐えられるさ。自分などいなくても世界はこれまでと同じように回る。むしろ予知能力者など存在しないほうがいいぐらいだ。しかし刑けい務む所しよに入る自分のことを気に病やむというのなら、阿あ賀がを撃った後、次の弾たまで自分もこの世を去るのもありかもしれない。それで予知能力から解放されるのなら、願ったり叶かなったりではないか。

　だがそのとき、阿賀のとなりで気を失っていた本ほん郷ごうが、ううん、とうめいた。

　本郷が起きる。それはこの場の均きん衡こうを崩くずすことにつながりかねない。阿賀が待っていたのはこれか。陽太が彼に目を移したのは、ほんの一いつ瞬しゆんだった。

　その隙すきを突つき、阿賀は飛びかかってきた。

　死に物狂ぐるいの形相の男と、激しいもみあいになる。やつの目的は拳けん銃じゆうだ。

　阿賀のひじに顔面を打たれたとき、美登利の悲鳴が聞こえた。彼女に銃口が向かないようにしなくてはならないという考えが、陽太の脳のう裏りに走る。

　しかし、考こう慮りよすべきことの多さが、やつとの差になってしまう。

　烈れつ火かの如ごとき攻こう防ぼうが終わると、形勢はきれいに逆転してしまった。その立ち位置すらも。本郷を背にし、地べたに座るのが陽太になり、阿賀が美登利を背にして銃口をこちらに向けている。

「冷や汗をかいたよ」と阿賀は息を切らしながらも笑う。「だけど、これで終わりだ」

　うめき声を発した本郷だったが、まだ目覚めることはないようだ。こいつのせいでおれはまたしても……。陽太は背後で寝ねる男を呪のろった。

「若わか月つき美登利、こっちへ来たまえ」と阿賀は後方に声をかけた。「さもないと、わかるだろ？」

　陽太の命をにぎった立場を使い、本郷は美登利を手もとに呼び寄せる。そして空いている片かた腕うでを彼女の首に回し、きつく締しめ上げた。

「やめろ！」

「やめないさ。これからは彼女がわたしの予知対象だ。その男はもう使えないのでね」

　陽よう太たの眼前で銃じゆう口こうがしゃべり出す。

「だが、その前に訊ききたいことがある。シンクロエナジャイザーはどこだ？」

「……なんだと？」

「シンクロエナジャイザーさ。知っているだろう？」

　なぜここでシンクロエナジャイザーの話が出てくるのか陽太にはわからなかった。美み登ど利りも怪け訝げんな顔を見せつつ、バッグから取り出したマシンをやつに見せてやった。

「まさか持ってきていたとは……。これがあると知っていたら銃じゆう撃げきの指示は出さなかったよ」

　手にしたシンクロエナジャイザーを眺ながめる阿あ賀がの目はうっとりとしている。

「しかし、なぜ持ってきたんだね？」

「別に」と陽太は言う。

　とりたてて理由はない。強しいて挙げるなら、家族が残る家に置いておくのは危険かもしれないと思ったためだ。自分が死ぬか阿賀を殺すかした場合、もうあの家に戻ることはないだろうから。

「まあいい」と阿賀は笑みを見せた。「きみたちはＨＡＡＲＰを知っているね。ということは、予知能力者そのものが気象兵器であることも？」

　信じがたい言葉をやつは吐はいた。

「兵器……だと？」
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「知らないのかね？　では、ベトナム戦争で行われたポパイ作戦は？」

「……雨を降らせる作戦、だろう」

「そう。飛行機からヨウ化鉛えんとヨウ化銀を散布して、雨雲を人工的に発生させる作戦だ。しかし、気象とは大小の要因が複雑に絡からみあって起きるもの。それを人間の手で操あやつろうとするならなおさらで、膨ぼう大だいなパターンがそこに存在するのだよ。計算なんて及およびもつかないほどに。そこで予知能力者は薬やく剤ざい散布後にどのような気象変化が現地に起こるかを詳しよう細さいに予知するため、実戦投入されたのさ。ＨＡＡＲＰでも同じこと。どこでどんな気象現象を起こすのか、高周波エネルギーを照射するタイミングやパワーを決定するのに、予知能力者が使えるのさ」

　確かに予知能力があれば可能だ。作戦実行のために必要とされるあらゆる手順を吹っ飛ばし、結果だけを手にいれることができれば、失敗のパターンを排はい除じよし続けることができる。それを幾いく度ども繰くり返していけば、いずれは成功のパターンが見えてくるだろう。それは阿あ賀ががこれまで起こしてきた事件のやり口と、まったく同じである。

「だけどＨＡＡＲＰはもう警察が押さえたはずだ。富ふ士じ山さんは噴ふん火かしない」

「だからＨＡＡＲＰなどもはやどうでもいいと言っているのだ」

　その言葉に呆ぼう然ぜんとする陽よう太たを阿賀は笑い、マシンを美み登ど利りの顔の前で振ふった。

「わたしの目的はこれだよ、これ。シンクロエナジャイザーさ」

「……どういうことだ？」と陽太は混乱する。「なら、どうして富士山を噴火させようとした……？　どうして麗れい美みを殺したっ!?」

　シンクロエナジャイザーを持つ手で美登利の頰ほおに触ふれてから、阿賀は言った。

「どうやら警察はまだ来ないようだし、昔話をしよう──まず、きみたちの知っている国くに枝えだ麗美は、わたしの旧来の友人さ」

　陽太と美登利は同時に息をのんだ。




　阿賀征せい太た郎ろうはいわゆる引きこもりだった。かねてより気にかけてくれていた国枝麗美が、その日も彼の家を訪おとずれるが、手には中古屋で見つけたシンクロエナジャイザーがあったという。

　ちょうど小説家としてデビューしたばかりだった彼女に、元からあった遊び心がそうさせたのだろう。ストレスに効くらしいという名目でそれを阿賀に装着させたのだ。それが幼なじみを変えることも知らずに。

　母ひとり子ひとりの家庭だった阿賀には、自分に起こった異変に気づくまで時間がかかった。数日後、ようやく他人の未来が視みえることに気づいた阿賀は、それを麗美に打ち明ける。第二作目の執しつ筆ぴつがうまくいっていなかった彼女は、担当の編集者からの感想やチェックを事前に予知してほしいと依い頼らいしてきた。

　これまで他人から頼たよられることのなかった阿賀は、それを快く受ける。そうしてできたのが『まだら色の季節』であった。

　次し第だいに自宅から出ることができるようになった阿あ賀がは、ある日、街でチラシを配っていた中年女性を誤って予知してしまう。それだけならよかった。しかし、未来の内容をその場で女性に教えてしまったのだ。

　後日、その中年女性に見つけられた阿賀は、世間知らずだったことも手伝って、問い詰つめられた末に予知能力を明かしてしまう。そして、ある市民団体の幹部だったその女性の力で、阿賀を神の子と崇あがめる集会が始まったのである。

　阿賀はそれにとまどいはしつつも、悪い気はしなかった。そうして、ありとあらゆる悩なやみを抱かかえる人物に触ふれ、予知で得たアドバイスを彼らにしてやる日々がしばらく続くことになる。その間に阿賀はこれまで放ほう棄きしていた勉学以上の知識と知性をその脳に蓄たくわえていった。

　集会の規模が大きくなると、異分子が紛まぎれ込んできた。集会を立ち上げた女性を定期的に内ない偵ていしていた、公安の人間である。ハゲタカのように鋭するどい目つきをした四十代の男で、この集つどいを不ふ審しんに思ったため、身分を偽いつわってもぐりこんできたのだ。

　その集会にも予知能力にもうんざりしていた阿賀は、とっとと解散させてほしかったぐらいなので、正体に気づいてもなにも言わなかった。しかし、そのハゲタカも阿賀の予知によって敬けい虔けんな信者となってしまう。プライベートの人間関係にまつわるちょっとした悩みにアドバイスを与えただけで、あっけなくだ。公安といえど人間なのだろう。

　だが手て駒ごまとしては優ゆう秀しゆうであった。阿賀はそのハゲタカにシンクロエナジャイザーの開発元を探させた。すると、彼はすぐに「ハイアクセス」の元社員を見つけ出す。その男のもとを訪おとずれ、予知能力を治す方法はないかと問い詰めると、ふたたびシンクロエナジャイザーを使い、一定のパターンで電流を流せば能力を喪そう失しつできるだろう、という答えが返ってきた。しかし、その設定を彼は知らないという。

　ともかく阿賀は急いで麗れい美みのもとへ向かった。だが遅かった。となり近所に住む麗美は、集会などの異変を察知し、幼なじみの様子が変わったのは自分が装着させたシンクロエナジャイザーにあると気づき、すでに処分したと答える。

　激げき怒どした阿賀はそこから狂くるい出す。公安のハゲタカに、いかなる手段を用いてもいいからマシンを見つけ出せ、と命令を与えた。人命を奪うばうこともいとわずに。そこから連続殺人事件が始まった。だがついにシンクロエナジャイザーについて詳しよう細さいに書かれたレポートを手にいれることになる。そこには求めていた予知能力を治す方法だけでなく、ベトナム戦争やＨＡＡＲＰについても記述されていた。そして同時期に、若わか月つき美み登ど利りの父に当たる人物がこの富ふ士じ見み田だ市しに転居し、すでに死亡しているという情報も手に入れる。

　あとはマシンを探すだけになった阿賀は、そこで考えを変えた。三十年ほど前に開発されたもの言わぬ機械を探すのは無理がある。捨てられている可能性もあるし、購こう入にゆう者が死亡してタンスの肥やしになっていることも十分に考えられるからだ。

　ならば、自分以外の予知能力者を探せばいい。その人物がシンクロエナジャイザーを持っているはずだ。予知能力者を探すのにもっとも効率的な方法は、自分が叶かなえようとする未来に変化が起こるかどうかを見み極きわめることだ。なぜなら未来を改変することができるのは、予知能力者だけだから。予知がもし外れれば、それは自分以外の予知能力者が存在し、なにか行動を起こしたということに他ならない。そういうことだろう。

　そのためには大規模な計画にする必要があった。なおかつ、存在するかもいまだわからない予知能力者が、手を加えたくなるような出来事が望ましい。そこで若わか月つき美み登ど利りの父が移り住んだという富ふ士じ見み田だ市しを阿あ賀がは思い出す。

　ＨＡＡＲＰを使い、富ふ士じ山さんを噴ふん火かさせればいい──噴火させるという未来を作ればいい。この島国で富士山を知らぬ者はいない。そして誰もが噴火を怖おそれている。ならば、そういう未来を作り上げれば、予知能力者だけがまだ噴火していない富士山を危険視するはず。国民に周知するため、ひょっとしたらテレビに出るかもしれないし、ネットに書き込むかもしれない。または直接的に妨ぼう害がいしてくるかもしれない。




「クロロや市役所などで事件を起こしたのは、この町の名を世界に知らしめるためさ。なにせ富士という山は巨きよ大だいだからね。ふもとに広がる町は他にもある。だから富士見田市に注目を集める必要があったのさ。そして現れたのがきみだ。新しん藤どう陽よう太た」

　陽太を見下ろす阿賀の目は、にんまりと喜びを形作っていた。

「国くに枝えだ麗れい美みを殺したのは、単純に憎にくかったからさ。彼女は連続殺人事件の被ひ害がい者しやが、シンクロエナジャイザー開発元の人間だと気づいていた。捨てる前に説明書でも読んで、連中の名前でも覚えていたのだろうね。そして一度は見み逃のがしてやったというのに、わたしを止めようとこの町に入ってきたところにどうしようもなく腹が立った」

「ふざけるな！　これほどのことを……そんなことのために……」

「どれほどのことだろう？　確かにわたしにとって人間の命を奪うばうことは、たいした問題ではないな。若月美登利を交通事故に見せかけて殺そうとしたのも、このわたしだ。この女を殺した上で、家を捜そう索さくしようとしたのさ。もちろんシンクロエナジャイザーを探すためにね」

　話を聞くうちに、それには気づいていた。美登利の事故がもし本物の事故だとしたら、あまりにもできすぎている。

「しかし、この女は死ななかった。彼女の生活パターンを調べ上げ、母親が入院する病院へ向かうバスに乗ることも、いつもどの席に座るのかも把は握あくしていたのに。あの日、この女がバスに乗り込んだという報告を、アポカリプスのメンバーから受けていたというのに。なのに外れた。死ぬはずだった若月美登利が生き延びた。それだけではない。わたしの配下だった、同級生に劣れつ情じようを抱いだくストーカーと、薬物中毒の不良どもも逮たい捕ほされた。

　予知が外れたという、この嬉うれしさがわかるか？　え？　調べると、きみを中心として未来が変わっていることがすぐにわかったよ。きみの友人の高たか見み乃の那なと堀ほり川かわ学まなぶは、きみに心しん酔すいしたりしてるんじゃないかい？　どうだ？　予知能力は人を虜とりこにするだろう？」

　それまで涼すずしげだった阿あ賀がの顔は、興奮からか、おぞましく変わっていた。もはや悪あく魔まだ。

「突つっ込んだトラックに乗っていた男も、わたしの忠実なしもべだ。幸い、わたしは金と人材に困っていない。命令すればバスに激げき突とつする男もいるし、公安の人間からは武器を調達する方法を教えてもらった。後に公安の男は殺人の件で足がつきそうになったので、犬のエサにしたがね。きみを襲おそったあの犬だ。見ただろ？　あの犬も手に入れるのは簡単だったさ」

　阿賀は気持ち悪いぐらい饒じよう舌ぜつになっていた。

「お前はクソ野や郎ろうだ」と陽よう太たは言う。

「……なんだって？」

「自分の身勝手な望みのために他人を使った。そういうのはクソ野郎っていうのさ」

　ふんと鼻で笑い、阿賀は言う。

「神の子を続けている間、わかったことがある。どのような人間も悩なやみを抱かかえている。誰だれであろうと未来で一度として失敗したくないし、ほんの少しの恥はじもかきたくないと考えている。いいかい？　誰であろうとだ。しかしだね、この混こん沌とんした世界で、それは贅ぜい沢たくな願望だと思わないか？　だが異常なことではない。目の前に穴が空いているのなら、避さけて通りたいと思うのが当然。そうだろう？　目的が善行だろうと悪行だろうと、必ず成功させたいと人々は考えている。そこに少し助言を与えるだけで、彼らはわたしに狂きよう信しん的になるのだ」

「……お前にじゃない。未来にだろ」

「いいや、同じことさ。ただ生きるだけでも邪じや魔まなものが多すぎるこの世の中で、人はみな、絶対的な道しるべを求めている。心の奥おく底そこで欲ほつしている。啓示アポカリプスを待ち焦こがれている」

　ひどく病やんでいるのさ、みんな、と阿賀は言った。

　こんなやつに殺されてしまうのか。悔くやしくてたまらなかった。陽太は顔を伏せ、歯ぎしりする。次の瞬しゆん間かん、自分の人生が終わる。いま「悔しい」と考えているこの意識が、パッとこの世から消え去るのだ。だがそれは怖こわくない。怖いのは、阿賀をこのまま逃のがしてしまうことだ。

　しかし、視界の中にあるそれに気づき、陽太はぎょっとする。完全にその存在を忘れていたため、驚おどろきに声をあげそうになるほどだった。

　だが、もはやこれに賭かけるしかない。

「逃げても無む駄だだ」と陽太は口を開く。

「……なぜだね？」

「構成員はもうほとんど捕つかまえたはずだ。仲間がいない状態でどうするつもりだ？」




　阿賀征せい太た郎ろうは片かた腕うでで若わか月つき美み登ど利りを抱だき、背後の樹海へ逃げる未来を予知する。

　因果にとって不確定要素たる自分の意志で逃とう亡ぼうする場合、当然、その未来は予知できない。だが樹海の中には警察がいる。もし彼らに出くわすのであれば、若わか月つき美み登ど利りから流れ込むヴィジョンは、警察に保護される未来となって映るだろう。

　神経を研とぎ澄すまし、その未来の光景を待つ──が、視みえない！

　警察の姿などまったく映らないどころか、彼女からはなにもヴィジョンが流れてこない。それはつまり、自分は逃亡を果たすことができるということ。あまりの悦よろこびに、歓かん喜きの火花が頭の中で散るようだった。今度こそだ！　今度こそわたしの絶対の逃走経路が見つかった！　いまここで新しん藤どう陽よう太たを殺してしまえば、警察の動きが変わることもないのだから。

　そして阿あ賀がは、彼がいま言った言葉を思い出す。くだらない負け惜おしみよ。

「……アポカリプスだって？　きみはこんなときに妙みようなことを訊きくんだな。わたしにとっては使い捨ての駒こまさ。彼らがやろうとしているちっぽけな犯罪に、ほんの少しアドバイスを与えてやっただけでわたしに心しん酔すいしたのだよ。笑えるだろう？　未来について少しも己おのれの頭を働かせることができない、愚おろかな連中だよ」

　なぜいまさらゴミクズどもの話をするのだろう。時間稼かせぎか。ならばこれ以上話しても意味はない。殺してさっさと撤てつ退たいすべきだ。しかし、頭部を撃うたれたからといって、人間は必ず死ぬわけではない。万が一にも新藤陽太が復活しないよう、確実に急所を貫つらぬいてみせる。

　だが、引き金に指をかけたとき、少年の背後にゆらりと影かげが立ち上がった。それを目にした阿賀はぎょっとする。まるで煙けむりが上空へ立ち昇のぼるような動きだった。

　立ち上がった本ほん郷ごうは、端はしからだらだらとよだれが垂れる口を動かした。

「駒……だと？　使い捨てだとぉ？　てめえ、かすり傷で……済むって……言ったよなぁ？」

　予想外の事態に、阿賀は内臓が浮かび上がるのを感じた。正気を失っているようだが、本郷は小屋にいたときから自動小しよう銃じゆうを所持したままだ。彼は銃口をこちらに向けようとしている。

　だが新藤陽太からも目を離はなしてはならない。いまさらアポカリプスの話題を出してどういうつもりかと思ったが、ちくしょう、本郷が目を覚ましていることに気づいていたのか！

　──いや、待て……。

　右へ左へ揺ゆれ動く阿賀の思考が、ぴたりと一点で止まった。ひとつの謎なぞがある。どうして本郷が起き上がることを予知できなかった？　自分の左手は若月美登利の首に触ふれ続けているというのに、未来のヴィジョンがまったく流れ込んで来なかった。それはおかしい。なぜなら自分は予知能力者だからだ。

　──彼はこちらを撃たないということか？

　考えているうちに、本郷は銃口をこちらに向けてきた。阿賀の背筋に冷たいものが走る。

　──撃たないのだろう？

　真正面から撃たれれば、それは強きよう烈れつな印象にちがいない。若月美登利から得られる予知に、絶対に映っているはず。だがそれがなかった。つまり、彼はわたしを撃たない。

　──そうだろう？

　しかし、引き金にかかった指に力がこめられたのを見たとき、阿あ賀がは未来が視みえない原因がひとつだけ残されていることに気づいた。もしそうならば、ヴィジョンが流れ込まなくて当然だ。

　その瞬しゆん間かん、とてつもない勢いで腕うでを払われ、振ふり向きざまの若わか月つき美み登ど利りから強烈な張り手を顔面に食らった。彼女が怪け我がをしているはずの右腕で。

　──なんという力だ！

「美登利！　伏せろっ！」

　新しん藤どう陽よう太たの声がした。若月美登利の悲鳴も聞こえる。だが幾いく重えもの銃じゆう声せいと、その弾だん丸がんが自分の肉を穿うがち、骨を砕くだく音に阻はばまれ、あらゆる音は次し第だいに遠のいていった。

　そういうことだったのかと納なつ得とくしたとき、すでに阿賀の背中は大地と触ふれあっていた。




　乱射が止やんだ後、陽太は背後を振り返る。

　用心しながら近づくと、阿賀征せい太た郎ろうをひとしきり撃うった本ほん郷ごうは仰あお向むけに倒たおれ、もう息をしていなかった。死んでいる。かつて万引きで捕つかまったとき、群衆の隙すき間まから陽太をあざ笑うように見ていたあの目は、空くう虚きよに開かれたまま夜空を向いていた。

　阿賀に銃口を突つきつけられて顔を伏せたとき、背後に倒れる本郷がすでに目を覚ましていることに陽太は気づいたのだ。けれども、彼は目を開いたままで、じっと動かなかったのである。そこにどういう理由があったのか、永遠にわからずじまいとなってしまった。

　一か八かの賭かけだった。阿賀から構成員をコケにするような発言を引き出せたとしても、本郷がなおも従順な兵士を選ぶのであれば、撃たれていたのは自分たちだっただろうから。

「美登利、大丈夫か？」

　駆かけ寄ると、彼女は首をもたげた。

「……終わったの？　耳が痛くて……」

「ああ」と陽太はうなずく。「終わったよ」

　しかし、驚おどろくべきことに阿賀には意識があった。血の海に仰ぎよう臥がしたまま、その瞳ひとみを陽太たちに向ける。それ以外の部分はほんの少しも動きを見せないが、かろうじて、ヒュー、ヒュー、とくちびるだけがか細い呼吸をしていた。

「新藤陽太……、若月美登利を……覚かく醒せいさせたのか……シンクロエナジャイザーで……」

「したくなんてなかった……」と陽太は応こたえる。「でもあの銃じゆう撃げきで美登利も怪け我がをしたから、しかたなかったんだ」

　樹海の中は険しく、危険だ。無意識に眠ねむる潜せん在ざい的な力を引き出せば、彼女も自分で身を守れると判断したのだ。自分が道半ばで死んだ場合にそなえて。

　阿賀は、ゲボッ、とねばり気のある黒い血を吐はいた。

「つまり……すべては……わたしが招いたことだと……。わたしが撃たれる未来を……わたしが選んだ……わけか……」

　よく聞け、と阿あ賀がに言われた通りにやつの胸をまさぐると、白いワイシャツと下に着ていたＴシャツの間から、血まみれの書類が出てきた。予知能力者を治すための、シンクロエナジャイザーの設定が記述されているという。

「どうしてこれをおれに渡わたす？」

「……わかるはずだ。予知能力者として……眠れない夜を……もう過ごしたくなかった……」

　二十ページほどの紙の束をめくり、それを見つけた。かたわらに落ちていたシンクロエナジャイザーを拾い、電源を入れる。壊こわれていないことがわかって安心した。ヘッドフォンから流れる音量と、サングラスのライトに灯ともる光量のダイヤルを、記述されている通りに調節する。

　それを美み登ど利りに装着させた。そしてスタートボタンを押す。すると彼女は、う、と小さな声をあげた。眉まゆ根ねを寄せ、痛みに耐たえるような顔を陽よう太たはしばらく見守る。

「どうだ？」

「……わからないわ」と美登利はマシンを外す。「ピリピリしてちょっと痛かったけど」

　法則を思い出し、とっさに陽太は彼女の頰ほおに手を触ふれた。

「……どう？」

「視みえたよ」と陽太はうなずく。「よかった……」

　確かに治っていた。美登利は予知能力者ではなくなっている。本ほん郷ごうの銃じゆう声せいを聞きつけたのか、どうやらこれからここに警察がやってくるようだ。視えたのは谷たに崎ざき警部補の顔だ。

「陽太も早く！」

　美登利にうながされるまま、陽太もシンクロエナジャイザーを装着する。まさかもう一度これを着けることになるとは思わなかった。だけど、これでついに戻れる。忌いま々いましい力を捨て去ることができるのだ。

　そしてスタートボタンを押す直前、これまでの記き憶おくが脳のう裏りに蘇よみがえった。クロロを真っ赤に埋うめ尽つくす数々の死体。ごうごうと燃え盛る市役所。そして麗れい美みのこと。それらすべてが木々の間から現れ、陽太の目の前を通り、去っていった。

「……陽太？」

　名残なごりを惜おしむようにゆっくりとシンクロエナジャイザーを外す。次の瞬しゆん間かんには爆ばく発はつするような勢いでそれを地面に叩たたきつけた。それだけではまだ足りない。かかとで思いっきり踏ふみつける。美登利は涙声でそれを止めようとしたが、もう遅い。

「なんてことを……。どうして……？」

　それは立派な残ざん骸がいになった。もはや元のかたちを推おし量はかることは不可能なほどだ。誰だれにも直すことはできない。

「なかったことになんてできない」

　そう答えるので陽太は精いっぱいだった。死んでしまった者たちを、あのときの自分なら確かに救うことができた。死なない未来に変えることができた。そんな未来もあったはずなのだ。

　それらをなかったことにして、自分だけ……。

「悲ひ惨さんな未来が待っているぞ」

　背後で阿あ賀がの声がした。カッとなって振ふり向くも、すでにやつは死んでいた。




　全身の力が足先から頭のてっぺんへ抜け出た気がした。陽よう太たはその場に尻しりもちをつく。すごく疲つかれた。もうずいぶん長いこと太陽を拝おがんでいない気がする。朝はまだだろうか、と空を仰あおぐと、そのまま仰向けに倒たおれてしまった。

　目の前には夜空が広がっている。しかし、どういうわけか、ものすごい早さで白んできた。朝が急いでいるのだろうか。そういうこともあるのかもしれない。

　不意に美み登ど利りが視界に現れた。なにか言っている。谷たに崎ざき警部補まで飛び込んできた。だがもうなにも聞こえない。

　ようやく静かに眠ねむれると思った。

　でも怖こわくない。

　麗れい美みのところへ行くだけだ。
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　いわし雲が居座る空の下、若わか月つき美み登ど利りは墓の前にいた。

　山間にあるその墓地に人ひと気けは少なかった。近くではきれいなコスモスが群をなして咲さきほこっているのだが、見物客は見当たらず、それは故人を弔とむらうために咲いているようだ。墓参りの季節でもない。しかし退院したらすぐにここへ来なければならない理由が、美登利にはあった。

　トンボがとまるその墓に花を供え、手を合わせ、まぶたを閉じる。すると、闇やみの奥おくから銃じゆう声せいが轟とどろいた。

　慌あわてて立ち上がり、周囲に目を走らせる。美登利の心臓は痛いぐらいに早はや鐘がねを打っていた。だが初秋の墓地は平へい穏おんで、他に聞こえるのは虫の鳴き声のみ。

　最近はこんなことばかりだ。

　仕切り直したお墓参りを終え、また来るから、と言い残して彼女は墓地を後にした。




　病室に入ると、こちらにも気づかず、陽よう太たがベッドの上で麗れい美みの小説を読んでいた。

　来たわよ、と声をかけるとひかえめな笑顔を見せてくれ、いつもの彼だ、と美登利は安心する。かたわらには麗美の著作がすべて積まれていた。乃の那なが持ってきたものだろう。

「ぜんぶ読んだの？」

「いいや、この一冊だけ」と、陽太は積まれた本に目を移した。「しかもまだ導入部分」

　丸イスに腰こし掛かけ、美登利もペラペラと本をめくる。実は自分もまだ読んでいないのだ。

「容体はどう？」

「ものすごい回復力だって毎日言われてる」

　静かに彼は笑うが、自分をあざけるようなそれにも見える。

「美登利こそ、大丈夫なのか？」

「わたし？」と美登利は訊たずね返す。「ああ、腕うでのこと？　かすり傷って言ったでしょ」

　数日前まで三さん角かく巾きんで吊つるしていたものの、いまはもう自由だ。激しい運動はまだ許されないが、父親のお墓参りくらいひとりでもできる。

　そんなことよりも話さねばならないことが自分たちにはある。

「……麗美の矛む盾じゆんに気づいているんでしょ？　わたしが気づいたぐらいだし」

　特に驚おどろいた様子も見せず、陽太は、ああ、とうなずいた。

　国くに枝えだ麗美は、乃那がストーカーに襲おそわれる現場を目もく撃げきしたために、自分たちに接近したと話していた。確かに事件発生現場の真向かいに自宅が建っているぐらいだから、それを見ることは可能だろう。だが目撃していたこと自体がおかしい。

　阿あ賀がはよからぬことを企たくらむ者たちに完かん璧ぺきな犯罪計画を提供し、信者を増やしていた。それはつまり、誰だれにも目撃されない犯罪のプランを、望む者に与えることが可能ということ。乃那を襲っても警察が駆かけつけない未来を、村むら井いとかいうストーカーに教えることができたのだ。

　なのに、麗美は事件を目撃していたという。目撃者がいるということは、警察に通報されるということとほぼ同義といっていいだろう。事実、彼女は再集合する自分たちを目にするまで、通報するつもりだったと話していたのだから。

　しかし、それでは阿あ賀がの話していた完かん璧ぺきな犯罪計画と矛む盾じゆんしてしまう。

「麗れい美みは阿賀を止めるためにこの町にやってきた。阿賀自身がそう言っていたけど、詳しよう細さいは少しちがうんだろう。あいつは麗美の名めい誉よのためにウソをついたのかもしれない……。殺しておいて名誉だけ守るなんて、おかしな話だけど」

「……どういうこと？」

「麗美は阿賀の人格を変えてしまったことに罪の意識を感じていたんじゃないかな。幼なじみを神の子に変えてしまったのは自分のせいだって、そう思っていた。だからシンクロエナジャイザーを探す阿賀の非道を黙もく認にんしていたのかもしれない。

　乃の那なが巻き込まれたあの事件も、黙だまって見届けるつもりだったのかもしれない。でも麗美は……おれを見てしまった……。阿賀の立てた犯罪計画が崩くずれ去る瞬しゆん間かんを見たんだ。そこで阿賀以外の予知能力者の存在を知ってしまったんだ」

「じゃあ麗美の目的は……」

「麗美がおれたちに近づいたのは、シンクロエナジャイザーを手に入れるためだったんだろう」

　静まり返る病室で、美み登ど利りは麗美の抱かかえていた罪の意識に思いをはせる。

「だけど、あの娘こは……シンクロエナジャイザーを貸してほしいだなんてひと言も言わなかったじゃない」

「目的を変えたんだろう。阿賀を捕つかまえるという目的に」

「それは正しいことだと思うけど、どうして？」

　だが陽よう太たはなにも言わない。じっと手もとの小説を眺ながめるだけだ。国枝麗美の著作。

「乃那？」と美登利は気づいた。「……乃那がいたから？」

　それでも彼は口を開かない。しかし、その沈ちん黙もくは同意を物語っている。乃那に対する麗美の気持ちを想像すると、美登利の胸は痛んだ。見て見ぬ振ふりをするはずだった事件の被ひ害がい者しやが、実は自分のファンだった。それを知ってしまったときの麗美の心の叫さけびは筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたい。

「麗美はＨＡＡＲＰも知っていたのかしら……？」

「この町に家族を呼ぶぐらいだから、それはないんじゃないか。作戦の全容は明かさず、負い目を感じる麗美を阿賀がいいように使っていた、というところかな。あくまで想像だけど」

　高たか見み乃那と知りあったことで心を入れ替え、阿賀を逮たい捕ほするために自分たちと行動を共にすることを誓ちかった。だけど、麗美がいちばん憎にくんでいたのは阿賀ではなかったのかもしれない。

　このことは二人だけの秘密にしようと決め、美登利は病室を後にした。




　ひとりになった陽太は窓の外を眺める。からりとした秋晴れ。死に損ぞこないには残ざん酷こくなほどいい天気だった。

　谷たに崎ざき警部補は事情聴ちよう取しゆを含ふくめ、二度見み舞まいに来てくれた。虚きよ偽ぎの情報を警察に流して阿あ賀がを殺そうとした罪を問われ、てっきり公務執しつ行こう妨ぼう害がいや殺人未み遂すいなどで検挙されるだろうと思っていた。あるいは無む免めん許きよ運転で。しかし彼は、きみを逮たい捕ほするつもりはない、と言い切った。

「きみを逮捕するには予知能力を上に説明せにゃならん。だがわたしはもう疲つかれたよ。あと数年で定年なんだ」

　そう言って笑うので陽よう太たは面食らった。

「同じ理由できみの今後をどうにかするつもりもない。超能力を研究する組織なんて、わたしは聞いたこともないしね。書類上、きみは捜そう査さに関かかわった『協力者』であり、それ以上でも以下でもない。だから感謝しているよ、協力者くん」

「……感謝されるようなことはしてません」

「バカなことを言うもんじゃない」と谷崎は言う。「きみが協力してくれたから、アポカリプスを壊かい滅めつさせることができたんだ。きみはきっと、これからその力のために苦しむこともあるだろうが、いまは自分が成し遂とげたことに誇ほこりを持つべきだ」

　陽太は礼を言った。励はげましてくれたことにではない。阿賀が本当に樹海にいるか確かでない段階で、全隊を動かしてくれたことにだ。大変な努力と決意がそこにはあったのだろう。

　すると、彼は笑った。

「きみの啓けい示じを信じようと思っただけさ」

　そう言って病室を出ようとする谷崎警部補を、陽太はベッドの上から呼び止めた。

「なんだね？」

「……谷崎さんに話すことが、まだあるんです」




　退院した陽太が向かった先は、国道沿いにある量りよう販はん店てんだ。

　かつて万引きから暴行事件を引き起こした店に、陽太は谷崎警部補に付き添そわれて訪おとずれた。あらかじめ話を通してもらっていたようで、近くの店員に声をかけるとすみやかに奥おくへ通される。そこは従業員用のロッカーが並び、事務机が二つほど置かれた雑多な部屋だった。

　陽太はそこで貴金属を盗ぬすんだ犯人を知っていながら、黙だまっていたことを詫わびた。深々と頭を下げる先にいるのは現在の店長で、暴行を受けた当時の店員ではない。当人はすでにこの店にはいないという。

　自身が配属される前の出来事のためか、その店長からはおざなりの注意しかもらえなかった。それどころか別れ際ぎわには、よく正直に言ったね、などというお褒ほめの言葉までもらう始末だ。そうじゃない。おれが欲しいのは糾きゆう弾だんなんです。しかし、そんなことは言えなかった。

　店を出たところで、車に乗り込む谷崎警部補は言った。

「きみは偉えらいな。自分の過去としっかり向き合おうとしている」

　どこをどうとらえたらそんなことが言えるのか、陽よう太たにはまったくわからなかった。自分は偉えらくなんかない。クロロでの虐ぎやく殺さつを傍ぼう観かんしていたことも、阿あ賀がを殺そうとしたことも、警察を騙だましたことも、万引きの犯人を知っていたことも、すべてがうやむやになっているではないか。

　けれども、誰だれも自分を裁いてくれないらしい。だめ押しに、死ぬこともできなかった。

　徒歩で帰る道中、パトカーとマスコミの車をとんと見かけなくなったと気づく。入院している間に町は元の姿を取り戻していた。このところ天気にも異常は見られない。ＨＡＡＲＰは秘ひ密みつ裏りに処理されるらしく、機械科学部の全部員は沈ちん黙もくを徹てつ底ていするように警察からお願いされている。

　ふと視線を感じて顔を上げると、前方に美み登ど利りが立っていた。

「構成員はほとんどが逮たい捕ほできたんですって」

　そうだろうな、と陽太は答える。阿賀亡なき後、彼らは警察の敵ではない。

　しかし、美登利と並んで歩く中、陽太は構成員と自分を照らし合わせていた。それは入院中から考えていたことでもある。もしも、の話だ。いきがっていたあの頃ころの自分の前に、ある日、完全犯罪の助言を与えてくれる存在が現れたなら、どうしただろう？

　法に縛しばられず、自分の望みを叶かなえることができたなら。

　決して店員に見つかることのない万引きの方法を教えてもらえたなら。

　ほんの少し道を踏ふみ外していたら、自分は盲もう目もく的な信者として阿賀の配下にいたかもしれないのだ。それはつまり、やつらと同族ということだ。

　──おれは本ほん郷ごうたちとたいして変わらない。

　そう自覚すると、陽太の心臓はバクバクと音を立て始めた。クロロで見たたくさんの死体や麗れい美みの最さい期ごを生み出すのは、自分だったかもしれない。そんな未来になっていたかもしれない。樹海の中で銃じゆうをぶっ放していたかもしれないのだ。

　そんなとき、となりの美登利に手をにぎられた。

「大丈夫。陽太は人を助けたんだよ」

「……なんだよ、それ？」

　足を止め、震ふるえそうになる声を隠かくして陽太は笑う。すると、彼女は卵を温めるようにその手を両手で包み込んだ。

「なにを考えているかわかるわ。でも大丈夫。あなたはとてもすごいことを成し遂とげたのよ」

「やめてくれ。美登利までそんなこと……」

　誰もおれを褒ほめないでくれ。

「たくさんの人を救ったことは事実よ。ねえ、お礼を言わせて」

「……お礼？」

　美登利はゆっくりとうなずき、言った。

「あの日、わたしを事故から救ってくれてありがとう。わたしに協力してくれてありがとう。阿あ賀がを撃うたないでくれてありがとう。あなたがしたすごいことも、あなたが罪だと思っていることも、わたしはぜんぶ知っている。いつまでも忘れないわ」

　陽よう太たは心の奥おく底そこに光が照らされるのを感じた。罪という言葉を美み登ど利りは使ってくれた。待ち望む罰ばつには足りないが、いまはそのことがなによりも嬉うれしい。なかったことにしないでいてくれる人が、いま、目の前にいるのだ。

　同時に気づく。罪を記き憶おくに残し続けることこそが、最大の罰だったのだ。自分の犯おかした罪を過去にしてはならない。そして、その記憶を共有してくれる人が自分以外にもいれば、それはより大きな罰となる。彼女はそれをわかってくれている。罰こそが救済だった。

「……麗れい美みは死んだ」と陽太は言う。

「うん」と美登利は答える。

「助けたかった」

「うん」

「生きている未来も選べた」

「うん」

「おれの罪だ」

「わたしの罪でもある」

　ずっと覚えていようね、と美登利は言ってくれた。それがわたしたちの罰、と。




　年が明けた頃ころ、陽太は駅のホームに立っていた。よく晴れており、富ふ士じ山さんはその頂から裾すそ野のを真っ白に染めている。絶景だ。美登利がこの町を去る日としてはうってつけだろう。

　見送りなんていいのに。そう口にする彼女の口もとから白い息がたなびいた。退院した母親が東京に仕事を見つけたので、一いつ緒しよに転居するのだ。年末に機械科学部で送別会を開いたため、今日は陽太しかいない。

「乃の那なは泣くから来ないってさ」

　ちょうど電車が駅に滑すべり込んできた。これから美登利をこの町から連れ出す電車だ。

「こないだふたりで初はつ詣もうでに行ったもの。もうじゅうぶんよ」

　そうか、と陽太は言った。出発が今日だったことを思い出して突とつ発ぱつ的に家を飛び出したものの、いざ彼女を前にすると、なにを言えばいいのかまったく思い浮かばない。困ったな。なにか言わなくてはいけないことがある気はするのだが。

「大学に行くんでしょ？　東京？」

　うまくいけばね、とだけ陽太は答える。周囲よりもかなり遅いが、少し勉強に本ほん腰ごしを入れようと考えたのだ。いまは人間の脳について調べたい意欲がわいている。

「まさかとは思うけど、学力を維い持じするために予知能力を持ち続けるわけじゃないわよね？」

「……さあ？」と陽太は肩かたをすくめる。「どうかなぁ？」

　おかしな顔を作ってとぼけてみると、彼女は吹き出した。

「よかったわ、いつもの陽よう太たで。じゃあ約一年の遠えん距きよ離り恋愛ね」

　マフラーに顔を埋うずめた美み登ど利りが、浮うわ気きしないでよ、と胸をグーで叩たたいてきた。

　今度は陽太が笑う番だ。

「まだその設定は続いていたのか。もう偽ぎ装そうする必要もないだろ」

　周囲への言い訳として、予知能力者である自分に近づくための、優等生である美登利が使った方便だ。しかし、彼女はきょとんとしていた。

「偽装？　設定？　わたし、そんなことひと言も言ってないけど」

　ぽかんとしている間に、襟えりをつかまれた陽太はぐいっと引き寄せられ、キスされた。

「続きは一年後に」

　そう言い残し、美登利がさっと電車に乗り込むと、ドアは名残なごりを惜おしむひまも与えずに閉まり、すみやかに走り出した。彼女は窓から顔を見せることもせず、電車は景色の遥はるか奥おくへと消えていく。すべては一いつ瞬しゆんだった。

　陽太はあっけにとられてそれを眺ながめていた。

　触ふれたくちびるはやわらかく、冷たかった。そこから視みえた未来は──新しいクラスメイトと思われる生徒たちが、興味深そうにこちらに目を向けている──そういうヴィジョンだ。

　そうやって美登利は新たな生活へと踏ふみ出すのだろう。




　その日、陽太は自室で受験勉強に勤いそしんでいた。

　窓から見える隣りん家かの桜の木は満開に咲さき誇ほこっている。入試まで一年もない。いつかの抜き打ちテストではクラスで唯ゆい一いつの満点をとったが、志望校に入るためには一年生の授業内容からやり直さなくてはならないため、その量は膨ぼう大だいだ。だがこれまでのツケだから文句は言えない。そして当然、復習だけで済むというわけでもない。

　そういえば美登利はどうしているだろう。陽太がにぎるペンが止まったとき、階下に来客があった。話し声が聞こえる。ヒデと乃の那なとガクだ。そして母がこちらに確かく認にんもとらず、彼らを家にあげる。とん、とん、とん、と三人分の足音が入り乱れ、やがてドアが開かれた。

「陽太先せん輩ぱい、精が出ますね」

「あ、あぁ……」

　学年がひとつ下のガクに言われると、陽太は途と端たんに情けなくなった。いまおれがとりかかっていた英語は、一年生のそれだよ。お前でも簡単に解けるはずだよ。そんな心の声を彼の背後に立つヒデと乃那は聞き取ったようで、くすくすと笑っていた。

「で、なにしに来たんだよ」

　ぶすりとして訊きくが、三人はにやにやするばかりで答えをよこさない。

「ちょっと休きゆう憩けいしたほうがいいんじゃない？　外はいい天気だよ」

　乃の那ながそう言いだすやいなや、陽よう太たは春爛らん漫まんの世間に連れ出されてしまう。いったいなにごとだ。しかし、彼らは答えようとしない。

　いいから黙だまって歩け。そう言ったヒデに背中を押され、たどり着いたのは麗れい美みの家だった。

　色とりどりの花が咲さきほこる庭を通り、表札の「国くに枝えだ」の文字を前にすると、陽太はどうしてよいかわからなくなった。あれ以来、ここへは一度として訪おとずれていない。困こん惑わくするこちらを尻しり目めに、乃那は迷わずインターホンを押した。

　しばらく待っていると、赤ん坊ぼうを抱かかえた中年の女性が姿を見せた。

「あなたが新しん藤どうくんね」

「あ……はい……」

　心臓が縮み上がるほど痛くなったが、麗美の母親は陽太に微笑ほほえむ。

「生前は娘がお世話になったそうで……。どうもありがとうね」

　陽太はその腕うでに抱だかれるものが気になってしかたがなかった。まだ産まれたばかりだろう。ふわふわの生き地じにくるまれた中から、大きな黒目が興味深そうにこちらを見ていた。

「女の子よ。名前は未み来く。明るい未来が待っていますようにって、亡なくなる前、あの娘こがつけてくれたの」

　母親にうながされるまま、陽太は人差し指を差し出す。いまにも壊こわれてしまうのではないかと不安に駆かられたが、赤ん坊はそれをぎゅっとにぎった。まるで自分はここにいると強く主張するように。すると脳内にヴィジョンが流れ込む──しかし、どこまでいっても、彼女を抱く母親や父親の愛いとおしそうな顔しか視みえなかった。

　明るい未来が待っていますように。

　麗美が望んだこの子の未来は、きっとそうなるだろう。朝日が樹木や花々を照らすようにきらめくはずだ。なぜなら、未来とは人間そのものだから。ならば、どのようなかたちにも変わるだろう。変えることができるだろう。

「その通りになると思います……。すみません。本当に……すみませんでした……」

　陽太が謝あやまると、慌あわてたヒデが間に入る。

「か、彼は、その、お葬そう式しきに行けなかったことを……悔くやんでいまして……」

「まあ、そうなの？　気にしなくていいのよ。でもありがとうね、そんなにまで想おもってくれて」

　胸の奥おくからこみ上げる気持ちを、陽太は言葉にすることができなかった。その子の未来には、本来ならもうひとつ優やさしい顔が映るはずだったのだ。しかし、それはもう決して叶かなわない。すみません。本当にすみません。だからいつまでも謝り続けることしかできなかった。

　その子が大きくなったとき、麗美のような女性になるのか、それともまったくちがう道を歩むのか──その未来は遠すぎて、まだ、誰だれにもわからない。










あとがき




　本書は著者にとって電撃文庫での初の刊行となります。このたびは拙せつ著ちよを手にとっていただき、ありがとうございます。岩いわ関せき昂たか道みちです。

　本書を執筆するにあたり、いくつかの書しよ籍せきを拝読させていただきましたが、特に左記の文献を参考にさせていただいております。




　吉澤南『ベトナム戦争　民衆にとっての戦場』（吉川弘文館）

　ジェリー・Ｅ・スミス『気象兵器・地じ震しん兵器・ＨＡＡＲＰ・ケムトレイル』（成甲書房）




　作中では、富ふ士じ山さんという実在する御お山やまの危機について触ふれましたが、これは著者による創作の域を出ません。あとがきを書いている現在、気象庁は御山について噴ふん火か警けい戒かいレベル１（活火山であることに留意）としています。これは五段階ある警戒レベルの中で、もっとも火山活動が静せい穏おんであることを意味しているそうです。本書が読者のみなさまのお手元に届く際にも、この指し標ひように変化がないことを著者として切に願うばかりです。

　さて、本書が刊行されるまでに、たくさんの方々にお力添えをいただきました。著者としてたいへん畏おそれ多いことです。担当の黒くろ崎さきさんをはじめとした電撃文庫編集部、著者近影にかわいいイラストを提供してくださった西にし山やま美み耶やさんとそのマネージャーの田た中なか佑ゆう典すけさん、書店に並ぶまでに関わっていただいたすべての方々にお礼を申し上げます。

　そして、忘れてはなりません、素敵なイラストを描いてくださった岩いわ本もとゼロゴさんにも、厚く御礼申し上げます。わたしの頭の中にあったイメージよりもはるかにかっこよく仕上げていただき、感激しております。

　最後に、いま、拙著をお読みいただいている読者のみなさまに、重ねて心よりの感謝を申し上げます。また近いうちにちがった作品を通してお会いできるよう、精しよう進じんしてまいります。





二〇一五年六月吉日　岩関昂道
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岩いわ関せき昂たか道みち

新潟県上越市出身。第17回電撃大賞に応募した『ソラの星』を改稿の上、メディアワークス文庫より刊行し、デビュー。コーヒーが大好物。寒いのが苦手。
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イラスト／岩いわ本もとゼロゴ

１９８７年生、仙台出身。

フリーランスのイラストレーター。犬派です。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「岩関昂道先生」係

「岩本ゼロゴ先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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フェイクゲーム




未み来らい強ごう奪だつ
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